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経営学科

（4）

（1）

－

人

開設する授業科目の総数

人

助教

人

准教授

演習

240 学士
（経営学）

（Department of Business

  Administration）

4 60

124単位

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

平成23年4月　文学部

　　　　　　　現代英語学科〔定員減〕　　（△30）

平成23年4月　大学院生活科学研究科設置予定（平成22年5月認可申請）

平成23年4月　大学院看護学研究科設置予定（平成22年5月認可申請）

　　　　　　　人間福祉学科〔定員減〕　　（△30）

教育
課程

109科目 43科目 158科目

計

 Administration）

6科目

新

設

分

経営学部　経営学科

（1） （0）

人

合　　　　計

計

編入学
定　員

1

　　　　　　 生活科学部

入学
定員

基 本 計 画

計

茨城県日立市大みか町6丁目11番1号

所　在　地
開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

0

人

（10）

基　本　計　画　書

設 置 者

教

員

組

織

の

概

要

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

学　部　等　の　名　称

計

教授 計

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

大 学 の 名 称

学部の設置

茨城キリスト教大学（ Ibaraki Christian University ）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　茨城キリスト教学園

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的

講師 助手

学校法人茨城キリスト教学園は、キリスト教の信仰に基づき、人格の陶冶を行い、社会に有為な人
材を育成する教育を施すために、幼稚園、中学校、高等学校、短期大学に続き、昭和42年度に大学
文学部を設置。以降茨城キリスト教大学は、茨城キリスト教学園における一貫教育の最高機関とし
て、現代社会の要望に応え、それにより深い貢献をなすことのできる人材の養成を目的としてい
る。

収容
定員

卒業要件単位数
実験・実習

経営学部　経営学科

幅広い教養と倫理観を備え、経営の専門的知識を持った職業人の養成を目指す。

フ リ ガ ナ

年次
人

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

経営学部
（College of Business

修業
年限

兼 任
教 員

専任教員等

人

（18）（1）（8）

人

（0）（0）

人

　　年　月
第　年次

13 5 4 0

10 1
（8）

12 0 22
（18）（10） （0）

（13） （5）

0131 110 1

（0）

（10） （1）

（0） （12） （0）

12

0

0

145

6 26

0

（0）

101 5

12
(12)

8

（13）

（101）（8）

（24） （8）

（5）

167
（111）

108
(108)（22） （0）

0

（13） （0）

22

（1）

（1）

（1）

（12）

（3）

23

4

12

3

（4）

既

設

分

文　学　部　現代英語学科

　　　　　　児童教育学科

生活科学部　人間福祉学科

看 護 学 部　看護学科

　　　　　　文化交流学科

68 24 8 113
（13）

13
（66） （5）

（58） （23）

（163）

茨城県日立市大みか町6
丁目11番1号

平成23年4月
第1年次

10 1 1 0 12 0 22

11 1 0

（11） （1） （0）

6 4

　　　　　　食物健康科学科
8 6

（6） （4）

（8） （6）

（0） 25
(25)0

（0）

1 15 0

0 13

（0）

（6）
6 4

（26） （4）（6）

（1） （15）

10
（10）

58
（145）

5
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大学全体

保健専門職員

大学全体

大学全体

大学全体での共用
分を含む
図書約25万冊
学術雑誌約500種
視聴覚資料約1万点

開設前年度

1,000千円

2,000千円

標本

－

（－）

20,000千円 2,781千円 2,781千円

170,520千円

図書費には電子
ジャーナル・デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む。

350千円 350千円 350千円

1,242千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

設 備 購 入 費

第５年次

千円

2,781千円 2,781千円

第３年次

1,000千円1,000千円

992千円992千円

2

（45）

専　　任 兼　　任

人

（36）

45 36

〔うち外国書〕

電子ジャーナル

2種〔－〕　

（2種〔－〕）

経費
の見
積り

2,000千円

第１年次 第２年次

大 学 の 名 称

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

検定料・補助金・資産運用収入等

千円

点

（－）

機械・器具視聴覚資料

566

点 点

（566）

－

校
　
　
地
　
　
等

11,515.18㎡

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

職　　　種

事 務 職 員

専　　用

そ の 他 の 職 員

共　　用

30,587.54㎡

専　　用

167,370.58㎡159,045.37㎡

0㎡

46
（46）

計

0
技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

0

（1）

1

（0）

81

人人

共　　用

小 計

そ の 他 147,530.19㎡

0㎡

区　　　分

80,714.90㎡

136,824.93㎡

2

合 計

55,411.16㎡

計

2,092.18㎡

3,407.76㎡

30,545.65㎡

校　　　舎

11,515.18㎡ 92,230.08㎡

（81）

計

2室
34室

88

2
（2）

（3）

（0㎡）

3

2

0㎡

（24,823.62㎡）

共用する他の
学校等の専用

3,407.76㎡

（2）

（2）

2

42
（42）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（61,550.76㎡）

331,915.89㎡

59,517.79㎡

180,168.02㎡

151,747.87㎡

（88）

56,110.03㎡

（0）

新設学部等の名称

10室

計

5,499.94㎡

共用する他の
学校等の専用

（補助職員　3人）

5室

（補助職員　2人）

24,823.62㎡

専 任 教 員 研 究 室

（36,727.14㎡）

（2種〔－〕）

2種〔－〕　

教室等

20種〔5種〕　

新設学部等の名称

67室

実験実習室

経営学部　経営学科

図
書
・
設
備

冊 種

（3,500冊〔800冊〕）

3,500冊〔800冊〕　

（3,500冊〔800冊〕）

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

経営学部　経営学科

学術雑誌

体育館
体育館以外のスポーツ施設の概要

テニスコート

3,278.12㎡ 260,000冊
図書館

面積 収 納 可 能 冊 数

3,654.39㎡

閲覧座席数

区　分 第１年次

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

図 書 購 入 費

992千円

語学学習施設

13

情報処理学習施設

－

（－）

（2）

室

室　　　数

350千円

面積

第２年次

講義室

計
3,500冊〔800冊〕　

（2）

第３年次

566

（566）

－

（－）

第６年次

1,000千円

ミニグラウンド

第５年次 第６年次

（20種〔5種〕）

2,000千円

第４年次

2,000千円

第４年次

共用
名称：茨城キリス
ト教学園高校、収
容定員：1,065人、
校地面積基準：
56,160㎡、
名称：茨城キリス
ト教学園中学校、
収容定員：480人、
校地面積基準：
20,806㎡
名称：認定こども
園みらい、収容定
員：140人、園地面
積基準：786㎡
借用面積：
11,515.18㎡
借用期間：20年

電話交換手

378席

20種〔5種〕　

（20種〔5種〕）

演習室

図書

茨城キリスト教大学

2



文学研究科

英語英米文学専攻

教育学専攻

文学部

現代英語学科 ※平成23年度より
入学定員30名減。

児童教育学科

文化交流学科

生活科学部

人間福祉学科 ※平成23年度より
入学定員30名減。

食物健康科学科

看護学部

看護学科

平成12

平成12

平成10

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

収容
定員

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

昭和57

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

学 部 等 の 名 称

4

－

2年次5
3年次5

学士
（生活科学）

4 90

4

3年次10 380

－ 320

学士
（看護学）

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

倍

茨城県日立市大みか
町6丁目11番1号

学士（文学）

修士（文学）

20 修士（文学） 平成7

所　在　地
開設
年度

4

100

140

学士
（生活科学）

80

320

60

605

80 －

2503年次5

2年次5
3年次15

1.19

0.93

1.08

年次
人

人

学士（文学）

425 学士（文学）

20

－

定　員
超過率

人

2 10

0.35

0.20

2 10

0.91

年

1.14

編入学
定　員

4

学位又
は称号

入学
定員

昭和42

平成7

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

1.14

名称：附属カウンセリング研究所

設置年：1967年

規模：131,207.9㎡

名称：附属言語文化研究所

目的：世界の諸言語・それらの背景をなす諸文化及び異文化間交流に関する研究を行なう。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

平成164

設置年：1986年

附属施設の概要

名称：附属子ども未来研究所

目的：本学園及び地域社会に開かれた保育・保健・医療・福祉に係る教育研究、実践活動に従事する。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

設置年：2010年

規模：大学3号館5階1室

名称：附属情報センター

目的：情報ネットワークを中心とした情報利用環境の提供・整備を行なう。

規模：大学3号館4階1室

設置年：2000年

規模：大学7号館4階

目的：本学園及び地域社会に開かれたカウンセリングの研究、実践と教育活動に従事する。

所在地：茨城県日立市大みか町6-11-1

設置年：1955年

規模：264.99㎡

名称：附属自然学習センター

目的：労作教育を取り入れ、実践的・体験的指導のできる者の養成を目指す。

所在地：茨城県日立市十王町友部字上台3067-10
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別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 4 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

－ 4 2 0 1 0 0 0 0 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 1 0 0 0 0 兼15

1前 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 0 5 0 0 0 0 0 0 兼2

1通 4 ○ 兼1

2通 4 ○ 兼1

1通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

2通 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

備考

（経営学部経営学科）

配当年次

キリスト教概論Ⅱ

日本語ⅠＢ

日本語ⅡＡ

日本語ⅡＢ

授業形態

－小計（2科目）

ドイツ語ⅠＡ

ドイツ語ⅠＢ

ドイツ語ⅡＡ

ドイツ語ⅡＢ

－

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

キリスト教概論Ⅰ

単位数

＜キリスト教概論＞

専任教員等の配置

授業科目の名称

－

－

小計（25科目）

生命科学Ⅰ

海外語学研修Ｄ

異文化体験

小計（5科目）

＜環境＞

日本国憲法

経済と人間

政治と人間

産業社会と人間

＜健康スポーツ＞

体育実技

健康科学

運動と健康

小計（3科目）

＜留学＞

海外語学研修Ａ

海外語学研修Ｂ

海外語学研修Ｃ

コリアンⅠＢ

コリアンⅡＡ

コリアンⅡＢ

日本語ⅠＡ

総合英語Ⅲ

フランス語ⅡＡ

フランス語ⅠＢ

＜外国語科目＞

英語コミュニケーションⅠ

総合英語Ⅰ

中国語ⅠＢ

英語コミュニケーションⅡ

総合英語Ⅱ

フランス語ⅡＢ

全
学
共
通
科
目

中国語ⅠＡ

中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ

コリアンⅠＡ

フランス語ⅠＡ

1



1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 1 0 0 0 0 兼4

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼1

（共生の視点）

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

（現代社会と人間の視点）

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

（環境と情報の視点）

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

－ 0 28 0 2 0 0 0 0 兼11

（社会と歴史の理解）

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

（人間と文化の理解）

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

（自然と科学の理解）

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

統計学の基礎 1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 28 0 3 0 0 0 0 兼8

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 3 1 1

2後 2 ○ 3 1 1

基礎演習Ⅰ 1前 2 ○ 3 1

リーダーシップ演習Ⅰ

リーダーシップ演習Ⅱ

専
門
教
育
科
目

基
幹
科
目

経営学入門Ⅰ

経営学入門Ⅱ

経営学Ⅱ

会計学入門Ⅰ

会計学入門Ⅱ

経営学Ⅰ

キャリアデザイン

ビジネスリサーチ

学
部
基
礎
科
目

＜問題を発見する科目群＞

小計（4科目）

－

コンピュータ基礎Ⅱ

差別と国際社会

コンピュータ基礎Ⅰ

コンピュータ実習Ⅰ

コンピュータ実習Ⅱ

キリスト教福祉

＜情報＞

自然環境論Ⅱ

小計（8科目）

－小計（14科目）

コミュニケーションと言語学

人生と儀礼

心の健康

生命倫理

小計（14科目）

法学

歴史学

哲学と思想

社会学

キリスト教社会倫理

自然科学の基礎

人間と言語

人間と宗教

美と芸術の歴史

科学の歴史

科学の哲学

人間と文学

＜問題の基礎を学ぶ科目群＞

ミクロ経済学入門

－

情報社会とメディア

労働と人権

ジェンダーの現在

現代社会と政治

自然と環境

環境と社会

現代社会と表象文化

－

マクロ経済学入門

自然環境論Ⅰ

生命科学Ⅱ
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基礎演習Ⅱ 2前 2 ○ 3 1

経営演習Ⅰ 3通 4 ○ 8 1

経営演習Ⅱ 4通 4 ○ 8 1

4通 2 ○ 8 1

－ 34 0 0 8 1 1 0 0

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 36 0 3 0 0 0 0 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 0 18 0 1 0 0 0 0

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 0 12 0 0 1 0 0 0

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

組織情報論Ⅰ

社会的共通資本論Ⅱ

卒業研究

人材マネジメント論Ⅱ

－

ビジネスエコノミックスⅠ

経営学説史Ⅰ

リーダーシップ論

組織情報論Ⅱ

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

経営戦略論Ⅱ

人材マネジメント論Ⅰ

事例研究Ⅰ（社会的存在としての企業）

小計（15科目）

専
門
科
目

＜マネジメント系＞

事例研究Ⅱ（優れた企業経営）

－

経営戦略論Ⅰ

組織行動論

実践現代経営学Ⅰ

実践現代経営学Ⅱ

経営学説史Ⅱ

小計（16科目）

ビジネスエコノミックスⅡ

＜マーケティング系＞

マーケティング論Ⅰ

－

＜地域イノベーション系＞

イノベーション論Ⅰ

イノベーション論Ⅱ

現代産業経済事情

地域産業経営論Ⅱ

社会的共通資本論Ⅰ

地域産業経営論Ⅰ

小計（6科目）

サービス・マーケティング論

－

＜会計系＞

簿記入門Ⅰ

簿記入門Ⅱ

上級簿記Ⅱ

実践簿記論Ⅰ

実践簿記論Ⅱ

財務会計論Ⅰ

財務会計論Ⅱ

上級簿記Ⅰ

経営分析Ⅰ

経営分析Ⅱ

ファイナンスⅠ

工業簿記Ⅰ

工業簿記Ⅱ

管理会計論Ⅰ

管理会計論Ⅱ

ファイナンスⅡ

マーケティング論Ⅱ

流通システム論Ⅰ

流通システム論Ⅱ

小計（9科目）

マーケティング戦略論

3



2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

租税論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

－ 0 42 0 3 0 1 0 0 兼2

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2通 4 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 34 0 4 1 0 0 0 兼8

－ 38 293 0 10 1 1 0 0 兼42

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

２期

１５週

９０分

（注）

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

授業期間等

－

－

学位又は学科の分野 経済学関係

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

租税論Ⅰ

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

経営特講Ⅱ

国際金融論Ⅰ

国際金融論Ⅱ

証券市場論

－小計（21科目）

経営特講Ⅳ

経営特講Ⅲ

経営特講Ⅰ

小計（16科目）

学位又は称号 学士（経営学）

合計（158科目）

経営特講Ⅴ

英語検定試験対策講座Ⅲ

会社法Ⅱ

社会福祉発達史

ビジネスコミュニケーションⅠ

ビジネスコミュニケーションⅡ

外書講読Ⅰ

外書講読Ⅱ

英語検定試験対策講座Ⅱ

保健福祉行政論

英語検定試験対策講座Ⅰ

＜ビジネス支援・スキル系＞

会社法Ⅰ

・経営学科を卒業し学士の学位を得るためには124単位以上を修得しなけれ
ばならない。
・全学共通科目19単位以上修得、専門教育科目のうち学部基礎科目22単位以
上修得、基幹科目34単位修得、専門科目46単位以上修得、自由選択科目3単
位以上修得。
・1年間に登録・履修できる単位数は卒業要件科目については46単位以内と
し、総単位数は56単位以内とする。但し、前学年度のGPAが3.0以上の学生
は、卒業要件科目について最大で50単位、総単位数は60単位まで履修するこ
とができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

キリスト教概論Ⅰ はじめて宗教について学ぶ人に、キリスト教の内容の基礎的・全体的な紹介を目指
す。とくに社会や世界の動きのなかで問われている人間の問題（国際関係、異文化
の体験、自分の視野を広げるなど）に焦点を合わせて具体的に考えていく。（１）
イスラム・アジアの宗教の問題、宗教戦争、原理主義、フェミニズム、グローバリ
ゼイション、格差社会など、現代の社会が直面する問題もいっしょに考えながら進
める。（２）人間の生き方をめぐる具体的問題について聖書の指針に学ぶ。

キリスト教概論Ⅱ 　聖書の教え、あるいは福音は、その歴史的展開において、もともとはキリスト教
と異なる文化的、宗教的伝統を培ってきた土壌に種まかれ、そこで根を張り、育つ
ことによってキリスト教の伝統を形成してゆくこととなります。それは、出会いと
寛容の歴史であり、あるいは対決の歴史でもあります。このことはヨーロッパにお
いても同様であり、講義ではおもにヨーロッパの事例を参考にしながら、キリスト
教と文化の関連について考察してゆきます。又、このようにキリスト教と文化の問
題について考察することは、私たち日本に住む者にとっても興味深い問題提起をす
ることになるでしょう。なぜなら、キリスト教がいかにして日本の文化、日本人の
生活に根付くのかということを考えることによって、キリスト教との対比における
日本文化や日本人の宗教性の特質が明確になる場合もあるからです。

英語コミュニケーション
Ⅰ

There are several sections in this class. Each section is taught by a
different teacher. All classes are following the same basic course
outline. The course emphasizes listening and speaking on the basis of
other 2 skills: reading and writing. Each teacher is selecting a book
which he or she prefers.Some sections will make use of teacher generated
materials and/or games.In the classes for N department in the second
semester teacher will make use of text or materials concerning the
students’ major.
（和訳）英語コミュニケーションⅠでは、読むこと及び書くことを基礎にして、聞
くこと・話すことを中心に学びます。

総合英語Ⅰ 読む、書く、聞く、話すの４技能のうち、読むと書くに重点をおいた授業が展開さ
れます。前期は基礎英文法が身についているかどうかが確認され、受講生が各々、
どこでつまずいているかを発見することが促されます。各クラスの担当者が、第１
回目の授業で「授業計画」を与えます。英語の語彙（vocabulary）、統語法
（syntax）を身につけ、さらに英語圏の文化的背景への理解を深めて、英語でのコ
ミュニケーション能力を高めることを狙いとします。

英語コミュニケーション
Ⅱ

There are several sections in this class. Each section is taught by a
different teacher. All classes are following the same basic course
outline. The course emphasizes listening and speaking on the basis of
other 2 skills: reading and writing. Each teacher is selecting a book
which he or she prefers. Some sections will make use of teacher generated
materials and/or games.
（和訳）英語コミュニケーションⅡでは、英語コミュニケーションⅠに引き続き、
読むこと及び書くことを基礎にして聞くこと・話すことを中心に学びます。

総合英語Ⅱ 読む、書く、聞く、話すの４技能 をバランスよく身につけることを目標にした授
業が展開されます。各クラスの担当者が、第１回目の授業で「授業計画」を与えま
す。英語の語彙（vocabulary）、統語法（syntax）を身につけ、さらに英語圏の文
化的背景への理解を深めて、英語でのコミュニケーション能力を高め、専門分野で
利用できる英語力の習得を狙いとします。

総合英語Ⅲ 　これは通常の授業とは異なるCIS（Controlled Independent Study）のクラスで
ある。教員のある程度のコントロール（指図）を受けるが、基本的にはひとりひと
りの学生が主体的に教材（このクラスでは映画ソフト）を選んでそれらを教室で
（あるいは家庭など、教室外で）鑑賞してもらう。繰り返しソフトを鑑賞して、せ
りふ（英語）の聞き取りに集中し、一方でストーリーの骨子、背景を頭に入れても
らう。それは基本的に受講生の個人作業になる。ソフト鑑賞の途中あるいは終わっ
てから、理解の程度を確認するため、教員があらかじめ作成してあるテスト用紙に
答えてもらう。このクラスの場合は、理解度テスト、せりふのリスニング・テスト
が主となる。英語ソフト（DVDが主で、一部ビデオ）は「ローマの休日」「タイタ
ニック」「ジュラシック・パーク」「ハリー・ポッター」「風と共に去りぬ」など
４０本程度用意してある。

全
学
共
通
科
目

キ
リ
ス
ト
教
概
論

外
国
語

別記様式第２号（その３の１）

授 業 科 目 の 概 要

（経営学部経営学科）

科目
区分

1



ドイツ語ⅠＡ 　本学のドイツ語の授業は、２年間かけて初級文法の知識を身につけることを目指
します。そして、２年次終了時点では簡単な読み物は読めるようになりますし、ま
た初歩的な日常会話もできるようになります。初めての外国語の学習に際しては、
新たに覚えなければならない文法規則などが多くありますが、時間をかけ、また反
復練習を積み重ねることにより、確実に身についていきます。辞書を片手に、ドイ
ツ語習得に挑戦しましょう。なお、折に触れてドイツの生活や文化を紹介するビデ
オなどを見たり、ドイツ語の歌なども聴いたり、歌ったりします。

ドイツ語ⅠＢ はじめてドイツ語を学ぶ学生が、基礎をしっかり身につけられるよう、練習問題を
反復し、頻繁に小テストを実施します。ドイツ語ⅠAで学習する文法知識を深め、
ドイツ語を読む・話す力の基礎をつくります。

ドイツ語ⅡＡ 昨年度からの教科書を使って初級の文法事項を最後まで学びます。初級文法をマス
ターすれば、辞書を引きながら簡単な文章を読めるようになりますので、教科書終
了後は、受講者の関心にあわせて色々なテーマの文章を読む予定です。（たとえ
ば、ドイツのサッカー選手のプロフィール、バームクーヘンのレシピ、ロマンチッ
ク街道の現地情報など）細かい文法事項はあまり気にせず、何が書いてあるのかを
つかむという読み方をしてみましょう。

ドイツ語ⅡＢ 　「独検」は、全国各地でドイツ語を学習している多くの人たちが受験する検定試
験ですから、学習成果を測るには客観的な尺度と言えます。初挑戦の人は、まずは
５級、あるいは４級にチャレンジ。本学には、２年生の秋に５級と４級を同時に受
験し、合格した人もいます。既に５級や４級に合格した人は、３級にチャレンジし
てみましょう。「独検」は毎年春と秋の２回実施されますが、本授業においては、
秋期試験を受験することを想定して授業を進めていきます。ドイツ語ⅡＡを平行し
て履修している人にとっては、１年次の学習の復習の機会でもあり、またⅡＡの学
習を補完し、理解を深めることにもつながります。可能な限り、同時履修をお奨め
します。ドイツ語学習をひととおり終えた３年次生以上の人も、ドイツ語学習の成
果を「ドイツ語検定試験」で試してみませんか？

フランス語ⅠＡ １）１年間でフランス語の基本を総合的に習得します。２）ただし、「話す・聞
く・読む・書く」という４つの領域を満遍なく学ぶのは時間的制約があって困難で
すから、このクラスでは「文法」、つまり言葉の仕組みを中心に勉強します。３）
とはいっても、ビデオに登場する人物たちのまねをしながら勉強するわけですか
ら、おのずと発音も身に付くはずですし、またその項目に関連した会話表現もマス
ターできるでしょう。 DVDが添付されていますので、予習につけ復習につけこれを
大いに利用しましょう。４）尐しずつ、しかし確実に知識を身につけていって、秋
にはフランス語検定試験５級に合格する実力を養います。真面目に勉強すれば、１
年後にはフランス語の「仮免許」を取得することができるでしょう。５）授業の開
始時に辞書の説明をします。あわてて購入しないように。

フランス語ⅠＢ 　あまり難しいことは考えずに、とにかく耳で聞いて、しゃべってみることを通じ
てフランス語の基本を学びたいと思います。フランス語はとても美しいコトバと言
われています。文法的なことは尐し後回しにして、CDを使った「聞き取り」と「反
復」、それにフランスについての簡単なクイズなどで、耳と口と手を使ってフラン
ス語に親しみましょう。とくに「聞き取り」は大事です。秋には実用フランス語技
能検定試験５級（大学1年相当）の実力が身に付くよう努力します。みなさんも楽
しみながら勉強して下さい。フランスの風物のビデオなども鑑賞する予定です。

フランス語ⅡＡ １）初級レベルの復習をも兼ねた授業です。あまり得意ではないという人でも、な
んとかついてこれる程度の授業を心がけます。ただし初級文法の繰り返し、などと
いうことではなく、その種の説明や練習問題は最小限にとどめるつもりです。また
後半は中級程度のレベルとなります。２）フランスの美術館、おなじみのルーヴル
にオルセー、ピカソ美術館やロダン美術館、ちょっとマニアックなモロー美術館な
どについての解説を、やさしいフランス語で読んでいきます。３）当然ながらレッ
スンを追うごとに尐しずつ語学的な難度は上がっていきますが、内容がおもしろい
のであまり苦にならないでしょう。最終的にはフランス語中級のレベルを目指しま
す。ここまでくればもう免許皆伝です。４）秋にはフランス語検定試験４級に合格
する実力を養います。

フランス語ⅡＢ 　このクラスは、「楽しみながら」フランス語に親しみ、「力をつけていく」こと
を目的とします。文法クラスでしっかりとフランス語の基礎を勉強することももち
ろんとても大事なことですが、「子供がフランス語を学んでいくように」、楽しみ
ながら自然に身につけていくこともとても大事なことだと思います。<br/>　外国
語を学ぶとき、やはり机上の勉強だけでなく、実際に読んだり話したり書けたりで
きるということは、とても楽しく意味のあることだと思います。日本では、フラン
ス語は「憧れ」の言語のようで、いたるところでフランス語が使われています。そ
んな身近かな題材を色々ととりあげながら、楽しくフランス語に触れ、力をつけて
いって欲しいと思っています。１０年間暮らしたパリでのお話もたくさんしていき
たいと思っています。昨年から立ち上げられたフランスへの短期留学の相談などに
ものります。

全
学
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中国語ⅠＡ 今や世界人口の約４分の１が話すと言われる中国語。中国語を学ぶことによって、
ダイレクトにコミュニケーションできる友人の輪が広がります。このクラスでは、
教科書に沿って中国語の発音、基礎文法、簡単な会話等を習得していきます。教科
書での学習は、文法事項の解説と短文の反復練習が中心になりますが、その合間
に、中国語の歌を歌ったり、中国映画を見たりして、楽しく学べる機会をできるだ
け多く設けていきたいと考えています。1年間を通して学ぶことで、中国語検定準4
級レベルの力がつくことを目標とします。

中国語ⅠＢ 本授業は、入門者を対象に、中国語の正しい発音、語彙、日常会話の習得を目標に
しています。まず、中国語の発音をマスターすることから始まり、その後は、教科
書にそって簡単な日常会話を学んでいきます。中国語を「目」からではなく「音」
から理解できるよう、聞くこと、話すことに重点をおいて、授業を進めていきま
す。また授業中、中国の社会や生活に関する事を紹介することにより、受講生の中
国文化に対する理解を深めてもらいます。

中国語ⅡＡ 初級中国語をひととおり終えた人を対象に、初級から中級への橋渡しをするテキス
トを使って、中国語の準中級文法、語彙、会話などを学んでいきます。この授業で
勉強することをきちんと身に付ければ、中国語検定試験の準４級から４級をとるこ
とは可能です。テキスト以外にも、中国映画鑑賞や、中国文化紹介などの機会を設
けていく予定です。

中国語ⅡＢ 中国語を一年間学習した学生を対象とする講義です。中国語でのコミュニケーショ
ン能力の向上を目的とします。初級で学習した事項を復習しながら、日常や旅先で
使える実用的なフレーズの習得と、ヒアリング力の向上を図ります。また、中国の
習慣や流行などの社会事情や、歴史・文化などを適宜紹介していきます。

コリアンⅠＡ ・外国語を学ぶにあたって、基礎は非常に大事である。まずは、韓国語の基本発音
をしっかり練習し、きれいな　発音ができるようにする。
・日常生活の挨拶表現や簡単な会話ができるようにする。
・韓国語の面白さを感じ取った上、異文化へ理解を深めていく。

コリアンⅠＢ ・韓国語の基本発音をしっかり練習して正確な発音ができるようにする。
・韓国語の構造が理解できるようにする。
・日常生活に役に立つ表現を中心にネイティブと会話ができるようにする。

コリアンⅡＡ ・コリアンⅠで習得して基本発音をもとに、より正確な発音ができるようにする。
・コリアンⅠで学んだ韓国語をもとに基本文型の理解を深める。
・日常生活の簡単な会話ができるようにする。
・様々な資料を通して韓国語のみならず、韓国という異文化への興味と理解を深め
ていく。

コリアンⅡＢ 韓国語初級の文法事項を使っていろいろな会話及び作文を学ぶ。多様な場面を設定
してロールプレイを行い、韓国語の運用能力を身につけていく。用言の変則活用及
びいろいろな表現を学ぶ。ハングル検定５級及び４級レベルの読解力、聴取力を
培っていく。

日本語ⅠＡ 日本の社会生活に役立つ高度な日本語表現を目指し、口頭表現・文章読解・文章作
成の訓練をします。授業の柱は、二つあります。一つは、『敬語のケイコ』という
教科書を使って、ビジネスマンの会話表現を学びます。もう一つは、「日本語文章
能力検定試験」の問題を解きながら、日本で社会人として生活するための日本語力
を養成します。「日本語ⅡＡ」が、現在の学生生活のための、いわば基礎編である
のに対して、この「日本語ⅠＡ」は、大学を卒業して社会人となってから役立つ日
本語を目指す、上級編です。

日本語ⅠＢ 大学留学のためのアカデミック日本語の基礎的能力の向上を目指します。
下記１－６をベースにして、意見発表などの話すことばの理解向上、講義ノートの
とり方、プレゼンテーションの仕方、レポート作成の基礎となる作文力の向上をは
かります。前半は、実践的なことばの習得と意見発表などの準備をします。後半は
日本語能力検定試験に備えて勉強します。

日本語ⅡＡ 日本での留学生活や、大学生生活に役立つ日本語の授業です。4技能（話す、聞
く、読む、書く）の基礎力向上と日本文化の理解を目指します。「話す」……敬語
の使い方を中心に学習します。「聞く」……テレビ・ラジオの聴解ができるように
学習します。「読む」……新聞が読めることを目標に学習します。また、長期休暇
には日本の小説を読む宿題を出します。「書く」……手紙やレポートの書き方を学
習します。

日本語ⅡＢ この授業は、日本語の中上級者に対しておこなう。
前期は、話すこと、聞くことを中心にする。
後期は、書くこと、読むことを中心にし、日本語能力検定試験に備えた勉強もす
る。
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体育実技 一生涯を通して健康であるために、必要不可欠なものはいったい何でしょうか？そ
れは①栄養　②運動　③睡眠（休養）であると言われています。栄養と睡眠は自分
自身の自覚によって比較的簡単に取ることができますが、運動を日常生活の中に取
り入れるということは、容易なことではありません。しかし人間のもっている本来
的欲求は、身体を動かすことに対する喜びであり、言いかえれば身体運動によって
自己を表現し自己の欲求を満たしていると言っても過言ではありません。運動（ス
ポーツ）は本来自発的に楽しみながら行うからこそ長続きもし、それがひいては健
康の維持・増進につながり、仲間づくりへと発展し、さらには生涯スポーツ、すな
わち一生涯を通して運動（スポーツ）に親しんでいくことができるのだと思いま
す。タイトルどおり「楽しく身体を動かす」「楽しみながら運動する」ということ
を、この授業のねらいとします。

健康科学 健康であることはすべての人の願いであるが，各個人の健康観は多様である．この
ことは，多種多様な健康関連情報があらゆるメディアに取り上げられていることか
らもわかる．社会にあふれる健康関連情報の中から信頼性の高いものを見極め，自
己の健康観にフィットした情報を選択し実践することは，現代社会において健康的
な生活を送る上で必須のスキルといっても過言ではない．しかしながら，多くの
人々は健康関連情報が氾濫する中で，何が正しいのかを判断しかねているのが現状
であろう．よって本授業では，科学的思考によって健康関連情報を読み解く力を身
につけることをねらいとする．そのためのステップとして，自己の健康観構築のた
めに必要な知識を身につけ，健康情報学を理解する．また，近年の心の健康に対す
る意識の高まりに応えるために，カウンセリング理論についても概説する．

運動と健康 人は誰しも健康な生活を確立し、維持することを望んでいます。しかしその反面、
健康について意外と無頓着な面を持っています。「歩く」ことが健康によいことを
知っていながら、その便利さからわずかな距離でもつい自動車を利用してしまい、
人間にとって基本的な行動の一つである「歩く」ということが尐なくなっていま
す。その結果足腰が弱くなり、ちょっと歩いただけですぐ疲れてしまったり、呼吸
器循環器機能が低下し、軽く動いただけなのにすぐ息苦しくなってしまう等、いわ
ゆる運動不足病といわれるような疾患が増加しています。機械化のおかげで、われ
われの生活はずいぶんと便利になった反面、一方では体力を低下させて不健康とい
う代償を払っているのが現状です。人間も生物ですから、人体の積極的な活動によ
り本来的な身体機能が確保されるわけで、それがひいては健康や体力の維持にもつ
ながります。その意味で現代社会における運動（スポーツ）の意義を個人的・社会
的立場から理解し、その重要性と必要性をこの授業を通して認識してもらいたいと
思います。

海外語学研修Ａ 本学が実施している海外短期留学プログラムの1つで米国のオクラホマ・クリス
チャン大学（ＯＣ）で4週間の研修を行う。1975年度から実施されている本学では
最も歴史の長いプログラムである。ＯＣの学生との交流、学校行事への参加、語学
授業のほか、アメリカ文化にも触れる。

海外語学研修Ｂ ・カナダ・オンタリオ州を代表するコミュニティーカレッジであるファンショー大
学のＥＳＬで4週間の語学授業を受講する。

海外語学研修Ｃ 中国の天津師範大学で中国語、中国文化についての授業を受講する。2週間の行程
で、北京への小旅行など中国伝統文化に触れる機会も設けている。

海外語学研修Ｄ 韓国のソウル市と龍仁市に2つのキャンパスを持つ総合大学である明知大学校で韓
国語、歴史、伝統文化に関する授業を2週間受ける。

異文化体験 異文化体験は、1)本学とは提携関係にない海外の教育機関への短期留学、2)明確な
研究テーマを設定して、海外において調査を行なう場合に、学生自身が計画を練っ
て計画書を提出し、研修後レポートの提出や口頭試問を経て単位が認められる授業
科目である。

日本国憲法 憲法とは、本来、国の組織や作用を定めた法をいいますが、私たちが学ぶ憲法と
は、その目的として、基本的人権の保障が含まれた、現代的意味の憲法をさしてい
ます。すなわち、一人一人の人間の自由と権利のために、いかに国家が組織され、
国家作用が行使されるべきかが問題とされています。ただし、私たちの人権も無制
限ではありません。他の人との関係や社会公共目的のために、一定の限界や制約を
必然的に伴っているのです。したがって、平等な個人の存在を前提として、国家全
体がいかに幸福を追求していけるか、それを実現する法が憲法といえます。この授
業では、そのような憲法の存在意義を基本的人権との関連において理解し、人権相
互の関係を調整する「公共の福祉」の役割や、人権の法律による制約とその裁判所
により司法審査のあり方を通じて、現代憲法の精神や、憲法を支える重要な基本原
理のいくつかについて学んでいきます。

経済と人間 　この授業は経済学という学問への入門講座で、講義形式で行います。経済学は、
私たちの日常の経済生活をより賢明にするために、現実の経済現象を正しく理解
し、それに基盤において、正しい、有効な指針、処方箋を作成する学問です。この
講義では、「本当に実際に役立つ」というところに重点をおいて、経済学の基本的
な考え方を解説し、それに基づいて、日本経済と国際経済を見る眼を養うことを目
的にしています。
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政治と人間 人間と政治の関わりについて概説します。人間が求める価値の希尐性と人間の持つ
予測能力が、人間同士の価値獲得競争あるいは闘争を引き起こします。神でも悪魔
でもない人間は、生きるために、どうしても人間同士の利害を調整しなければなり
ません。そうしないと、人間は争い、最後には戦争、殺し合いを始めます。政治に
期待される調整、統合の技術、制度、法、政府、国家、あるいはそれらを根底で支
えるものの考え方から思想に至るまで、この講義で扱う内容は多岐に渡ります。出
来るだけ分かり易い内容にするため、時事問題を取り入れる等工夫したいと思いま
す。

産業社会と人間 世界経済の破綻、格差社会の到来、派遣切り等々、時代と社会は厳しい状況にあり
ます。アニメ映画「千と千尋の神かくし」の監督・宮崎駿氏だったら、こうした事
態をどう思うでしょうか。この講義では「企業は利潤の獲得を第一義とする」と
言った言葉も紹介しますが、それは決して「金儲けの方法」を教えるためではあり
ません。私は、この講義において、宮崎氏が映画にこめた若者へのメッセージを読
み解くことの方がよほど大事だと考えています。映画を観ての感想ですが、監督は
「この世界は、最低限、働く意志ある者には働く権利を保証しているし、生きよう
とする者には生きる場を保証しているはずだ」と考えているようです。翻って、今
の日本の社会、国家、政府は、若者たちに、働く場所や生きる場所を保証している
でしょうか？　君は、どう思いますか。

生命科学Ⅰ 微生物は人間の健康や暮らしに密接に関係しているにも関わらず植物や動物ほどに
は関心がもたれていません。しかし、我々の健康を損ねるさまざまな感染症や食中
毒の多くが微生物によって引き起こされることを考えると無関心ではいられないは
ずです。また、一方では微生物は味噌や醤油などさまざまな発酵食品の製造に欠か
すことのできない生物群でもあります。授業では微生物と我々の生活との係わりを
具体的な事例から考えていきます。なお、授業では微生物の範疇から外れることに
なりますがウイルスと我々の暮らしについても考えていくことにします。ここでの
微生物の学習が、環境や微生物に対する関心を深めるきっかけになれば幸いです。

生命科学Ⅱ 現在、私たちの身の回りにはさまざまな化学物質があふれていますが、このなかに
は人になんらかの作用を及ぼす「生物活性物質(生理活性物質）」があります。こ
れらは、人に都合のよい作用を示す場合は「薬」となり、都合が悪い場合は「毒」
となります。「毒」と「薬」は表裏一体のものであり、どちらも人の生活にとって
重要なものであることから、これらの化合物に対する科学的な知識を得て、命の尊
さや不思議さについて考えることを目的とします。

自然環境論Ⅰ 我々は様々な自然環境に囲まれて生活しています。この授業ではその自然環境の中
から生物部分を取り出して検討していく予定です。自然環境の中の生物部分は、植
物・動物・微生物からなるので、この三者についてその暮らしと働きについて考え
ていくということになります。生態系の生物部分の構成者である植物・動物・微生
物の三者は密接な関係を持ちながら生活しており、どれ一つ欠けても生態系の維持
を図ることができない、このことの理解が、ここでの狙いです。近年、地球温暖化
問題に典型的に見られるように地球規模での環境問題が深刻化しています。これら
の問題を考える場合に、単にヒトに対する直接的な影響やその対策を考えただけで
は問題の解決にはつながらないことを明らかにしていきたいと考えてます。

自然環境論Ⅱ 近年、地球温暖化問題をはじめとして様々な環境問題が深刻化しています。この授
業では、様々な環境問題の中から、地球温暖化問題、原子力発電所の事故とその影
響についての問題などいくつかの環境問題を取りあげ、その原因、現状、問題点、
解決への道筋などについて考察します。授業では、個々の問題を身近な問題として
考えるために、簡単な調査や観察を取り入れていく予定です。

コンピュータ基礎Ⅰ 現代社会においてコンピュータはもはや必需品といえるまでになった。ビジネスの
場ではもちろん、学校や一般家庭の中にも広く普及し、コンピュータの操作能力、
特に、インターネットの活用、Wordによる文書作成、Excelによる表計算は、情報
社会に生きる人々にとっては必要不可欠な基本的能力といえるだろう。ここでは、
「パソコン初心者」を前提に、Windowsパソコンの基本的な操作方法（ファイル、
フォルダの作成・コピー・移動、日本語入力、タッチタイピング等）およびイン
ターネットの利用から始め、Wordによる文書作成を中心に、学期末の各種リポート
作成にインターネットやWordを十分活用できるようになることを目指す。

コンピュータ基礎Ⅱ 現代社会においてコンピュータはもはや必需品といえるまでになった。ビジネスの
場ではもちろん、学校や一般家庭の中にも広く普及し、コンピュータの操作能力、
特に、インターネットの活用、Wordによる文書作成、Excelによる表計算は、情報
社会に生きる人々にとっては必要不可欠な基本的能力といえるだろう。ここでは、
様々な種類のデータ処理（統計処理やグラフ化）と分析に用いられるExcelによる
表計算を中心に、今後の卒業研究論文の作成やビジネス現場でのパソコン活用能力
の習得を目指す。
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コンピュータ実習Ⅰ アンケートや調査などによって得られたデータは、眺めているだけでは何の役にも
立たない。データは要約し、分析されてはじめて意味のある（役に立つ）情報とな
る。表計算ソフトは、いくら“使い方”を学んでも、それを用いてデータをどのよ
うに分析（処理、計算）するかを知らなくては使いようがない。この実習では、前
述のような様々な問題の分析の基礎となる、表計算ソフト Microsoft Excel を用
いた統計処理の基礎を実習する。なお、この実習では、“数字”が苦手であっても
理解できるよう、グラフ化により視覚的に理解しやすい分析手法ばかりを取り上げ
ているので、Excel の基本操作ができる方には気楽に受講してもらいたい。この実
習を受講すれば、どんな難しく複雑なグラフも描けるようになるでしょう。

コンピュータ実習Ⅱ OS（Windows等のオペレーティングシステム）やアプリケーションソフトの進化に
よって、パソコンは格段に使いやすくなり広く一般の人々の間に普及していった一
方、“利用者がプログラム可能な汎用計算機”としての一面を知らない人々が増え
きた。この実習では、教育用コンピュータ言語BASICによるプログラミングを通
し、コンピュータとソフトウェアの動作原理を理解することを主な目的としてい
る。この動作原理を理解することにより、ソフトウェアのバグとはどういうものな
のか、コンピュータウィルスの正体は何なのか、近年多発しているシステムトラブ
ルによる社会インフラ（交通システム、金融システム等）の停止は何故起こるのか
等、情報社会で重要な知識を体得することを期待する。BASIC言語については初歩
の初歩から解説し、例題を元にプログラミングを体験しながら、数当てゲーム等の
簡単なプログラム（ソフトウェア）から神経衰弱ゲーム、ピンボールゲームの作成
を目指す。前述のように、あくまで目的は全体像を理解することであり、プログラ
ミングを覚えることではないので、気楽に受講してもらいたい。

キリスト教社会倫理 キリスト教思想は、社会にあり方についての一定の認識をもっている。社会のあり
方については、歴史上さまざまな考え方（ギリシャ・ローマのポリスの思想、権力
を中心にした近代の政治思想、デモクラシー）があるが、これらとの対比において
キリスト教の社会倫理を、聖書やキリスト教思想をもとに明らかにしていく。近年
の人権の思想や環境の問題にも視線を向け、現代のキリスト教思想が 、これらの
問題にどのよう対処しているかをも明らかにしていく。

キリスト教福祉 社会福祉の歴史的発展の流れを見るときに、キリスト教が与えた影響は非常に大き
いといえます。そして、キリスト教の信仰に基づいて生きた人、あるいはキリスト
教信仰により社会福祉の実践に携わってきた人々の生き方に着目することは、社会
福祉とキリスト教との関係だけではなく、キリスト教の基礎となっている聖書につ
いて学ぶ機会になります。この授業では、まず福祉が対象とする「人」を、聖書で
はどのようにとらえているのか、キリスト教に基づく人間理解を深めることを目的
とします。神の側からみた人間理解といえるでしょう。また、生活をしていく上で
困難を抱えた人々を支えたキリスト教社会福祉を実践した人々のはたらきを通し
て、生きる意味、他者の生活を支える意味について考察します。

差別と国際社会 違いを違いとして認識することは当然だが、ある違いが差別の理由とされるのはど
うしてなのか？　この問いを念頭に置きつつ、現代社会の差別の諸相を具体的に検
討する。世界の現状を見ると、近代国家の枠組みの中に押さえ込まれていた民族差
別、宗教対立などの確執が吹き出している。世界全体を覆う差別の構造と、国とい
う単位のなかでの差別が相互に影響しあいながら複雑な展開を示しているといえよ
う。新聞などの報道を例にとりながら、差別をなくす方向での国際社会の努力につ
いても検討する。

労働と人権 「雇用者と労働者」という関係では、労働者の権利にまつわる多くの問題が検討さ
れなければならない。労働基準法や動労組合法の守備範囲である。利潤追求一本や
りに邁進しかねない企業を社会的に抑制する力として「労働者の権利」が規定され
ている。では、働きたくても職がない場合はどう考えるのか。さらに、労働を人間
が自然・社会環境に働きかける自己実現活動としてとらえるならば、労働を人権の
一つの構成要素とする観点も成り立つ。「労働者の人権」の問題から「人権として
の労働」までを考察の対象とする。

ジェンダーの現在 1975年の「国連婦人の10年」を起点とする男女平等に向けた数々の取組により、社
会や生活に残された性差別や固定的役割意識は解消されつつあります。国において
も、男女共同参画社会の実現を21世紀のわが国社会を決定する最重要課題と位置づ
け、平成11年6月に「男女共同参画社会基本法」を制定し、平成12年には「男女共
同参画基本計画」を策定し、更に平成17年12月には[男女共同参画基本計画（第二
次）」を発表しました。本講義では、20世紀の女性解放運動の系譜、社会システム
に組み込まれた差別の構造、日常（結婚、家庭、職場等）の中の差別解消に向けた
国や行政の取り組み、尐子化対策の進む先進諸国の施策などを取り上げ、尐子高齢
社会における男女共同参画のあるべき姿を明らかにします。
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現代社会と政治 ２１世紀に入り、現代世界はグローバル化や情報革命の只中にあり、加えて世界経
済が危機的状況にあります。日本の社会にもその影響は色濃く現れています。こう
したなかで、健康で豊かな生活をおくるためには、社会の動きや変化がどのような
メカニズムで起こるのか、客観的な視座の確保が必要です。本講義では、現代社会
が抱える様々な課題を視野におさめつつ、例えば国家の動きが人々の生活にどう
いった影響を与えるかといったことがらについて、理論と現実の両側面から考える
機会を提供します。ほとんどが、政治学に初めて触れることになる学生諸君でしょ
うから、できるだけ分かり易い講義を心がけますが、時事問題を扱うことも多くな
りますので、できるだけ、新聞に普段から親しみ、毎日、テレビあるいはラジオの
ニュースに注意を向けてください。

現代社会と表象文化 現代社会、とくに現代フランスを特徴づけるさまざまなトピックを、文学や映画な
どの表象文化がどのように扱っているか、またそれらの諸問題が表象文化をどのよ
うに形成しているかを講義形式で検討する。この授業でとりあげるトピックとして
は、戦争、民族差別、不況と失業、移民、貧困、家族、病、恋愛、結婚、家族、同
性愛、若者、科学技術などを予定している。これらの問題にかかわるひとつまたは
複数の作品をめぐって、それらがどのように制作され、問題提起を行い、受容され
たかを論じる。表象文化を通じて現代の諸問題を見出すことを目標とする。

コミュニケーションと言
語学

言語はコミュニケーションのための道具である，と一般に言われている。しかし，
言語はすべての種類の情報伝達に向いているとは限らない。このことは，パイロッ
トと管制官の交信が原因で事故が起こるという事実，ひもやネクタイの結び方を言
葉だけで説明することは至難の業であることなどを考えてみても分かることであ
る。言語は空間や感覚・感情に関する情報を伝達することは苦手なのである。また
言語は真実だけではなく嘘も伝えることができるという側面も持っている。この講
義では，コミュニケーションのさまざまな側面について，言語学の視座から観察・
分析し，コミュニケーションの仕組みについて考えることが目標である。1．言語
の特徴　2．表現と場面　3．言外の意味　4．直示表現　5．協調の原則　6．比喩
と連想（類推）　7．前提　8．発話行為　9．遂行分析　10．間接発話行為　11．
丁寧さの原則　12．個人語・方言　13．コミュニケーション体系　14．異文化間コ
ミュニケーション　15．言語の類型

人生と儀礼 　誕生やお宮参り、七五三、成人式や結婚式など、人生の節目には必ず儀礼が行わ
れてきた。この儀礼を一般に「通過儀礼」あるいは「人生儀礼」と言う。この儀礼
は、社会的意味をもつと同時に、個人にとっても意味をもつ儀礼である。日本だけ
ではなく、世界中の通過儀礼を取り上げ、その儀礼の意味について考えていきた
い。また、学生達には儀礼の意味を考えることを通じて自らの人生を考える糧にな
ればと思う。

心の健康 心の健康とはなにかを、心理学の観点から考えます。心は身体と同じように、傷つ
いたり、病気になったりします。受講者と心の健康の保ち方を考えながら、心の病
気について学びます。また、障害者への対応も学びます。はじめて精神保健の授業
をとる人を対象とした初心者向きの授業です。

生命倫理 医療技術の急速な発達によって、人間の生と死を人為的にコントロールすることが
可能になった。しかしそうした変化は、伝統的な価値観では対処しきれない新たな
倫理的問題を引き起こしている。脳死、臓器移植、出生前診断、代理出産、安楽死
などをめぐる問題がその代表的なものである。この講義では、新しい医療技術がも
たらす生命倫理上の諸問題をいくつかのテーマに即して考察し、それを通じて望ま
しい生と死のあり方について考えていきたい。

自然と環境 人間は、生活の利便性・快適性を求めて多種・多様なさまざまな化学物質を作り出
してきました。それらの化学物質は最終的には環境に放出されることになります。
授業では問題を化学物質の生物影響に絞って検討していく予定です。また授業では
理解を確かなものにするために可能な範囲で実験・観察を組み込んでいきたいと考
えています。ここでの実験対象の化学物質としては、生活の中に深く入り込んでい
る界面活性剤を考えています。界面活性剤は石鹸や洗剤としてはもちろん色々な食
品の中にも様々な目的をもって含まれています。実験では石鹸や合成洗剤を用いて
その生物影響について検討していきます。

環境と社会 わたしたちが生きていくのに必要不可欠な「衣食住」は、すべて回りの自然環境か
ら産み出されている。この授業では、中でも日々欠かせない「食」を中心として考
えてみたい。現代のわたしたちは忙しく、目先のことしか見えない現実がある。し
かし生活スタイルの過去100年間の変化は、質量共にあまりにも大きく、地域に根
ざした伝統的生活スタイルが失われた。そして100年前にはまったく考えられな
かったことだが、今ではわたしたちの日々の食卓が世界と繋がっている時代になっ
た。この状況が今後も続くのか。持続可能な生活を実現する鍵は、どこにあるの
か。だからこそ変化という時間方向の探索と合わせて、わたしたちの住む世界とこ
こ茨城に軸足を置いて、食と環境の問題を探ってみたい。

情報社会とメディア これまでの新聞、テレビ、ラジオ、雑誌などに加えパソコンや携帯電話の急激な普
及によって、いわば情報維新を迎えました。
この授業では、これら世の中に溢れる情報を見極め、真実を見る目と考え方を養っ
て、社会の流れを読み取ることを目的とする。その上で自分の立ち位置を理解して
自己の方向性を探る。更にマスコミ現場、特に放送現場とその実情を学び、社会生
活をする中で遭遇する様々な物事に対し、的確に処理分析し、冷静に判断できる能
力を高めることにつなげる。
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ミクロ経済学入門 この授業は経済学の二大理論であるミクロ経済学の入門講座で、講義形式で行いま
す。ミクロ経済学は、現実の経済現象は価格現象に集約的に表現されるということ
を基本認識とし、分析の中心を価格におくことから、価格理論とも呼ばれていま
す。この講義では、ミクロ経済学の基礎として、まず、需要と供給、市場均衡など
の基本的な概念を把握し、次いで、消費者と生産者はどのような行動をとるのか、
これらの行動によって財・サービスの価格は市場においてどのように決定されるの
かを理解することを目的にしています。

マクロ経済学入門 この授業は経済学の二大理論であるマクロ経済学の入門講座で、講義形式で行いま
す。マクロ経済学は、現実の経済現象は国民所得の規模とその変動に集約的に表現
されるということを基本認識とし、分析の中心を国民所得におくことから、国民所
得理論とも呼ばれています。この講義では、マクロ経済学の基礎として、まず、国
内総生産（GDP）などの国民所得概念を把握し、次いで、生産物市場における国民
所得はどのように決定されるのか、GDP、利子率、失業率、物価などのマクロ経済
変数はどのような相互作用を持つのかを理解することを目的にしています。

法学 「社会あるところ法あり」という言葉が示すように、私たちは直接または間接に、
法というルール（規範）と関係をもちながら社会生活を営んでいます。特に現代の
ように高度に専門化し複雑化した社会では、私たちの法とのかかわりは、以前にも
増して密接なものとならざるをえません。しかしそのような法は、実は、私たちの
自由や権利を守るための規範なのであり、規制や拘束は、その二次的な作用でしか
ありません。したがって、現代に生きる私たちには、そのような法の存在を認識
し、その意味や効用を理解することが不可欠になってきます。そこで本講では、現
代社会を取り巻くさまざまな現象を、法的な観点から分析できる能力を身につける
ため、法に関する一般理論を学び、刑法や民法といった生活に密接した法領域の基
礎を学んでいきます。日本国憲法の理解にも必要な勉強が含まれますので、ぜひ受
講してみてください。

社会学 私達は、どのような社会に、どのような時代に生きているのか、これが全体を通じ
てのテーマになります。近代から現代にかけての市民社会の展開を概説した上で、
家族と現代社会の変化(リスク社会の展開)を中心に講義をしたいと思います。どの
ような仕組みの社会で生きていくのか、どのように社会と関わりながら生きている
のか、自分は社会に対して何ができるのか、このような問題を考えながら話を進め
ていきたい。授業は、原則として、パワーポイントを用いて行います。

歴史学 　西洋諸国で発達したものは政治や経済のシステムにとどまらず, 言語・思想・文
化など多岐にわたり, 現代日本に生活する私たちと密接なつながりを持つものが多
い。「歴史学（西洋史）」の講義では, 先ず第１に, 西洋史を貫くキリスト教とい
う信仰の問題, 村落と都市の起源とその実態, 家庭における男女の役割の変遷, 文
学作品にみられる人間の意識の問題など多くのテーマを取り上げたい。また第２
に, 「国民国家」成立以後, 大きな課題となってきたナショナリズムと現代グロー
バリズムとの関係を考えていきたい。

哲学と思想 「哲学」は、宗教や文学など、表象に結びつている学問とは区別され、人間の理性
に基礎をおいた批判的思考である。このことを基礎にしながら、批判的理性として
の「哲学」そのものとその歴史的展開の基礎を紹介する。「思想」は、上記の「哲
学」に比して、文学、歴史、科学、芸術等、哲学以外の諸学問のなかに含意された
人間観、社会観等を意味している。これら、「哲学」と「思想」両者の性格を踏ま
え、近代・現代において提起されている諸問題（人権・環境等）に、どのように立
ち向かっていくか、諸家の意見をも紹介していく。

人間と文学 文学、とりわけフランスを中心とする西洋文学の代表的作品（および作家）をとり
あげ、そこに登場するさまざまな人物像と、物語の世界を構成する歴史的・文化的
背景を検討し、文学が人間をどのように描いてきたのかを論じる。デフォー、ス
ウィフト、デュマ、バルザック、ドストエフスキー、プルースト、カフカ、カ
ミュ、デュラスたちの作品に触れることで、文学が提供してきた千変万化の物語世
界と、そこで活躍するじつに豊かな典型的人物像に親しみ、ひいては文学に描かれ
た人間の歴史を理解することを目標とする。

人間と言語 言語を使用する能力は，人間を他の動物から区別する重要な特徴とされている．人
間は言語のおかげでコミュニケーションが可能となり，高度な思考を働かせること
が可能となり，文学作品を味わうことができるのである．したがって，人間を深く
理解するためには，言語の本質を理解することが極めて重要になってくる．本講義
では，主として英語と日本語を材料にして，人間にとって言語とはどのようなもの
なのか，また言語の研究を通じて何が明らかとなるのかについて考えていく．１．
言語の特性　　２．言語学の対象　　３．言語類型論　　４．言語研究の諸分野
５．音声学　　６．音韻論　　７．形態論　　８．語形成　　９．句構造　　10．
統語構造　　11．統語論　　12．語の意味　　13．文の意味　　14．言語習得
15．言語と脳科学
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人間と宗教 本科目の前提は、たしかに人間の本質的営みとして文化なるものがあるが、この文
化の背後には、どのような宗教圏・文化圏においてもそれぞれの宗教が存在してい
る、という認識を持つことである。このような宗教文化論的視点にたって、人間の
問題（その存在の意味と働きという二つの側面から、また個人と社会という他の視
点からも）を考えていく。また人間学という人間に関する現代の伝統的な学問を踏
まえながら、人間の精神や文化が宗教の次元を志向し、この次元に対して開かれて
いる事を考えながら、上記の問題を考える。

美と芸術の歴史 この講義は、人間の造形活動における芸術表現の本質について理解を深めることを
目標にする。講義では、はじめにアジアとヨーロッパを中心にした古代における遺
跡や造形遺物を取り上げる。また、仏教やキリスト教などの宗教美術を、その発生
から今日までの歴史的な推移のなかで比較する。さらに、近代から現代の多様な美
術表現の活動を概観し、社会の中における芸術の状況を考察する。各テーマごとに
美術作品などの具体的な視聴覚教材を多く使用し、鑑賞の機会を増やすことで理解
を促進させる。

科学の歴史 渋谷一夫他『科学史概論』（ムイスリ出版）をテキストに、科学の歴史を概観す
る。古代科学の誕生、中世期の科学、近代科学の形成と展開、産業革命後の科学、
現代科学とその特質、の順に講義する。科学の応用が技術（工学）である。応用を
通して科学は社会と大きく関わる。科学の発展を促した社会的状況との関係を重視
しつつ、科学の歴史を追いたい。本講義では自然科学の歴史の解説が中心になる
が、アダム・スミスやコント以後成立した社会科学の歴史についても触れたい。

科学の哲学 科学の哲学（科学方法論、科学論）は、１９世紀末から２０世紀はじめにかけての
科学上の革新（相対性理論、量子論、新論理学の形成等）の刺激のもとで成立した
哲学の一分野である。A.F.チャルマーズ『科学論の展開』（恒星社厚生閣）をテキ
ストに、現代の科学哲学を解説する。古典的な帰納主義科学論からはじめて、K.ポ
パーの反証主義科学論、T.クーンのパラダイム論、I.ラカトシュのリサーチプログ
ラム論、R.マートンの科学社会学等を講義する。

自然科学の基礎 科学の発展に伴う知識や技術の量と質は20世紀以後、飛躍的に増加し深まってお
り、私たちの社会・生活に深く根を下ろしてきた。科学とその適用である技術が、
光の部分として、私たちの社会・生活を快適なものとしている一方、核兵器、地球
温暖化など影の部分も生み出している。今世紀、科学・技術の影響がさらに大きく
なる中で、科学的な見方・考え方を学ぶことが強く要求されている。本講義ではそ
のような考え方を学ぶとともに、自然科学的な方法論にも親しめるようにし、実験
データとの付き合い方、簡潔で論理的な表現を目指した（科学的）文章作成の基礎
についても述べる。

統計学の基礎 統計学とは、アンケートや観測によって採取された、大量のデータの中に存在する
法則性を扱う科学的分析方法であり、自然科学、社会科学、人文科学等の分野で広
く利用されている。教育の分野においても、大勢の学生、生徒、児童に関するデー
タ（試験の点数かも知れないし、身長や体重などの健康に関するデータ、児童の心
理を調べるための調査データかも知れない）を客観的（科学的）に扱っていく上
で、統計学は必要不可欠である。ここでは、統計学の基本について、演習を取り入
れながら解説する。

経営学入門Ⅰ 経営学は、本来身近な内容を取り扱う学問といえる。人間は生まれて家庭で育ち、
学校に通い、卒業後多くの者が会社に就職する。家庭、学校、会社という組織が行
う業務（仕事）は、それぞれ生活、教育、ビジネスである。この業務をいかに上手
に行い、組織を存続させていくかを研究する学問が経営学である。したがって、経
営学の範囲を広くとらえれば、あらゆる組織体の経営が含まれる。そこで、本講義
では人、物、金、情報という経営資源を効率良く活用し、事業を運営する企業に対
象を絞る。そして、事業、経営、統治の3つを主軸とする企業経営学の基礎をわか
りやすく解説する。そこで、会社、特に株式会社の仕組みを勉強し、日本、アメリ
カ、ドイツ、中国の比較も行う。さらに日本的経営の変容を学び、理想的な企業像
を探求する。

経営学入門Ⅱ 経済グローバル化の時代、イノベーションの時代となると、継続事業体（ゴーイン
グ･コンサーン）として企業が存続していくためには、イノベーションに挑戦し、
経営変革を断行する「戦略的経営」を必要とする。この「戦略的経営」の担い手が
「企業家的経営者」なのである。市場原理一辺倒のアメリカ型グローバル経営にか
げりが見え始めた今こそ、偏った株主主権や経営者主権の経営論から利害関係者
（ステークホルダー）共生の経営論に転換をはかる必要がある。このような視点に
基づいて、経営者ならびに管理者の役割、組織の活性化、経営戦略とイノベーショ
ンについて勉強する。そして後を絶たない企業不祥事については、法令遵守に「取
り組む心」が肝心である。コンプライアンス経営の構築についても検討する。

会計学入門Ⅰ 会計学の研究対象である企業会計の役割と仕組みの基本・基礎を学ぶ。企業会計
は，企業（とくに株式会社）に関与する投資者をはじめとする利害関係者（ステー
クホルダー）の経済的意思決定に有用な会計情報を報告するシステムである。この
ために，株式会社の仕組みから，会計の原点であるアカウンタビリティ（会計責
任），会計情報（財務諸表）の構成要素である資産・負債・純資産・収益・費用の
定義と内容などを具体的に理解する。

問
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会計学入門Ⅱ 企業が作成する会計情報は，貸借対照表・損益計算書・キャッシュ・フロー計算書
などの財務諸表を媒介にして，利害関係者に開示される。本講では，主要財務諸表
である貸借対照表・損益計算書・キャッシュ・フロー計算書の意義，相互関係およ
び構成・内容を実際の企業の財務諸表を参照して具体的に理解する。併せて，企業
会計の開示制度が連結財務諸表中心であることから，連結財務諸表の意義・役割な
どの基本についても学ぶ。

経営学Ⅰ
近年の企業を取り巻く環境は、国際化、情報化、知識集約化などの進展によって激
変している。これからの企業経営は、これらの変化を迅速に認識し、柔軟かつ創造
的に適応しなければならない。この講義では、経営学入門で学習した知識をもとに
して、企業を取り巻く環境の変化とそれに対応した経営という視点から経営学の原
理や事例を紹介する。経営の歴史、企業形態、会社組織の概念を説明しながら、企
業統治、企業合併などの現代企業が直面している問題を明らかにする。

経営学Ⅱ 巨大企業は多数の従業員、巨額の資本・設備から成り立っており、それらを組織的
に運営することは非常に難しい。企業規模が拡大するほど、経営方法が複雑化する
からである。講義では、企業内部に焦点をあてて、経営戦略、経営組織、経営情
報、財務管理などのマネジメント活動に焦点を当てて、企業経営に対する指針とな
る考え方を講義し、事例を通じて経営学全般の体系を理解する。

キャリアデザイン 卒業後の職業選択とキャリアの積み重ねを描くことができるようになるために、仕
事、雇用、生活にかかわる問題を多面的にとりあげます。経営学部生が、卒業後、
仕事のうえで求められるようになる能力を認識して、大学4年間で何をしておくの
が良いか、何を学び身につけていくのが望ましい意かを自覚し、自分の学生生活を
設計できるようになることをめざしています。大学から社会にリンクしたキャリア
デザインをする力を身につけます。

ビジネスリサーチ 情報はヒト 、モノ、カネと並んで重要な経営資源だといわれています。世の中に
情報は氾濫していますが、経営の意思決定にとって価値のある情報を手に入れるに
は、調査の方法を知っていることが必要です。経営の意思決定に役立つ調査ができ
なければなりませんので、ビジネス・リサーチと表現します。このクラスでは、さ
まざまなリサーチがあることを理解したうえで、因果関係を特定するタイプのリ
サーチができるようになることを目指します。

リーダーシップ演習Ⅰ （井上詔三・藤芳明人・申美花・田口尚史・栗原正樹）
社会に出ますと、仕事を一人だけでやり遂げるのはまれで、組織で達成するの当た
り前です。組織で良い成果を上げるには、チームワークとリーダーシップが求めら
れます。この科目では、チームで議論しながら、結論にたどり着くプロセスを体験
し、良いチームワークとリーダーシップとはどのようなものかを体得していきま
す。問題発見と解決の方法の第1歩を身につけます。

リーダーシップ演習Ⅱ （井上詔三・藤芳明人・申美花・田口尚史・栗原正樹）
チームワークとリーダーシップをさらに磨き、自分たちの主張を論理的に提案し
て、説得力のあるプレゼンテーションができるようになるために、調べる・まとめ
る・報告するというプロセスを実践します。企業や地方政府が抱えている問題を題
材として、解決策をチームでまとめていきます。ソリューションを導き、企画提案
する力を身につけます。

基礎演習Ⅰ （浅野義・三上司・藤芳明人・栗原正樹）
この授業は尐人数のゼミ形式で行い、これから4年間経営学科で学んでいくにあ
たって必要となる基礎力をつけることを目的としています。演習参加者は与えられ
た課題に対して、図書館やインターネットを利用して資料を収集し、その実態を把
握するとともに、その問題点についても考察して、その調査・分析結果を発表しま
す。最終的にはレポートを作成して提出します。演習担当者は、レポート作成の過
程で、図書館の利用法、文献の探し方、調査・分析の仕方、レポートの書き方、プ
レゼンテーションの仕方などについてサポートしていきます。

基礎演習Ⅱ （浅野義・三上司・藤芳明人・栗原正樹）
この授業は尐人数のゼミ形式で行い、3年次から始まる経営演習への橋渡しとなる
プレ演習です。この演習では、演習参加者が共通の文献を読み、それを深く理解し
報告・討論することを通じて、考える力とプレゼンテーション能力を身に付けるこ
とを目的にしています。具体的には、演習参加者は、その文献の担当箇所を読んで
レジュメを作成し、その内容を報告します。そして、その報告に対して演習参加者
全員で討論し、その内容の理解を深めていきます。演習担当者は、レジュメの書き
方や報告の仕方、討論の進め方などについてサポートしていきます。

経営演習Ⅰ （青木茂男）
　尐人数で行うこの演習は、学生の人格、人間性を高めることを第1に、次いで、
会計学の専門教育を行う。キリスト教精神にのっとった隣人愛、倫理観、社会への
奉仕、社会でのマナーの教育などが重要と考えている。合宿も実施して集団生活を
学ばせたい。また、ビジネスパーソンとしての常識、企業の仕組みなども学生に植
えつけたい。専門教育は財務会計、管理会計を基本に会計学の領域を広く学ぶ。
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（小林秀行）
当演習では，財務会計を中心に学ぶ。ゼミ（演習）は，学生の積極的，主体的な学
習を基本とするから，各ゼミ生が選んだ会計テーマについて，多面的に検討した結
果を発表し，質疑応答を繰り返し行うことによって，会計に関するより掘り下げた
理解を深めることを目的とする。併せて，ゼミは，学生間，学生と教員間の親睦を
深める場でもある。授業やゼミ合宿などを通じて，豊かな人間性，有意義な学生生
活の基盤となることが期待される。

（井上詔三）
人材は、経営資源のうち最も重要な資源です。人材に関する課題を取り上げ、ソ
リューションを導くための調査研究に取り組みます。何が重要な課題であるかを考
察し、研究仮説を作り上げるのが主な活動です。問題提起する能力、コミュニケー
ションする力を伸ばします。

（栁沼壽）
演習Ⅰにおいては、日本の産業経済および企業の諸問題に関する基本的な理論を学
ぶと共に、現実世界との接点を充分確保し、偏りなく経済や産業事情を捉えて議論
できることを目的とする。具体的にはマクロ経済と産業に関わる基本的なテキスト
の輪読と、株式ゲームへの参加、およびロンドンエコノミストの記事の読破、を演
習Ⅰの軸として、学生の自主的取り組みを促しつつ進めていく。

（今口忠政）
経営戦略、組織情報を中心とした経営学の専門書を輪読し、企業戦略、企業組織な
どのコンセプトを理解する。その上で、グループごとに発表形式で企業の抱える経
営課題を分析し、実際の企業行動を理解する考え方を育成する。随時、問題解決技
法を中心とした様々な実習を取り入れ、習得した経営に関する知識をもとにして、
実践的に課題解決が出来る（Act & Create）ための能力の育成を図る。

（浅野義）
この授業は尐人数のゼミ形式で行い、現代の国際金融をめぐる諸問題に対する見方
や考え方を身に付けることを目的にしています。具体的には、演習参加者は国際金
融に関する専門書を精読し、担当箇所の報告と討論を通じて、国際金融の基礎理論
を理解するとともに、その理論が現実の国際金融問題にどのように適用可能かを考
えていきます。そして、演習参加者は国際金融の諸問題の中からそれぞれ興味や関
心のあるテーマについて報告・討論し、レポートを作成します。

（藤芳明人）
最近、世間は大学に、即戦力の人材育成を求めている。ところで、現代は変化社会
である。イノベーション時代である。そこで、今日役立つ即戦力の人材ではなく、
明日に役立つ人材を育成することが、私は大学の教育だと思う。そして、大学を卒
業する以上、社会に出たら、リーダーとして活躍できる人間に成長してもらいた
い。
3年次のゼミナールにおいて、まずそれを目指して、ドラッカー（Drucker、P．
F．）の説く「マネジメント」、バーナード(Barnard、C．I．)の説く「組織」、
アーウィック（Urwick、L．F．）の説く「リーダーシップ」を教材として、勉強を
始めよう。その勉強方法は、人事院のJST（人事院監督者訓練）のリーダー養成講
座をモデルとして、学生諸君の自主会議方式で進めてみたい。

（申美花）
本演習では、国際ビジネス展開戦略に関する基本的な理論を学ぶ。その上で日本企
業のアジア（特に中国、韓国）における事業展開の最新動向について演習で取り組
む。演習の目標としては国際的な考え方や視点を身につけたビジネス・マンを育成
することである。そしてアジアに進出した日本企業が直面する様々な経営課題につ
いてケース・スタディ形式を取り入れてディスカッションすることによって、実践
的に企業行動を分析できる能力を育成する。

（田口尚史）
企業経営，特に全社的なマーケティング活動に焦点を当て，経営者の視点から企業
を捉える事業家的思考を涵養することを目標とする。演習の形式は，基本的には，
マーケティング関連のテキストを指定しての輪読形式とし，学生による担当箇所の
発表，質疑応答，議論，解説講義という形で進める。この他，実務家や経営者を招
いての講演や企業訪問なども行ない，企業経営やマーケティング実務に対する関心
や問題意識を醸成し，かつ，将来の経営幹部としての素地を養成する。

経営演習Ⅱ （青木茂男）
　大学4年次で行うこの演習も、学生の人格、人間性を高めることを念頭に置きな
がら、3年次で学んだ会計学の知識を基礎に、卒業論文の指導を中心に置く。卒業
論文作成のための文献の集め方、論理的な文章の書き方等を指導する。また、就職
についてのアドバイスも行い、企業で働く際の心構えなどを学ぶ。

（小林秀行）
当演習は，演習Ⅰで学んだ会計学の知識を前提に，卒業論文の指導を中心に進めて
いく。このために，論文のテーマに従った発表を段階的に行う。卒業論文作成のた
めの文献の集め方，論理的な文章の書き方等を併せて指導する。卒論は，大学で学
んだ知識の集大成であるから，早めはやめの周到な準備が必要である。このため
に，3年次の春休中に卒業論文のテーマを決定し，必要な文献の収集に取り掛かる
ことが望まれる。
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（井上詔三）
演習Ｉで用意した研究仮説を、データを集めて確かめる、データに基づく発見の意
義を考察するという、科学的調査研究の後半部分に取り組みます。勉学の過程で、
論理的な思考力、総合的な分析力、そしてアサ―テイブネスというコンピテンシー
を強化します。

（栁沼壽）
演習Ⅱでは、演習Ⅰで基本的なテキストを輪読した後、各自の関心に従って自己研
究を進め、それらの発表を軸に、演習Ⅰと同様に株式ゲームとロンドンエコノミス
ト輪読が進められる。合宿などの機会にディベートやビジネスゲームを取り入れ
て、学生の活発な議論を促したり、社会に出て仕事をしていくための基礎力を養
う。

（今口忠政）
3年生で習得した知識をもとに、企業の戦略的、組織的な経営課題を卒業論文に纏
め上げるための演習を行う。関心がある経営問題に関する発表からはじめ、理論的
に考察する能力や実際の企業の行動を分析して発表できるように指導する。最終的
に、卒論を執筆できる水準まで能力を育成したい。また、適宜、ケース研究、合
宿、企業見学などを取り入れる予定である。

（浅野義）
この授業は尐人数のゼミ形式で行い、現代の国際金融問題に対する理解を一層深
め、卒業論文を作成することを目的にしています。具体的には、演習参加者は経営
演習Ⅰで学んだ現代の国際金融問題の中から、それぞれ興味や関心のあるテーマを
選択し、それに関する内外の文献の検討や具体的な事例の調査を通じて、その実態
を把握するとともに、その問題点についても考察し、報告と討論を行います。そし
て、最終的には卒業論文を作成します。卒業論文の作成にあたっては、演習担当者
が個別指導を行います。

（藤芳明人）
4年次のゼミナールにおいては、進路決定への助言と支援ならびに卒業論文の作成
が重要な課題となる。将来、職場のリーダーとして活躍できる人材になることを目
標にゼミ活動を展開するが、それは戦後の日本を支えた「企業戦士」といわれた
「会社人間」を目指すのではない。「仕事と生活の調和」＝「ワーク・ライフ・バ
ランス」を求める「自立人間」＝「自己実現人」を目指すのである。日本の会社は
大きく変わる。会社は連続イノベーションを求めるから社員も自己変革が必要。グ
ローバル会社は異文化交流が必要。競争会社が共生会社となると支配関係が変わ
る、など。ゼミでは、会社制度の変革、日本的経営の変容を研究する。それを実感
するためにも、第一線で活躍する実務家を招いての講演や、地域企業との交流をは
かる企画などを実施したい。

（申美花）
本演習では、3年次で習得した国際ビジネスについての知識を前提に、卒業論文が
作成できるように指導することが重要な課題である。具体的には、経営演習Ⅰで学
んだ国際ビジネスにおける様々な課題の中から、各自関心のあるテーマに関する発
表を行い、先行文献の集め方、研究仮説の立て方、フレームワーク設計の仕方、ロ
ジックな文章の書き方、参考文献の整理の仕方などを併せて指導する。なお、ゼミ
では、中国や韓国企業とかかわりのある地域企業を見学したり、交流を深め、企業
経営の国際化について実践で理解を深めたい。

（田口尚史）
経営演習Ⅰで醸成された問題意識を基にして，企業経営やマーケティング活動を中
心領域として設定し，個々の学生に対して卒業論文の指導を行なう。はじめに，学
生の関心領域毎にグループを編成し，製造業，流通業，サービス業などを扱った
マーケティング関連のテキスト文献を指定し，それらのテキストの内容を分担で発
表する。次に，各学生が卒論研究テーマを設定し他の学生も含めて全体で議論す
る。その後，学術論文の形式やテーマ設定の着眼点などについて講義する。卒業論
文のテーマが決定した学生に対し，執筆の進捗に合わせて具体的な指導を行なう。

卒業研究 （青木・小林・井上・栁沼・今口・浅野・藤芳・申・田口）
卒業研究は経営演習Ⅰ、Ⅱで学んだ成果の集大成である。演習の授業で学ぶ過程
で、各自が興味を抱いたり重要であると認識したテーマについて、深く掘り下げて
研究するのが卒業研究である。最終的には研究成果としての論文を完成させるので
あるが、この研究により新しい発見や知見が得られたり、自己の将来を左右するこ
ともある重要なものである。しかし、卒業研究は最終成果だけが目的ではない。卒
業研究を進める過程において、文献を検索し、文献を読みこなして内容と問題点を
把握し、自己の問題意識・主張・見解を明確にし、論理的に思考して、文章で表現
する。表現は読者を納得させる内容、論理、形式・方法でなければならない。この
過程では指導教授による指導だけでなく、指導教授やゼミナリステンとの意見の交
換、議論があろう。卒業研究をまとめ上げる過程は、まさに諸君が社会で活躍する
際に求められる、問題の発見、解決方法、表現と他人への説得、他者との協力の仕
方を学んでいるのである。これらは、社会生活に不可欠な素養であるが、ここに、
卒業研究の本質的な意味がある。

基
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経営戦略論Ⅰ 経営戦略とは変化する外部環境に適合した競争優位な事業や製品を継続的に生み出
し、企業そのものの長期的な存続を可能にするための方策である。したがって、経
営戦略は企業の盛衰を左右する重要な職能であり、経営者層の意思決定がその役割
を担っている。経営戦略には、主として市場における競争優位性を確保するための
競争戦略に重点を置く考え方と、企業内部の資源や能力を組み合わせて効率性と創
造性を発揮させることに重点を置く考え方に大別される。経営戦略Ⅰでは、前者の
市場における競争戦略を中心に講義する。具体的には、経営戦略の意味、策定プロ
セス、製品・市場の選択、事業領域、競争戦略、戦略提携、合弁、合併・買収など
が内容となる。

経営戦略論Ⅱ 経営戦略論Ⅱでは、企業内部の資源や能力を組み合わせて、新規事業や新製品を開
発し、環境変化に創造的に適応しようとする方策を中心に講義する。社内ベン
チャーの取り組み、部門横断型プロジェクトによる事業創造などを事例にして、新
規事業開発、新製品開発、事業連携などの取り組みを講義し、イノベーション戦略
を創発する考え方を紹介する。

組織情報論Ⅰ 組織とは、複数の人間が役割の調整を通じて協働し、共通の目的を達成しようとす
るシステムである。企業は複雑な組織であることから、規模が大きくなるほど協働
を確保するのは容易ではない。この講義では、組織形態の種類、目標達成にあった
組織形態、組織の効果的な運営などを理解する。具体的には、種々の組織形態、成
長段階に適合した組織、中小組織と大規模組織、柔軟な組織形態などが内容であ
る。

組織情報論Ⅱ
組織を効果的に運営するために必要となる考え方を講義する。協働を成し遂げるた
めには、共通の目標に加えて、意思伝達が重要な役割を果たしている。水平的、垂
直的なコミュニケーションなどの情報伝達によって、どのような組織が形成される
かを示し、革新的な戦略を実施するためには、ネットワーク型組織が重要な役割を
果たすことを述べる。そして、組織変革のための取り組みを紹介する。

経営管理論Ⅰ 現代は組織の時代、マネジメントの時代ともいわれるように、学校や病院、NPO、
行政機関や政府、企業にいたるあらゆる組織体を機能させていくために効率的な管
理（マネジメント）を必要とする。このマネジメントを探求する学問が経営管理学
である。経営管理学は、経営学の部分的主要領域と位置づけることもできるが、マ
ネジメントを取り扱う組織の種類は多岐にわたり、またそのマネジメントの技術･
技法的側面まで検討することを考えれば、その対象領域は広く、深いものとなる。
そこで、経営管理の原点であるテイラーとファヨールの管理思考、経営管理の原
理、組織の編成原理と組織構造をわかりやすく勉強する。また代表的理論である管
理過程論、人間関係論、組織論、意思決定論について解説する。

経営管理論Ⅱ 「企業家的経営者」の戦略的経営で変容する事業体を支え、「管理者的経営者」の
効率的管理で組織体を運営するという両輪をもって経営管理とすべきである。した
がって、『経営管理学』の経営管理とは、そこに経営と管理が同居しているとみる
べきであろう。このような視点から考えれば、効率を指向する管理（マネジメン
ト）なくして経営の安定はない。しかし、管理だけで企業の成長はなく、企業の成
長にはイノベーションが必要である。さらにマネジメントのイノベーションと同時
に企業統治への変革も求められる。そこで、経営管理と企業イノベーション、企業
統治の変革、知識創造とナレッジ･マネジメントについて学ぶ。また、代表的理論
である戦略論、リーダーシップ論、モチベーション論、社会責任論について解説す
る。

人材マネジメント論Ⅰ 企業は、人材と他の経営資源を組み合わせて組織の目標を達成しようとします。人
材を活用して競争優位を持続的に発揮していくための、企業の経営管理行動を学び
ます。企業の長期方針と首尾一貫した人材マネジメントとはどのようなものかを身
につけます。良い企業成果につながる人材マネジメントを構想できるようになりま
す。

人材マネジメント論Ⅱ 国内要因ばかりでなく、国際要因も加わって、経営環境の急速な変化は、人材マネ
ジメントに新しい経営哲学を求めるようになりました。国際的な視点、ダイバーシ
テイとインクルージョンなど、新たな経営価値をふまえた国際人材マネジメントの
特徴を学び、より良い企業成果を達成する戦略的人材マネジメントとはどのような
ものかを身につけます。

リーダーシップ論 時代の変遷とともにリーダーシップ論は発展してきました。理論の系譜を学んだう
えで、チームで経営課題に取り組むことによって、効率良く学ぶ・仕事をするため
には、リーダーとフォロワーの関係がどうあるべきかを体感します。多様なリー
ダーシップを状況に応じて発揮する素養を身につけます。

組織行動論 仕事を通して豊かな暮らしを実現しようとする働き手一人一人にとって、所属して
いる組織の中での良い人間関係、働きがい、達成感、成長感などを得ることができ
るかどうかは、大きな関心事です。いっぽう、企業は働き手に全力で働いてもらい
企業の目標を達成しようとします。両者の目標を効果的に組み合わせる経営行動に
ついて学びます。
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実践現代経営学Ⅰ 　本講座では、今、日本でもっとも重要な課題である老化した組織の再生という
テーマを中心にして実践的理論と手法を解説する。ねらいは学生の応用力、実践力
を高めることである。また併せて学生の就業力の向上もねらいとするものである。
組織の老化現象の検討では、財務分析のほか、構成員の高齢化、トップ・マネジメ
ントの形骸化、構造の硬直化などといった定性的基準を用いる。そして老化した組
織の再生では、事例を取り上げて企業家精神の発揮とイノベーションの促進にかか
わる理論を中心に、具体的に考察する。

実践現代経営学Ⅱ 　本講座では劇的に変化している環境条件のもと新しい事業が次から次へと創造し
ていく創発型経営について解説する。まず第一に創発を生み出す前提条件を解説
し、それを当てはめていかに既存の組織を解放系にし、外部のエネルギーが大量に
流入する組織に変えていくかについて考察する。そして次に、創発を確実に起こす
ためのプロセスについて解説する。また創発を束ねて組織を新しい次元へ飛躍させ
る方法についても解説する。ねらいは、こうした学習を通して学生の創造的対応力
を高めることである。

経営学説史Ⅰ 本講座では経営学の基礎概念、基礎理論をグローバルな主要な学説を通して解説す
る。ねらいは世界中どこへ行っても通用する理論を修得することである。とくに本
講座で力を入れているのは各理論を断片的に教えるのではなく、方法論にもとづき
各種理論を関連づけ、体系的に教えていくことである。経営学説史Ⅰでは、企業と
社会、経営管理、企業と人間といった分野における主要な学説をたどりながら解説
する。具体的には制度経済学、管理過程論、行動科学などの領域の諸学説を取り上
げる。

経営学説史Ⅱ 経営学説史Ⅱでは、経営戦略、組織などといった分野における主要な学説を歴史的
にたどりながら取り上げていく。経営戦略については、まず狭義の経営戦略論につ
いて解説し、その後、いかに戦略経営論に変貌するかをチャンドラー、アンゾフな
どの理論を中心に解説する。また戦略経営論がＪ．ガルブレイスに代表される組織
の条件適合理論により、環境と組織と人間の総合理論にいかに進化していったかを
明らかにする。組織については組織の構造理論だけではなく、各種組織類型の基礎
理論についても解説する。

事例研究Ⅰ（社会的存在
としての企業）

実際の企業事例を中心として、ケースの輪読、資料の収集、経営課題に関するグ
ループでの解決、課題の発表というグループ学習形式で行う。特に、企業が私的に
利益を追求する存在であるという考え方から、社会的な存在に近づいていることに
関連する課題を取り上げる。企業の社会性、社会的企業、NPOなどに関する題材を
ケースに取り上げる。

事例研究Ⅱ（優れた企業
経営）

実際の企業ケースを中心として、ケースの輪読、資料の収集、経営課題に関するグ
ループでの解決、課題の発表というグループ学習形式で行う。特に、優れた企業経
営を行っているとされる企業の経営に関するケースや、優良企業へと飛躍した企
業、逆に、優良企業から転落した企業などを取り上げて事例研究を行う。学習した
経営学の理論をもとにして、現実の企業経営を洞察するための視点を習得する。

イノベーション論Ⅰ 社会経済や地域の発展にとってイノベーションは不可欠ともいえるが、本講義では
イノベーションをめぐる理論的歴史を、A．スミス以降の経済思想家の考えを振り
返ることを通して理解したあと、新製品・新生産方法・ネットワークや規格など
様々なタイプのイノベーションが存在することを学ぶ。そして、イノベーションが
消費者行動や企業行動とどう関わり、どのような効果をもたらすかを展望する。ク
ラスター政策など、公的セクターの支援についても紹介する。

イノベーション論Ⅱ イノベーションをめぐっては経済学・経営学・社会学・心理学など様々な分野が横
断的に議論を展開している。イノベーション論Ⅱではイノベーションを起す組織と
そのマネジメントについて検討する。様々な事例を通して、具体的なイノベーショ
ンがどのように生み出されたかを理解していく。その先に見えるのは、個人や組織
がイノベーションにコミットする環境・文化あるいは風土であり、それらは社会交
流資本(Social Capital)や起業家精神論として講義の中で取り上げる。

地域産業経営論Ⅰ 本講義は地域経済を確立・発展させていくための方策を考えることに基本的な狙い
がある。地域が経済的に持続可能であるためには財・サービスの移出・輸出の確保
と域内に派生需要が波及しなければならない。グローバルな視点と地域に根ざした
企業経営と連携が必要になる。そうした視点を意識して、新たなビジネスの創造に
力を入れるVBやそれらを支援するVC、インキュベーターなどの動向を紹介する。学
生自らが取り組む調査プロジェクトも取り入れる。

地域産業経営論Ⅱ 地域産業経営論Ⅰを踏まえて、県内の特色ある都市や地域の戦略的発展プログラム
をサーベイする。環境的な視点で循環型構造を目指す都市や、個性ある文化資本を
構築して将来世代も視野に入れた発展を考えている都市など、様々な視点とプラン
がありうるので、各地の政策・支援の取り組みを紹介する中で地域経済の独立的発
展と持続可能性が両立する都市型地域社会のあり方を探る。
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社会的共通資本論Ⅰ 環境、都市、金融、市場、教育、医療、などのシステムは通常の私的財と異なる原
理で公共社会の安定を持続的に保証できるように供給されなければならない。経済
学における公共財ないしは準公共財および私的財の概念がこれらの領域でどの程度
適用可能かを、宇沢弘文が提唱している社会的共通資本の枠組みに沿って検討す
る。特に重要なのはコモンズの概念である。上記の領域においてどのような取り組
みがなされているか、学生自らが身近な地域社会で観察される事例を調べるという
課題も取り入れる。

社会的共通資本論Ⅱ 経済には大きく分けて私的部門と公的部門が存在するが、公的部門は必ずしもすべ
て政府が財やサービスを供給するとは限らない。ここに、公的でありながら、政府
とは異なる主体が多様な機能を果たす領域がある。こうした非営利組織の経営原理
が企業組織の経営原理とどう異なるか、を明らかにしながら、環境・町づくり・教
育・福祉などの社会的共通資本に関わっているNPOや公的組織の経営について具体
的な姿を紹介する。

ビジネスエコノミックス
Ⅰ

今日の経済社会において最も大きな役割を果たしているのが民間企業であることは
言うを待たない。本講義では、企業理論の基本と、技術・組織戦略を中心に説明す
る。日本においても企業合併や買収が頻繁に見られるようになったばかりでなく、
国境を越えた戦略的提携や再編など枚挙に暇がないという時代に入っている。企業
経済学の基本を学ぶだけでなく、そのような現実の動向もトピックスとして説明を
加えていく。

ビジネスエコノミックス
Ⅱ

ビジネスエコノミクスⅡでは、市場の特性と市場支配力、価格戦略・製品戦略など
の主要な企業戦略に関する議論を紹介する。企業間の競争と強調は今日普遍的に観
察される現象であるが、こうした行動を分析する手段としてのゲームの理論も理解
してもらう。

現代産業経済事情 現実の経済社会で日々発生している様々な産業経済の動向を主として新聞記事や経
済専門誌によりフォローし、それぞれの事象が企業や経済にとってどのような意味
を持つかを考えることが狙いである。具体的には日本経済新聞、フィナンシャルタ
イムズ、などの記事を毎週取り上げて、経営的・経済的視点から解説を加えていく
という形態をとる。学生同士のグループを組織化して参加意欲を高め、討論やそれ
に基づく取りまとめ能力の向上に努める。

マーケティング論Ⅰ 本科目は，マーケティングの理論的枠組みに対する基礎的な理解を得ることを目標
とする。マーケティング理論に基づいて企業がマーケティングの諸活動を行なう際
の枠組みを実践的に学習する具体的には，ミクロ・マーケティングの領域に属する
企業レベルでのマーケティング・マネジメントの体系に依拠しつつ，マーケティン
グ理論の発展過程，マーケティング・コンセプト（顧客志向），マーケティング・
ミックス（プロダクト，プライス，プロモーション，プレイス）といった諸概念に
ついて事例を交えながら学習する。講義形式にて行なう。

マーケティング論Ⅱ 本科目は，マーケティング論Ⅰでの理論的枠組みを理解した上で，その周辺領域に
ある諸概念を理解することを目標とする。講義形式によって実際の企業の事例を通
して理解を深める。より包括的かつ多面的な企業のマーケティング活動を体系的に
学ぶことで，企業経営の全体像を理解することを狙いとする。内容としては，マー
ケティングと経営学との関係，戦略的マーケティング，チャネル・メンバー間の関
係性，組織文化などのテーマを扱い，それをマーケティング・ミックス概念と統合
することによってマーケティング・カンパニーとして企業を捉える経営感覚の醸成
を図る。

流通システム論Ⅰ 本科目は，流通構造全体をマクロ的に捉え，商業が果たす社会的及び経済的な役割
に関して基礎的な知識を得ることを目標とする。現代の流通システムの中で流通業
者が果たしている役割（所有権，財，情報の移転）を理解した上で，現在，それら
がどのような問題を抱えており，どのような解決の方向性が考えられるかという問
題意識を醸成する。具体的内容として，流通システム内での諸機関（製造業，卸売
業，小売業）の役割や活動内容について学習する。その後，現在，それらの機関が
置かれている状況やコンフリクト問題などについて検討する。講義形式によって行
なう。

流通システム論Ⅱ 流通システム論Ⅰでの流通構造全体に対する基礎的な理解の上に，実際の企業レベ
ルでどのように商業機能を遂行しているのかを理解することを目標とする。各々の
企業が果たしている商業機能の違いを理解し，なぜその機能を遂行しているのかを
検討し，商業及び流通に従事する企業に対する問題意識を醸成する。そのため，講
義形式だけでなく，いくつかの企業を事例として取り上げて学生自身が検討する時
間も設ける。また，流通業が果たす流通機能だけでなく，消費者側の購買行動や購
買慣習なども併せて検討し，流通業での仕事について学生たちが身近に感じられる
ようにする。

マーケティング戦略論 マーケティング論Ⅰ及びⅡの発展的・応用的なテーマとして，個別企業のマーケ
ティング戦略に関する理論的枠組みを理解することを目標とする。企業が，どのよ
うに競争優位性を獲得し，他社との競争に勝ち抜いていけば良いのかといった問題
を扱う。講義形式を基本とするが，実際の企業を取り上げた事例ケースなども紹介
する。学習内容は，市場志向，組織学習，コア・コンピタンス論などが含まれる。
主に，マーケティングという視点からの顧客に基礎を置いた競争戦略について理解
する。
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サービス・マーケティン
グ論

近年のサービス経済化の進展に対応し，無形財を扱うサービス業のマーケティング
の基本的な理論枠組みを理解することを目標とする。製品（有形財）とサービス
（無形財）の違い（無形性，異質性，生産と消費の同時性，非貯蔵性）を比較した
上で，サービス業がマーケティング活動を計画する際の意思決定事項や，企業と顧
客との価値共創（co-creation）や関係性（relationship），サービスによる競争
優位性の獲得，顧客が知覚するサービス品質（文脈価値）といったサービス特有の
概念を学習し，サービス業に従事する際の要点に対する理解を深める。講義形式で
行なう。

簿記入門Ⅰ 簿記入門Ⅰでは、簿記の学習みならず企業活動自体に馴染みの無い学生に、簿記会
計の学習を通じて企業の成り立ちなどを理解してもらうことを目的として講義を行
う。簿記会計を通して企業活動の仕組みを理解することで、経営学など他の科目を
学習する意味や目的が理解できるようになり、他の科目との学習の相乗効果を発揮
させることも意識している。当該科目は簿記学習の初級レベルとして位置付けてい
る。

簿記入門Ⅱ 簿記入門Ⅱでは、簿記入門Ⅰの内容を受けて引き続き簿記会計の学習を通じて企業
の成り立ちなどを理解してもらうことを目的として講義を行う。簿記入門Ⅰでは、
個人商店の営み中心に理解させるのに対して、簿記入門Ⅱでは株式会社の営みを中
心に理解できるように指導を行っていく。当該科目も簿記入門Ⅰに引き続き簿記学
習の初級レベルとして位置付けている。

実践簿記論Ⅰ 実践簿記論Ⅰでは、簿記入門の学習内容を基本として引き続き簿記会計の理論的な
側面を重視して指導を行う。しかし単なる理論の説明のみならず、実際の簿記技術
の習得にも力を入れ指導を行うことによって、簿記入門で学習した理論的知識を、
実務を模した会計処理の演習を通じて、しっかりと実務で使えるように指導してい
く。理論と実践を意識した講義を行うことによって、他の上級科目学習の基礎を作
るとともに、ただ手続きを覚えるという態度ではなく、自発的に考えるという学習
態度の育成を目指している。当該科目は簿記学習の中級レベルとして位置付けてい
る。

実践簿記論Ⅱ 実践簿記論Ⅱでは、実践簿記論Ⅰから引き続き、理論と実践を意識した指導を行っ
ていく。実践簿記論Ⅱの目的は、演習を通じて自発的に考え行動できる人間の育成
を行うことである。簿記入門・実践簿記論Ⅰの学習を基礎として、より高度な実務
を模した会計処理の問題演習を行い、その処理の意味を理論的に考えることによっ
て、知らないことに対して理論的に考え対応できる能力を育成していく。当該科目
も実践簿記論Ⅰよりも高度ではあるが簿記学習の中級レベルとして位置付けてい
る。

財務会計論Ⅰ 企業が開示する財務諸表は，一般に公正妥当と認められる企業会計基準に準拠して
作成される。一般に公正妥当と認められる企業会計基準に一つとして企業会計原則
がある。本講義では，企業会計原則における一般原則，損益計算書原則および貸借
対照表原則を中心に，その内容と考え方を学び，貸借対照表・損益計算書・キャッ
シュ・フロー計算書の意義，構成内容および表示基準を確実に理解する。

財務会計論Ⅱ わが国の企業会計制度は，国際会計基準（国際財務報告基準：IFRS）の導入を前提
にドラスティックに変革している。このことを踏まえて，本講義では，リース，金
融商品，棚卸資産，税効果，外貨建取引等，固定資産の減損，退職給付，企業結
合，連結財務諸表に関する会計基準などの企業会計基準の内容および考え方を，会
計の基礎概念に基づいて，理解する。

上級簿記Ⅰ 地中海沿岸の商業都市で中性に誕生した複式簿記の暦は500年をはるかに超える
が，その原理や仕組みは今も生成当時となんら変わらない。しかし，簿記の記録内
容は企業会計基準に規制されるため，激変する企業会計制度の下では，簿記の記録
内容も大きく変わらざるをえない。本稿では，複式簿記の仕組みを体系的に，かつ
確実に理解したうえで，複式簿記と企業会計基準との関わりを，具体的に学ぶ。

上級簿記Ⅱ 本講義では，個別企業会計基準に従って，具体的な簿記処理を学ぶ。リース，金融
商品，棚卸資産，税効果，外貨建取引等，固定資産の減損，退職給付，企業結合，
連結財務諸表に関する会計基準などの各企業会計基準に従って確実に簿記処理（仕
訳，財務諸表上の記載）ができるよう各会計基準の基本的な内容の理解とともに，
多くの例題を解くことにより，簿記処理能力を着実に高めうるように進めていく。

工業簿記Ⅰ 工業簿記も商業簿記と同様に複式簿記のルールに従って製造業の製造過程における
原価の流れを追跡し記録する技法である。このために，本講義では，先ず製造業の
複雑な製造過程（工程）をいくつかの異なる製造業で把握し，原価要素である原材
料費・労務費・経費および製造間接費，部門費などの内容の理解，製造工程におけ
る原価の流れを具体的事例に従って実際に記録計算することにより，工業簿記上の
計算と記帳の基本・基礎を学ぶ。

工業簿記Ⅱ 工業簿記は，原価の流れを記録するといっても，原価の決定は原価計算に依拠す
る。本講義では，このために，個別原価計算，総合原価計算，標準原価計算等の内
容の理解とともに，各原価計算に基づく原価の計算と記帳を具体的事例に従って理
解することにより，工業簿記と原価計算の基本を学ぶとともに，製造業における簿
記処理能力を高めていく。
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管理会計論Ⅰ 　管理会計は財務会計とともに会計学のコア領域です。経営者のための会計である
管理会計は、適切な業績評価や意思決定のための会計情報を経営者に提供するもの
です。本講義では管理会計の基礎を体系的にていねいに講義します。管理会計は実
際の企業でより効率的な経営のために用いられているものであり、企業にとって極
めて重要な考え方及びツールです。企業の業績向上のためには管理会計システムが
整備されていることが不可欠です。授業では考え方を学ぶとともに、実際の企業で
の実施例を紹介するとともに、実際への適用のために数値を用いて計算も行いま
す。

管理会計論Ⅱ 　管理会計Ⅰで管理会計の基本を学んだので、本講義では管理会計の意志決定領
域、戦略管理会計および近年発達した管理会計の諸技法を学ぶ。管理会計Ⅰを基礎
として管理会計の広がりを学ぶものである。①経営意思決定のための差額原価分
析、②設備投資の意思決定、③事業戦略と管理会計、④戦略的コスト・マネジメン
ト、⑤原価企画、⑥活動基準原価計算、⑦品質原価計算、⑧ライフサイクル・コス
ティング、⑨バランスト・スコアカード。

経営分析Ⅰ 　経営分析は会計情報利用者の立場に立ち、企業の実態をいかにして把握するかを
主として財務諸表を使って学ぶものである。財務諸表をいかに読み取るか、財務諸
表作成過程を考えながら学ぶ。経営分析は収益性の分析、流動性の分析、資金分析
に大別されるが、本講義では収益性分析を学ぶ。収益性の分析には、資本利益率、
資本回転率の他に、損益分岐点分析、付加価値の分析、利益操作の分析を含む。分
析は比率を算出してて行うことが多いが、比率以前に損益計算書の金額をいかに読
み取るかを学んで、その後に比率分析を行う。

経営分析Ⅱ 　経営分析Ⅰでは収益性分析を学んだので、本講義では流動性の分析、資金分析を
中心に学ぶ。貸借対照表を中心とした分析領域である。流動性の分析は企業が倒産
する心配がないかどうかを検討するものである。資金分析は企業の資金循環を学
び、流動性分析をフローの側面から補強するものである。収益性、流動性、資金分
析で経営分析の領域をすべてカバーするが、最後に実際の損益計算書、貸借対照表
など決算書を使って企業を分析する。これにより企業を見る目を養う。

ファイナンスⅠ ファイナンスⅠでは，企業の活動の1つである財務活動，財務管理について学んで
いく。
財務管理とは，企業が必要とする資金をどのように集め（＝ 調達），どのように
使うのか（＝ 運用）を考えることである。株式会社を対象とし，資金調達手段と
しての株式，社債，借入金についてそれぞれの特徴を学ぶ。そして，資金の調達や
運用と貸借対照表，損益計算書，キャッシュフロー計算書の関係を学んでいく。
ファイナンスに関する基礎的・一般的な事項を理解することを目的としている。

ファイナンスⅡ ファイナンスⅡでは，運用を実施するかどうかを判断するための投資意思決定，ま
た，経営・財務計画や利益計画，資金管理，リスク管理等の財務活動を行う上で考
慮すべきことを学ぶ。
さらに，資本構成や資本コスト，企業価値，キャッシュフローといったファイナン
スの分野で近年注目されている概念も学んでいく。こうした内容を学習するにあた
り，若干の数式を用いることがある。
ファイナンスⅠの内容をさらに深く理解することを目的としている。

国際金融論Ⅰ この授業は講義形式で行います。国際金融論は、複数の国民経済からなる国際経済
の中での金融現象を分析対象とします。新しい問題が次々に生じ、現在急速に変化
しつつある国際金融現象を正しく理解するためには、国際金融現象を規定する歴
史・制度・政策と分析手段としての理論を習得することが不可欠です。この講義で
は、国際金融の基礎的な概念と理論を修得することを目的にしています。具体的に
は、まず、外国為替の概念と外国為替決済の方法、直物取引と先物取引、為替投機
と金利裁定、為替リスクとデリバティブなどの外国為替市場の諸機能を把握した上
で、国際収支の諸概念と国際収支表の見方を学び、次いで、為替レート決定のメカ
ニズムを理解する。そして、代表的な開放マクロ経済モデルであるマンデル・フレ
ミングモデルを使って、国際資本移動の程度によって、固定並びに変動為替相場制
下の財政・金融政策の効果にどのような違いがみられるのかを考察し、国際金融市
場における資本移動の重要性について理解を深めていきます。

国際金融論Ⅱ この授業は講義形式で行います。国際金融論は、複数の国民経済からなる国際経済
の中での金融現象を分析対象とします。新しい問題が次々に生じ、現在急速に変化
しつつある国際金融現象を正しく理解するためには、国際金融現象を規定する歴
史・制度・政策と分析手段としての理論を習得することが不可欠です。この講義で
は、国際金融の歴史的・制度的・政策的な側面と国際金融の現状を理解することを
目的にしています。具体的には、まず、金本位制とその崩壊、旧IMF体制とその崩
壊、変動相場制への移行とその経験などの国際通貨制度の歴史を学び、次いで、石
油危機と累積債務問題、日米の経常収支不均衡問題、EU通貨統合、アジアとラテン
アメリカの通貨危機など、1970年代以降の国際金融上の諸問題を考察します。そし
て、サブプライムローン問題と世界金融危機、国際移民送金と開発など、今日の国
際金融をめぐる諸問題について理解を深めていきます。
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証券市場論 企業は，必要な資金量を確保できなければ，計画通りに活動ができない。またそれ
だけではなく，最悪の場合，倒産してしまうこともあり得る。こうした資金は，市
場を通じて調達されており，企業にとって証券市場は重要な役割を果たしている。
証券市場論では，まず，企業形態とくに株式会社とは何かを知り，他の企業形態と
の違いを学ぶ。そして，証券市場が，株式会社とどのように関連しているのかを明
確にする。さらに，市場では取引される株式・社債について学び，取引される場所
としての証券取引所や証券会社，証券の取引に関わる投資家，取引を行う上での市
場のルール等の基礎的・一般的な事項を理解することを目的としている。

租税論Ⅰ 　本講座は、租税法の初心者を対象にした入門編である。税法をはじめて勉強する
学生に対してテーマをしぼり、複雑になりすぎないように、税法は人々が日常生活
を送る上で影響をもち、私たち一人ひとりが税の負担をするものであることを理解
させる。したがって内容は、次の3点に重点を置く。①租税法における基本原則
（租税法律主義、租税公平主義等）を解説する。②国税、特に所得税、法人税、相
続税、消費税の全体像を把握できるように、なぜそのような制度があるのかという
考え方を解説する。③日常生活に必要な税法実務の現状を身近な事例を用いて理解
させる。

租税論Ⅱ 　本講座は、租税論Ⅰを踏まえたうえで、租税法の解釈及び適用並びに租税体系に
ついて解説する講義を中心とする。特に国税のうち法人税、消費税といったビジネ
ス実務に関する税法の理解及び取り扱いに重点を置き、税に関する基本的理念・考
え方及び実務における問題点等を講義していく。必要に応じてケーススタディによ
る最新の判例、新聞記事による事例解説なども加味し講義により身についた基礎的
な知識を簡単な事例にあてはめて運用する能力を身につけられるように、効率的、
効果的に授業を進めていく。

ビジネスコミュニケー
ションⅠ

本講義は、グローバル化における国際ビジネスに直結した英語によるコミュニケー
ション能力の向上を目指す。ビジネスの場面において初対面の挨拶、意見交換、面
会の約束、電話での連絡取り、業務内容の紹介などについての小グループによる
ロールプレイを多く取り入れた体験型授業を行う。本講義の狙いはグループ活動を
中心とした授業展開で、ビジネス場面を疑似体験し、ビジネスマナーやエチケット
を学び、国際人として必要な幅広いビジネス知識や実践的なビジネス英語運用能力
を高めることにある。

ビジネスコミュニケー
ションⅡ

本講義は、将来外資系企業、貿易企業、メーカーの国際部、インターネットビジネ
ス、観光業界等で英語を実践で使いながら働きたいという学生を対象に国際商取引
の基本を理解させることに重点を置く。ビジネスレター（メール）の書き方、英文
履歴書の書き方、取引の申し込みの書き方、英文契約書の読み方などについて例を
上げてわかりやすく説明、指導する。本講義の狙いは、国際的に通用するビジネス
英語の読み、書き、会話能力を身につけさせ、国際派企業人を育成することにあ
る。

外書講読Ⅰ 世界的ベストセラーとなっている"The World Is Flat" Thomas L. Friedman著を輪
読する。ITの普及により中国やインドなどを含めた世界が密接なかかわりを持ち、
インターネットに接続する個人にグローバルな競争力を与え、個人の働き方も大き
く変わろうとしている。これらのフラット世界が今後どのような問題を引き起こ
し、個人としてどのような対処をしていけばよいのかを、具体例を多く用いながら
講義する。本講義の狙いは、外書の読解力の向上を目指すとともに、21世紀の世界
経済を呑みこむ「フラット化」という巨大な潮流に、企業のみならず個人としてグ
ローバルに競争しなければならないことを認識させることにある。

外書講読Ⅱ Harvard Business Review誌に掲載されている経営全般（戦略、マーケティング、
組織論、人的資源管理）に関連したトピックを選定し、読んでいく。特に企業の
ケースを取り上げ、実際の企業現場で起こっている問題点や戦略上の課題などにつ
いてディスカッションする。本講義の狙いは、ケースを読みながら様々な最新の
テーマに触れさせ、経営活動への視野を広げることはもちろん、将来企業で働く際
の問題発見と解決のための方法を自ら探ることができるようになることを目指す。
受講者には積極的な授業への参加（プレゼンテーション、ディスカッション）が求
められる。

会社法Ⅰ 会社法の習得を目的とする。会社法Ⅰでは、会社法を学習する上での基礎として、
自然人・組合・匿名組合・商人・法人・会社（合名会社、合資会社、合同会社、株
式会社）といった基礎的な概念について解説した上で、会社法総則について解説す
る。その際には、必要に応じて、商法の総則及び商行為規定についても簡単に解説
する。会社法総則については、会社法総則の諸規定のうち特に、登記、商号、商業
支配人、代理商等について重点的に解説する。

会社法Ⅱ 会社法の習得を目的とする。会社法Ⅱでは、各種会社のうち、特に株式会社に関す
る定めについて重点的に解説し、合名・合資・合同会社についてはごく基礎的な解
説にとどめることにする。まず後期の前半に、主に株式会社の組織（株主総会・取
締役・取締役会・代表取締役・監査役等の株式会社の機関、機関間の関係、M&A
等）に関する側面について、次に後期の後半に主に株式会社の金融に関する側面
（株式会社の設立、新株発行、新株予約権発行）について解説することにする。
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社会福祉発達史 社会福祉の歴史的展開過程を探究し、その発展の要因を考察する。まず、欧米にお
ける社会福祉の発達過程についてふれ、その先駆的な歴史の流れから社会福祉発達
の原理を学びとって行きたい。つぎにわが国の社会福祉の歴史について、前史とし
ての古代社会や封建社会の動向から、近代社会以降、さらに戦前と戦後の時代的変
遷とその特徴を検討する。社会福祉が、どのような社会状況のもとで、どのように
成立し、いかに展開してきたかを知ることにより、現状を分析し、未来の展望を試
みる手だてとしたい。

保健福祉行政論 わが国の国民の健康と生活を成り立たせるために重要な行政のシステムがどのよう
な経緯を経て確立してきたかを理解し、地域保健行政の組織と運営に必要な知識を
身につけるために、以下の項目について体系的に学習することを目的とする。１）
日本における保健福祉医療の活動を支えている基本的な思想とその目的を理解す
る。２）日本における保健福祉行政の成立過程について基本的知識を習得する。
３）日本の保健福祉行政の法体系を理解する。４）日本における保健福祉行政のシ
ステムを領域別に認識する。５）各領域ごとに展開されている活動の実態を把握す
る。６）日本における保健福祉行政の課題について考察できるようにする。

英語検定試験対策講座Ⅰ TOEIC は、これまでも多くの企業で社員の英語力を計るのに用いられてきていまし
たが、近年では内定者、新入社員のレベルチェックとしても活用されるようになっ
てきています。この授業ではTOEICが受験者の英語力をどんな方法で測ろうとして
いるのかを知り、各自が目標を定めることで、より確実なスコアアップを目指して
いきます。また、スコアアップにつながる学習方法も身につけていきます。

英語検定試験対策講座Ⅱ TOEIC は、これまでも多くの企業で社員の英語力を計るのに用いられてきていまし
たが、近年では内定者、新入社員のレベルチェックとしても活用されるようになっ
てきています。この授業では、TOEICのスコアアップと英語コミュニケーション能
力を養う事をターゲットとしたテキストと、公式問題集を併用する事で、スコア
アップの攻略法を実践的に学ぶと同時に、英語コミュニケーション能力も養い、よ
り高いレベルのスコアの取得を目指します。

英語検定試験対策講座Ⅲ 英語圏の大学または大学院等の教育機関に留学するためにはTOEFL (Test of
English as a Foreign Language) を受験し、基準点を超えなければなりません。
一般の留学制度では、本学キャンパス外で実施される TOEFL IBT を受験しなけれ
ばなりませんが、本学の留学制度を利用して留学するためには、本学キャンパス内
で実施される TOEFL ITP のスコアを利用することも可能です。この授業では、そ
の TOEFL ITP の受験対策を行います。

経営特講Ⅰ （日立市による寄付講座：地方行政論）
　本講座は、本学が位置する日立市について、自然や歴史、日立市の将来計画、地
域振興政策、医療福祉政策など、日立市の過去から現在そして将来展望について、
その地方公共団体が担う役割について、各担当部署の市職員の生の声を通じて学習
していく。そうした講義を通して受講生が地方行政に必要な知識や能力の育成を図
る。

経営特講Ⅱ （茨城県経営者協会による寄付講座：地域産業論）
　本講座は、茨城県を代表する企業経営者や管理者が、地域経済の実態と各社が実
践している経営活動等について講義を行なう。実際の経営者や管理者から直接、地
域経済や企業経営について聞くことにより、各産業・業種についての理解を深める
とともに、社会人として必要な資質や能力の育成を図ることを目的とする。

経営特講Ⅲ （日立製作所による寄付講座：グローバル企業論）
　本講座は、日立市発祥の世界的な企業である日立製作所の歴史、現在の事業、そ
して将来展望について、各セクションからの社員により講義を行なう。講義は、単
なる製造業としての講義に留まらず、マネジメント・会計ファイナンス・マーケ
ティングなど、現在学んでいる学問が全て実践し、さらに発展的に機能しているこ
とを感じることを目的とする。グローバル企業への理解を深めるとともに、企業や
社会にとって有為となる社会人として必要な資質や能力の育成を図ることを目的と
する。

経営特講Ⅳ （志群総合研究所による寄付講座：ビジネス実務における自己実現）
　本講座は、企業・組織の中において1スタッフとしてだけではなく、管理職、さ
らには経営者としてリーダーシップを発揮し、組織を作り、守り、育てていくこと
も実社会においては求められる。企業・組織の経営について、実務の難しさとそれ
を乗り越えて自己実現していく過程を様々な分野の方の経験から学ぶ。特に、・女
性視点での管理職、経営職の経験、・組織の創成、維持、成長に関わる経験、・国
際的な人材を活用しての経営管理について、学ぶ予定である。
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経営特講Ⅴ （茨城新聞社および茨城放送による寄付講座：マスコミ論）
　本講座は、地元の新聞社および放送局である茨城新聞社と茨城放送の各部署担当
者が現場の生の声を通して、マスコミ業界について研究していく。講座の中では報
道記者から事件、事故、災害、環境、人権問題などをテーマに取材方法や物事の本
質を見る目を養う。また営業、企画担当者から広告代理店との交渉事やイベントの
企画運営の方法などを通して仕事を作り上げる面白さを学ぶ。さらにアナウンサー
から表現力や相手に言葉で的確に伝える技術を体得し、人間関係の円滑化を図るこ
とを目的とする。
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　の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書

　類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等
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    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㸰㸰㸰㸰㸸㸸㸸㸸ⲈᇛⲈᇛⲈᇛⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊㛵㛵㛵㛵ࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍ㞟ィ㞟ィ㞟ィ㞟ィ    

    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ 3333㸸㸸㸸㸸ⲈᇛⲈᇛⲈᇛⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂㛵㛵㛵㛵ࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍ㞟ィ㞟ィ㞟ィ㞟ィ    

    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㸲㸲㸲㸲㸸㸸㸸㸸ⲈᇛⲈᇛⲈᇛⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬    

    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㸳㸳㸳㸳㸸㸸㸸㸸⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡢࡢࡢࡢ༞ᴗ༞ᴗ༞ᴗ༞ᴗᚲせᚲせᚲせᚲせ᭱࡞࡞࡞࡞పಟᚓ༢୍ぴ᭱పಟᚓ༢୍ぴ᭱పಟᚓ༢୍ぴ᭱పಟᚓ༢୍ぴ    

    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㸴㸴㸴㸴㸸㸸㸸㸸⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ࢫࢭࣟࣉࢫࢭࣟࣉࢫࢭࣟࣉࢫࢭࣟࣉᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ࡢࡢࡢࡢ㛵㐃㛵㐃㛵㐃㛵㐃    

    ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㈨ᩱ㸵㸵㸵㸵㸸㸸㸸㸸⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ࡿࡅ࠾ᙧᡂᙧᡂᙧᡂᙧᡂࡢࡵࡓࡢࡵࡓࡢࡵࡓࡢࡵࡓᶆ‽ᒚಟᶆ‽ᒚಟᶆ‽ᒚಟᶆ‽ᒚಟࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹ    
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ⲈᇛⲈᇛⲈᇛⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉タ⨨ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉タ⨨ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉タ⨨ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉タ⨨ࡢࡢࡢࡢ㊃᪨➼㊃᪨➼㊃᪨➼㊃᪨➼ࢆࢆࢆࢆグ㍕グ㍕グ㍕グ㍕ࡓࡋࡓࡋࡓࡋࡓࡋ᭩㢮᭩㢮᭩㢮᭩㢮    

 

 

㸯㸯㸯㸯㸬㸬㸬㸬ⲈᇛⲈᇛⲈᇛⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᅬᩍᏛᅬᩍᏛᅬᩍᏛᅬࡢࡢࡢࡢἢ㠉ἢ㠉ἢ㠉ἢ㠉ࡢࡑࡢࡑࡢࡑࡢࡑᒎᮃᒎᮃᒎᮃᒎᮃ    

 ᮏᏛࡢタ⨨⪅࡛ࡿ࠶Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᅬࡢࡑࠊࡣ๓㌟࡛ࡿ࠶㈈ᅋἲேࣥ࢜ࢩࠕᏛᅬࠖࡢタ❧ࡀ

1948ᖺㄆྍྠࠊࢀࡉᖺᗂ⛶ᅬ㧗➼Ꮫᰯࡀ㛤タ1949ࠋࡓࢀࡉᖺࡣἲேࠕࢆ⛠ྡࡢⲈᇛࣜ࢟

࡚ࡋࡑࠊࡀᮇᏛ▷ࡣ1950ᖺࠊࡵᨵᩍᏛᅬࠖࢺࢫ 1952ᖺࡣ୰Ꮫᰯࡀ㛤タ1967ࠊࢀࡉᖺ

   ࠋࡓࡗ⮳ࡿࢀࡉ❧タࡀᩍᏛᩥᏛ㒊ࢺࢫࣜ࢟Ⲉᇛ

⌧Ⅼ࡚࠸࠾ᮏᏛᅬࠊࡣ㝃ᒓᗂ⛶ᅬࠊ୰Ꮫᰯࠊ㧗➼ᏛᰯࠊᏛ࡚ࡋࡑࠊᏛ㝔ࡲࡿࡍ᧦ࡶࢆ

ࡓᯝࢆ㈐ົࡢ࡚ࡋᏛᅬྜ⥲ࡢ၏୍ࡿࡅ࠾┴ࡽࡀ࡞ࡾᏲᛅᐇࢆᛕ⌮ࡢᘓᏛࡢࡑࠊࡾ࡞࡛

ࡣ࡚࠸࠾Ꮫࠋࡿ࠸࡚ࡋ 1967 ᖺᩥࡢᏛ㒊ࠊ࡚ࡋࢺ࣮ࢱࢫࡽ▷ᮇᏛࢆᨵ⤌࡚ࡋ 2000 ᖺ

࡚ࡋࡑࠊࢆά⛉Ꮫ㒊⏕ࡣ 2004 ᖺࡣ┳ㆤᏛ㒊ࢆ㛤タࠕࠊ࠼ࡦࡣࢀࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍၿ

ࠎேࡢᆅᇦࡃ࡞ࡇࡴࡺࡓࠊࡶࡢ⚄⢭ࡢᘓᏛ࠺࠸㞄ேឡࠖࠕࡿࢀࡉᚩ㇟ே࣐ࠖࣜࢧࡁ

ཷࢆホ౯ࡢᐃ୍ࡽᆅᇦ♫࡚ࡗ࠶ᆅࡢ⏎ࡇࡇࠊࡀᮏᏛᅬࡓࡁ࡛ࢇບ✲◊⫱ᩍࡢࡵࡓࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㈇⮬ࡿ࠶ド࡛ࡢࡇࡿ࠸࡚ࡅ

➨Ꮫ๎ࡢᮏᏛࠊࢇࢁࡕࡶ 1 ᮲ㅻࢺࢫࣜ࢟ࠕࠊ࠺ࡼࡿࢀࢃᩍࡢ⢭⚄ࡿࡼே᱁ᩍ⫱ᇶ࡙ࡁ

ࠊ̔̀ඹ࠺ᇵࢆᩍ㣴࡞㇏ ᗈࡾࡼࡶࡣᆅᇦ♫࡚ࡗࡶࢆⓗᛂ⏝⬟ຊ▱ࠊࡋᩍᤵ✲◊ࢆ⾡Ꮫࡃ

ࢆྥືࡢ௦♫⌧ᖖࠊࡣᏛࡃࠊᏛᅬࠊࡣࡵࡓࠖࡿࡍ㣴ᡂࢆ≀ேࡿࡍዊᅜ㝿♫ࡃ

ぢᐃࡢࡑࠊࡵኚⓗ☜ᑐᛂ࡛࠺ࡼࡿࡁᩍ⫱ࡢ✲◊ឤᗘࢆ㧗࡛ࣝ࣋ࣞ࠸⥔ᣢࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

⛬㐣ࡢࡑࡘࡘࡅ⥆࠸ၥࢆࡢࡶࡿ࡞Ọ㐲ࡀே㢮ࠊࡣᏛࡿ࠶㧗Ꮫᗓ࡛᭱ࡅࢃࡾࠊᩍ⫱ᶵ㛵ࠋ࠸࡞

ࡿ࠶ࡀົ⩏࡞⪷⚄ࡃ࠸࡚ࡋᡭΏୡ௦ࡢḟᐇ☜ࢆ⢭⚄ᩥࡓࡁ࡚ࡆୖࡁ⠏ࠎႠ࡚࠸࠾

ࡢ㧗ᗘᩍ㣴࠸ᖜᗈࡿࢀࡽࡅࡘ㌟࡚ࡗࡼࡇࡪᏛࢆ⢭⚄ᩥࡓࡋ࠺ࡑࠊࡣ᪉࡛ࠊྠ

⌮ほࠊ࡚ࡗࡶࢆ♫ࡢ⌧ᐇⓗㅖၥ㢟ᑐฎࡿ࠺ࡋ▱ᜨࡍࡽࡓࡶࢆᙺࢆクࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

ᮏᏛᅬࢺࢫࣜ࢟ࠊࡓࡲࡶᩍ⢭⚄ᇶ࡙ࡃᩍ㣴ᩍ⫱ࢆሀᐇ୍࠺⾜᪉࡛ࠊᑡᏊ㧗㱋ࢇࡔࡕ࠸ࠊ

♫࡞ᛴ⃭ࡓࡁ࡚ࡋ㦂⤒ࡀ᪥ᮏ࡚࠸࠾㏆ᖺࠊ࡞ẅ⮬ࡸࡵࡌ࠸ࡿࡅ⥆࠼ቑࠊࣝࣂ࣮ࣟࢢࡴ㐍

ᵓ㐀ࡢኚࢆぢᤣࠊࡘࡘ࠼⮬ᕫᨵ㠉ࡅࢃࡾࠋࡓࡁ࡚ࡅ⥆ࢆᏛࠊࡣ▷ᮇᏛࡢᨵ⤌ࡶ୪⾜

㐣ཤࠊ࡚ࡋ 10ᖺࡢ㛫௨ୗ ᨵ⤌㌿ࢆ⛉᪥ᮏᩥᏛࡢ▷ࠊ1998ᖺࠊ୍➨ࠋࡓࡗᅗࢆᨵ㠉ࡢࡘ4

࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ࡚ࡋど㔝ᆅᇦࡢどⅬᩥࡽືࡢⓗ࡞Ⴀᩥࠕࡿࡍ✲◊ࢆࡳὶᏛ⛉ࠖᩥࢆ

Ꮫ㒊㛤タࠋࡓࡋ➨2000ࠊ ᖺࡃࡌྠࠊ▷ᮇᏛࡢ⏕άᩥᏛ⛉ࢆᨵ⤌㌿ࠊࡋᏛࣜ࢟ࡢ

≀㣗ࠕࠖ⛉ே㛫⚟♴Ꮫࠕࠋࡓࡋ㛤タࢆά⛉Ꮫ㒊ࠖ⏕ࠕࠊ࡚ࡋ⏝άࢆ※ேⓗ㈨ᐃဨࡢ⛉ᩍᏛࢺࢫ

ᗣ⛉Ꮫ⛉ࠖࡢ 2Ꮫ⛉ࡢࡇࡿ࡞ࡽᏛ㒊ࠊࡣ㔞⏕⏘࣭㔞ᾘ㈝ࢆ≉ᚩࡿࡍ 20ୡ⣖ᆺࡢ㧗ᗘ

⏘ᴗ♫ࡀேࡓࡋࡽࡓࡶࠎ≀ᚰ୧㠃ࡿࡓࢃⲨᗫ⑂ᘢࢆぢᤣࡇࡑࠊ࠼㞟✚ࡿࡍၥ㢟⩌ࡦࢆ

࠸࡚ࡋᶆ┠ࢆ㣴ᡂࡢேᮦࡓࡗࡶࢆᜨ▱ࡿࡍᵓ⠏ࢆᮍ᮶࠸ࡋࡲᮃࡽࡀ࡞ࡋࡄࡁゎࡘࡦࡘ

ஙࠋࡓ࠸⨨ࢆᗂඣಖ⫱ᑓᨷࠖࠕࠊ⛉Ꮫ㒊ඣ❺ᩍ⫱Ꮫᩥࠊ2004ᖺࠊ࡚ࡋᨵ㠉ࡢ୕➨࡚ࡋࡑࠋࡿ

ᗂඣࡢಖ⫱࠺࠸᪂࡞ࡓศ㔝ࢆຍᩥࡾࡼࡇࡿ࠼Ꮫ㒊࡛㇏ࠊࡣᖜᗈ࠸ᩍ㣴ᩍ⫱ࢆᇶ┙ࠊ࡚ࡋ

እᅜㄒ࣭ᩥὶ࣭ᩍ⫱࠺࠸ ➨ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡏࡉᐇࡼ࠸ࡼ࠸ࢆ㡿ᇦࡢࡘ3
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ᅄࡢ࡞ࡁᨵ㠉ྠࠊ࡚ࡋᖺࠊᮏᏛࡣᆅᇦ࠸⇕ࡢᮇᚅᛂ࡚࠼┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ⛉ࢆ㛤タࠋࡓࡋ⏕

ࡢᑛཝࢆ⏽ᩗࠊࡋ⪅ᑐ࠸ ࡿࡍឤཷᛶ࡚ࡗࡶࢆᆅᇦࡢಖ་⒪⚟♴㈉⊩ࡿࡍேᮦ⫱ᡂ

Ⓨ㟢࡞᥋ⓗ┤ࡶࡗࡶࡢ㞄ேឡࠖࠕᩍⓗࢺࢫࣜ࢟ࠊࡣ⨨タࡢㆤᏛ㒊┳ࡢ၏୍┴ࡿࡍᶆ┠ࢆ

ゝࠋ࠺ࡼ࠼ 

┳ㆤᏛ㒊ࡢ㛤タࠊࡾࡼᏛᅬࡣ࡚ࡋ 62 ᖺࠊࡢᏛࡣ࡚ࡋ 42 ᖺࡢṔྐࢆ⤒࡚ᮏᏛࡣ 3 Ꮫ

㒊 6 Ꮫ⛉ 1 ◊✲⛉㸦Ꮫ㝔ಟኈㄢ⛬㸧ࡢయไࠊࡾ࡞Ꮫ⏕ᩘ 2,382 ேࡓࡗ⮳ࡿ࠼ᩘࢆ㸦2009

ᖺ 5᭶ 1᪥⌧ᅾࠊᏛ㝔ࢆ㝖ࡃ 3Ꮫ㒊ࡢᐜᐃဨ 2,300ே㸧ࠋᅇࡢ᪂Ꮫ㒊ቑタࡢ⏦ㄳࡲ࠸ࠊࡣ

Ꮫ㒊ᩥࠕࡿࡍ✲◊࣭⫱ᩍࢆࡳⓗႠᩥࡢே㛫ࠊࡸ ⛉ά⏕ࠕࡿࡍ✲◊࣭⫱ᩍࢆࡉࡸࡢᚰ㌟ࠊࠖ

Ꮫ㒊 ࠺࠸ㆤᏛ㒊ࠖ┳ࠕࡿࡍ✲◊࣭⫱ᩍࢆㆤ┳ࡓࢀࡩ࠶ே㛫ᛶࡢ⪅࡚ࡋࡑࠊࠖ 3 Ꮫ㒊యไ

21ࠊࡀᮏᏛࡓࡗ࡞ ୡ⣖ࢺࢫࣜ࢟ࡢᩍⓗே㛫ᩍ⫱ᆅᇦ㈉⊩㈨ࡿࡍጼໃࡽࡉࢆሀᐇࡢࡶ࡞

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺⾜࡚ࡋᮇࢆࡇࡿࡵ㐍ࡋ᥎ࢇࡔࡕ࠸ࢆᨵ㠉ࡢ㏆ᖺࡓࡋ㏙ୖࠊࡋ

 

㸰㸰㸰㸰㸬㸬㸬㸬⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࢆࢆࢆࢆタ⨨タ⨨タ⨨タ⨨ࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍ㊃᪨㊃᪨㊃᪨㊃᪨ཬཬཬཬࡧࡧࡧࡧᚲせᛶᚲせᛶᚲせᛶᚲせᛶ    

    

 㸦㸯㸧ࡐ࡞タ⨨ࡢࡿࡍ 

 

ࡍලయ࡚࠸࠾ᐇ♫⌧ࠊࢆᛕ⌮ࡢᘓᏛࡢᮏᏛᅬ࠺࠸ዊࡢ♫ᩍⓗ㞄ேឡࢺࢫࣜ࢟ 

Ꮫ㒊࣭ᩥࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶ࡿ ⏕ά⛉Ꮫ㒊࣭ ┳ㆤᏛ㒊ࡣ࡛ࡅࡔᚲࡶࡋࡎ༑ศࡣゝࠋ࠸࡞࠼

ᩍ⫱㸦ಖ⫱㸧࣭ࠊ࡚ࡋ┙ᇶࢆᩍ㣴࠸ᖜᗈ࡛㇏ࠊࡣ࡛⛉Ꮫ㒊࣭Ꮫࡢࡽࢀࡇࡋࡓ እᅜㄒ࣭ᩥ

ὶ࣭⚟♴࣭ᚰ⌮࣭ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝㣗≀ᗣ࣭┳ㆤࡢࢀࡒࢀࡑ࡞㡿ᇦ࡛ከࡢࡃ᭷⏝࡞ேᮦࢆ

ࡢᮏᏛࡤ࠼ࡓࠊࡋࡋࠋࡓࡁ࡛ࢇ⫱ 2008ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࡢᑵ⫋ඛࠊࡤࡽ࡞ࡿࡳࢆ་⒪࣭⚟♴࣭ᩍ

⫱⣔ࡢศ㔝࡛ᑵ⫋ࡿࡍᏛ⏕ࡣ⣙ ୰ᑠࡢᆅᇦࡿࡍ୰ᚰࢆᆅඖ᪥❧ᕷࡣ⏕Ꮫࡢ௨ୖᩘ༙ࠊ46%࡛

ᴗࡸ⮬యᑵ⫋ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠶࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋᮏᏛࡢᏛ⏕ࡢ㐣༙ᩘࠊࡣᆅඖᴗࡢ⫋

ᴗேࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ࡚ࡋබົဨ㸦⚟♴࣭┳ㆤ࣭ᩍ⫱࣭ᰤ㣴⣔ࡢබົဨࢆ㝖ࡃ㸧࡚ࡋά㌍ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ࠼ゝࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡽᆅᇦࢆ

 ᪉ࠊᮏᏛࡤ࠼࠸ࡽࡕ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚࠸࠾ዪᏊᩍ⫱ࢆ୰ᚰࡑࠊࡾ࠶ࡶࡇࡓࡁ࡚ࡋ

Ꮫ㒊࣭ࡿࡍᶆ┠࡞ࢆ㣴ᡂࡢேᮦࡿࡍᆅᇦ♫࡛ά㌍࡚ࡋබົဨࡣࡃࡋࡶᴗேࡓࡋ࠺ Ꮫ⛉

㐣ཤࠋ࠸࡞ࡋᏑᅾࡽࡀ࡞ṧᛕ࡚࠸࠾Ⅼ⌧ࡣ 42ᖺ࡚ࡗࡓࢃᮏᏛࠊࡣ᪥❧ᕷ࠺࠸᪥ᮏ࡛ࡶ

᭷ᩘࡢᕤᴗ㒔ᕷࢆ୰ᚰࡿࡍⲈᇛ┴ࡢᆅᇦ♫ࢺࢫࣜ࢟ࠊᩍⓗ⌮ほᩍ㣴ࡓࡗࡶࢆዪᛶປ

ാຊࢆ౪⤥ࡣࢀࡑ࡚ࡋࡑ̿̿ࡀࡓࡁ࡚ࡋᆅᇦ♫ᑐࡿࡍᮏᏛࡢ࡞ࡁ㈉⊩࡛ࡓࡗ࠶⮬㈇ࡋ

㛵ࡢᆅᇦ♫ᮏᏛࡸࡲ࠸ࠊࡣኚࡢࣝࢱࢫ࣭ࣇࣛࡢዪ⏨ࡸᴗᵓ㐀⏘ࡢࠊ̿̿ࡀࡿ࠸࡚

ಀࡶಟṇࢆ㏕ࡢࡑ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ⤖ᯝࡢࡇࠊ࡚ࡋᆅᇦᑐࡿࡍᮏᏛࡢࡽ᭷⏝࡞ேᮦ㸦

 ࠋࡿ࠼ゝࡓࡁ࡚ࡌ⏕ࡀࡾ೫࡚࠸࠾Ⅼ࠺࠸⤥౪ࡢᏊ㸧⏨ࡃ

 Ⲉᇛ┴㒊ࡢᆅᇦ♫ࡀᮏᏛồࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ࡵ᪥❧࠺࠸ᕤᴗ㒔ᕷࢆ୰ᚰࡿࡍᆅᇦࢆᨭ࠼

ࡢⱝᖺᒙࠋࡿ࠶㣴ᡂ࡛ࡢேᮦࡿ 50%௨ୖࡀᏛ㐍Ꮫ࠺࠸ࡿࡍᏛࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘࡢࠊࡾࡼ

ࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡵồᏛࡣ㣴ᡂࡢேᮦࡓ࠸࡚ࡋ⤥౪ࡀ㧗ᰯ࣭ᑓ㛛Ꮫᰯࡢᚑ᮶ࠊࡶᆅᇦ࡛ࡢࡇ
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࠶ࡶᙳ㡪ࡢ࡞ዪ㞠⏝ᆒ➼ἲ⏨ࠊࡶ᪉ࡾᅾࡢዪᏊປാࡓࡗ࠶࡛ࡢࡶ࡞ⓗ࣭⿵ຓⓗ୍ࠊࡓࡲࠋࡓ

 ࠋࡓࡁ࡚ࡗࢃኚ㞠⏝ᙧែ࡞ᜏᖖⓗ࡚ࡗ

㧗ࡢ22ࡢⲈᇛ┴㒊࣭す㒊࣭ᮾ㒊ࡘᣢࢆ⦼ධᏛᐇᮏᏛࠊࡣᮏᏛᅬ2009ᖺ6᭶ࠊ୰ࡓࡋ࠺ࡇ

➼Ꮫᰯࡢ⣙2,000ேࡢ㧗ᰯ2ᖺ⏕ࢆᑐ㇟ࠊᮏᏛ࡚࠸ࡘࢬ࣮ࢽࡸࢪ࣮࣓ࡢㄪᰝࡓࡋ㸦㈨ᩱ㸯ࠗ Ⲉ

ᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ㧗ᰯ⏕ࢬ࣮ࢽㄪᰝ 㸧࠘ࠊࡤࢀࡼࢀࡑࠋ㧗ᰯ⏕ࡀ⯆ࢆᣢࡘᏛၥศ㔝ࡋ ᩍࠕ࡚

ဨ㣴ᡂ࣭ᩍ⫱Ꮫ⣔ 2ࠖ4.9㸣ࠕࠊᚰ⌮⣔ 2ࠖ4.6㸣ࠕࠊㄒᏛ⣔ 2ࠖ1.1㸣ࠕࠊ⤒῭࣭⤒Ⴀ࣭ၟᏛ⣔ 2ࠖ0.0㸣

ᩍဨ㣴ᡂ࣭ᩍࠕࠊᚰ⌮Ꮫ⣔ࠖ28.5㸣ࠕࡣዪᏊ࡛ࠊࡿࡳዪู⏨ࢆࢀࡇࠋࡓࢀࡽᚓࡀᯝ⤖࠺࠸

⫱Ꮫ⣔ 2ࠖ8.0㸣ࠕࠊㄒᏛ⣔ 2ࠖ4.9㸣ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᑐࠊࡋ⏨Ꮚ࡛ࠕࡣ⤒῭࣭⤒Ⴀ࣭ၟᏛ⣔ 3ࠖ1.0㸣

 ࠋࡃ⥆ᚰ⌮Ꮫ⣔ࠖ19.1㸣ࠕࠊᩍဨ㣴ᡂ࣭ᩍ⫱Ꮫ⣔ࠖ20.5㸣ࠕ௨ୗࠊࡾ࠾࡚ࡋฟ✺ࡀ

࡚ࡋ⨨タࢆ⛉ඣ❺ᩍ⫱ᏛᏛ㒊ᩥࡣ⛉Ꮫࡢᩍဨ㣴ᡂ࣭ᩍ⫱Ꮫ⣔ࠖࠕࠊࡣ࡚࠸࠾ᮏᏛ࡛ࢁࡇ

ே㛫ࡢά⛉Ꮫ㒊⏕ࡶᚰ⌮Ꮫ⣔ࠖࠕࡽࡉࠊࡾ࠶ࡀࠖ⛉௦ⱥㄒᏛ⌧ࠕᏛ㒊ᩥࡶㄒᏛ⣔ࠖࠕࠊࡾ࠾

⚟Ꮫ⛉ᚰ⌮ࢆࢫ࣮ࢥタ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ௨ୖ࠺ࡼࡢ㧗ᰯ⏕ࡀ⯆ࢆᣢࡘᏛၥศ㔝ࡢ୰࡛20 㸣௨

ࡢࡿ࠸࡚ࡋࡓ‶ࢆࢬ࣮ࢽࡢࡑ࡛⛉Ꮫ㒊ᏛࡢᮏᏛ᪤Ꮡࠊࡕ࠺ࡢᏛၥศ㔝ࡢࡘᅄࡓࡗ࠶ࡀࢬ࣮ࢽࡢୖ

᫂ࡀࡇࡿ࠶ศ㔝࡛ࡢႠ࣭ၟᏛ⣔ࠖ⤒࣭῭⤒ࠕࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋḞዴᮏᏛࠊࡃ࡞ࡋ㡿ᇦࡢࡘ୕ࡣ

Ꮫ㒊ࡢዪᏊ୰ᚰࡣᮏᏛࠊ࡚ࡋグ㏙⏤⮬ࡢࡽ㧗ᰯᩍဨࡿࡅ࠾ㄪᰝࡌྠࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ࡽ

ᵓᡂ࡛࡚ࡗ࠶⏨Ꮚࡀ㑅ᢥ࡛ࡿࡁᏛ㒊ࠊࡃ࡞ࡀ᪂ࠕࡓ♫⛉Ꮫ⣔ࡢᏛ㒊Ꮫ⛉ࠖࡢタ⨨ࢆせᮃࡿࡍ

ኌࡀከࠋࡓࢀࡽࡳࡃ 

㸦㈨ᩱ㸰ࠗⲈࢺ࣮ࢣࣥࡓࡋᐇࡀᮏᏛ࡚ࡋᑐᴗ࣭ᅋయࡢ217ࡿࡍ୰ᚰࢆᆅඖࠊࡽࡉ

ᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ࠘ࠊᅇ⟅ᩘ111♫㸧ࠊࡤࢀࡼᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊

ᴗ࣭ࡢ⣙75㸣ࡣ࡚࠸ࡘ⨨タࡢ ᅋయࡶ࡚ࠕࡀ㨩ຊࢆឤࡿࡌ(19.8㸣) ࠖ(55.0%)ࡿࡌឤࢆ㨩ຊࠕࠖ

ᴗ࣭ࡢ⣙80㸣ࡶ࠸ၥ࠺࠸࠺ᚲせ࡚ࡗ♫ࡀᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊ࡓࡲࠊࡾ࠾࡚ࡋ⟆ᅇ

ᅋయࡾ࡞ࠕࡀᚲせ㸦24.3㸣㸧ࠖࡿ࠶ࠕ⛬ᗘᚲせ㸦56.8㸣㸧ࠖᅇ⟅ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋㄪᰝࢆ

㏻ࠊ࡚ࡌᮏᏛࡀ⤒ႠᏛ㒊ࢆタ⨨ࡢࡇࡿࡍព⩏ᚲせᛶࡣ࡚࠸ࡘᆅᇦ♫ࡶࡽ༑ศㄆࡽࡵ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿ࠸࡚ࢀ

ᮏᏛᅬࡓࡋ࠺ࡇࠊࡣ♫ᵓ㐀ࡢኚᆅᇦ♫ࡢ᪂࡞ࡓせㄳ࡚ࡋࡑࠊ㧗ᰯ⏕ࡽᐤࡿࢀࡽࡏᮇ

ᚅᛂࠊࡃࡿ࠼⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡢタ⨨⏦ㄳࢆỴពࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࡗ⮳ࡿࡍ 

ᡃࡀᅜࡢᴗ♫ࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ⮬యࡢ㢼ᅵࠊ࡚࠸࠾⌧ᅾ㧗࠸⌮ᛶᩍ㣴࡛ࡇࡑࡀാࡃ

ேࠎồࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ௦ࠋ࠸࡞ࡣ㣗⫗ࡸ⡿ࡿࡄࡵࢆ࡞ഇ⾲♧ࠊ㔠⼥ྲྀᘬ࡛ࡢṇ⾜Ⅽࠊᘓ

⠏ᴗ⏺ࡿࡅ࠾ഇ⏦ㄳ࣮ࣝࢥࣜࠊ㞃ࡢࠎ➼ࠊࡋ⚈ࡣᯛᣲࠊࡃ࡞ࡀࡲ࠸᪉ࠊ⤒῭ⓗᙅ

࠸ᩆ࡛ࣝࣛࣔࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡸࡋᢲ⦖࿘ࡢ♫ࡍࡲࡍࡲࡣࠎேࡘࡶࢆ㞀ᐖᚰ㌟ࡸ⪅

ᩍ⌮ᛶ࠸㧗ࡉࡲࠊࡃ࡞࡛ࡾࡤ࡞⬟᭷࡚࠸࠾ົ⫋ࡢࡑ༢ࠊࡣᮏᏛᅬ࡚ࡋᑐᐇ⌧ࡁ࡞

㣴ࢆഛࡓ࠼ᴗேࡸ⮬యබົဨࢆ㣴ᡂࡢࡽࢀࡑࠊࡋேᮦࢆᆅᇦ♫㏦ࡾฟࠊ࡚ࡗࡼࡇࡍ

ᘓࡢࡑࠊࡑࡇ࠸㢪ࡢࡇࡢᮏᏛᅬࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ㢪࠸ࡓࡋࡶࢆⅉࡢᕼᮃࡶࡾ࡞ࡉࡉ࠸

Ꮫࡢ⌮ᛕᮏᏛࡢᩍ⫱┠ᶆࡀㅻࢺࢫࣜ࢟ࠊࡢࢁࡇ࠺ᩍ⢭⚄ࡃ࡙ࡶ㞄ேឡᖜᗈ࠸ᩍ㣴⩏

 ࠋࡿ࠶࡛࠸ࡔࡋࡿࡎಙ࠸࡞ࡽ࡞ዊࡢᆅᇦ♫ࡿࡍ┙ᇶࢆ

2005ࠊࡣᩍᏛࢺࢫࣜ࢟Ⲉᇛࠊࡾࡼ⨨タࡢ᪂Ꮫ㒊ࡢࡇ ᖺࡢ୰ᩍᑂࠕ⏦⟆ࡢᡃࡀᅜࡢ㧗➼ᩍ
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ࡢᏛࡿ࠸࡚ࢀࡽࡆᑗ᮶ീ࡛ࠖᣲࡢ⫱ 7 ࡲࢆ㠃࠺࠸㣴ᡂࠖࡢᴗே⫋࠸ᖜᗈࠕࠊࡕ࠺ࡢ⬟ᶵࡢࡘ

ᮏᏛᛕ⌮ࡢᘓᏛࡢᮏᏛᅬࠊࢆᴗேࠖ⫋ࠕࡿࢀࢃゝ࡛ࡇࡇࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࡞ࡇࡿࡍࡃᙉࡍࡲࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋಙ☜ࡿ࠶ⓗ࡛♫ࠊࡀࡇࡿࡍ㣴ᡂ࡚࠸࡙ࡶᩍ⫱┠ᶆࡢ

㸦㈨ᩱ㸯㸸ࠗ Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ㧗ᰯ⏕ࢬ࣮ࢽㄪᰝ࠘ཧ↷㸧 

㸦㈨ᩱ㸰㸸ࠗ Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ࠘ཧ↷㸧 

 

㸦㸰㸧ࡢࡑ⌮ᛕᩍ⫱᪉㔪㹼࡞࠺ࡼࡢேᮦࢆ㣴ᡂࡢࡿࡍ 

 

 ᆅᇦࡀồࡿࡵேᮦࡣከᵝ࡛ࠋࡿ࠶ඛ㏙࠺ࡼࡓࡋᮏᏛࠊ࡛ࡲࢀࡇࡣᩍ⫱㸦ಖ⫱㸧࣭ ⚟♴࣭㣗≀

ᗣ࣭┳ㆤࡓࡗ࠸ศ㔝࡛ከࡢࡃேᮦࢆ㍮ฟࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ୰ᑠつᶍࡢᴗࡸ⮬యά㌍ࡢሙࢆ

ồࡿࡵᏛ⏕ࡶከ࡛ࡍࡣࡇࡿ࠸ࡃ㏙ࡓ㏻ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡍࡲࡍࡲࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡾከᵝ

㆑ᇶ┙♫ࠖ▱ࠕࡿ࠶ࡘࡘࡋ᮶฿࡛ࡍ࡚ࡋࡑࠊࡿ࠼⪄ࢆ᪉ࡾᅾࡢᆅᇦ♫࠺ࢁ࠶࡛ࡿ㎺ࢆ㏵ࡢ

㸦๓グ⟅⏦ࡿࡼ㸧ࡢᅾࡾᵝࠊࡽ࡞ࡿ࠼⪄ࢆᮏᏛࠕ࡞࠺ࡼࡢᖜᗈ࠸ᩍ㣴ࢆ㌟ࡓࡅࡘ⫋ᴗேࡢ㣴

ᡂࠖࢆ≉ⰍࡿࡍᏛồࡣࡎࡲࠊࡣࡢࡿࢀࡽࡵ⌧௦♫࠸῝ࡢὝᐹຊሀᐇ࡞ᩍ㣴ࢆഛࠊ࠼

ேࡓࡅࡘ㌟ࢆ⾡ᢏᑓ㛛ⓗ▱㆑ࡿ࠺ࡋዊᆅᇦ♫࡚ࡋ⪅Ⴀᴗ⮬ࡣ࠸ࡿ࠶ᴗே࡛࠸ࡘ

ᮦࡢ㣴ᡂ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶ 

 ᮏᏛࡀ⨨ࡿࡍ᪥❧ᕷ࡞࠺ࡼࡢᆅ᪉ᕤᴗ㒔ᕷࡢࡑ࿘㎶ᆅᖏ࠺࠸≉Ṧᛶࢆ᭷ࡿࡍᆅᇦ♫

21ୡ⣖ᆺᕷẸࠕࡓࡋ╔ᐦᆅᇦࠊࡣࡢࡿࢀࡽࡵồ࡚࠸࠾ 㸦ࠖ๓グ⟅⏦ࡿࡼ㸧࡛ࢆࡇࡿ࠶๓

ᥦࡢࡇࠊ࡚ࡋᆅᇦࡢ〇㐀ᴗࢆ୰ᚰࡿࡍᴗ㸦ࡅࢃࡾ୰ᑠつᶍࡢᴗ㸧࣭ ᴗ࣭࣮ࣕࢳࣥ࣋

NPO ἲேࠊᕷ⏫ᮧ⮬యࢆ࡞ጞࠊ࡚ࡋࡵほගᴗ࣭ሗ㏻ಙᴗ࣭ᆅ᪉࣭࣑ࢥࢫ࣐㈍ᴗ࣭㣧

㣗ᴗ࡞ከᵝࢫࣅ࣮ࢧ࡞ᴗ࡛ά㌍ࡿ࠺ࡋேᮦࡢ౪⤥࡛ࠋࡿ࠶ᆅᇦ⤒῭ࡢᙉࢆࡳᵓᡂࡓࡁ࡚ࡋ〇㐀

ᴗࡢᑗ᮶࠺࠸ࡾࡃ࡙ࣀࣔࠊࡣఏ⤫ࠊ࡚࠼ࡲࡩࢆ〇㐀㛵㐃࡛ࢫࣅ࣮ࢧࡿࡍຍ౯್ࢆ㧗ࠊࡵ➇

தຊࢆᙉࡃ࠸࡚ࡋࢆᢸ࠺ேᮦࡀồࢫࣅ࣮ࢧࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿ࡞ࡇࡿࢀࡽࡵᴗྠࡶᵝ࡛ࠋࡿ࠶

᪂࡞ࡓຍ౯್࡚ࡋ࠺ࡼࡢࢆ㧗ࠊ࠺࠸ࡃ࠸࡚ࡵᑗ᮶ࢆぢ㏻ࡍேᮦࠊኚ㠉ࡿࡍࢻ࣮ࣜࢆே

ᮦࡀồࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡀ┠ᶆࠊࡣࡢࡿࡍ㞄ேឡࡢ⢭⚄࡚ࡗࡶࢆ

⌧௦♫ࡀᢪࡿ࠼ከᵝ࡞ၥ㢟࡚࠸ࡘᏛࠊࡧ≉ᐃࡢศ㔝ᅛᇳ࡞㇏ࡃ࡞ࡇࡿࡍᩍ㣴ࢆ㌟ࡘ

㐺ᐇ♫⌧࡚ࡗࡼࡇࡿࡵ῝ࢆᑓ㛛ⓗ⌮ゎࡢႠᏛ⤒ୖࡢ┙ᇶࡢࡑࠊࡋᚓ⋓ࢆど㔝࠸ᗈ࡚ࡅ

ษᑐᛂࠊࡋᑗ᮶ࢆぢᤣࡿ࠼⬟ຊࢆഛࡓ࠼ேᮦࡢ㣴ᡂࠋୖ࠸࡞ࡽ࡞ ㏙࠺ࡼࡢᮏᏛࡢᏛ⏕

ᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀࡇࡿࡍά㌍࡚ࡋබົဨࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ࡚ࡋᴗே⫋ࡢᆅඖᴗࡣ㐣༙ᩘࡢ

Ꮫࡢ᪤Ꮡ 3Ꮫ㒊ࠊࡣᖜᗈ࠸ᩍ㣴㧗ᗘࡢ⌮ほࢆᣢࢺࢫࣜ࢟ࡘᩍⓗே㛫ᩍ⫱ࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ

㔜せ࡚ࡵᴟࡶ⫱ᩍࡢ࡚࠸ࡘࡳⓗႠ῭⤒ࡢ♫ࠊࡤࢀࡍࡽᐇែࡢ⏕༞ᴗᚩ≉ࡢᆅᇦ࡞࠺ࡼࡢ

㧗ᗘࡘ㞧「ࠊᅜ㝿➇த࠸ࡋ⃭ࡢᴗ㛫ࠊࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡣᴗࡢᅾ⌧ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶࡛

⌮☜ⓗࢆࡳ⤌ࡢႠ⤒ࡸᴗࡢࡽࢀࡇࡣᴗேࠋࡿ࠶୰ࡢࡾࡡ࠺࡞ࡁࡓࡗ࠸ࠊႠ⤒ࡿࡍ

ゎࡀࡇࡿࡍồࡓࡗ࠸࠺ࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ⤌ࢆࡳᩍ⫱࣭◊✲ࡉࡲࡣࡢࡿࡍ⤒ႠᏛ㒊ࢆᥐ࠸

 ࠋ࠸࡞ࡣ࡚

☜ࡀ┙ᇶࠋࡿࢀࢃᛮࡿࡍᏑᅾࡶ⪅ࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࢆࡇࡄ⥅ࢆᐙᴗࡢぶࡣ୰ࡢ⏕Ꮫࠊࡓࡲ
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ࡇ࠺⾜ࢆ⫱ᩍࡢႠ⤒ࡵࡓࡢ⪅Ⴀᴗ⮬ࡢᑗ᮶࡞⥅ᢎࡢᐙᴗࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡳ⤌ࡢᴗࡓࢀࡉ❧

ࡇࡿࡍάᛶࡀᆅᇦࡣࡇࡿࡍά㌍ࡀ㞽⣽ᴗࠊ୰ᑠ࡚࠸࠾ᆅ᪉ࠋࡿ࠶࡛ົ⫋ࡢႠᏛ㒊⤒ࡶ

ࢧࡸ〇ရࡣ࡚ࡗᴗࠋࡿ࠶ࡶ࡛ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồ᪥ᮏࡢᅾ⌧ࡉࡲࡀࢀࡑࠊࡾ࠶ࡶ࡛

ࡉࠋࡿ࠶㔜せ࡛ࡶ⫱ᩍࡢࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࡢ࡞␎㈍ᡓࠊࡀࡿ࠶㔜せ࡛Ỵᐃⓗࡀ㈍ࡢࢫࣅ࣮

ࣙࢩࢵ࢙ࣇࣟࣉࡓࡗ࠸ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥࡣ࠸ࡿ࠶ኈ⌮⛯ࡸබㄆィኈࡃ࡞࡛ࡅࡔࢫࢿࢪࣅࠊࡽ

ࠊࡣ୰ࡢ⏕ᏛࡔࢇᏛࢆႠᏛ⤒ࡸᤵᴗ࡛ィᏛࠋࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢⓗ┠ࡢႠᏛ㒊⤒ࡶࡇࡿ࡚⫱ࢆࣝࢼ

ࡸᴗࡣࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇࣟࣉࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡶ⪅ࡍᣦ┠ࢆኈ⌮⛯ࡸබㄆィኈ࡚ࡡ㔜ࢆຮᙉࡽࡉ

௨ࡢᆅᇦ࡛┴ࠋࡿ࠶ᴗ࡛⫋ࡿࡍᨭ࡚ࡗࡶᑓ㛛ⓗ▱㆑࡛ࢆ⪅Ⴀᴗ⮬ࡣ࠸ࡿ࠶⪅Ⴀ⤒࣮ࣕࢳࣥ࣋

ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࠊ࡛࠼࠺ࡓ࠼ഛࢆ⌮ほᩍ㣴࠸ᖜᗈࠊࡃࡿ࠼ᛂⓗ㟂せ♫࡞࠺ࡼࡢୖ ࠕࠖ

ィ ࢀࡇࠊࡋᡂ⫱ࢆேᮦࡿࡍ᭷ࢆ⾡ᢏᑓ㛛ⓗ▱㆑ࡢႠ⤒ࡿࡍせศ㔝ࢆࠖࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠖ

 ࠋࡿ࠶ᴟⓗ┠ⓗ࡛✲ࡢ⨨ႠᏛ㒊タ⤒ࡀࡇࡿࡍ⫣㈉ᆅᇦάᛶ࡚ࡗࡶࢆ

  

㸦㸱㸧ᑵ⫋㹼࡞࠺ࡼࡢ㐍㊰ࡢࡿ࠶ࡀ 

 

 ᕤᴗ㒔ᕷ᪥❧ࠊࡣᴗᩘࠊࡃ࡞࡛ࡾࡤከࡢࡃ୰ᑠᴗࡀάືࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ୰ᑠつᶍ

ࡢᮏᏛᅬࡿ࠶Ꮫᅬ࡛ྜ⥲ࡢ၏୍ࡍࢁୗࢆ᰿ᆅࡢࡇࠊࡣᡂ⫱ࡢᴗேࡃാࡇࡑࡧࡼ࠾⪅Ⴀ⤒ࡢ

㔜せ࡞㈐ົ࡛ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶ 

ࡶ࡚ࡋ㝈ᐃ᪥❧ᕷෆࠊᅾ⌧ࠊࡤࢀࡼᴗᡤ࣭ᴗ⤫ィㄪᰝࠖࠕᖹᡂ㸯8ᖺᗘࡿࡼ┬ົ⥲ 

8 ༓ࢆ㉸ࡿ࠼ᴗᡤࡀᏑᅾࡢࡑࠊࡋ㞠⏝⪅ᩘࡰࡣ 10ே㐩ࡕ࠺ࡢࡑࠋࡿࡍ〇㐀ᴗࡀ⣙ 3

2༓ேࠊ༺࣭ᑠᴗࡀ 1 4༓ேࢫࣅ࣮ࢧࠊᴗࡀ 1 4༓ே࡛ࠊࡾ࠶యࡢ㞠⏝⪅ࡢ⣙༙ศࢆ

༨ࠋࡿ࠸࡚ࡵᮏᏛࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢ༞ᴗ⏕ࡢ㐍㊰ࠊࡶ࡚ࡳࢆ⤒ႠᏛ㒊ࡢ༞ᴗ⏕ࡢࡕࡓᑵ⫋ඛࡣࡸࠊࡣ

⣙ࠋࡿࢀࡉ ணࡀࡇࡿ࡞୰ᚰࡀᴗᡤࡢࡽࢀࡇࡾ 8༓ࡢᴗᡤࡣᩘ༙ࡢࡑࠊࡕ࠺ࡢ〇㐀ᴗࡸ

༺࣭ᑠࡾ㈍ᴗࢆ୰ᚰࡿࡍᚑᴗဨᩘ 30ேᮍ‶ࡢ㞽⣽୰ᑠᴗ࡛ࠋࡿ࠶⤒ႠᏛ㒊ࡢᏛ⏕ࡣ

⥅ࡁᘬࢆᴗࠊ࡚ࡋධᏛࡀᏊᘵࡢ୰ᑠᴗࡽࢀࡇࠊࡀ࠺ࢁࡔࡿ࠶ࡶ⪅ࡿࡍ⫋ᑵᴗ࡞࠺ࡼࡢࡇ

30ࠊࡓࡲࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠸࡞ࡃ࡞ᑡࡶ⪅ࡴṌࢆ㐨ࡢ⪅Ⴀ⤒ࡢᑗ᮶ࡄ ே௨ୖࡢᚑᴗဨࡿ࠼ᩘࢆᴗᡤ

ᑠᴗ㸦62ᴗ࣭༻ࠊᴗ㸦74ᴗᡤ㸧ࢫࣅ࣮ࢧࠊ〇㐀ᴗ㸦136ᴗᡤ㸧ࠊࡽ࡞ࡿࡳᴗู⏘ࢆᩘ

ᡤ㸧ࡶࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ሗ㏻ಙᴗࡔࡲࡣ 27ᴗᡤከࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣࡃᚑᴗဨᩘࡢ

㸦3,040ே㸧࡛ࠕࡣ༺࣭ᑠᴗ 㸦ࠖ3,799ே㸧㏆࡙ࠊࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡘࡘࡁሗ㏻ಙᴗࡓࡵྵࡶ

ᴗᡤࠊࡀ༞ᴗ⏕ࡢせ࡞ᑵ⫋ඛࡃ࠸࡚ࡗ࡞ணࠋࡿࢀࡉ 

ᆅඖᴗ࣭ᅋయࡓࡋ⤂ඛࠊ⌧ 217 ⤒ᩍᏛࢺࢫࣜ࢟㸦㈨ᩱ㸰ࠗⲈᇛࢺ࣮ࢣࣥࡢ♫

ႠᏛ㒊㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ㸧ࠊࡤࢀࡼᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊ࡀ༞ᴗ⏕ࢆฟࡓࡋᬡࡢࡑࡣ༞ᴗ⏕ࠊࢆ

⣙ 70㸣ࡢᴗ࣭ᅋయࡀ᥇⏝ࡿ࠸࡚࠼⟆࠸ࡓࡋ㸦ࠕ᥇⏝࠸ࡓࡋ㸦22.5㸣㸧ࠖࠕ᥇⏝᳨ࢆウࡓࡋ

࠸⥅ࢆᐙᴗࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ⫋ᑵᴗࡽࢀࡇࠊ࠺ࡼࡓ㏙ඛࢇࢁࡕࡶࠋ㸦46.8㸣㸧ࠖ㸧࠸

ࡀࡇࡿࡍධᏛࡃከࡀ⏕ᏊᏛ⏨ࡣႠᏛ㒊⤒ࠋࡿࢀࢃᛮࡢࡶࡿࡍ⌧ฟࡶ⪅ࡍᣦ┠ࢆ㉳ᴗࠊࡾࡔ

ᮇᚅࡽࢀࡇࠊࡽࢁࡇࡿࢀࡉᏛ⏕ࡽᐙᴗᢎ⥅ࡸ㉳ᴗ⪅ࡀከࡃฟ⌧ࠊࡤࢀࡍᡂຌࡢᬡࡣᚋ㍮

 ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡶ⎔ዲᚠ࠺࠸ࡿࡍ⏝㞠ࢆ
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⤒ႠᏛ㒊࡛ࡣබㄆィኈࡸ⛯⌮ኈࡢ㍮ฟࡶᮇᚅࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛ㒊࡛ᏛࡔࢇィᏛࡢ▱㆑ࢆ῝ࡉ

ࡉ㠃ⓑࡸⓗ㔜せᛶ♫ࡢࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇࣟࣉࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶ㞴㛵ᅜᐙ㈨᱁ྲྀᚓ࡞࠺ࡼࡢࡇࡤࢀࡏ

ࡶ⪅ࡿࡍ㐍ᏛィᏛ㝔ࡸႠᏛ㝔⤒ࠋࡿࢀࢃᛮࡢࡶࡿࡍᣮᡓ㈨᱁ྲྀᚓࡣ⏕Ꮫࡓࡵぬ┠

ࠊබㄆィኈࠊ㉳ᴗࠊᐙᴗࠊ⫋ᑵࡢ➼་⒪ᶵ㛵࣭⚟♴タࠊయ⮬ࠊᴗࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡿࢀ⌧

⛯⌮ኈࡓࡗ࠸༞ᴗ⏕ࡢ㐍㊰ࡢከᵝᛶࡉࡲࡣάຊࡿ࠶⤒ႠᏛ㒊ࡢ᰿※࡛ࠋࡿ࠶ࡶ 

1974ࠊ࠺ࡼࡿࡍᚋ㏙ࠊࡽࡉ  ᖺ௨᮶ࡢᮏᏛጜጒᰯ࡛ࡿ࠶⡿ᅜࢺࢫ࣭࣐ࣜ࢟࣍ࣛࢡ࢜ᩍᏛ

 ࠋࡿࢀࢃᛮࡿࡃฟ࡚ࡽࡀ࡞ᑡᩘࠊࡶ⏕༞ᴗࡿࡍᏛ␃MBAࡢ

㸦㈨ᩱ㸰㸸ࠗ Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ࠘ཧ↷㸧 

 

㸱㸱㸱㸱㸬㸬㸬㸬Ꮫ㒊Ꮫ㒊Ꮫ㒊Ꮫ㒊ࠊࠊࠊࠊᏛ⛉➼Ꮫ⛉➼Ꮫ⛉➼Ꮫ⛉➼ࡢࡢࡢࡢ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ    

    

ୖ㏙ࠊ࠺ࡼࡓࡋ᪂Ꮫ㒊ࡢᩍ⫱┠ᶆࠕࠊࡣᖜᗈ࠸ᩍ㣴ࢆ㌟ࡓࡅࡘ⫋ᴗேࢆ㣴ᡂ ࠊࡵࡓࡿࡍࠖ

⌧௦♫࠸῝ࡢὝᐹຊሀᐇ࡞ᩍ㣴ࢆഛ࡛࠸ࡘࠊ࠼ᆅᇦ♫ዊࡿ࠺ࡋᑓ㛛ⓗ▱㆑ᢏ⾡ࢆ

㌟ࡓࡅࡘேᮦࢆ㣴ᡂ࡞࠺ࡼࡢࡑࠊࡾ࠶ࡇࡿࡍேᮦࡕࢃ࡞ࡍࡣᆅᇦᐦ╔21ࠕࡓࡋ ୡ⣖

ᆺᕷẸ࡛ࠖࡿ࠶ゝࠋࡿ࠼ 

⌮ᩍࡸ⫱ᩍ㣴ᩍࡿᅗࢆಟᚓࡢ㆑▱࠸ᖜᗈࠊࡃ࡞ࡇࡿࡍ೫㔜ࢆࡳࡢ⫱ᑓ㛛ᩍࠊࡣࡵࡓࡢࡑ

Ꮫྜ⥲ࠊࡽࡉࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡍᣦ┠ࢆࡇࡿࡏࡉྜ⼥ࡃࡼࢫࣥࣛࣂࢆ⫱ᑓ㛛ᩍ࡞ẁ㝵ⓗ⫱

ࡿࡁᒚಟ࡛ࢆᤵᴗࡢㆤᏛ㒊┳ࡧά⛉Ꮫ㒊ཬ⏕ࡸᏛ㒊ᩥࡢ᪤Ꮡࠊࡵࡓࡿࡍ⏝άࢆ⏘ᩍ⫱㈈ࡢ࡚ࡋ

 ࠋࡿࡃฟ࡚ࡶᚲせࡿࡍᕤኵ࠺ࡼ

 ᪉ࠕࠊᖜᗈ࠸ᩍ㣴ࢆ㌟ࡓࡅࡘ⫋ᴗேࢆ㣴ᡂࠖࡢࡵࡓࡿࡍᑓ㛛▱㆑ࡢಟᚓࠊࡶ࡚࠸ࡘᆅᇦ

♫ࢬ࣮ࢽࡢᛂࠊࡓ࠼ᐇ㊶ⓗ࡞ᛂ⏝ຊࢆ᭷ࡿࡍேᮦࡢ⫱ᡂࡾࡲࡘࠊཝ࠸ࡋ⎔ቃࡢୗ࡛ࡶ࡚ࡗ࠶

ᖖᑗ᮶ᒎᮃࢆᣢࡿࡁ࡛ࡀࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡓࡗேᮦࡢ⫱ᡂࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ  

ࠋࡿࡍࡇࡿࢀධࡾྲྀࢆᤵᴗࡢᙧᘧ࣮ࣝࢼ࣑ࢮࡽ㸯ᖺḟࡣ࡚࠸࠾ᤵᴗ᪉ἲࠊࡵࡓࡢࡑ

ࡣ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ 15 ே௨ୗࡢᑡேᩘ4ࠊࡋ ᖺḟ࡛ࡲᚲಟ⛉┠ࡾࡼࢀࡇࠊࡀࡿࡍᏛ⏕ᩍᖌࡢ

ᙉࡀࡁࡘࡧ⤖࠸ᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁᤵᴗࡣ࡚࠸࠾⌮ㄽᐇ㊶ࢆ⤒㦂࡛ࡢ⩦₇࠺ࡼࡿࡁ୰࡛ࢫ࣭ࢫ࣮ࢣ

ࣝࢢᑠࡢ୰࡛ࡢ⩦₇ࠊ࣒࣮ࢤࢫࢿࢪࣅࡣࢹࢱࢫ࣭ࢫ࣮ࢣࠋࡿࡍࢆᕤኵࡢ➼ࡿࢀධࡾྲྀࢆࢹࢱ

ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋពᅗࢆࡇࡿࡏࡲ✚ࢆᐇయ㦂ࡢࢫࢿࢪࣅ࡚ࢀධࡾྲྀࢆ࡞ᶍᨃᴗ⤒Ⴀࡢẖࣉ࣮

⫱ᩍࡢィᏛࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶ᩍ⫱᪉ἲ࡛࡞ຠᯝⓗࡶ࡚ࡗ⏕Ꮫࡍᣦ┠ࢆ㉳ᴗࡣ㦂⤒࡞࠺ࡼ

⫱ࢆேᮦࡃാ࡚ࡋࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇࣟࣉ࡞ኈ⌮⛯ࡸබㄆィኈࡸ㒊㛛⌮⤒ࡢᴗࠊࡣ࡚࠸࠾

ࡾ⧞ࡣ⡙グ࠺కࢆ⩦ィ⟬₇ࠋ࠺⾜ࢆ㊶ㄢእ࡛⡙グᐇࠊࡎࡽࡲ⫱ᩍࡢィ⌮ㄽࠊࡵࡓࡿ࡚

㏉ࡀࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺࡢࡋᚲせ࡛ࠊࡾ࠶ㄢእ࡛ࡢᐇ㊶ࡀồࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡽࡵ 

ᚲࢆ⫱ᩍࣜࣕ࢟᪩ᮇࠊࡵࡓࡿࡍᡂ⫱ࢆேᮦࡘ❧ᙺ♫ࡃᗈࡶ࠺ᢸࢆᆅᇦࠊࡽࡉ

ಟ⛉┠ࠊࡋᏛ⏕ࡢᑗ᮶ྍࡢ⬟ᛶࢆ㧗ࡿࡵᩍ⫱ࢆᐇ㊶ࠋࡿࡍ 

ḟሗ࿌➨ࡿࡍ㛵᪉ࡾᅾࡢ⫱Ꮫᩍ࡞୰㛗ᮇⓗࠕ 㸦ࠖᖹᡂ 21 ᖺ 8 ᭶୰ᩍᑂᏛศ⛉㸧

㏙ࡿ࠸࡚ࢀࡽᑵ⫋ᣦᑟ㸦ࢫࣥࢲ࢞ࣜࣕ࢟㸧ࠊࡣ࡚࠸ࡘ᪂Ꮫ㒊ࡢ≉Ⰽࠊ࡚ࡋᑵ⫋ព㆑ࢆ

㧗ࢆ┠⛉ࣜࣕ࢟ࡿࡵᇶᖿ⛉┠ࡸᑓ㛛⛉┠࣒࡚ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡋᫎࣜࣕ࢟ࡢࡇࠋࡿࡏࡉ⛉┠
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ᐃ☜᪩ᮇࢆ㐍㊰┠ᶆࡢ༞ᴗᚋࡀ⏕Ꮫࠊࡋศᯒࢆሗࣜࣕ࢟࡞☜ⓗᮇ࡞㐺ษࠊࡣ࡚࠸ࡘ

ࡽ1ᖺḟࠊ࠺ࡼࡃࡘ㌟ࡀຊ⬟ࡢࡵࡓࡿᅗࢆ❧⮬ᴗⓗ⫋ࡧⓗཬ♫ࠊࡁ࡛ 4ᖺḟ࡛ࡲయ⣔

ⓗࢆࡇࡴ⤌ࡾྲྀᐇ㊶ࣜࣕ࢟ࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍᨭ⛉┠ࢆᵓ⠏ࡿࡍᙜࠊࡾࡓᏛ⏕ࡢഛࡿ࠼

ࢪࣅࡢᅜࡀࢃࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࡿ࠶ຊ࡛ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊࡣࡘ୍ࡢᛶ≉ື⾜࡞㔜せࡁ

ࡲ㋃ࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉሗ࿌ࡀᐇែ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋ㊊ࡀຊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡢᡭࡁാࠊࡣ࡛⏺ࢫࢿ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡢ࡚࠼

Ẹ㛫ᴗࠊࡤ࠼ࡓ 221 ᣦᑟࡢ⪅⌮⟶୰㛫ࠖࡣⅬ࡛࠺࠸ࠨࡳᙅࡢᴗࠦࡓࡏᐤࢆ⟆ᅇࡀ♫

ຊ㊊ࠖࡀᴗࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕࡢᒎ㛤ຊࠖ୪࡛ࢇ 2ࢆ༨ࡿ࠸࡚ࡵ㸦ᐩኈࢫࢡࢵࣟࢮ⥲ྜᩍ⫱◊

✲ᡤㄪ2006ࠊ㸧ࠋ 

ITࠊࡽࡉ ᴗົᚑ⪅ࡢ⬟ຊࡿࡍࢇ 170 ࣝ࢟ࢫࡢᢏ⾡㠃࡛ࡣ᪥ᮏேࠊࡣᅜẚ㍑ㄪᰝ࡛࢝

㸦ᅜ㝿ࡿ࠸࡚ࡋุ᫂ࡀࡇ࠸ᙅ࡚ࡵᴟࡀຊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊຊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊࡀ࠸Ⰻࡣ

ᴗ H♫ㄪ2002ࠊ㸧ࠋ 

ሗ࿌࠺࠸ࡓࡗ࠶ࡀᨵၿ࡞࠺ࡼࡿࡣࡳࢆ┠ࠊᚋࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡢ᪂᭱ࡣࢱ࣮ࢹࡢࡽࢀࡇ

ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵồࡀேᮦࡿࡁⓎ࡛ࢆࣉࢵࢩ࣮ࢲ୰࡛࣮ࣜࡢ࣒࣮ࢳࠋ࠸࡞ࡣ

 ࠋࡿ࠶ᡤ௨࡛ࡿࡍ࠺ࡼࡋᙉᨭ⛉┠࡛㔜Ⅼⓗࣜࣕ࢟ࢆ

ࡪᏛࡃⰋࢆ┠⛉ᑓ㛛ࡢႠ⤒ࠋ࠸࡞ࡏḞࡀຊ▱ࡿ࠼ᨭࢆࢀࡇࠊࡣࡿࡍⓎࢆࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ

ࢆព㆑ࡿࡍᑐࣜࣕ࢟ࡢ⏕Ꮫࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࢀࡉᙧᡂࡀ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥࠊ࡛ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢࡇ

㧗ࡵᐇ㝿ࡢᴗ⤒Ⴀࢆ⫙࡛ឤࠊࡵࡓࡿࡍ࠺ࡼࡿྲྀࡌᆅඖࡢ〇㐀ᴗࠊὶ㏻ᴗࠊᑠࠊࡾ㔠⼥ᶵ

㛵ࡸᨺ㏦ᒁࡢ࡞ᴗ♫ࡸᕷᙺᡤࡢ࡞༠ຊࢆᚓ࡚ᐇົᐙࡿࡼㅮᗙࢆ㛤タࡣࢀࡇࠋࡿࡍᏛ⏕

ᆅᇦႠᏛ㒊⤒ࠊࡵᙉࢆࡁࡘࡧ⤖ࡢႠᏛ㒊⤒ᆅᇦ♫ࠊࡃ࡞࡛ࡾࡤࡿࡵ㧗ࢆព㆑ࡢ♫ࡢ

 ࠋࡿ࠶ࡶ࡛ࡢࡶࡍࡽࡓࡶࢆඹᏑࡢ

 

㸲㸲㸲㸲㸬㸬㸬㸬Ꮫ㒊Ꮫ㒊Ꮫ㒊Ꮫ㒊ࠊࠊࠊࠊᏛ⛉➼Ꮫ⛉➼Ꮫ⛉➼Ꮫ⛉➼ྡࡢࡢࡢࡢ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬྡ⛠ཬࡧࡧࡧࡧᏛᏛᏛᏛྡࡢࡢࡢࡢ⛠ྡ⛠ྡ⛠ྡ⛠    

    

㸦㸯㸧Ꮫ㒊ࠊᏛ⛉➼ྡࡢ⛠ཬࡧᏛྡࡢ⛠ 

 

 ୖ㏙࠺ࡼࡓࡋ᪂Ꮫ㒊ࠕࠊࡣᖜᗈ࠸ᩍ㣴ࢆ㌟ࡓࡅࡘ⫋ᴗேࢆ㣴ᡂࠖࠊࡵࡓࡿࡍ⌧௦♫

ࡿࡅࡘ㌟ࢆ⾡ᢏᑓ㛛ⓗ▱㆑ࡿ࠺ࡋዊᆅᇦ♫࡛࠸ࡘࠊ࠼ഛࢆᩍ㣴࡞ሀᐇὝᐹຊ࠸῝ࡢ

ࡋࡲᮃࡀࡇࡿࡍ㡿ᇦࡢ✲◊⫱ᩍ࡞ࡓ᪂ࢆႠᏛࠖ⤒ࠕࡣࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆ⫱ᩍ࡞࠺ࡼ

⤒Ꮫኈ㸦ࠕࡣ࡚࠸ࡘᏛࠊࡋࠖ⛉ႠᏛ⤒ࠕࡣྡ⛉ᏛࡓࡲࠋࡿࡍႠᏛ㒊ࠖ⤒ࠕࢆᏛ㒊ྡࠊࡃ

ႠᏛ㸧ࠖ  ࠋࡿࡍ

ⱥヂྡ⛠ࠊࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

Ꮫ㒊ྡ㸸College of Business Administration 

Ꮫ⛉ྡ㸸Department of Business Administration 

Ꮫ 㸸Bachelor of Business Administration 
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㸦㸰㸧ᐃဨ 

 

 ⤒ႠᏛ㒊ࡣ⤒ႠᏛ⛉ࡿ࡞ࡽධᏛᐃဨ 60ேࡢᏛ㒊ࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛయࡣ࡚ࡋධᏛᐃ

ဨࡧࡼ࠾ᐜᐃဨࡢ⣧ቑᩥࠊࡎ࠼⪄ࡣᏛ㒊⌧௦ⱥㄒᏛ⛉ 100ேࡢධᏛᐃဨࢆ 70ே࡚ࡋࡑࠊ⏕

ά⛉Ꮫ㒊ே㛫⚟♴Ꮫ⛉ࡢධᏛᐃဨ 90ேࢆ 60ேࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋ๐ῶศࢆ⥲ィࡓࡋ 60ேࢀࡇࢆ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋணᐃࡣࡇࡿࡅタࢆᐃဨࡢ㌿ධᏛ⦆ࠋࡓࡋࡇࡿ࡚

2010ᖺ2᭶ᐇేࡓࡋタ㧗➼Ꮫᰯ2ᖺ⏕175ேᐇࢺ࣮ࢣࣥࡓࡋ㸦㈨ᩱ㸱ࠗⲈᇛࢺࢫࣜ࢟

ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ࠘ࠊᅇ⟅⪅ᩘ175ே㸧ࠊࡤࢀࡼᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊ࡘ

ࡋ⟆ᅇ㸦22.3㸣㸧ࠖࡿࡌឤࢆ㨩ຊࠕ㸦14.9㸣㸧ࠖࡿࡌឤࢆ㨩ຊࡶ࡚ࠕࡀᚐ⏕ࡢ⣙37㸣ࡣ࡚࠸

㸦5.7㸣㸧ࠖ࠸ࡓࡳ࡚ࡋ㦂ཷࠕࡀᚐ⏕ࡢ⣙19㸣ࠊ࡚࠸࠾ᮇࡢࡇ࠸࡞࡛☜᫂ࡀ㐍㊰ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚

ᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊ࠊࡶࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋウ᳨ࢆࡇࡿࡍ㦂ཷ㸦13.1㸣㸧ࠖ࠸ࡓࡳ࡚ࡋウ᳨ࢆ㦂ཷࠕ

⤒ႠᏛ⛉㧗࠸㛵ᚰࡢࡶࡿ࠶ࡀᛮࠋࡿࢀࢃ 

2009ᖺࠊࢆㄪᰝᩘ್ࢺ࣮ࢣࣥࡢࡇ  6᭶ᐇࡓࡋᮏᏛධᏛᐇ⦼ࢆᣢࡘⲈᇛ┴㒊࣭ す㒊࣭

ᮾ㒊ࡢ 22 ⣙ࡢ㧗➼Ꮫᰯࡢ 2,000 ேࡢ㧗ᰯ 2 ᖺ⏕㸦㈨ᩱ㸯ࠗⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ㧗ᰯ⏕ࢬ࣮ࢽㄪ

ᰝ࠘㸧ࡁ⨨ཷࠊ࠼㦂᳨ウ⪅ࢆ 10㸣పࡃᐃࡶ࡚ࡋ⣙ 200 ேཷࡀ㦂᳨ࢆウࡢࡶࡿࡍண 

ධᏛᐃဨࡢ⛉ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⤒ࠊࢀࡉ 60ேࡣ༑ศ☜ಖ࡛ࡢࡶࡿࡁ☜ಙࠋࡿࡍ 

㸦㈨ᩱ㸱㸸ࠗ Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊ཷ㦂㛵ࢺ࣮ࢣࣥࡿࡍ㞟ィ࠘ཧ↷㸧 

 

ᮏ⏦ㄳࡀㄆྍࡓࢀࡉሙྜࡢ 2011ᖺᗘࡢⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛࠊࡣ௨ୗ࡞࠺ࡼࡢᵓᡂࠋࡿ࡞ୗ

⥺㒊ࡣᮏᵓྠࡧࡼ࠾ィ⏬୰ࡢᴗෆᐜ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

  Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᏛ㝔 ᩥᏛ◊✲⛉㸭ⱥㄒⱥ⡿ᩥᏛᑓᨷ ᩍ⫱Ꮫᑓᨷࠊ10 10 

               ⏕ά⛉Ꮫ◊✲⛉ 5 

               ┳ㆤᏛ◊✲⛉ 6 

  Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩥᏛ㒊 ᩥὶᏛ⛉ 60 

               ⌧௦ⱥㄒᏛ⛉ 100 → 70 

               ඣ❺ᩍ⫱Ꮫ⛉㸭ඣ❺ᩍ⫱ᑓᨷ ᗂඣಖ⫱ᑓᨷࠊ70 70 

         ⏕ά⛉Ꮫ㒊 ே㛫⚟♴Ꮫ⛉ 90 → 60 

          ┳ㆤᏛ㒊 ┳ㆤᏛ⛉ 80 

          ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ㒊    ⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ⛉ 60606060    

 

㸳㸳㸳㸳㸬㸬㸬㸬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢࡢࡢࡢ⦅ᡂ⦅ᡂ⦅ᡂ⦅ᡂ࠼࠼࠼࠼⪄⪄⪄⪄ࡢࡢࡢࡢ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬࡧࡧࡧࡧ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ㸦㸦㸦㸦⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉࣮ࢩ࣏࣮ࣜࢩ࣏࣮ࣜࢩ࣏࣮ࣜࢩ࣏࣭࣭࣭࣭࣒࣒࣒࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢࡢࡢࡢ㸧㸧㸧㸧    

    

 ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉࡛ୖࠊࡣグ㸰㸬㸦㸰㸧࡛グ㏙ࡓࡋேᮦ㣴ᡂࡢ࡚࠸ࡘ⌮ᛕࡽࡉࢆලయⓗ

௨ୗࠊࡋ⾝ᩜ ࡕ࠺ࡢⰍ≉ࡢࡇࠋࡿࡍᇶᮏ᪉㔪ࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝Ꮫ㒊ࢆⰍ≉ࡢࡘ3 A㹼BࡣᏛ⏕ࡢ

ᑗ᮶ࡢ㐍㊰ࣜࣕ࢟ࠊᙧᡂ㐣⛬ࡎࡽࢃࢇ࠸ࡢ࡚ࡢᏛ⏕ồࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡵ≉Ⰽ



9 
 

Cࡣ࡚࠸ࡘᏛ⏕ࡀ㑅ᢥࡓࡋ≉ᐃࡢ㐍㊰ᑐ࡚ࡋᙳ㡪ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ 

 

≉Ⰽ A ㇏࡞ᩍ㣴⌮ほࢆ᭷ࠊࡋၥ㢟ࢆⓎぢࡿࡍ⬟ຊࠊࡾ࠶ࡀၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛࣅࡢ┿ࡔࢇ

 ㊶ᐇࡢ⫱ᩍ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪ

≉Ⰽ B ࢫࢿࢪࣅᚲせ࡞ᐇ㊶ⓗ࡞⤒Ⴀ▱㆑ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࢆᣢࡓࡗேᮦࡢ㣴ᡂࡅࢃࡾࠋ 

    ᆅᇦάຊࠊࡋࡽࡓࡶࢆᆅᇦ♫㈉⊩ࡿࡍேᮦࡢ⫱ᡂ 

≉Ⰽ C ᴗࡸᑓ㛛ᐙồࡿࢀࡽࡵ㈨᱁ྲྀᚓࡧࡼ࠾ࠊᾏእᥦᦠᏛࡢ␃Ꮫࡢዡບ   

 

࣭≉Ⰽ A ㇏࡞ᩍ㣴⌮ほࢆ᭷ࠊࡋၥ㢟ࢆⓎぢࡿࡍ⬟ຊࠊࡾ࠶ࡀၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛࡢ┿ࡔࢇ

 ㊶ᐇࡢ⫱ᩍ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅ

ᆅࠊࡋ┙ᇶࢆ⫱ᩍ㣴ᩍࡓࢀࡽ࠼ᨭᑛᩗゎ⌮࠸῝ࡢᩥ␗ࡧࡼ࠾⚄ᩍ⢭ࢺࢫࣜ࢟

ᇦ♫ࡸᴗࡿࡅ࠾⌮ࢆ㔜どࡿࡍ♫ⓗ㈐௵ឤࢆ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡓࢀࡩ࠶㣴ᡂ

ᐇ♫⌧Ὕᐹ࠸῝ࡢ௦♫⌧࡚ࡋ21ୡ⣖ᆺᕷẸࠖࠕࠊࡓࡲࡣேᮦ࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡿࡍ

ࣕ࢟ࡢ᪩ᮇࡽ1ᖺḟࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࡛ࡢࡶࡿᚓࡋዊᆅᇦ࡚ࡗࡶࢆᑐᛂ⬟ຊࡢ

ᅗࢆಟᚓ࡞ẁ㝵ⓗࡢຊ⬟ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡿ࠶ᚲせ࡛࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࠊࡋ㊶ᐇࢆ⫱ᩍࣜ

 ࠋࡿ

ᮏᏛ㝈ࡎࡽᏛࡢᩍ⫱⌮ᛕ┠ᶆࡿ࠶ࠊࡣ≉ᐃࡢ⫋ᴗே࡛ࡿ࠶௨๓࡞♫ே࡛

ࡶ࡛⤫ఏࡢᮏᏛࡘ❧⩏ᩍࢺࢫࣜ࢟ࡣ㔜どࡢ⫱ᩍ㣴ᩍࠋࡿ࠼⪄ࡢࡶࡿࡵồࢆࡇࡿ࠶

ᙧࡢே♫࡞ࡣࡇ࠺⾜ࢆ⫱ᩍࡿࡍ୰ᚰࢆ⌮ᩍ㣴๓ࡍࢆ⫱ᑓ㛛ᩍࠊࡀࡿ࠶

ᡂ࡚ࡗྍḞ࡛ࠊࡾ࠶⤒ႠᏛ㒊ࡢࡇࡶ࡚࠸࠾ᇶᮏ᪉㔪ࢆ㋃くࠋࡿࡍᏛඹ㏻⛉┠

19༢ࠊࡢᏛ㒊ᇶ♏⛉┠ࠕ࡚ࡋၥ㢟ࢆⓎぢࠕ┠⛉14ࠖ⩌┠⛉ࡿࡍၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆ

Ꮫࡢ┠⛉14ࠖ⩌┠⛉ࡪィ ࡽ୰ࡢࡇࠊࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉28 22༢ࢆᒚಟࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿࡍᖜ

ᗈ࠸ᩍ㣴㧗࠸⌮ほࡢᾰ㣴ࢆᅗࠊ࡛ୖࡓࡗ⤒Ⴀࡢᑓ㛛ᐙᚲせ࡞⬟ຊࢆಟᚓࡃࡿࡏࡉ

ᩍ⫱ࠊࡅࢃࡾࠋ࠺⾜ࢆᑡேᩘࡣ⩦₇ࡢ 2㸪3㸪4 ᖺḟ⏕ึࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢᖺḟᩍ⫱ࡢ㔜せ

ᛶ㚷࡚ࡳ 1ᖺḟࡽᚲಟ⛉┠࡚ࡋ㛤タࠊࡣ࡛⩦₇ࠋࡿࡍᤵᴗ㛫ࡃ࡞࡛ࡅࡔ㛫እ࡛

ࡼࡿࡁ᥋ゐ࡛ࡃ῝᪥ᖖⓗࡀ⏕ᏛᩍဨࠊࡋὶࡀᏛ⏕ྠኈࠊ࡚ࡌ㏻ࢆ࡞ᐟྜࡸάືࡢ

࡚ࡋࡑࠊࢆᖖ㆑ࡸ㆑▱ࡢ♫ࡃᗈࠊࡎࡽࡲᏛၥ▱㆑ࡽᩍဨࡣ⏕Ꮫࠊࡋ㓄៖࠺

ேࡁ⏕ࡢ࡚ࡋ᪉ࢆࡉ Ꮫࠊࡧே㛫࡚ࡋᡂ㛗ࢆࡇࡿࡍᮇᚅࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

    ⤒ႠᏛ㒊ࡢࡇࡢ᪉㔪ࡢㄝ᫂Ꮫ⏕ࡢ⌮ゎࠊࡵࡓࡿࡵ῝ࢆධᏛᚋࡢ᪩࠸ᮇᐟἩࢆక

ᐟἩ㒊ᒇࡌྠࡀ⏕ᏛࡢேᩘࠎධᏛ᪩ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍᐇࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜ࡓࡗ

 ࠋࡿ࠼⪄࠸ࡓࡋዎᶵࡢὶ㔊ᡂࡢ㐃ᖏឤࡢᏛ⏕ྠኈࠊ⏕Ꮫᩍဨࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ

    ᮏ᱁ⓗ࡞ᑓ㛛ᩍ⫱ࡿࡍࢆ๓࡞㇏ᩍ㣴⌮ほࢆᏛ⏕ࠊࡣࡇࡿࡅࡘ࠼᳜ᮏᏛྛᏛ

㒊ඹ㏻ࡓࡋఏ⤫࡛ࡢࡇࠋࡿ࠶ᇶ♏ୖࡢ⤒ႠᏛ㒊ࡢᑓ㛛ᩍ⫱ࠋࡿ࡞ࡇࡿࢀࢃ࡞⾜ࡀ 

 

࣭≉Ⰽ B ࢫࢿࢪࣅᚲせ࡞ᐇ㊶ⓗ࡞⤒Ⴀ▱㆑ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࢆᣢࡓࡗேᮦࡢ㣴ᡂࡅࢃࡾࠋ

ᆅᇦάຊࠊࡋࡽࡓࡶࢆᆅᇦ♫㈉⊩ࡿࡍேᮦࡢ⫱ᡂࠋ 
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    ⤒ႠᏛ㒊ࡢᒚಟࣔࠊ͆ࡣࣝࢹ Learn㸦Ꮫ⩦㸧ࠊThink㸦ᛮ⪃㸧ࠊAct & Create㸦⾜ື㐀㸧͇

࠾࡚ࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉Ⓨᒎࠊ┠⛉┙ᇶࠊ┠⛉ධ㛛ࠊ┠⛉⫱ᩍ㣴ᩍ࡚ࡗἢຊ㛤Ⓨẁ㝵⬟࠺࠸

ࡺࡽ࠶ࠊ࡛ࡇࡿࡍᒚಟẁ㝵ⓗ࡛ࢫࣛࢡᑡேᩘࠊ࡛ࡲ⏝ᛂࡽ♏ᇶࢆ┠⛉ࡢࡽࢀࡇࠊࡾ

ࢆຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡸၥ㢟ゎỴ⬟ຊࡸᑓ㛛▱㆑ࡿࢀࡉᚲせ࣮ࣥࢩࢫࢿࢪࣅࡿ

ᣢࡓࡗேᮦࢆ㣴ᡂࠊࡎࡲࠋࡿࡍᩍ㣴ᇶ♏⛉┠ࠊධ㛛⛉┠࡛ᇶᮏࡿ࡞ᩍ㣴▱㆑ࠊ⤒Ⴀࡢ▱

㆑ࢆ⩦ᚓࠊࡋᇶ┙⛉┠࡛⮬ࡃ῝࡚ࡗࡼࡇࡿ࠼⪄ࡽ⪃ᐹࡿࡍ⬟ຊࢆ⫱ᡂࠊࡽࡉࠋࡿࡍ

Ⓨᒎ⛉┠ࡾࡼࡣᐇ㊶㏆࠸≧ἣࡢୗ࡛ࠊၥ㢟ࢆ㐀ⓗゎ᫂ࠊࡋၥ㢟ゎỴࡢࡵࡓࡢලయⓗ

࣑ࢮࢫࢿࢪࣅࠊࡣຊ⬟ࡸ㆑▱ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡋᡂ⫱ࢆຊ⬟ࡿࢀࡀື⾜࡞

ㄢࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔᤵᴗ㛫ࡢᏛෆࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆᶍᨃᴗ⤒Ⴀࡸ࣒࣮ࢤࢫࢿࢪࣅࡿࡅ࠾

እ࡛ࡢᆅᇦ♫ࡿࡅ࠾ㅖ⤌⧊ࡢ᥋ゐࢆ㏻࡚ࡌᾰ㣴ࠋࡿࡍ 

⌧ᐇࡢࢫࢿࢪࣅࡢ⤌ࢆࡳ⌮ゎࠊࡏࡉ◊✲Ϩࠊ◊✲ϩ࡚ࡗࡼ┠⛉ࡢ࡞

᳨ドࢆࡇࡿࡍ㏻ࠊ࡚ࡋ௦ࡢኚ༶ᛂ࡛ࢆࣥࢯ࣮ࣃࢫࢿࢪࣅࡿࡁ㣴ᡂࡽࡉࠋࡿࡍ῝

ࠕ┠⛉ࡵࡓࡿࡏࡉ⤒Ⴀ≉ㅮ࡛ࠖ ᾐ㏱ࢆゎ⌮ࡢ♫ࢫࢿࢪࣅ࡚ࡋ⪸ᣍࢆㅮᖌࡢᐇົᐙࡣ

 ࠋࡿࡏࡉ

࣐ࡿࢀࡉᚲ㡲ᐇົᐙࠊࡋゎ⌮ࢆࡳ⤌ࡢࢫࢿࢪࣅࡢᐇ⌧ࠊ୰࡛ࡢࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡋ࠺ࡇ

ࡢࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ィ࣭࣭ࢺ࣓ࣥࢪࢿ 3ศ㔝ࡢ▱㆑ࢆࣝ࢟ࢫ⩦ᚓࣥࢯ࣮ࣃࢫࢿࢪࣅࡓࡋ

1㸪2ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿࡍ㣴ᡂࢆ ᖺḟࣥࢯ࣮ࣃࢫࢿࢪࣅࡽࢀࡇࡣྍḞ࡞ᇶ♏▱㆑ࢆᏛ

࡞ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ィ࣭࣭ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐๓ࡪᏛࡃ῝ࢆᑓ㛛▱㆑ࡣ࡚࠸࠾ࢫࢿࢪࣅࠋࡪ

ࡢࡶ࡞☜ࢆࢀࡇࠋࡿ࠶せ࡛⫢ࡀࡇࡃ࠾࡚ࡋಟᚓࡃࡼࢫࣥࣛࣂࢆᇶ♏▱㆑ࡢㅖศ㔝

ᴟⓗ✚ࢆ㦂ཷࡢ⡙グ᳨ᐃヨ㦂ࡓࡲࠊࡋ┠⛉ᚲಟࢆィᏛධ㛛ࠊႠᏛධ㛛⤒ࠊࡵࡓࡿࡍ

ィ࣭࣭ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠊࡣ࡚࠸࠾3㸪4ᖺḟࠊ࡚ࡋ๓ᥦࢆᇶ♏▱㆑ࡓࡋ࠺ࡑࠋࡿࡵ່

ࡢࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ 3ศ㔝ࡢ▱㆑ࢆࣝ࢟ࢫᑓ㛛ⓗࡃ῝Ꮫ࠸࡛ࡇࡇࠊ࠾࡞ࠋࡿ࡞ࡇࡪ

ドๆࠊࢫࣥࢼࣇࠊ࡞㔜せ࡛ୖࡪᏛࢆィᏛࡾ࠶㞄᥋Ꮫၥ࡛ࡢィᏛࠊࡣィศ㔝࠺

ᕷሙㄽࠊᅜ㝿㔠⼥ㄽࠋࡿ࠸࡛ࢇྵࢆ࡞ィᏛࡢ୰ᚰㄢ㢟࡛ࡿ࠶㐺ṇ࡞㈈ົㅖ⾲ࡢసᡂ㐣

▱ᇶ♏ⓗࡢࢫࣥࢼࣇ࡞ホ౯ࡢ᭷౯ドๆࠊࢡࢫࣜࠊࣥࣙࢩࣉ࢜ࠊࢺࢫࢥ㈨ᮏࠊࡣ⛬

㆑ࢆᚲせࠋࡿ࠸࡚ࡋ㏆ᖺࠊィ⌮ㄽࡢࢫࣥࢼࣇࡣ⌮ㄽࡾྲྀࡀධࣇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࢀ

ࣥࢼࣇࡣࡵࡓࡪᏛࡃ῝ࡾࡼࠊࡀࡿࢀࢃᤵᴗ࡛ᢅࡢィᏛࡣᇶ♏ⓗෆᐜࡢࢫࣥࢼ

ドๆᕷࡣࡘ୍ࡢ㇟ᑐࡿࡓࡢ㈈ົሗ࿌࡞᭷౯ドๆሗ࿌᭩ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ┠⛉ࡢࢫ

ሙ࡛ࠋࡿ࠶ドๆᕷሙ࡚ࡗ㈈ົሗ࿌ࢆࣛࣇࣥࡣᵓ⠏ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㈈ົሗ࿌ドๆ

ᕷሙࡣᐦ᥋࡞㛵ಀࠋࡿ࠶ドๆᕷሙᑐࡿࡍ▱㆑ࡣィᏛࢆᏛ࡛ୖࡪ㔜せ࡛ࠋࡿ࠶ 

    ᑗ᮶ࠊᴗ࡛ࡸࢺࢫࣜࣛࢿࢮࡢᐙᴗ࡛ാࢆࡇࡃ┠ᣦࡍᏛ⏕ࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡣᴗ࡛

ࡍᣦ┠ࢆࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥබㄆィኈ㺃⛯⌮ኈ࣭ࠊࡾࡓ࠸ドๆ㺃㔠⼥ศ㔝࡛ാࠊ㺃㈈ົ⌮⤒ࡢ

Ꮫ⏕ࡣィࠊὶ㏻ᴗࡸᴗࡢ㈍࣭⏬㒊㛛࡛ാࢆࡇࡃ┠ᣦࡍᏛ⏕ࣥࢸࢣ࣮࣐ࡣ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀࡇࡪᏛ୰ᚰࢆࢢ

⤒ႠᏛ㒊࡛࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡣᴗ࡛ാࡃேᮦ⫱ᡂࢁࡋࡴࠊࡶࡾࡼᕤᴗ㒔ᕷ᪥❧ࢆ୰ᚰࡍ

ேᮦ㣴ᡂࡿ࠺࠸ᢸࢆ⯆άᛶࡢᆅᇦࠊࡿฟ᮶ࡑࡇࡽࡔᏛࡿࡍ⨨Ⲉᇛ┴㒊ࡿ
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ࠊࡶࡿࡍ⨨タࢆ┠⛉⣔ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᆅᇦ┠⛉ᑓ㛛ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆ

୍㒊ࡢࡽࢀࡇࡣ࡛┠⛉ࡢ⤌⧊࡛㈐௵⪅࡚ࡋά㌍ࡿࡍᐇົᐙࢆㅮᖌ࡚ࡋᣍ⪸ࠊࡋᐇົᐙ

⏕Ꮫࢆ╔ឡ㛵ᚰࡢᆅᇦ♫࡚ࡌ㏻ࢆᶵ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࡍ౫㢗ࢆ⩏ㅮࡢࡽሙ❧ࡢ

࡛ࡀࡇࡿࡍႏ㉳ࢆ㛵ᚰࡢᮏᏛ㒊ࡧࡼ࠾ᮏᏛࡣ࡚ࡋᑐᆅᇦ♫ࠊࡶࡿࡅ࠼᳜

࠺࠸ᢸࢆ⯆ᆅᇦάᛶࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࢀᅗࡀྜ⼥ࡢᐇົᏛၥࠊ࡚ࡗࡼࢀࡇࠋࡿࡁ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿ࡞⬟ྍࡀேᮦ㣴ᡂࡿ

ேࡓࡌ㏻ศ㔝ࡢ♴⚟ಖ་⒪ࠊ࡚ࡋ⏝άࢆ⏘ᩍ⫱㈨ࡢ⛉Ꮫ㒊࣭Ꮫࡢ᪤Ꮡࠊࡣࡽࡉ    

ᮦࡢ㣴ᡂࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶィࢆࢀࡎ࠸ࡢࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠊ࡚ࡋᏛࡔࢇ

Ꮫ⏕♴⚟ࠊࡶ࡚ࡗ࠶┳ㆤࢆ㏻࡚ࡌᙅࡢ⪅ࡁඹ⏕ࡢ⌮ᛕࡘ❧⏕ά⛉Ꮫ㒊ࡧࡼ࠾┳ㆤ

Ꮫ㒊ࢆ┠⛉ࡢᒚಟ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ࣮ࢪࢼࢩ࡞ࡁຠᯝࡀᮇᚅ࡛ࠊࡣࢀࡇࠋࡿࡁᏛ

⛉ࡢႠᏛ㒊⤒ࠊࡣ⏕ᏛࡢㆤᏛ㒊┳ࡧࡼ࠾ά⛉Ꮫ㒊⏕ࠋࡿ࠺ࡾ࡞Ⰽ≉࡞ࡁࡢᮏᏛ࠸࡞ࡣ

ࠋ୍ࡿฟ᮶ࡀࡇࡃಖ⚟♴タ࡛ാࡸ་⒪ᶵ㛵࡚ࡗࡶࢆど㔝࠸ࡋ᪂ࡾࡼࡇࡪᏛࢆ┠

᪉࡛ࠊ⤒ႠᏛ㒊ࡢᏛ⏕ࡣ⏕ά⛉Ꮫ㒊ࡧࡼ࠾┳ㆤᏛ㒊ࢆ┠⛉ࡢᏛࡢࡽࢀࡑࠊࡧᏛ㒊ࡀᇵ࡚ࡗ

ศ㔝ࡢ♴⚟ಖ་⒪ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡍ⏕ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ་⒪࣭ಖ⚟♴ᶵ㛵ࡓࡁ

♫ࡣࢀࡇࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ࠸ࡁࡀᩍ⫱ຠᯝ࡚ࡗ⏕ᏛࡢᏛ㒊ࡢ᪉ࠋࡿࢀࡉ㐍ಁࡀ㐍ฟࡢ

ࡶ࡚ࡗࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿࡍ┈⿻࠸ 

 

࣭≉Ⰽ C ᴗࡸᑓ㛛ᐙồࡿࢀࡽࡵ㈨᱁ྲྀᚓࡧࡼ࠾ࠊᾏእᥦᦠᏛࡢ␃Ꮫࡢዡບ 

ᮏᏛ㒊࡛ࡣධᏛ⏕ဨࠊࡀ༞ᴗ࡛ࡲ TOEIC550 Ⅼࢥࢫࡢ᪥ᮏၟᕤ㆟ᡤ⡙グ᳨

ᐃヨ㦂 2⣭ྲྀࢆᚓ᭱ࢆࡇࡿࡍప㝈ࡢ┠ᶆࢀࡇࠊࡋຍࡢࠎ✀࡚࠼㈨᱁ྲྀᚓࢺ࣮࣏ࢧࢆ

ⱥㄒ⬟ຊ࡚࠸࠾♫ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠋࡴ⤌ࡾྲྀ࠺ࡼࡿࡁ࡛⌧ᐇࡀ㐍㊰ࡿࡍᕼᮃࠊ࡛ࡇࡿࡍ

ࠊᩥ࡚ࡋせồࡢ‽పỈ᭱ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡶ࡛ࡲ࠺ゝࡣࡇࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ Ꮫ㒊⌧௦ⱥㄒᏛ⛉

ࡶࡢ༠ຊࡢ TOEIC550Ⅼࢆ┠ᣦࠊࡓࡲࠋࡍ≉Ⰽ B࡛㏙ࡓᇶ♏▱㆑ࡢ⩦ᚓࢆ☜ᐇ࡞

᪥ᮏၟᕤ㆟ᡤ⡙グ᳨ᐃヨ㦂ࡀဨࠊࡵࡓࡿࡍࡢࡶ 2⣭ྜ᱁ࢆ┠ᶆࡽࡉࠊࡋពḧ

ྠࡣ࡚ࡋᑐ⏕Ꮫࡿ࠶ࡢ 1 ⣭࡚ࡋࡑࠊࡢබㄆィኈࡸ⛯⌮ኈࡢ࡞㈨᱁ྲྀᚓࢆᣦᑟࠋࡿࡍ

୰࡚ࡋ㛵㐃㈨᱁ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࡚ࡌᛂᑓᨷࡢ⏕Ꮫࡢ3ᖺḟ௨㝆ࠊࡓࡲ

ᑠᴗデ᩿ኈࠊ㈍ኈ࡞㈨᱁ྲྀࡢᚓࢆዡບࠋࡿࡍዪᏊᏛ⏕ཷࡢ㦂ࡀከ࠸⛎᭩᳨ᐃࡶ᥎ዡ

ᑐᏛၥࠊࡶࡿࡍࡢࡶ࡞ᐇ☜ࢆಟᚓࡢ㆑▱࡞ᇶ♏ⓗࠊ࡚ࡌ㏻ࢆᚓྲྀࡢ㈨᱁ࠋࡿࡍ

࠼ຍಟᚓࡢᏛၥࡣ㈨᱁ྲྀᚓࠋࡿᅗࢆᾰ㣴ࡢⓗዲወᚰ▱࡞ࡧ႐ࡪᏛࠊጼໃ࡞ᦸ┿ࡿࡍ

⫱ຓⓗᩍ⿵ࠊ࡚࠼ຍᤵᴗࡢṇつࠊ࡛ࡢࡿ࠶ྍḞ࡛ࡀࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ࠺కࢆ⩦⦏ࠊ࡚

ࡿࢀࡽࡵồࡀᐇ࡞ⓗ⥆⥅ࡘⓗ⧊⤌ࡣ⩦ㅮู≉ࠋࡿ࡞ᚲせࡀ⩦ㅮู≉ࡢㄢእ࡛࡚ࡋ

ᴗᑓ㛛ᐙ⫋ࠊࡣ୰ࡢ⏕Ꮫࡓࡵぬ┠ⓗዲወᚰ▱ࠋࡿ࠶ᡤᏑ࡛ࡃ࠸࡚ࡋᑐᛂ㐺ษࠊ࡛ࡢ

ࡣ㍮ฟࡢ⏕Ꮫࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿࢀࡉணࡀࡇࡿࡍ⌧ฟࡀࡢࡶࡍᣦ┠ࢆ✲◊ࡢᏛ㝔࡛㧗ᗘࡸ

ࡢᏛ⏕ࡶ᭷┈ࢆ่⃭࡞ࠊ࠼Ꮫ㒊యࡢάᛶࡢࡶࡃࡘࡧ⤖ᛮࠋࡿࢀࢃ 

ᮏᏛ࡛ࡣ 1974ᖺ௨᮶ࠊ⡿ᅜࢺࢫ࣭࣐ࣜ࢟࣍ࣛࢡ࢜ࡢᩍᏛጜጒᰯࡢ㛵ಀࠊࡾ࠶ከ

ᑐ⏕ᏛࡢႠᏛ㒊⤒ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆὶ࡞άⓎ࡚ࡋ⏝ࢆไᗘࡢ␃Ꮫࡀࡕࡓ⏕Ꮫࡢࡃ
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ዡບࢆᏛ␃ࡢᏛMBAྠࡣ࡚࠸ࡘ⏕༞ᴗࡧࡼ࠾ࠊᏛ␃ࡢ⛉Ꮫ⤒ႠᏛྠࠊࡶ࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐩ពྜࡢ᪉࡛ࡍࡣ࡚࠸ࡘࢀධࡅཷࡋฟࡾ㏦ࡢ⏕Ꮫࡢࡽࢀࡑࠋࡿࡍ

 

㸴㸴㸴㸴㸬㸬㸬㸬ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ᩍဨ⤌⧊ࡢࡢࡢࡢ⦅ᡂ⦅ᡂ⦅ᡂ⦅ᡂ࠼࠼࠼࠼⪄⪄⪄⪄ࡢࡢࡢࡢ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬ᪉ཬࡧࡧࡧࡧ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ≉Ⰽ    

    

  ୖ㏙ࠊ࠺ࡼࡓࡋᑓ㛛ᩍ⫱ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࡣ⣔ ィ⣔ࠕࠊࠖ ⣔ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᆅᇦࠕࠊࠖ ࣐ࠕࠊࠖ

ᑓ௵ᩍဨࢆᑓ㛛ᐙࡢศ㔝ྛࠊࢀࡉ༊ศ⣔ࠖࣝ࢟ࢫᨭ࣭ࢫࢿࢪࣅࠕ࡚ࡋࡑ⣔ࠖࢢࣥࢸࢣ࣮

࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ⛉ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⤒ࢆேᮦ⫱ᡂࡘ❧ᙺᐇ♫ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄࡚ࡋ

⣔ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࡗㅻ࡛࣮ࢩ ࠾ᩘ┠⛉㛤ㅮࠊࡾ࠾࡚ࡋ୰ᚰࢆィ⣔ࠖࠕࠖ

ࡢࡇࢆ㐣༙ᩘࡢ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍ࡚࠸ 2 ࡣᑓ௵ᩍဨࡢ⛉ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⤒ࠋࡿ࠸࡚ࡵ༨ࡀศ㔝ࡢࡘ

12ே࡛ᵓᡂࠊࢀࡉ◊✲ศ㔝ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࡣࡈ⣔ࠖ4ேࠕࠊィ⣔ࠖ4ேࠕࠊᆅᇦ࣮࣋ࣀ

⣔ࣥࣙࢩ 1ࠖேࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠊ⣔ 1ࠖேࢆ㓄⨨ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋᮏᏛࡢᩍ⫱⌮ᛕ࡛ࡿ࠶ᩍ㣴

⩏ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡸ≉Ⰽ A ࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥゝㄒⓗࡸᾰ㣴ࡢ⌮ほࡿࡏࡉ⌧ᐇࢆ

ࣙࣥ⬟ຊࡢ㣴ᡂࢆᅗࡿᑓ௵ᩍဨࢆ 2ே㓄⨨ࠊ࡚ࡋᑓ㛛ᩍ⫱೫㔜ࡼࢫࣥࣛࣂࠊ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࡃ

  ᩍဨࡢᏛࠊࡣ࡚࠸ࡘᑓ௵ᩍဨ 12ேࡕ࠺ࡢ 5 ேࡀᏛ㸦༤ኈ㸧6ࠊࢆ ேࡀಟኈࢆ᭷࡚ࡋ

ࡢࡇࠋࡿ࠸ 12ேဨࡀ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࢆ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᐇ⌧ࠊࡵࡓࡿࡏࡉከᵝ

ᑓ௵ᩍࡿࡅ࠾㧗➼ᩍ⫱ᶵ㛵ࡓࡵྵࢆᏛ㝔ࡣࡓࡲࠊࡕᣢࢆ㈨᱁ࡧᐇົ⤒㦂ཬࡿࡅ࠾ศ㔝࡞

ဨࡢ࡚ࡋᩍ⫱ᐇ⦼ࢆᣢࡓࡗᩍဨࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ 

  ᑓ௵ᩍဨ 12ேࢆᖺḟ㐍⾜ἢ࡚ࡗẁ㝵ⓗ᥇⏝ࠊࡢࡢࡶࡿࡍ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉㛤タணᐃ

㸦2011ᖺ 4᭶ 1᪥Ⅼ㸧65ࠊ࡚࠸࠾ṓࢆ㉸ࡿ࠸࡚࠼ᩍဨࡣ 3ே࡛ࡽࡉࠊࡾ࠶ᖺḟ㐍⾜୰

 2ேࡀ 65ṓࢆ㉸ࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࡞ࡇࡿ࠼ඛ㏙࠺ࡼࡓከᵝ࡞ศ㔝ࡿࡅ࠾ᐇົ⤒㦂

ࡋࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡓࡋ⏝᥇ᴟⓗ✚ࢆᑓ௵ᩍဨ࡞⚽ඃࡘᣢᐩ㇏ࢆ⦼ᩍ⫱ᐇࡢ㧗➼ᩍ⫱ᶵ㛵࡛ࡸ

⏬ィࡘࢆୡ௦௦ࡢᑓ௵ᩍဨࠊࡵࡓࡿᅗࢆᐇࡢᩍ⫱ෆᐜࡽࡉࠊᡂᖺᗘᚋࠊࡋ

ⓗᐇ⾜ࠊࡋᖺ㱋ᵓᡂ࠺ࡼࡿ࡞ࡢࡶࡓࢀࡢࢫࣥࣛࣂࡀດࠋࡃ࠸࡚ࡵ 

 ࠋ࠸࡞࠸ࡣࡢࡶࡿࡍゐ⛬ᮏᏛᐃᖺつ࡛ࡲᡂᖺᗘࠊࡣ࡚࠸ࡘᩍဨࡿࡍ௵ᑵࡓࡲ  

㸦㈨ᩱ㸲㸸ࠗ Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍ⫋ဨ௵⏝つ⛬࠘ཧ↷㸧 

 

㸵㸵㸵㸵㸬㸬㸬㸬⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡢࡢࡢࡢᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲᩍ⫱᪉ἲࠊࠊࠊࠊᒚಟᣦᑟ᪉ἲᒚಟᣦᑟ᪉ἲᒚಟᣦᑟ᪉ἲᒚಟᣦᑟ᪉ἲཬཬཬཬࡧࡧࡧࡧ༞ᴗせ௳༞ᴗせ௳༞ᴗせ௳༞ᴗせ௳    

    

 㸦㸯㸧ᩍ⫱᪉ἲ 

 

⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉࡛ࠕࠊࡣᏛඹ㏻⛉┠ ┠⛉♏Ꮫ㒊ᇶࠕࠖ ┠⛉ᇶᖿࠕࠖ ࡢࠖ┠⛉ᑓ㛛ࠕࠖ ࡢࡘ4

⛉┠༊ศࢆタ࡚ࡅẁ㝵ⓗ㓄ᙜࠊࡋ࡚ࡢ⛉┠༊ศࡅࡔࡿࡁ࡛࡚࠸࠾ᑡேᩘᩍ⫱ࠊ࠺ࡼࡿ࡞

 ࠋࡿࡍᕤኵ࠺ࡼࡿࡏࡉศᩓࢆ᭙᪥ࡸ㝈ࡶ㛫ୖ࡛ࡘ

ᑡேᩘᩍ⫱ࡢᐇ㊶1ࠊ࡚ࡋᖺḟࡽ 4ᖺḟࢆ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ࡛ࡲᚲಟ㓄⨨1ࠊࡋ㸪2ᖺḟྛࡣ 4
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㹼5ேࡢᑓ௵ᩍဨ࡚ᢸᙜ3ࠊࡋ㸪4ᖺḟྛࡣ 9ேࡢᑓ௵ᩍဨ࡚ᢸᙜࠋࡿࡍ 

እ᭩ࠕࡧϨ࣭ϩࠖ୪ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢫࢿࢪࣅࠕࡢࡵࡓࡿᅗࢆୖྥࡢእᅜㄒ⬟ຊࡽࡉ

ㅮㄞϨ࣭ϩ ⡙グධ㛛Ϩ࣭ϩࠕࡢࡵࡓࡿࡍಟᚓࢆ⣲㣴ࡢ࡚ࡋ༶ᡓຊࡢᆅᇦ♫ࠖࡸ ୪ࠖࠕࡧᐇ

㊶⡙グㄽϨ࣭ϩࠖ30ࠎྛࠊࢆ ே⛬ᗘࢫࣛࢡࡢ⦅ᡂࡾࡼࠊࡋ᭷ຠᏛ⏕ࡢ㉁ࢆୖྥࡢᅗࡿண

ᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

⤒ႠᏛ㒊ࡀ㔜どࣜࣕ࢟ࡿࡍᩍ⫱ࠊࡶ࡚࠸ࡘ㸯ᖺḟ๓ᮇࡣㅮ⩏⛉┠ࣥࢨࢹࣜࣕ࢟ࠕ ࠊࠖ

ᚋᮇࡣ๓ᮇࡢㅮ⩏ࢆᐇ㊶₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠕ⩦₇ࣉ࣮ࣝࢢࡿࡍ⩦Ϩ ᵝྠࠊࠖ 2 ᖺḟ๓ᮇࡣㅮ

ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅࠕ┠⛉⩏ ᪩ᮇࠊࡋ⨨㓄ࢆϩࠖ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠕ⩦₇ࣉ࣮ࣝࢢࡣᚋᮇࠊࠖ

1㸪2ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆᕤኵࡿࡵ㧗ࢆ㛵ᚰࡢᙧᡂࣜࣕ࢟ࠊࡾᅗࢆᐇࡢ⫱ᩍࣜࣕ࢟ ᖺḟ࡛ࡢ

᪩ᮇࣜࣕ࢟ᩍ⫱ࢆᇶ♏3ࠊ࡚ࡋ㸪4 ᖺḟ࡛ࡢᑓ㛛⛉┠ࡸᐇົᐙࡿࡼㅮᗙࢆ㏻࡚ࣜࣕ࢟ࡋ

ႠᏛ㒊⤒࡚ࡋࡑࠋࡿᅗࢆ❧⮬ᴗⓗ⫋ࡧⓗཬ♫ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉ࣭Ⓨᒎ῝ࢆ࠼⪄ࡿࡍᑐ

ࡵ㧗ࢆᛶ⬟ྍࡢᑗ᮶ࡢ⏕Ꮫࠊࡋ㐩ᡂࢆᡂ⫱ࡢேᮦࡘ❧ᙺ♫ࡃᗈࡧேᮦཬ࠺ᢸࢆᆅᇦ࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ㊶ᐇࢆ⫱ᩍࡿ

 

㸦㸰㸧ࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝⦅ไࡢࡑᒚಟᣦᑟ᪉ἲ 

 

 ⤒ႠᏛ㒊ࡢࡑࠊࡣ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᩍ⫱⌮ᛕ┠ᶆࢆ㐩ᡂࠊࡃࡍ༞ᴗᚲせ࡞ 124 ༢ࢆ

௨ୗ࠺ࡼࡢ⦅ไࡿ࠸࡚ࡋ㸦㈨ᩱ㸳ࠗ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉༞ᴗಟᚓ༢࠘㸧ࠋ 

Ⓨぢࢆၥ㢟ࠊࡋ᭷ࢆ⌮ほᩍ㣴࡞㇏ࡣ༊ศ┠⛉ࡢࠖ┠⛉♏Ꮫ㒊ᇶࠕࠖ┠⛉Ꮫඹ㏻ࠕ 

ࡾ࠶࡛┠⛉ࡢࡵࡓࡢ㊶ᐇࡢ⫱ᩍ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡢ┿ࡔࢇᏛࢆ♏ᇶࡢၥ㢟ࠊࡕࡶࢆຊ⬟ࡿࡍ 1㸪

2ᖺࢆ୰ᚰࡓࡋᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶Ϩࠊϩศࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ࡿ࠸࡚ࢀཎ๎ࡋ

࡚Ϩࢆᒚಟࡢࡑࠊ࡚ࡋᚋϩࢆᒚಟࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍᒚಟࡣ࡚ࡗࡓ࠶Ꮫ⏕࿘▱ᚭᗏࡿࡍ᪉

㔪࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 A Ꮫඹ㏻⛉┠ 19༢ 

  Ꮫඹ㏻⛉┠ࡣୗグࠕᏛ㒊ᇶ♏⛉┠ࠖࡶᮏᏛ㒊ࡢᩍ㣴ᩍ⫱ࢆᢸࡽࢀࡑࠊ࠸ ⛉ࡢࡘ2

Ⰽ≉ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢグୖ࡚ࡗಗ┦ࡀ⩌┠ Aࢆᐇ⌧ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ 

1991 ᖺࠕࡢ⥘ࠖ௨ᚋࡢࡑࠊ㊃᪨࡚ࡋከࡢࡃᏛ࡛ᩍ㣴ᩍ⫱ࡀ㍍どࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࡣࡇࡢࡑᐇࠊࢀࡉ᫂⾲ࡤࡋࡤࡋࡀ༴࠺࠸࠸࡞ࡣ࡛ 1997 ᖺࡢᏛᑂ㆟⟅⏦ࠕ㧗

➼ᩍ⫱୍ࡢᒙࡢᨵၿ࡚ࠖ࠸ࡘ௨᮶ࡢ✀ྛࡢ⟅⏦࡛ᣦࢆࢶ࣮࣭ࣝࣛ࣋ࣜࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉఏ

᪂Ꮫ㒊ࠊᅇࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡓࡗ࡞ࡀഴྥࡓࡋ࠺ࡑࡿࡍࡶࠊࡶ࡚࠸࠾ᮏᏛࡿࡍ⤫

㐺ษࠊࡋㄆ☜ࢆ㔜せᛶࡢ⫱ᩍ㣴ᩍࡿࡅ࠾Ꮫ࡚ࡵࡓࡽ࠶ࡣ࡚ࡋᮏᏛࠊࡾࡓᙜ⨨タࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡿࡍᡂ⦆ࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞᭷ຠࡘ

㒊ศⓗࠖ┠⛉⫱ᩍ⫱⛉┠࣭እᅜㄒ⛉┠࣭ಖయ⯡୍ࠕࡢ⥘௨๓ࡣࠖ┠⛉Ꮫඹ㏻ࠕ

┦ᙜࠊ࡛ࡢࡶࡿࡍᏛ㒊࣭Ꮫ⛉ࢆၥࡎࢃᏛ⏕ࡵࡓࡢ㛤ㅮࡼ⩌┠⛉ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

ࡅࡘ㌟ࢆᇶ♏ᩍ㣴ࡢప㝈᭱ࡿࡍᮇᚅࡀᮏᏛࠊྠࡿࡍឤᚓࢆᛕ⌮ࡢᘓᏛࡣ⏕Ꮫࠊ࡚ࡗ
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 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡍ♧௨ୗࡣෆᐜෆヂࡢ⩌┠⛉ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

4ࠚᩍᴫㄽࢺࢫࣜ࢟࠙  ༢㸦ᚲಟ㸧ࠋ⪷᭩ࢆ㏻࡚ࡌᘓᏛࡢ⌮ᛕ࡛ࢺࢫࣜ࢟ࡿ࠶ᩍᏛၥⓗ

᥋ࡿࡍᶵࢆᥦ౪ࠋࡿࡍ⤒ႠᏛ㒊࡛1ࠊࡣᖺḟ࡚࠸࠾ 4༢ࢆᒚಟࡀࡇࡿࡍồࠋࡿࢀࡽࡵ

ࡶ࡚ࢀゐᛕ⌮ࡢᘓᏛࠊᮇ࠸᪩ࡃࡿ࡞ࡢ๓ࡿධᏛ⩦ẁ㝵ࡿࡵ῝ࢆᑓ㛛ศ㔝ࠊࡣࢀࡇ

 ࠋࡿࡼពᅗ࠺࠸࠸ࡓ࠸ࡽ

 ࠙እᅜㄒ10ࠚ༢㸦ⱥㄒ 6༢௨ୖࢆᒚಟࡇࡿࡍ㸧ࡿࡺࡽ࠶ࠋᏛၥࡢᇶ♏࣮ࢩࣛࢸࣜࡣ

ࡢࡿ࠶࡛⫱እᅜㄒᩍࡀ⦏カ࡞㔜せࡶࡗࡶࡿࡍᾰ㣴ࢆ࣮ࢩࣛࢸࣜࡢࡑࠋࡿࢀࡽ࠼ᨭ࡚ࡗࡼ

ಙᛕࠊࡶࡢᮏᏛ࡛ࡣእᅜㄒࢆᚲಟࠋࡿ࠸࡚ࡋ⤒ႠᏛ㒊ࡢᏛ⏕ࡣࡎࡲࠊࡣᏛඹ㏻⛉┠

ࢆⱥㄒࡿ࠶ᅜ㝿බ⏝ㄒ࡛࡚ࡋ 6༢௨ୖᒚಟ࡚ࡋ࠺ࡇࠊࡋᇶ♏ࢆᅛࡓࡵᚋࡽࡉࠊᏛ⛉

ᑓ㛛⛉┠࡚ࡋᐇ㊶ⓗࢫࢿࢪࣅ࡞⣔ⱥㄒࢆ㞟୰ⓗᒚಟࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡍᐇົⱥㄒ㛵

እᅜㄒࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿࡍ㔜どࡢᮏᏛ㒊ࡣ࡚ࡋ 10༢ࡕ࠺ࡢ 6༢ࡣⱥㄒࡀᚲಟ࡛ࡀࡿ࠶

ṧࡾ 4༢ࡣ࡚࠸ࡘⱥㄒ௨እࡢእᅜㄒࢆᒚಟࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶࡇࡿࡍⱥㄒ௨እࡢእᅜㄒ

ࡕ࠺ࡢࡑࡣ⏕Ꮫࠊࡾ࠾࡚ࡋ㛤ㅮࢆࣥࣜࢥㄒ࣭୰ᅜㄒ࣭ࢫࣥࣛࣇㄒ࣭ࢶࢻࡣ࡚࠸ࡘ 1ゝㄒ

ࠊࡣᑛ㔜ゎ⌮ࡢᩥ␗࡞ከᵝࡎࡽ࡞ࡳࡢⱥㄒᅪࠋࡿ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡍᒚಟ࡚ࡋ㑅ᢥࢆ

1998ᖺᏛᑂ㆟⟅⏦21ࠕୡ⣖ࡢᏛീᚋࡢᨵၿ᪉⟇࡚࠸ࡘ ࣮ࣟࢢࠕ2000ᖺྠࠊࠖ

࡚࠸ࡘ᪉ࡾᅾࡢ⫱㧗➼ᩍࡿࢀࡽࡵồ௦ࣝࣂ ࠾௦࠸ࡋ᪂ࠕ⏦⟆2002ᖺ୰ᩍᑂࠊࠖ

࡚࠸ࡘ᪉ࡾᅾࡢ⫱ᩍ㣴ᩍࡿࡅ ⧞࡚࠸࠾࡞ᑗ᮶ീࠖࡢ⫱㧗➼ᩍࡢᅜࡀᡃࠕ2005ᖺྠࠊࠖ

࡚࠸࡙ࡶᛕ⌮ࡢᘓᏛࡀᮏᏛࡣ⫱ᩍࡢእᅜㄒᩘ「ࠊࡾ࠶࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᙉㄪࡋ㏉ࡾ

ษࡓࡁ࡚ࡋఏ⤫ࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ᮏᏛࡢእᅜㄒᩍ⫱࡛ࠊࡣㄞゎຊࡢ㣴ᡂྠᐇ㊶

ⓗࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞⬟ຊࢆఏ⤫ⓗ㔜どࠊ᳨ࡾ࠾࡚ࡋ ᐃヨ㦂ཷࡢ㦂ࢆᗈࡃ᥎ዡࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 ࠙␃Ꮫࠚ⮬⏤㑅ᢥࠋ⡿ᅜࠊⱥᅜࠊࢲࢼ࢝ࠊ㡑ᅜࠊ୰ᅜࠊࣥࢹ࣮࢙࢘ࢫࠊࢻ࣮ࣥࣛࢪ࣮ࣗࢽࠊ

᪩ࠋ࠺⾜ࢆಟ◊ࡢ㛗▷ᮇࠊࡁᇶ࡙࣒ࣛࢢࣟࣉᏛ␃ࡢᥦᦠᰯࡢ࡞ࢪ࣎ࣥ࢝ࠊࢫࣥࣛࣇ

ࡃࡼࡣࡇࡍࡽࡓࡶࢆᙳ㡪࠸ࡼ⩦Ꮫࡢᚋࡢࡑࡀࡇࡿࢀゐᩥ࡞ከᵝࡢᾏእᮇ࠸

ࡎࢃၥࢆᏛ㒊ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢ⫱ᩍ㣴ᩍࡪࡽ࡞⫱እᅜㄒᩍࡣᮏᏛ࡛ࠊ࡛ࢁࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪⏕Ꮫࡢࡃከࢆᶵ࡞࠺ࡼࡢࡑ

 ࠙ᗣ1ࠚࢶ࣮࣏ࢫ ༢㸦ᚲಟ㸧ࠋⱝᖺᒙࡢయຊపୗࡀ༴ࡘࠊࢀࡉ㛗ᑑ㧗㱋♫ࢆ㏄࠼

ࡇࡿࡍၨⓎࢆ࣮ࢩࣛࢸ㌟యⓗ࡚ࣜ࠸࠾⫱㧗➼ᩍࠊࡋ㔜どࢆᗣ㐠ືࡣᮏᏛ࡛ࠊ᪥ࡓ

1ࠊࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉ࡢ࡞ᗣ⛉Ꮫࠖࠕࡸయ⫱ᐇᢏࠖࠕࠊࡽほⅬࡢࡿ࠶㔜せ࡛ࡀ ༢ࢆᚲ

ಟࠋࡿࡍ 

 ࠙⎔ቃࠚ⮬⏤㑅ᢥࠋᚑ᮶୍ࠕࡢ⯡ᩍ⫱ࠖ┦ᙜࠊࡀࡿ࠶࡛⩌┠⛉ࡿࡍᩍ㣴ࡣᏛ㒊ᛂࡓࡌᩍ

2000ࠊࡽ࠼⪄࠺࠸࠸ࡋࡲᮃࡀ⫱ ᖺࡢ⏕ά⛉Ꮫ㒊ࡢ㛤タకࡢ⩌┠⛉ࡢࡇࠊ࠸ከࡀࡃᏛ

㒊ᇶ♏⛉┠ࠋࡓࡋ⾜⛣⌧ᅾ࡛ࠕࡣ᪥ᮏᅜ᠇ἲࠖࠊ࡚ࡋࡵࡌࡣࢆே㛫♫ࡢ↛⮬ࡧࡼ࠾

㛵ࢆࡾࢃ⎔ቃ࠺࠸ᖜᗈ࠸どⅬࡽᤊࠊ࠼⌧௦♫ࡢᇶ♏ⓗ⌮ゎࢆᚓࡿᙺࢆᯝ࠸࡚ࡋࡓ

 ࠋࡿ

࠙ሗ4ࠚ༢㸦ᚲಟ㸧ࠋ⌧௦♫࡛ࡣḞ࠸࡞ࡁ࡛ࡢࡇࡍ ITᢏ⾡ࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘᇶ♏ⓗ

⌮ゎ᧯సἲࡢ⩦ᚓࢆ┠ⓗࠊ࡛⩌┠⛉ࡿࡍ⤒ႠᏛ㒊࡛ࡣ 4༢ࢆᚲಟࠋࡿࡍ 
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 B Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠ 22༢ 

 

 ࡀᏛ⏕ဨࡢᮏᏛࠊࡓࡗ࠸⾡ᩍ࣭እᅜㄒ࣭య⫱࣭ሗᢏࢺࢫࣜ࢟ࠊࡀࠖ┠⛉Ꮫඹ㏻ࠕ 

᭱ప㝈㌟ࡁࡃ࠾࡚ࡅࡘ⣲㣴ࢆಟᚓࠕࠊࡤࢀࡍࡿ࠶࡛⩌┠⛉ࡿࡏࡉᏛ㒊ᇶ♏⛉┠ࠖࠊࡣ 

Ⰽ≉ࡢグ㸳ୖࠊ࡚ࡋ┙ᇶࢆࡧᏛࡢ࡛ࠖ┠⛉Ꮫඹ㏻ࠕ A ࡛㏙࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡓ

 ࠋࡿࢀࡉ⨨ⓗ࡛タ┠ࡿࡍ⌧ᙧ࡛ᐇࡓࡋᐇࡾࡼࢆ

 ୖグ㸰㸬㸦㸰㸧࡛㏙ࠊ࠺ࡼࡓᅇ⏦ㄳࡿࡍ⤒ႠᏛ㒊࡛ࠕࠊࡣᆅᇦᐦ╔ࡓࡋ 21ୡ⣖ᆺ 

ᕷẸࠖࡢ⫱ᡂࢆ┠ⓗ21ࠕࠋࡿࡍୡ⣖ᆺᕷẸࠖ2005ࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺࠕ⏦⟆ࡢᡃࡀᅜࡢ㧗➼ 

ᩍ⫱ࡢᑗ᮶ീࠖࡀ㏙ࢆࢁࡇࡿཧ↷࡚ࡋᮏᏛࡣ࡚ࡋḟࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠼⪄࠺ࡼࡢ⌧௦ 

♫ࡢኚࡣᛴ⃭ࡘ」㞧࡛ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊࡾ࠶ࡶ┦ಗ࡚ࡗᑗ᮶ࡢண ྍ⬟ᛶࡶపୗࡋ 

 ࡘⓗ❧⮬ࡢಶேࠊ࡚ࡋᬒ⫼ࢆ≧ἣ♫ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡣ21ୡ⣖ᆺᕷẸࠖࠕࠊࡀࡿ࠶ࡘࡘ

యⓗ࡞ᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ࠺ࡼࡢࡑ࡚ࡗࡶࢆ」㞧࡛ᅔ㞴࡞≧ἣᑐᛂ࡛ࡿࡁ⬟ຊ㸦⌧ᐇ♫ 

 ᴟࢆ♫࡞Ẹⓗ࡛⏤⮬࡚ࡗࡶࢆ⌮ᛶ࠸㧗ᩍ㣴࡞㇏ࡣࡽࡉࠊࡋ᭷ࢆᑐᛂ⬟ຊ㸧ࡢ

ⓗᨭ࡞࠺ࡼࡿ࠺࠼ேᮦࡢㅝࠋࡿ࠶࡛࠸ 

2008ᖺࡢ୰ᩍᑂ⟅⏦ࠕᏛኈㄢ⛬ᩍ⫱ࡢᵓ⠏ࠕࠊࡣ࡛࡚ࠖࡅྥᡂࡓࢀࡉᑓ㛛ᩍ⫱ࠊࡶࡾࡼ

ᑓ㛛ศ㔝ࢆᏛࡢࡵࡓࡪᇶ♏ᩍ⫱ࡸᏛၥศ㔝ࢆูࡢ㉸ࡓ࠼ᬑ㐢ⓗ࣭ ᇶ♏ⓗ࡞⬟ຊࡢ⫱ᡂࡀᙉㄪࡉ

ᛕ⌮ࡢࡇࡿ࠺ࡋ㈶ྠ༑ศ࡚ࡋᮏᏛ㒊ࡍᣦ┠ࢆ㣴ᡂࠖࡢᴗே⫋࠸ᖜᗈࠕࠋࡿ࠶ࠖࡿࡃ࡚ࢀ

ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼ࢆᙺࡢᇶ┙ᙧᡂࡿࡍᡂ⫱ࢆ21ୡ⣖ᆺᕷẸࠖࠕࡢࡾ࡞ᮏᏛࡢ㏙ୖࠊ࡛࡞ࡢ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࠖ┠⛉♏Ꮫ㒊ᇶࠕࡢࡇࠊࡀ

ࡢࠖ⩌┠⛉ࡪᏛࢆ♏ᇶࡢၥ㢟ࠕࠊࠖ⩌┠⛉ࡿࡍⓎぢࢆၥ㢟ࠕࠊࡣࠖ┠⛉♏Ꮫ㒊ᇶࠕ 2 ࢪࡢࡘ

ࢀࡒࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࡗ❧ࡾᡂࡽࣝࣥࣕ 14 21ୡ⣖ࠕグୖࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᵓᡂࡽ┠⛉

ᆺᕷẸࠖࡢ㣴ᡂࠕࡿࡺࢃ࠸ࡣࡵࡓࡢᖜᗈᒚಟࠖࡀ᭷ຠ࡛ࡢࡿ࠶Ⓨࠊࡕ❧」ᩘศ㔝ࢆᶓ

᩿ⓗᒚಟࡀࡇࡿࡍồࠕࠋࡿࢀࡽࡵၥ㢟ࢆⓎぢࡽࠖ⩌┠⛉ࡿࡍ 12 ༢ࠕࠊၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛ

ࡽࠖ⩌┠⛉ࡪ 10༢ࢆ㑅ᢥᚲಟࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡍ 

 

࠙ၥ㢟ࢆⓎぢࡿࡍ⛉┠⩌ 㸦3ࠚ ศ㔝࡚ࡗࡓࢃ 12༢㑅ᢥᚲಟ㸧ࠋ 

ၥ㢟ࠕࠊࡀࡢࡿࢀࡉタᐃࡵࡓࡿࡍࢳ࣮ࣟࣉ┦ㅖࡢ௦♫⌧ࡿࡍ㞧「ࡋኚືࠊࡎࡲ

▱ࠕ࡚࠸ࡘၥ㢟࡞ࡲࡊࡲࡉࡿ࠶ࡘࡘࡌ⏕௦♫⌧ࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࠖ⩌┠⛉ࡿࡍⓎぢࢆ

ࡿ 㸦ࠖⓎぢࡿࡍ㸧ࡽࡇฟⓎࠊࡋ⌧ᐇࡣࡵࡓࡿࡁ⏕⮬ศ⮬㌟ࡢࡑࡀ㺀ゎỴ㺁ࡢ㐨ࢆ᥈ࡽ

ࠊࡃࡿࡏࡉࢀゐጼࡢ♫࡞ከᵝࡾ㝈࡞⬟ྍࠋࡿ࠶࡛⩌┠⛉ࡪᏛࢆࡇ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞

௨ୗ ࡚ࡗࡓࢃどⅬࠖࠕࡢࡘ3 12༢ࢆ㑅ᢥᚲಟࠋࡿࡍ 

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㔜どࢆᴫᛕࡢࠖ⏕ඹࠕࡣᮏᏛ࡛࡚ࡋࢀࢃࡽ࠶ࡢ⚄⢭ࡢどⅬࠖ㸸ᘓᏛࡢ⏕ඹࠕ࣭

ࡀࢀࢃࢀࢃࠊ࡞ၥ㢟ࡢ᱁ᕪࠊᕪูࡢே✀࣭Ẹ᪘ࡸዪ⏨ࡣࡎࡲ 21 ୡ⣖࡛࠼࠺ࡃ࠸࡚ࡁ⏕

┤㠃࡞ࡲࡊࡲࡉࡿࡍၥ㢟ࢺࢫࣜ࢟ࠊࢆᩍࡢ⌮ࡢ♴⚟ࡸᛮࢆཧ↷ࠕࡽࡀ࡞ࡋඹࠖࡿࡁ⏕

どⅬࡽⓎぢࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࡍ 
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῝ࡶᏙ❧ࡢಶேࡍࡲࡍࡲ᪉୍࡛ࡿࡍ㐍ᒎࡀ♫ࣝࣂ࣮ࣟࢢどⅬࠖ㸸ࡢே㛫௦♫⌧ࠕ࣭

ゝࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊᩥ㇟⾲ᛮࠊ┦ㅖࡢ௦♫⌧ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾ࡞้

ㄒࠊே⏕ᚰࡢၥ㢟ࡓࡗ࠸ษࡽཱྀࡾ㏕ࢆࡇࡃ࠸࡚ࡗ┠ᣦࠋࡍ 

ሗࡀ㐍ࡢIT ♫ࠊࡋ้῝ࡀၥ㢟ࡢᆅ⌫ ᬮࡸどⅬࠖ㸸⎔ቃ◚ቯࡢሗቃ⎔ࠕ࣭

ࠊቃ࣓⎔↛⮬ࡸ⌮⏕ࠊ࡛࡞ࡍࡽࡓࡶࢆኚ࡞ࡁ᪉ࡢ⏝ࡾࡾࡸࡢ ࡞ࢹ

 ࠋࡿ᥈ࢆࡢࡿ࠸࡚ࡋ⏕Ⓨࡀၥ㢟࡞࠺ࡼࡢ࡚࠸࠾

 

௨ୖࡣ⌧௦♫࡛ୖࡃ࠸࡚ࡁ⏕ࢆ㑊࡚ࡅ㏻࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿၥ㢟⩌࡛1ࠊࡾ࠶㸪2 ᖺḟ

ࢆࢀࡑࡎࡽ࡞ࡳࡢⓎぢࡢၥ㢟ࠊࡣࡢࡿࡏࡉᒚಟࢆ⩌┠⛉ࡢࡽࢀࡇẁ㝵࡛࠸᪩ࡢධᏛᚋ࠺࠸

ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡽࡿࡍⓗ┠ࢆࡇࡿࡏࡉࡅྥࢆ⪄ᛮࡶ࡚࠸ࡘࡿࡍࢆゎỴ࠺ࡼࡢ

Ꮫ⩦ࢆ㏻࡚ࡌ㐩ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

①ಶࡢࠎᏛ⏕ࡀ⌧௦♫ࡢᢪࡿ࠼ၥ㢟ࡲࡊࡲࡉࢆゅᗘࡇࡿ▱ࡽ 

 ࡇࡿࡅ࠸ၥࢆࡴ⤌ࡾྲྀ࠺ࡼࡢయⓗၥ㢟ࡢࡑ②

⚄ᩍ⢭ࢺࢫࣜ࢟ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔᙇࡢ┈ࡸᶒࡢᕫ⮬ࠊࡣࡵࡓࡿࡍᑐᛂၥ㢟ࡢࡑ③

ᇶ࡙ࡃឡୡ⏺ࡢከᵝ࡞ேࡢࠎඹ⏕ࡢ⮬ぬࡓࢀࡉࡅ⌮ほࡣ࠸ࡿ࠶බඹព㆑

 ࡇࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ㔜せᛶࡢࡇࡘࡶࢆ

մࡢࡽࢀࡇၥ㢟ࡾࡼ࡚࠸ࡘⰋࡿ࡞ࡽࡉࠊࡣࡵࡓࡿ࠼⪄ࡃᇶ♏ⓗ࡞Ꮫၥ㸦ᩍ㣴㸧ࡢᚲせᛶ

 ࡇࡃ࠸࡚࠼ఏࢆࡇࡿ࠶ࡀ

࢙ࢳࢆࡅࡔ↓᭷ࡢヨ㦂࡛▱㆑ࡢᅇ୍ࡢᏛᮇᮎࡣ࡚࠸ࡘホ౯ࡢ┠⛉ࡢࡽࢀࡇࠊࡓࡲ࠼ࡺ

㏻ࢆ࡞⾲Ⓨࡣ࠸ࡿ࠶ࢺ࣮࣏ᑠヨ㦂࣭ࣞࡢᅇᩘࡢㅮ⩏ᮇ㛫୰ࠋࡿ࠶༑ศ࡛ࡣ࡛ࡢࡿࡍࢡࢵ

ᐇ⌧࠺ࡼࡢࠊࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࠺ࡼࡢయⓗ࡚࠸ࡘၥ㢟ࡢᙜヱࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡌ

ᑐᛂࢆ➼ࠊࡢࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡋ☜ㄆࡢࡑࡽࡀ࡞ࡋᡂᯝࢆᡂ⦼ᫎ࠺ࡼࡿࡍດࠋࡿࡵ 

 

࠙ၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛࠚ⩌┠⛉ࡪ㸦3ศ㔝10࡚ࡗࡓࢃ༢㑅ᢥᚲಟ㸧 

ḟࠊ㺀ၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛࡪ⛉┠⩌㺁࡛ୖࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠶グմ࡛㏙ࠊ࠺ࡼࡓኚ࠸ࡋ⃭ࡢ

⌧௦♫࡛Ⓨ⏕ࡿࡍከᵝ࡞せ⣲ࡔࢇྵࢆ」㞧࡞ၥ㢟࡚࠸ࡘㄆ㆑ࡾࡼࠊࡣࡵࡓࡿࡵ῝ࢆᇶ

♏ⓗ࡞Ꮫၥ㸦ᩍ㣴㸧ࡢᏛࡀࡧᚲせ࡛࠺࠸ࡿ࠶ほⅬࡽタ⨨ࠋࡿࢀࡉ㓄ᙜᖺḟࠕࠊࡣၥ㢟ࢆ

Ⓨぢ1ࠊࡽ⏤⌮ࡌྠࠖ⩌┠⛉ࡿࡍ㸪2ᖺḟࠋࡿ࡞ 

ࡘ௨ୗ3ࠊࡵࡓࡿᚓࢆゎ⌮࡞ᇶ♏ⓗࡘᗈ⠊࡚࠸ࡘ௦♫⌧࡞㞧「ࠊࡣ࡛⩌┠⛉ࡢࡇ

 ࠋࡿࢀࡽࡵồࡀࡇࡿࡍᚓྲྀࢆ10༢࡚ࡗࡓࢃ㡿ᇦࡢࡘ3ࡽࢀࡑࡣ⏕Ꮫࠋࡿࡍഛ‽ࢆ㡿ᇦࡢ

࡚⤒ࢆṔྐ࡞࠺ࡼࡢࡣ♫ࡢࡇࡿ࠸࡚ࡋά⏕⌧ࡀࢀࢃࢀࢃゎࠖ㸸⌮ࡢṔྐ♫ࠕ࣭

᪥ࡢጼ࡞࠺ࡼࡢࠊࡾ࡞⤌࡛ࡳᡂ̿̿ࡢࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾゝ࠸ࡽ࡞ࡿ࠼⮬ศࡗ❧ࡲ࠸ࡀ

ࡌ㏻ࢆᏛ࣭ἲᏛ࣭♫Ꮫ࣭ṔྐᏛ῭⤒ࠊࢆ̿̿ࡢࡘᣢࢆᗙᶆ࡞࠺ࡼࡢࡣ⨨ࡢࡑࡿ࠸࡚

࡚Ꮫࠋࡪ㐣ཤࡢṔྐ▱ᜨࢆỮࠊࡘࡘࡳ⌧௦♫ࢆᏛၥⓗᢕᥱࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࠋࡍ 

ࡇࡿ࠼ఏୡ௦ࡢḟࢆ⢭⚄ᩥࡓࡁ࡚ࡆୖࡳ✚࡛ࡲࢀࡇࡀゎࠖ㸸ே㛫⌮ࡢᩥே㛫ࠕ࣭
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⢭㧊ࡢ⾡ⱁࡸᩍ᐀ࠊゝㄒࠊᏛᩥࠊᛮࡸᏛဴࡣ࡛ࡇࡇࠊࡀࡿ࠶࡛ࡘࡦࡢ㈐ົࡢᏛࡣ

ゐࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡏࡉࢀᏛ⏕ࢆᐇࢆ㉸⌮┿ࡓ࠼౯್ࡢୡ⏺ᑟࠋࡃᏛ⏕ࡣ┠ඛࡢ

ࡘࡽࢀࡑࠊࡋឤᚓࢆ⨾▱ཿࡢே㢮ᩥ᫂ࡓࢀࡩ࠶ᕼᮃ࡛㇏ࠊࡃ࡞ࡇࡿࢀࡉࢃᝨ┈

 ࠋࡿࡍᥦ౪ࢆࡅࡗࡁࡿࡵ῝ࢆᐹ⪄࡚࠸

ࡠࡓࡶࢆ㛵ᚰࡃࡓࡗࡲ࡚࠸ࡘᏛ⛉↛⮬ࡿࡍࡶࡣ⏕Ꮫࡢゎࠖ㸸ᩥ⣔⌮ࡢᏛ⛉↛⮬ࠕ࣭

࡞ࡣᏛ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫᢏ⾡ᩥ᫂⛉࡞㧗ᗘ࠺ࡼࡢ௦⌧ࠊࡀࡿ࠶ࡀ࠸᎘ࡿ࠼⤊ࢆᏛᴗࡲࡲ

↛⮬ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡍḞࡣゎ⌮࠺࠸ࠊࡢࡓࡁ࡚ࡗ㎺ࢆṔྐ࡞࠺ࡼࡢࡣᏛ⛉ࠊ

⛉Ꮫࡢᇶ♏▱㆑ᩘࡢࡈࡢࡶࠊ⌮ⓗᢕᥱࡣᚲ㡲ࡢ⤫ィᏛࢆᏛࠊࡘࡘࡧே㛫⛉Ꮫࡢ㛵ಀ

 ࠋࡍᣦ┠ࢆࡇࡿ࠼ࡽᏛၥⓗࢆ

 

௨ୖ 3ศ㔝ࡢᏛ⩦ࢆ㏻࡚ࡌ㐩ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ᣦࡣࡢࡿ࠸࡚ࡋ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

⧊ࡢㅖᏛࠊࢆᙧᡂࡢၥ㢟ព㆑ࡣ࠸ࡿ࠶ࠔࡁẼ࡙ࠓࡢ࡛࡞ࡢࠖ⩌┠⛉ࡿࡍⓎぢࢆၥ㢟ࠕ①

║「ࡋ┤࠼ᤊࡽ᰿ᮏࢆၥ㢟ࠊࡾࡼࡇࡿࡅ࡙⨨࡞ࡢయ⣔ࡢ▱࡞యⓗࡍ࡞ࡾ

ⓗ࡞どⅬࡇࡿࡍ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘࡶࢆ 

ၥ㢟࡞ࡲࡊࡲࡉࡿ࠶ࡘࡘࡌ⏕௦♫࡛⌧ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆᚓ⋓ࡢ㆑▱࡞ᇶ♏ⓗࡢㅖᏛࡽࢀࡑ②

 ࡇࡿࡅࡘ㌟ࢆຊ⬟ࡿࡁᑐᛂ࡛࡚ࡗࡶࢆᛂ⏝ຊ࡚࠸ࡘ

③㺀ၥ㢟ࢆⓎぢࡿࡍ㺁ࢆࡽࢀࡑࡽࡉࡽࡇᏛၥⓗ⪃ᐹࡿࡍẁ㝵ᑟࠊࡁᏛ⏕ࡢ㛵ᚰ

ᙺ௦♫⌧ࢆᑓ㛛ⓗ▱㆑࡚ࡋୡ⣖ᆺᕷẸࠖ 21ࠕࠊࡘࡘࡋ፹㺀Ꮫ⛉ᑓ㛛⛉┠㺁ࢆ

 ࡇࡿࡃࡘࢆ┙ᇶࡿࡏࡓ❧

 

ࡉࡎࡽ࡞ࡳࡢᐃᮇヨ㦂ࠊᵝྠࠖ⩌┠⛉ࡿࡍⓎぢࢆၥ㢟ࠕࡶ࡚࠸ࡘホ౯ࡢ┠⛉ࡢࡽࢀࡇ

ࡲ῝ࡢゎ⌮ࡿࡅ࠾Ꮫၥ㡿ᇦࡢࡑࠊ࡚ࡗࡼ࡞⾲Ⓨࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࢺ࣮࣏ࣞࡸᑠヨ㦂࡞ࡲࡊࡲ

 ࠋࡿࡵດ࠺ࡼࡿࡍㄆ☜ࢆࡾ

 

 C Ꮫ⛉⛉┠ 80༢ 

   

Ꮫ⛉⛉┠ୖࡣグࡢ⤒ႠᏛ㒊ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ≉Ⰽ A ᐇࢆ࡚ࡍࡢ࡛ࡲ㹁ࡽ

ࡣ┠⛉⛉Ꮫࡢ࡚ࡋ༊ศ┠⛉ࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡾᡂࡽ⩌┠⛉ࡓࢀࡉᡂ⦆⣔⤫ⓗࡵࡓࡿࡍ⌧

⤒ႠᏛ㒊≉᭷ࡢᑓ㛛⛉┠࡛ࠕࠊࡾ࠶ᇶᖿ⛉┠ 㸦ࠖ34 ༢㸧ࠕᑓ㛛⛉┠ 㸦ࠖ46 ༢㸧ࡁ

ࡃ 2 ศ㢮ࠕࠊࢀࡉᑓ㛛⛉┠ࠖࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࡽࡉࡣ⣔ ィ⣔ࠕࠊࠖ ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᆅᇦࠕࠊࠖ

⣔ ࡢ⣔ࠖࣝ࢟ࢫᨭ࣭ࢫࢿࢪࣅࠕ࡚ࡋࡑ⣔ࠖࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠊࠖ ࡚ࢀࡉᵓᡂࡽ㡿ᇦࡢࡘ5

 ࠋࡿ࠸

 

࠙ᇶᖿ⛉┠34⩌┠⛉ࠚ༢ 

ᇶᖿ⛉┠ࠊࡣᑓ㛛ᩍ⫱ࡢ⾜⛣࡞ᑓ㛛ᇶ♏▱㆑ࢆಟᚓࡘࠊࡋᏛඹ㏻⛉┠Ꮫ㒊

ᇶ♏⛉┠࡚ࡋࡑᇶᖿ⛉┠ࡢࢀࡒࢀࡑࡢ≉㛗ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊࡉࡲࠊ࡛⩌┠⛉ࡢࡵࡓࡿࡍྜ⼥ࢆ



18 
 

Ⰽ≉ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜ A࡞㇏ࠕᩍ㣴㧗ᗘࢆࣝࣛࣔࡢ᭷࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡢ┿ࡿࡍᩍ⫱ࡢᐇ

࡞㇏ࠕ࡞ᚲせ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡢ┿ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࢆ┠⛉ࡢࡵࡓࡿࡍ⌧ᐇࢆࠖ㊶

ᩍ㣴⌮ほࢆ᭷ࠊࡋၥ㢟ࢆⓎぢࡿࡍ⬟ຊࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛඹ㏻⛉┠Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠࠾

࠸ࡘࠖ㊶ᐇࡢ⫱ᩍ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡢ┿ࠕࡓࢀࡉࡕᡴ⌮ほ࠸ࡋṇࡢࡑࠊࡋಟᚓ࡚࠸

ಟᚓࡃࡼࢫࣥࣛࣂࡾࡼ⏬ᖺḟ㓄ᙜィࢆࢀࡒࢀࡑࠊࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋಟᚓ࡚࠸࠾┠⛉ᇶᖿࡣ࡚

Ⰽ≉ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊ࡛ࡇࡿࡍ Aࡀᐇ⌧ࡇࡿࢀࡉ☜ಙࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

⬟ၥ㢟ゎỴႠ▱㆑⤒࡞ᐇ㊶ⓗ࡞ᚲせࢫࢿࢪࣅࠕࡿ࠶Ⰽ㹀࡛≉ࠊࡣ⩌┠⛉ࡢࡽࢀࡇࡓࡲ

ຊࢆᣢࡓࡗேᮦࡢ㣴ᡂࠖࢆẁ㝵ⓗࡿ࠶࡛ࣉࢵࢸࢫࡢึ᭱࠺⾜ Learn(Ꮫ⩦)┦ᙜࡢࡶࡿࡍ

ࡅ࡞ࡅ㌟ࢆ㆑▱ࡢႠ⤒ࡿ࡞ᇶᮏࠊࡣࡵࡓࡿࡍᡂ⫱ࢆၥ㢟ゎỴ⬟ຊ࡞ᐇ㊶ⓗࠋࡿ࠶࡛

ࠊ୍ࡣࡵࡓࡿࡍᚓ⋓ࢆၥ㢟ゎỴ⬟ຊ࡞㐀ⓗࡿࢀࡉᚲせ࡛ࢫࢿࢪࣅࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ ᐃࣞ

ࢆ㆑▱࡞ᇶᮏⓗࡢィࠊႠ⤒ࡵࡓࡢࡑࠊࡾ࠶ᚲせྍḞ࡛ࡀ㆑▱ࡿࡍ㛵ᴗ⤒Ⴀࡢࣝ࣋

ࠊࡶࡿ࠼ᗈࡃ♫ᛶ㓄៖ࡓࡋ⤒Ⴀ⌮ࠊពᛮఏ㐩ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢࡵࡓࡢ⬟

ຊࢆಟᚓࠋࡿࡏࡉ 

ࡽ1ᖺḟࠊࡵࡓࡿࡍ㊶ᐇࢆ⫱ᩍࣜࣕ࢟᪩ᮇࠊ୰࡛ࡢ┠⛉ᇶᖿࠊࡓࡲ    4ᖺḟ࡛ࡲᑡேᩘ

ே♫ࡿ࠶ᖖ㆑ࡃᗈࠊ࡚ࡌ㏻ࢆே㛫ⓗ᥋ゐࡢᏛ⏕ྠኈࠊᏛ⏕㛫ᩍဨࠊࡋᚲಟࢆ⩦₇ࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋⓗ┠࡚ࡏేࡶࡇࡿࡍᡂ㛗ὴ❧࡚ࡋ

ୖグࢆ┠⛉ࡢᩍ⫱ࡢࢫࢭࣟࣉഃ㠃ࢆ┠⛉ࣜࣕ࢟ࠊࡿࡳࡽ㝖ࡃᇶᖿ⛉┠1ࠊࡣ㸪2 ᖺ

┠⛉ධ㛛ࡓࡋ୰ᚰࢆ⏕ 3㸪4ᖺ⏕ࢆ୰ᚰࡓࡋᛂ⏝⛉┠༊ศ࡛ࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠋࡿࡁ

ィࡓࡗ࠸ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠊᏛ⏕ࡢᑓᨷࡎࡽࢃࢇ࠸ᒚಟࡀᮇᚅࠋࡿ࠶࡛┠⛉ࡿࢀࡉ 

 

࠙ᑓ㛛⛉┠46⩌┠⛉ࠚ༢ 

ᑓ㛛⛉┠ࡣᩍ⫱ࡢࢫࢭࣟࣉഃ㠃2ࠊࡿࡳࡽ㸪3ᖺ⏕ࢆ୰ᚰࡓࡋᇶ┙⛉┠ 3㸪4ᖺ⏕

㛵㐃ࡢ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍࢫࢭࣟࣉ⫱㸦㈨ᩱ㸴ࠗᩍࡿࡁ༊ศ࡛┠⛉Ⓨᒎࡓࡋ୰ᚰࢆ 㸧࠘ࠋᇶ

ᑓ࡞㧗ᗘࡾࡼࡣ┠⛉Ⓨᒎࠊࡾ࠶࡛┠⛉ᑓ㛛ࡁࡪᏛᚋࡢ┠⛉ධ㛛ࡢ୰ࡢ┠⛉ᇶᖿࡣ┠⛉┙

㛛ࠋࡿ࠶࡛┠⛉ࡢ 

ᑓ㛛⛉┠ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊࡣ≉Ⰽ A ࡽ C ࠊࡋ㐩ᡂẁ㝵ⓗࢆ࡚ࡍࡢ࡛ࡲ

ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋయ⣔ࡵࡓࡿࡍᑐᛂㄔᐇᡂ⫱ࡢᅾⓗ⬟ຊ₯ࡢࡾࡦᏛ⏕୍ேࡘ

⣔ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕ ィ⣔ࠕࠊࠖ ⣔ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᆅᇦࠕࠊࠖ ࣅࠕ࡚ࡋࡑ⣔ࠖࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠊࠖ

ࡢ⣔ࠖࣝ࢟ࢫᨭ࣭ࢫࢿࢪ ࡼࡢࠊࡣࡿࡍ⌧ᐇࢆ㐍㊰ࡿࡍᶆ┠ࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡋ༊ศࡘ5

ࡓࡗᣢࢆၥ㢟ゎỴ⬟ຊ࡞ᐇ㊶ⓗࡿࡍᶆ┠ࡀႠᏛ㒊⤒ࡧࡼ࠾ࠊ࠸ࡼࡤࢀࡍᒚಟࢆ┠⛉࡞࠺

ேᮦࠊᆅᇦ♫࡛ά㌍ࡿࡍேᮦࢆ⫱ᡂࢆ┠⛉࡞࠺ࡼࡢࠊࡵࡓࡿࡍᒚಟ࠸࠸ࡼࡤࢀࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡍᥦ౪ࢆࣝࢹࣔࡿ࡞ᣦ㔪࠺

ᇶᖿ⛉┠࡛ಟᚓࡓࡋᇶᮏⓗ࡞▱㆑ࠊࡶࢆᑓ㛛ⓗ࡞ෆᐜࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡵ῝ࢆ⪃ᐹࡍ

ㄢ㢟࡞ᐇ㊶ⓗࡿ࠼ᢪࡀᴗࡢᐇ⌧ࠊࡣ┠⛉Ⓨᒎࠊ┠⛉┙ᇶࠋࡿࡍᡂ⫱ࢆຊ㸦Think㸧⬟ࡿ

Ὕᐹࢆຍࠊ࠼⪃ᐹࡢࡵࡓࡿࡍᣦ㔪࠼⪄ࡿ࡞᪉ࢆᥦ౪ࡿࡍᙺࡶᣢࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

⤒ࠕࡸࠖ✲◊ࠕࠊࡵࡓࡿࡍᡂ⫱ࢆၥ㢟ゎỴ⬟ຊ㸦Act & Create㸧࡞ᐇ㊶ⓗࠊ࡚ࡋࡑ
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Ⴀ₇⩦ࠖࡢ࡞Ⓨᒎ⛉┠ࢆタ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

⛉ႠᏛ㒊ᑓ㛛⤒ࢆ㒊୍ࡢ┠⛉ᑓ㛛ࡢά⛉Ꮫ㒊⏕ࡸㆤᏛ㒊┳ࡿ࠶᪤ᏑᏛ㒊࡛ࠊ࡚࠼ຍࡽࡉ

ඹࢆ⏘ᩍ⫱㈈ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉᒚಟ࡚ࡋ㑅ᢥ⏤⮬ࢆ┠⛉ᑓ㛛ࡢ⛉Ꮫࠊࡸࡇࡿࡍ⨨㓄┠

᭷ࢆࡇࡿࡍᅗࠊࡾ᪤Ꮡࡢ⤒ႠᏛ㒊ࡣぢ࠸࡞ࢀࡽ᪂࠸ࡋ⤒ႠᏛ㒊ࢆタࢆࡇࡃ࠸࡚ࡋ┠

ᶆࠋࡿࡍ⏕ά⛉Ꮫ㒊ࡧࡼ࠾┳ㆤᏛ㒊ࡢᏛ⏕ࠊࡣ࡚ࡗ⤒ႠᏛ㒊ࢆ┠⛉ࡢᏛࡗࡼࡇࡪ

࡚᪂࠸ࡋど㔝ࡓࡗࡶࢆ་⒪ᶵ㛵ࡸಖ⚟♴タᚑ⪅ࢆ⫱ᡂ࡛ࠊࡁ᪉ࠊ⤒ႠᏛ㒊ࡢᏛ⏕

་ࡓࡁ࡚ࡗᇵࡀᏛ㒊ࡢࡽࢀࡑࠊ࡚ࡗࡼࡇࡪᏛࢆ┠⛉ࡢㆤᏛ㒊┳ࡸά⛉Ꮫ㒊⏕ࠊࡶ࡚ࡗ

⒪࣭ಖ⚟♴ᶵ㛵ࠊࡾࡼࡇࡍ⏕ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࡢ་⒪ಖ⚟♴ࡢศ㔝ࡢ㐍㊰ࡀᮇ

ᚅࠋࡿࢀࡉ 

Ꮫ⏕ࡽ⩌┠⛉ࡢࡽࢀࡇࡣ⮬ᕫࡢ㐍㊰ࢆぢᤣࠊ࡚࠼ᶆ‽ᒚಟࣔࢆ┠⛉ࡍ♧ࣝࢹ୰ᚰᏛ

ႠᏛ⤒ࡍᣦ┠ࢆ⫣㈉ࡢᆅᇦ♫ࡣ┠⛉⣔ࠖࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀᆅᇦࠕࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࡞ࡇࡪ

㒊ࡢ⌮ᛕ༶࡚ࡋ࡚ࡢᏛ⏕ᒚಟࡀᮇᚅྠࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᵝࢫࢿࢪࣅࠕᨭ࣭ࣝ࢟ࢫ⣔ࠖ

⏕Ꮫࡢ࡚ࡎࡽࢃ㐍㊰ࠊࡽࡿ࠶࡛ࣝ࢟ࢫ࡞ᇶ♏ⓗࡢ࡛ୖࡃാࡣ┠⛉ࡢࡃከࡢࡕ࠺ࡢ

࣓ࢪࢿ࣐ࠕࡍᣦ┠ࢆᐙᴗࡸࢺࢫࣜࣛࢿࢮࡢᴗ࡛ࡣ࡛ࣝࢹᒚಟࣔࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡀᒚಟࡢ

ࢺࣥ ィࠕࡍᣦ┠ࢆࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥබㄆィኈ࣭⛯⌮ኈ࣭ࡸ㈈ົ࣭⌮⤒ࡢᴗࠊࠖ ὶ㏻ᴗࠊࠖ

ᒚಟࣔࠋࡓࡋ♧ࢆࠖࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࡍᣦ┠ࢆά㌍ࡢὶ㏻㒊㛛࡛ࡢᴗࡣ࠸ࡿ࠶ᚑࡢົ

ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕࡢࣝࢹ ィࠕࠖ ࣅࡿࡺࡽ࠶࡚ࡗࡶࢆᐇ㊶ⓗᛂ⏝ຊࠊࡣ࡛ࠖࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠖ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉ᑓ㛛ࡃࡿࡍ㣴ᡂࢆேᮦࡿࡁᑐᛂ࡛࣮ࣥࢩࢫࢿࢪ

⮬ᆅ᪉ࠊࡽࡇࡿࢀࢃᛮࡍࡓᯝࢆᙺ࡞㔜せࡀ⫱ᩍࡢ᳨ドࡢᴗࡢᐇ㝿ࠊࡽࡉ

య୍ࡸ⯡ᴗࡢ➨୍⥺࡛ά㌍ࡿ࠸࡚ࡋᐇົᐙࠕࡿࡼ⤒Ⴀ≉ㅮࠖࢆタ⨨ࠊࡋ⌮ㄽ⌧ᐇࡢ

᪉ྥࡽᏛࡪᶵࢆᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ᇶᖿ⛉┠ᑓ㛛⛉┠୍ࡢ㒊ࠊࡣᏛ⏕⮬㌟ࡀᑗ᮶ࣜࣕ࢟ࡢᙧᡂᐤࣜࣕ࢟ࡢࡵࡓࡿࡍ

┠⛉ࣜࣕ࢟♏ᇶࡓࡋ୰ᚰࢆ⏕1㸪2ᖺࠋࡿ࠶࡛┠⛉ 3㸪4ᖺ⏕ࢆ୰ᚰࡓࡋⓎᒎࣜࣕ࢟

ࣅ࡞ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢫࢿࢪࣅࠊᙧᡂࣜࣕ࢟ࡣ┠⛉ࣜࣕ࢟♏ᇶࠋࡿ࡞ࡽ┠⛉

࣮ࢲ࣮ࣜࠕࡸㄽࠖࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ேᮦࠕࡓࡲࠊࡵࡓࡢࣉࢵࣝ࢟ࢫࡢ࡚ࡋࣥࢯ࣮ࣃࢫࢿࢪ

ㄽࣉࢵࢩ ࢆᐇ㊶ⓗ⬟ຊࡿࡁᑐᛂ࡛࣮ࣥࢩࢫࢿࢪࣅࡿࡺࡽ࠶ࠊࡣ┠⛉ࣜࣕ࢟Ⓨᒎࡢ࡞ࠖ

㣴ᡂࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍィࡓࡗ࠸ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠊᏛ⏕ࡢᑓᨷࢇ࠸

 ࠋࡿ࠶࡛┠⛉ࡿࢀࡉᮇᚅࡀᒚಟࠊࡎࡽࢃ

 

 D ⮬⏤㑅ᢥ⛉┠ 3༢ 

  

Ꮫ㒊Ꮫ⛉ࡿࡵྵࡶከ✀ከᵝࡢ࣐࣮ࢸ࡞ᤵᴗ⛉┠ࠊࢆᏛ⏕⮬㌟ࡢ᥈✲ᚰࢆ㧗ࡇࡿࡵ

࡚ࡋ┠⛉㑅ᢥ⏤⮬ࠊⓗ┠ࢆ 3༢ࢆ㓄⨨ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⮬⏤㑅ᢥ⛉┠ 3༢ࠊࡣᏛඹ

㏻⛉┠ࡸᏛ㒊ᇶ♏⛉┠࡚ࡋࡑᑓ㛛⛉┠ࡸ⤒ႠᏛ㒊ෆ࡛ࢆ┠⛉ࡢᒚಟࡿ࠶࡛⬟ྍࡶࡇࡿࡍ

ࣕ࢟ࡢ㌟⮬ࠊ࡚ࡏࢃྜᚿྥࡢ⏕Ꮫࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡶࡇࡿࡍᒚಟࢆ┠⛉ࡢ⛉Ꮫ㒊Ꮫࠊࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆᶵࡪᏛࠊࡋ㑅ᢥࡀࡽ⮬ࢆࡢࡶࡿࡍᐤᙧᡂࣜ
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௨ୖࠊ࠺ࡼࡢከᵝࡢ࣐࣮ࢸ࡞ᤵᴗ⛉┠ࢆ⏝ពࠊࡋᏛ⏕ྥࡢᏛᚰࢆᖖࠊ࠺ࡼࡿࡍ่⃭ᑓ

㛛⛉┠ࢆ㓄⨨ࠊࡶࡿ࠸࡚ࡋḟⓗᩍ⫱ᡂᯝࡢࡘ୍ࡿ ࢆᣦᶆࡣ࠸ࡿ࠶᭦ࡿ࡞Ꮫ⩦ព

ḧࡢࡵࡓࡿࡏࡉୖྥࢆ᪉ἲࠊ࡚ࡋබㄆィኈࡸ⛯⌮ኈࡢ࡞㈨᱁ࠊ୰ᑠᴗデ᩿ኈࠊ㈍

ኈࡢ࡞㈨᱁ྲྀࡢᚓࢆዡບࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ▱ⓗዲወᚰࡓࢀ⁄Ꮫ⏕࡛ࠊ⫋ᴗᑓ㛛ᐙࡸᏛ

㝔㐍Ꮫ࡚ࡋ㧗ᗘࢆ✲◊ࡢ┠ᣦࡀࡢࡶࡍฟ⌧ࡓࡋሙྜࠊࡣᮏᏛጜጒᰯ㛵ಀࡿ࠶⡿ᅜࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ㛤ࡶ㐨ࡿࡍᚓྲྀࢆᩍᏛ࡛㹋㹀㸿ࢺࢫ࣭࣐ࣜ࢟࣍ࣛࢡ࢜

┠⛉ᇶᖿࠕࠊ࡚࠸ࡘࠖ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍࠕ࠾࡞  ┠⛉ᑓ㛛ࠕࠊࠖ ⫱ᩍࡓࡗ࠸ࠖ┠⛉ࣜࣕ࢟ࠕࠊࠖ

㛵㐃࠘ࡢ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍࢫࢭࣟࣉ⫱㈨ᩱ㸴ࠗᩍࡀࡢࡶࡓࡋ༊ศయ⣔ⓗ࡚࠸ᇶ࡙ࢫࢭࣟࣉ

 ࠋࡿ࠶࡛

㸦㈨ᩱ㸳㸸ࠗ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉༞ᴗಟᚓ༢࠘ཧ↷㸧 

㸦㈨ᩱ㸴㸸ࠗᩍ⫱ࢫࢭࣟࣉᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ࡢ㛵㐃࠘ཧ↷㸧 

 

 㸦㸱㸧ᶆ‽ᒚಟࣔࣝࢹ 

 

  ୖグ࡚ヲ㏙ࡓࡋேᮦࢆ⫱ᡂࠊࡵࡓࡿࡍᇶᖿ⛉┠ཬࡧᑓ㛛ᩍ⫱ࢆ୰ᚰࠊᏛ⏕⮬㌟ࡀᑗ᮶

ࡧᙧᡂᴫᛕᅗ୪ࣜࣕ࢟ࡢࡵࡓࡿࡍᐤᙧᡂࣜࣕ࢟ࡢ ᴫᛕᅗ㸦㈨ࣝࢹᶆ‽ᒚಟࣔࡢࡘ3

ᩱ㸵ࠗࣜࣕ࢟ᙧᡂࡢࡵࡓࡢᶆ‽ᒚಟࣔࣝࢹ 㸧࠘ࢆᥦ♧ࠊࡋ⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡢᩍ⫱ຠᯝୖࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆᕤኵࡿࡆ

Ⰽ≉ࡢ࣮ࢩ࣏࣭࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝ A㹼㹁ࡢᶆ‽ᒚಟࣔࡢࣝࢹලయⓗྡ⛠ࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

 

  ࣝࢹࣔࡓࡋ୰ᚰࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐①

ᑓ㛛⛉┠ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡢ⣔ࢆ୰ᚰᒚಟࡿࡍ   

     ⤒Ⴀᡓ␎ࡸ⤒Ⴀ⟶⌮➼ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࡢ⯡ࢆಟᚓࠊࡋඃࢆ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡓࢀ㣴ᡂ

ࡑࠊࡅࡘ㌟ࢆ⌮ᛶᩍ㣴࡞ᇶ♏ⓗ࡚ࡋᒚಟࢆ┠⛉⫱ᩍ㣴ᩍࠋࡿ࠶࡛ࣝࢹᒚಟࣔࡿࡍ

࡞ࡏࡉ❧୧ࢆᑓ㛛ᛶ⌮ᛶࠋࡿࡍᒚಟࢆ┠⛉ᑓ㛛ࡓࡋ୰ᚰࢆႠᏛ⤒ࠊ࡚ࡗ❧ୖࡢ

 ࠋࡍᣦ┠ࢆᡂ⫱ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿࢪࣅࡓࡅ㛗ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࠊࡽࡀ

ᐃࡿ࠸࡚ࡋ㐍㊰ࠊࡣ࡚ࡋᅜෆᴗ࣭እ㈨⣔ᴗࡢ࡚ࡋࢺࢫࣜࣛࢿࢮࡢᑵ⫋ࠊ

⾜ᨻ㛵㐃ᴗົࡢᢸᙜ⪅ࠊᅜᐙ࣭ᆅ᪉බົဨࠊᏛ㝔㐍Ꮫࡀ࡞ᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

 ヱᙜࡿࡍලయⓗࡢ┠⛉࡞⤂ 

࣭⤒ႠᏛධ㛛Ϩࠊϩ ࣭⤒ႠᏛϨࠊϩ ࣭⤒Ⴀᡓ␎ㄽϨࠊϩ ࣭⤒Ⴀ⟶⌮ㄽϨࠊϩ 

࣭⤌⧊ሗㄽϨࠊϩ ࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽϨࠊϩ ࣭࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲㄽ  

࣭⤌⧊⾜ືㄽ ࣭◊✲Ϩࠊϩ 

 

②ィࢆ୰ᚰࣝࢹࣔࡓࡋ 

ᑓ㛛⛉┠ࡢィ⣔ࢆ୰ᚰᒚಟࡿࡍ 



21 
 

     ⤒Ⴀᚲ㡲ࡢ㈈ົ࣭ィࡢ▱㆑ࢆᇶ┙ࠊ࡚ࡋᐇ㊶ⓗࡘ㧗ᗘ࡞㈈ົ࣭ィศᯒࢆ⾜

ࢆ⌮ᛶᩍ㣴࡞ᇶ♏ⓗ࡚ࡋᒚಟࢆ┠⛉⫱ᩍ㣴ᩍࠋࡿ࠶࡛ࣝࢹᒚಟࣔࡿࡵ㧗ࢆຊ⬟࠺࡞

㌟ࠊ࡚ࡗ❧ୖࡢࡑࠊࡅࡘィᏛࢆ୰ᚰࡓࡋᑓ㛛⛉┠ࢆᒚಟࠋࡿࡍຍࠊ࡚࠼ィᏛ

ࢆࡇࡿࡏࡓᣢࢆᖜᑓ㛛ᛶ࡚ࡋᒚಟࡶ➼ドๆᕷሙㄽࠊࢫࣥࢼࣇࡿ࠶㞄᥋Ꮫၥ࡛ࡢ

ᮇᚅࠋࡿ࠸࡚ࡋ㏆ᖺࠊィ⌮ㄽࠊࢡࢫࣜࡣ㈨ᮏࡢࢫࣥࢼࣇ࡞ࢺࢫࢥ▱㆑ࡾྲྀࡀ

ධࠊࢀࡽࢀィ⌮ㄽຍࢆࢫࣥࢼࣇ࡚࠼ᒚಟࡀࡇࡿࡍồࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡽࡵ

ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࡉ࡞࡚ࡋᑐ㈨ᮏᕷሙ࡚ࡋࡣ㈈ົሗ࿌ࡿ࠶୰ᚰ࡛ࡢィ⌮ㄽࠊࡓࡲ

ᣢࢆෆᐜࡢ➼ᢞ㈨ᐙಖㆤࠊࡳ⤌ࡢドๆᕷሙࡣࡵࡓࡿࡍゎ⌮ࡃࡼࡾࡼࢆィ⌮ㄽࡽ

ၥ㢟ࠊࡽࡀ࡞ࡏࡉ❧୧ࢆᑓ㛛ᛶ⌮ᛶࡽࡉࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡶࡇࡪᏛࢆドๆᕷሙㄽࡘ

ゎỴ⬟ຊ㛗ࡓࡅィᑓ㛛ᐙࡢ⫱ᡂࢆ┠ᣦࠋࡍ 

ᐃࡿ࠸࡚ࡋ㐍㊰ࠊࡣ࡚ࡋᴗࡢ㈈ົ࣭⤒⌮ᢸᙜ⪅ࠊබㄆィኈࠊ⛯⌮ኈࠊᏛ㝔ࠊ

ᑓ㛛⫋Ꮫ㝔ࡢ㐍Ꮫࡀ࡞ᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

 ヱᙜࡿࡍලయⓗࡢ┠⛉࡞⤂ 

࣭ィᏛධ㛛Ϩࠊϩ ࣭⡙グධ㛛Ϩࠊϩ ࣭ᐇ㊶⡙グㄽϨࠊϩ ࣭㈈ົィㄽϨࠊϩ 

࣭ୖ⣭⡙グϨࠊϩ ࣭ᕤᴗ⡙グϨࠊϩ ࣭⟶⌮ィㄽϨࠊϩ ࣭⤒ႠศᯒϨࠊϩ 

 ϩࠊϩ ࣭ドๆᕷሙㄽϨࠊϨࢫࣥࢼࣇ࣭

 

 ࣝࢹࣔࡓࡋ୰ᚰࢆࢢࣥࢸࢣ࣮࣐③

    ᑓ㛛⛉┠ࡢᆅᇦࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ⣔ཬࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࡧ⣔ࢆ┠⛉ࡢ୰ᚰᒚಟࡿࡍ  

     ᆅᇦ⯆ࡸᴗ⯡ࠊ࡚࠸࠾ࢫࢿࢪࣅࡓࡵྵࢆᚲせ࡞⏬࣭❧⬟ຊࢆ㧗ࡵࡓࡿࡵ

ࡢࡑࠊࡅࡘ㌟ࢆ⌮ᛶᩍ㣴࡞ᇶ♏ⓗ࡚ࡋᒚಟࢆ┠⛉⫱ᩍ㣴ᩍࠋࡿ࠶࡛ࣝࢹᒚಟࣔࡢ

❧୧ࢆᑓ㛛ᛶ⌮ᛶࠋࡿࡍᒚಟࢆ┠⛉ᑓ㛛ࡓࡋ୰ᚰࢆࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠊ࡚ࡗ❧ୖ

ࠊ⪅ᢸᙜࡢ⧊⤌㠀Ⴀࠊ⯆ᆅᇦࠊ⪅ᢸᙜࢫࢿࢪࣅࡓࡅ㛗ၥ㢟ゎỴ⬟ຊࠊࡽࡀ࡞ࡏࡉ

⚟♴㛵ಀࡢᑓ㛛ᐙࡢ⫱ᡂࢆ┠ᣦࠋࡍ 

ᐃࡿ࠸࡚ࡋ㐍㊰ࠊࡣ࡚ࡋᅜᐙ࣭ᆅ᪉බົဨࠊNPOࠊNGOࠊᅜෆᴗ࣭እ㈨⣔

ᴗࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࡢ㒊㛛ࡸὶ㏻㛵ಀᴗࡢᑵ⫋ࠊᏛ㝔㐍Ꮫࡀ࡞ᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

 ヱᙜࡿࡍලయⓗࡢ┠⛉࡞⤂ 

 ϩࠊϩ ࣭♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽϨࠊϩ ࣭ᆅᇦ⏘ᴗ⤒ႠㄽϨࠊㄽϨࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭

 ϩࠊㄽϨ࣒ࢸࢫࢩϩ ࣭ὶ㏻ࠊㄽϨࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ϩ࣭ࠊϨࢫࢡࢵ࣑ࣀࢥ࢚ࢫࢿࢪࣅ࣭   

 ㄽࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭ࢫࣅ࣮ࢧ࣭ ᡓ␎ㄽࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭   

㸦㈨ᩱ㸵㸸ࠗ  ཧ↷㸧࠘ࣝࢹᶆ‽ᒚಟࣔࡢࡵࡓࡢᙧᡂࣜࣕ࢟

 

 㸦㸲㸧༞ᴗせ௳ 

 

  ᮏᏛ㒊ࡢ༞ᴗせ௳ࠊࡣࡵࡓࡍࡓ‶ࢆ௨ୗࡢ᮲௳ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ‶࡚ࡍࢆ 

①4ᖺ௨ୖᅾᏛࡇࡿࡍ 
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②௨ୗࡢせ㡿࡛ 124༢௨ୖࢆಟᚓࡇࡿࡍ 

࣭Ꮫඹ㏻⛉┠ࢺࢫࣜ࢟ࠕࡣ࡚࠸ࡘᩍᴫㄽࠖ4 ༢ࠕࠊእᅜㄒ㸦ⱥㄒࢆ 6 ༢௨ୖᒚಟ

㸧ࠖࡇࡿࡍ 10༢ࠕࠊᗣࢶ࣮࣏ࢫ 1ࠖ༢ࠕࠊሗ 4ࠖ༢ࡢィ 19༢௨ୖࢆಟᚓࡍ

 ࠋࡇࡿ

࣭Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠ࠕࡣ࡚࠸ࡘၥ㢟ࢆⓎぢ12ࠖ⩌┠⛉ࡿࡍ ༢ࠕၥ㢟ࡢᇶ♏ࢆᏛࡪ⛉┠

⩌ࠖ10༢ࡢィ 22༢௨ୖࢆಟᚓࠋࡇࡿࡍ 

࣭Ꮫ⛉⛉┠ࠕࡣ࡚࠸ࡘᇶᖿ⛉┠ࠖ34 ༢ࠕᑓ㛛⛉┠ࠖ46 ༢ࡢィ 80 ༢௨ୖࢆಟ

ᚓࠋࡇࡿࡍ 

࣭ᇶᖿ⛉┠16ࠖ⩦₇ࠕࠊࡕ࠺ࡢ༢ࠕࠊ⤒ႠᏛධ㛛ࠖ4༢ࠕࠊィᏛධ㛛ࠖ4༢ࠕࠊ⤒Ⴀ

Ꮫࠖ4 ༢2ࠖࣥࢨࢹࣜࣕ࢟ࠕࠊ ༢2ࠖࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅࠕࠊ ༢ࠕ࡚ࡋࡑ༞ᴗ◊

✲ࠖ2༢ࡢィ 34༢ࢆᒚಟࠋࡇࡿࡍ 

࣭ᑓ㛛⛉┠ࠊࡣ࡚࠸ࡘᒚಟࣔࢆࣝࢹཧ⪃Ꮫ⏕⮬㌟ࡢᑗ᮶ࣜࣕ࢟ࡢᙧᡂືࡢᶵ࠾ࡅ

46ࠊࡋ㑅ᢥ࡚ࡌ‽ࣝࢹࣔ‽ᶆࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࠺ࡼࡿ࡞᭱ࡀᩍ⫱ຠᯝࡧࡼ ༢௨

 ࠋࡇࡿࡍಟᚓࢆୖ

࣭⮬⏤㑅ᢥ⛉┠࡚ࡋ 3༢ᒚಟࠋࡇࡿࡍ 

࣭Ꮫ⛉⛉┠ࡢᒚಟࠊ࡚࠸ࡘᚲಟ⛉┠୍࡞┠⛉⩦₇ࡸ㒊⛉┠ࢆ㝖ࠊ࡚࠸ᇶᮏⓗᒚಟ

ࡣ࡚ࡗࡼᤵᴗᙧᘧᤵᴗෆᐜࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࡞༞ᴗせ௳༢ࠊࡾ࠶࡛⬟ྍࡀࡇࡿࡍ

ேᩘไ㝈ࠊࡵࡓࡿ࠶ࡀᢸᙜᩍဨࡢゎࡿࡅཷࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

※1 ᖺ㛫Ⓩ㘓࣭ᒚಟ࡛ࡿࡁ༢ᩘࡣ༞ᴗせ௳⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘ 46 ༢௨ෆࠊࡋ⥲༢

ࡣᩘ 56༢௨ෆࠋࡿࡍణࠊࡋ๓Ꮫᖺᗘࡢ GPAࡀ 3.0௨ୖࡢᏛ⏕ࠊࡣ༞ᴗせ௳⛉┠

࡛࡚᭱࠸ࡘ 50༢ࠊ⥲༢ᩘࡣ 60༢࡛ࡲᒚಟࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

㸶㸶㸶㸶㸬㸬㸬㸬タタタタࠊࠊࠊࠊタഛ➼タഛ➼タഛ➼タഛ➼ᩚࡢࡢࡢࡢഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬ᩚഛィ⏬    

    

 㸦㸯㸧ᰯᆅࠊ㐠ືሙᩚࡢഛィ⏬ 

 

ᮏᏛ㒊ࡢタ⨨ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶᪤タࡢᏛᰯࡢᆅࡧࡼ࠾㐠ືሙࢆ⏝ࠊ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ≉

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࡢࡶ࠸࡞ࡣᚲせࡢഛᩚࡢタ࡞ࡓ᪂

Ꮫᅬయ࡛ࡣ ࡶࡿࡍ⨨ᆅෆᩜࡌྠ㧗ᰯ࣭୰Ꮫ࣭ᗂ⛶ᅬࠊࡾ࠾࡚ࡋ᭷ࢆᆅᩜࡢ331,915੍

࡚ࡋ⏝Ꮫᑓࡣ㐠ືሙ⏝ᆅࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋಖ☜ࡣ✚ᆅ㠃ᩜ࡞༑ศࠊࡢࡢ 11,515 ┠ከࠊࡾ࠶੍

ⓗᗈሙࢺ࣮ࢥࢫࢽࢸࠊ 4㠃ࠋࡿ࠶ࡀయ⫱㤋㸦3,654੍㸧ྜࡸᐟᡤව㒊ᐊ㸦771੍㸧ࢆタ⨨ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝ㄢእάືࡸᤵᴗࡢయ⫱ᐇᢏࠊࡾ࠾࡚

Ꮫ⏕ࡢఇ᠁ሙᡤ1ྕࠊࡣ࡚ࡋ㤋 1㝵 10ྕ㤋 1㝵ࣥ࢜ࢩࡧࡼ࠾㤋 1㝵Ꮫ⏕ࣛࢆࢪࣥ࢘タ

⯋ᰯࡢᕤணᐃ❹ࡓ᪂ࠊࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋሙࡢ࠸᠁࡞ᛌ㐺࡚ࡋ࡞ࡿࡍ⨨㓄ࡶࣥࢥࢯࣃࠊࡋ⨨

1㝵ྠࡶᵝࡢᏛ⏕ࣛࢆࢪࣥ࢘タ⨨ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶    
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Ꮫ⏕㤋ࠊࡢᏛᅬ㣗ᇽࡓࡲ 1㝵㣗ᇽᩚࢆഛ࡚ࡋᏛ⏕ࡢ㟂せᛂࠋࡿ࠸࡚࠼ 

 

 㸦㸰㸧ᰯ⯋➼タᩚࡢഛィ⏬ 

 

 ᩍဨࡢ◊✲ᐊ2011ࠊࡣ ᖺ 3 ᭶❹ᕤࡢ 4 㝵ᘓ࡚ࡢ᪂ᰯ⯋㸦6,139 ੍㸧ࡢᘓタࢆィ⏬ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡢ≀ᘓࡢࡇ 4 㝵ࢆ◊✲ᐊྜࠊࡾ࠾࡚ࡋࣟࣇィ 36 ᐊࡢಶே◊✲ᐊ➼㸦ィ 688.54 ੍㸧ࢆタ⨨

ࡣᑓ௵ᩍဨᩘࡢႠᏛ㒊⤒ࠊࡾ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ 12ே࡛ࡽࡇࡿ࠶༑ศᐜ࡛ࡿࡁᐊᩘࡀ⏝ពࢀࡉ

ᩍ⫱◊✲⏝ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

ࡣ㠀ᖖㅮᖌࡓࡲ  1 ྕ㤋 1 㝵ࣥ࢜ࢩࠊ㤋 1 㝵࡚ࡋࡑ❹ᕤணᐃࡢ᪂ᰯ⯋ 1 㝵㠀ᖖㅮᖌᐊ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋព⏝ࢆ࣮࢝ࢵಶேࣟࡋ⨨タࢆ

 ᤵᴗ⏝ࡿࡍᩍᐊࠊࡣ❹ᕤணᐃࡢ᪂ᰯ⯋ࠊ࡚࠸࠾ㅮ⩏ᐊ 16ᐊࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠊᩍᐊ 1ᐊࢆ

タ⨨ࡿࡍணᐃ࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶㞄᥋ࣥ࢜ࢩࡿࡍ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 7ᐊ₇ࠊ⩦ᐊ 4ᐊࠊCALLᩍᐊ 1ᐊ1ࠊ

ྕ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 14ᐊ2ྕࠊ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 2ᐊ3ྕࠊ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 5ᐊࠊど⫈ぬᩍᐊ 1ᐊࣥࢥࠊ

ᩍᐊࢱ࣮ࣗࣆ 1ᐊ5ྕࠊ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 6ᐊࠊㄒᏛᩍᐊ 1ᐊ6ྕࠊ㤋ࡣㅮ⩏ᐊ 2ᐊ₇ࠊ⩦ᐊ 3ᐊࠊ

ど⫈ぬᩍᐊ 1ᐊࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠊᩍᐊ 1ᐊ7ྕࠊ㤋ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡣᩍᐊ 1ᐊࠊࡾ࠶ࡀయ⫱ᐇᢏࡢ

ㅮ⩏ᐊࠊ࡚ࡵྵࡶ⏝Ꮫ㒊ඹྛࠊࡣ࡚ࡋᏛయࠋࡿ࠸࡚࠼ഛࢆయ⫱㤋ࡵࡓ 67ᐊ₇ࠊ⩦ᐊ 10

ᐊࠊど⫈ぬᩍᐊ 2 ᐊࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠊᩍᐊ 5 ᐊࠊCALL ᩍᐊ 1 ᐊࠊㄒᏛᩍᐊ 1 ᐊࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ࡃࡼࢫࣥࣛࣂ

 

 㸦㸱㸧ᅗ᭩➼ࡢ㈨ᩱཬࡧᅗ᭩㤋ᩚࡢഛィ⏬ 

 

⌧ᅾࠊᅗ᭩㤋ࠊࡣ࡚ࡋ♫⛉Ꮫ⣔ศ㔝ࡢᅗ᭩ࠊ࡚࠸ࡘᑓ㛛ᅗ᭩ࡕ࠺ࡢෆᅜ᭩⣙ 3,300࣭

እᅜ᭩⣙ 900 ྜࡢィ⣙ 4,200 ࠊእᅜ㞧ㄅ 1 ど⫈ぬ㈨ᩱࠊ✀ 4 Ⅼࢆಖ᭷ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⤒ႠᏛ

㒊ࡢ᪂タࡽࡉࠊࡾࡓ࠶ᐇࢆᅗ2011ࠊࡵࡓࡿᖺ 4᭶ࠊ࡛ࡲᑓ㛛ᅗ᭩ࡣ࡚ࡋෆᅜ᭩ 2,700

࣭እᅜ᭩ 800 ྜࡢィ 3,500 ࠊࢆᏛ⾡㞧ㄅ࡚ࡋෆᅜ㞧ㄅ 15 እᅜ㞧ㄅࠊ✀ 5 ィྜࡢ✀ 20

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ✀  ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍഛᩚࡋ㉎ධࡓ᪂ࢆ✀2

᪂⪺᳨⣴ࠊࡣ࡚ࡋࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᮅ᪥᪂⪺グࠕࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ⪺ⶶϩࠖࡀ᪤ᑟධ῭࠶࡛ࡳ

ࣥࢥࣞࢸ⤒᪥ࠕࢫ࣮࣋ࢱ࣮࣋ࡢ᪥⤒᪂⪺グࡽᛶ≉࠺࠸ႠᏛ㒊⤒ࠊࡀࡿ 21ࠖཬࠕࡧEOL

ᴗࡢࠖࣅࢼᑟධࢆணᐃࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㟁Ꮚࠊࡣ࡚ࡋࣝࢼ࣮ࣕࢪ㑥ᩥࡢ㞧ㄅㄽᩥ㈨ᩱ࡚ࡋ

࡛⬟ᑐᛂྍ༑ศࡣㄽᩥᣦᑟࡢ⏕Ꮫࡽࡇࡿ࠶࡛ࡳ῭ᑟධ᪤ࡀMAGAZINE PLUSࠖࠕ

 ࠋࡿ࠶

 ᅗ᭩㤋ࡣᏛタࠊ࡚ࡋ⥲㠃✚ ᩘ⥲㜀ぴᖍࠊ3,278੍ 378ᖍ࡛ 2010ᖺ 3᭶ᮎⅬ࡚࠸࠾

⣙ 25ࡢ᭩⡠ ࣭.ど⫈ぬ㈨ᩱ㸦CDࡢ⣙㸯Ⅼ࡚ࡋࡑ㞧ㄅࡢ✀500 VHS࣭ DVD࣭ CD㸫ROM࣭

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᑟධࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣥࣛࣥ࢜ࡢ✀9ࠊ㸧࡞࣒ࣝࣇࣟࢡ࣐

┤㏆ࡢ༢ᖺᗘ࡛ࠊࡣ⣙ 2,800ࡢᖺ㛫ᅗ᭩㈝ࠊࡾࡼᅗ᭩⣙ 2,700ࠊど⫈ぬ㈨ᩱ⣙ 400Ⅼ࣭

㞧ㄅ⣙  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⌮⟶ᣢ⥔ࠊࡋ㉎ධࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࣥࣛࣥ࢜ࡢ✀9࣭✀500



料の検索も円滑に行なっている。また国立情報学研究所の情報ネットワーク NACSIS－ILL に

も参画するなど、文献複写・相互貸借による本学利用者サービスの充実を努めるとともに、総合

大学の総合図書館としての社会的責務も十分に果たしている。 
 
９．入学者選抜の概要 
 
 （１）経営学部経営学科のアドミッション・ポリシー 

 
経営学部経営学科が目標とするのは、隣人愛の精神をもって現代社会が抱える多様な問題につ

いて学び、特定の分野に固執することなく豊かな教養を身につけて広い視野を獲得し、その基盤

の上に経営学の専門的理解を深めることによって現実社会に適切に対応しうる能力を備えた人

材の養成である。この目標を達成させるために、入学者の受け入れ方針として以下のような多様

な選抜方法を通して、受験生の多種多様な資質・個性・経験等を積極的に受け入れていく予定で

ある。 
経営学部経営学科の学生募集方法としては、以下のとおりである。 
設置初年度の平成 23 年度の入学試験は、設置認可の時期により、①推薦入学試験（指定校制

特別推薦・一般公募制推薦を平成 22 年 12 月初旬に）と②一般入学試験（Ａ日程を平成 23 年 2
月上旬・Ｂ日程を平成 23 年 3 月上旬に）のみ実施予定である。定員 60 人に対して、推薦入学

試験 30 人、一般入学試験 30 人をそれぞれ募集する。 
設置 2 年目以降の平成 24 年度入学試験からは、①一般入学試験、②推薦入学試験、③アドミ

ッションズ・オフィスによる入学試験（以下、AO 入学）、④社会人入学試験、⑤帰国子女入学

試験、⑥外国人留学生入学試験、⑦大学入試センター試験利用入学試験、の 7 種類の方法を実施

したいと考えている。 
 
（２）学生募集方法、募集定員 
 
  経営学部経営学科募集定員：60 人 
  一般入学試験および大学入試センター試験利用入学試験、推薦入学試験および AO 入学との

募集定員合計は 30 人（50.0％）：30 人（50.0％）となっている。 
 
①一般入学試験 
ア）募集定員：25 人（A 日程：25 人、B 日程：若干名） 

  イ）一般入学試験は、「A 日程」（2 月上旬）と「B 日程」（3 月上旬）からなり、A 日程は英

語と国語をそれぞれ必修とし、さらに選択 1 科目の 3 科目入試とする。B 日程は、英語を

必修とし、さらに選択１科目の 2 科目入試とする。 
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ᚲಟࡽࡉࠊࡋ㑅ᢥ㸯⛉┠ࡢ 2⛉┠ධヨࠋࡿࡍ 

 

 ②᥎⸀ධᏛヨ㦂 

 㸧࡚ࡏࢃྜ⸀බເ᥎ࠊ⸀ເ㞟ᐃဨ㸸22ே㸦≉ู᥎(  

ࢀࡉ༊ศබເ᥎⸀ධヨࡿࡼබເไ᥎⸀ධヨู≉ࡿࡼᣦᐃᰯไࠊࡣ㸧᥎⸀ධᏛヨ㦂  

බເไࠋࡿ࠸࡚ࡋ‽ᇶࡿࡼᏛຊࡣ࡚ࡋ௳ฟ㢪᮲ࡢ᥎⸀ධヨู≉ࡿࡼᣦᐃᰯไࠋࡿ

ࠊࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀሙྜࡢࡳࡢ‽ᇶࡿࡼᏛຊࠊࡣ࡚ࡋ௳ฟ㢪᮲ࡢබເ᥎⸀ධヨࡿࡼ

୍ᐃࡢᏛຊᇶ‽ࠊࡶࡢ㈨᱁ࡿࡼᇶ‽ࢸࣥࣛ࣎ࠊάືࡸᏛᰯෆάືࡿࡼᇶ‽ࠊ

␗ᩥయ㦂ࡿࡼᇶ‽ࢶ࣮࣏ࢫࠊάືࡿࡼᇶ‽ᩥࠊ࣭ⱁ⾡άືࡿࡼᇶ‽ࢺࢫࣜ࢟ࠊ

ᩍ⣔㧗➼ᏛᰯᅾᏛࡿࡼᇶ‽ࠊᏛຊ೫࠸࡞ࡽே㛫ᛶࡶ㔜どࡿࡍᇶ‽ࢆຍࡿࡍ᮲௳ࡀ

ᑠㄽᩥࡣබເ᥎⸀ධヨ࡛ࡿࡼබເไࠋ࠺࡞⾜㸯㸯᭶୰᪪ࡣ᥎⸀ධᏛヨ㦂ࡢ࡚ࠋࡿ࠶

㠃᥋ᣦᑟࡣ᥎⸀ධヨู࡛≉ࡿࡼᣦᐃᰯไࠋ࠺࡞⾜ࢆᐃุྰྜࡿࡼㄪᰝ᭩ࡧࡼ࠾㠃᥋

 ࠋࡿࡍᐇࢆ

    

 ③AOධᏛ㸦1ᮇ2ࠊᮇྜ࡚ࡏࢃ㸧 

 ເ㞟ᐃဨ㸸8ே(  

ෆࡢ⛉Ꮫࡿࡍ୰࡛ᚿᮃࡢ࠸࠶ࢀࡩࡢᮏᏛࠊேࡓࡗᣢࢆ㛵ᚰᮏᏛࠊࡣ㸧AOධᏛヨ㦂  

ᐜྫྷࡾࡃࡗࡌࢆࠊࡋᛂເ⪅ᮏᏛࡀ┦⌮ゎ࡛ୖࡓࡗ࠶ࡋධᏛࢆỴࡿࡵ᪉ἲ࡛1ࠊ

ᮇ 2 ᮇ༊ศ1ࠋࡿࢀࡉ ᮇࡣ➨ 1ḟ㠃ㄯ㸦8 ᭶ୖ᪪㸧➨ 2ḟ㠃ㄯࡧࡼ࠾ㄢ㢟ᥦฟ㸦9

᭶ୖ᪪㸧ࡾࡼ㑅ᢤ2ࠊࡋ ᮇཱྀࡣ㢌Ⓨ⾲ࡧࡼ࠾㠃ㄯࡣࡓࡲᤵᴗࣞࡧࡼ࠾ࢺ࣮࣏㠃ㄯ㸦10

᭶ୖ᪪㸧ࡢ 2㏻ࡽࡾ㑅ᢥ࡚ࡏࡉ㑅ᢤࡿࡍ᪉ἲ1ࠋࡿࡍᮇ 2ᮇࡶ AOධᏛヨ㦂ࡢฟ

㢪᮲௳ࠊ࡚ࡋᏛຊࡿࡼᇶ‽ࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ    

    

 մ♫ேධᏛヨ㦂 

 ເ㞟ᐃဨ㸸ⱝᖸྡ(  

ධᏛヱᙜᖺࠊࡣ㸧♫ேධᏛヨ㦂㸦10᭶୰᪪ᐇ㸧   4᭶ 1᪥⌧ᅾ‶ 24ṓ௨ୖ୍࡛ࡘᐃ

㠃ࡧࡼ࠾ᚿᮃ⌮⏤᭩ࠊฟ㢪᭩㢮ࡢ➼ㄪᰝ᭩ࡣ㑅ᢤ᪉ἲࠊࡋ㇟ᑐࢆ⪅ࡍࡓ‶ࢆ௳ฟ㢪᮲ࡢ

᥋ุྰྜࡿࡼᐃࠋ࠺࡞⾜ࢆ 

 

 յᖐᅜᏊዪධᏛヨ㦂 

 ເ㞟ᐃဨ㸸ⱝᖸྡ(  

ධᏛヱᙜᖺࠊࡣ㸧ᖐᅜᏊዪධᏛヨ㦂㸦10᭶୰᪪ᐇ㸧   4᭶ 1᪥⌧ᅾ‶ 18ṓ௨ୖ࡛ཎ๎

㇟ᑐࢆ⪅ࡍࡓ‶ࢆ௳ฟ㢪᮲ࡢᐃ୍ࡘ࡛⪅ࡓࡋᅾᏛᏛᰯࡢእᅜࠊࡋ᭷ࢆ᪥ᮏᅜ⡠࡚ࡋ

 ࠋ࠺࡞⾜ࢆᐃุྰྜࡿࡼ㠃᥋ࡧࡼ࠾ᚿᮃ⌮⏤᭩ࠊฟ㢪᭩㢮ࡢ➼ㄪᰝ᭩ࡣ㑅ᢤ᪉ἲࠊࡋ

 

նእᅜே␃Ꮫ⏕ධᏛヨ㦂 
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 ເ㞟ᐃဨ㸸ⱝᖸྡ(  

㸧እᅜே␃Ꮫ⏕ධᏛヨ㦂㸦10   ᭶୰᪪ᐇ㸧ࠊࡣእᅜ⡠ࢆ᭷ࠊࡋධᏛヱᙜᖺ 4 ᭶ 1᪥⌧ᅾ

‶ 18ṓ௨ୖ୍࡛ࡘᐃࡢฟ㢪᮲௳ࢆ⪅ࡍࡓ‶ࢆᑐ㇟ࠊࡋ㑅ᢤ᪉ἲࡣᡂ⦼ド᫂᭩ࠊ᪥ᮏ

ㄒࡿࡼ➹グヨ㦂ࡧࡼ࠾㠃᥋ุྰྜࡿࡼᐃࠋ࠺࡞⾜ࢆ 

 

 շᏛධヨ࣮ࢱࣥࢭヨ㦂⏝ධᏛヨ㦂 

 ϩᮇ㸸ⱝᖸྡ㸧ࠊເ㞟ᐃဨ㸸5ྡ㸦Ϩᮇ㸸5ே(  

ࡽϩᮇࠖࠕࡢ㸱᭶ୖ᪪Ϩᮇࠖࠕࡢ㸰᭶୰᪪ࠊࡣヨ㦂⏝ධᏛヨ㦂࣮ࢱࣥࢭ㸧Ꮫධヨ  

㑅ᢥࡽࡉࠊࡋᚲಟࢀࡒࢀࡑࢆᅜㄒⱥㄒࡶϨᮇϩᮇࠊࡾ࡞ ࡢ┠⛉1 3⛉┠ධヨ

࡚ࡋ㦂ཷࢆヨ㦂࣮ࢱࣥࢭᏛධヨࠋࡿࡍ㑅ᢤࢆ⪅ᡂ⦼࡛ධᏛࡢヨ㦂࣮ࢱࣥࢭᏛධヨࠊࡋ

 ࠋࡿ࠶ධᏛ⪅㑅ᢤ࡛ࡓࡋ៖⪄ࢆᐅ౽ࡢ⪅ࡿ࠸

 

㸦㸱㸧⛉┠ᒚಟ⏕࣭⫈ㅮ⏕ 

 

⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࠊࡣᏛእ⪅㸦༞ᴗ⏕ࡴྵࢆ㸧ᗈࡃᏛ⩦ࡢᶵࢆᥦ౪ࡵࡓࡿࡍ⛉┠➼ᒚ

ಟ⏕ࡧࡼ࠾⫈ㅮ⏕≉ࠊࢆᨭ㞀ࡅཷࡾࡂ࠸࡞ࡀධࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࢀ⛉┠➼ᒚಟ⏕ࡧࡼ࠾

⫈ㅮ⏕ࡅཷࡢධࢀேᩘࡣᏛⓗぢ࡚ࡶከࠊ࡛࡛ࡢ࠸࡞ࡃ ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࢀධࡅཷࡅࡔࡿࡁ

⛉┠➼ᒚಟ⏕ࡢሙྜࡣ᭩㢮ᑂᰝ㠃᥋࡛ୖࡓࡗ࡞⾜ࢆᏛ㒊ᩍᤵㅎࡾᒚಟࡢチྍࢆᚓࠊ⫈ㅮ

ࠊࡿ⤒ࢆࡁ⥆ᡭࡢᡤᐃࠊࡶሙྜࡢࡽࡕࠋࡿ࠸࡚ࡋチྍࢆㅮ⫈࡛ࡳࡢ᭩㢮ᑂᰝࡣሙྜࡢ⏕

ᅾᏛ⏕ࡢ➼ྠタ⏝㈨᱁ࡀㄆࠊࢀࡽࡵᏛ⩦ࡢᶵࡀಖドࠋࡿ࡞ࡇࡿࢀࡉ⛉┠➼ᒚಟ⏕

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣ௳ฟ㢪᮲ࡢ⏕ㅮ⫈ࡧࡼ࠾

2010ᖺᗘ⛉┠➼ᒚಟ⏕ᩥࡣᏛ㒊 6ேࠊ⏕ά⛉Ꮫ㒊 1ேྜࡢィ 7ே࡛ࠊࡾ࠶⫈ㅮ⏕ࢀࡇࡣ

ࡵࡓࡿ࠶ເ㞟࡛ࡢࡽ 2009ᖺᗘࡢேᩘࠊᩥࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ Ꮫ㒊 24ேࠊ⏕ά⛉Ꮫ㒊 21ேྜࡢィ

45ே࠺࠸ᐇ⦼࡛ࠋࡿ࠶ 

 

  ①⛉┠➼ᒚಟ⏕ 

 ⏕༞ᴗࡢ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࡧࡼ࠾㸧▷ᮇᏛ   

㸧Ꮫ    2ᖺ௨ୖᅾ⡠62ࠊࡋ༢௨ୖࢆಟᚓࠊࡋ୰㏵㏥Ꮫࡓࡋ⪅ 

 ⪅ࡓࡋ༞ᴗࢆ㸧Ꮫ࢘   

 ⪅ࡿࡍᚿ㢪ࢆಟᚓࡢ┠⛉㈨᱁㛵㐃✀ྛࡧࡼ࠾┠⛉⫋༞ᴗ⏕࡛ᩍࡢ㸧ᮏᏛ࢚   

 ⏕Ꮫ␃ࡢᏛࡢእᅜࡿ࠶ᥦᦠ㛵ಀ㸧ᮏᏛ࢜   

    

  ②⫈ㅮ⏕ 

 ⪅ࡓࢀࡽࡵㄆࡿ࠶ࡀᏛຊࡢ௨ୖ➼ྠ⪅㸧㧗➼Ꮫᰯ༞ᴗ   
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㸯㸮㸯㸮㸯㸮㸯㸮㸬㸬㸬㸬⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉⤒ႠᏛ㒊⤒ႠᏛ⛉ࡢࡢࡢࡢ㈨᱁ྲྀᚓ㈨᱁ྲྀᚓ㈨᱁ྲྀᚓ㈨᱁ྲྀᚓ    

 

 㸦㸯㸧ྲྀᚓྍ⬟࡞㈨᱁ 

 

ᮏᏛ㒊࡛ࠊࡣ௨ୗࡢ㈨᱁ྲྀࡀᚓྍ⬟࡛ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶㈨᱁ྲྀᚓࡣಟせ௳࡛ࠊࡃ࡞ࡣᩍ⫋㛵㐃

 ࠋࡿ࡞௳᮲ࡢ㈨᱁ྲྀᚓࡀࡇࡿࡍ㏣ຍᒚಟࢆ┠⛉ࡢ㒊༞ᴗせ௳እ୍࡚࠸ࡘ┠⛉

㈨᱁ྡࡢ⛠ ㈨᱁ྲྀᚓࡢせ௳➼ 

࣭୰Ꮫᰯᩍㅍ୍✀චチ≧㸦♫㸧 

㧗࣭➼Ꮫᰯᩍㅍ୍✀චチ≧㸦බẸ㸧 

࣭Ꮫᰯᅗ᭩㤋ྖ᭩ᩍㅍ 

࣭♫⚟♴ 

ᡤᐃ༢ྲྀࢆᚓࡾࡼࡇࡿࡍ㈨᱁ࡀᚓࠋࡿࢀࡽ 

ᡤᐃ༢ྲྀࢆᚓࡾࡼࡇࡿࡍ㈨᱁ࡀᚓࠋࡿࢀࡽ 

ᡤᐃ༢ྲྀࢆᚓࡾࡼࡇࡿࡍ㈨᱁ࡀᚓࠋࡿࢀࡽ 

ᡤᐃ༢ྲྀࢆᚓࠊࡾࡼࡇࡿࡍ௵⏝㈨᱁ࡀᚓࠋࡿࢀࡽ 

    

 㸦㸰㸧┠ᣦࡍ㈨᱁᳨ᐃ 

 

ᮏᏛ㒊࡛ࠊࡣ௨ୗࡢ㈨᱁᳨ᐃࢆ┠ᣦࠋࡍ 

㈨᱁᳨ᐃྡࡢ⛠ 

࣭᪥ᮏၟᕤ㆟ᡤ⡙グ᳨ᐃ 1⣭2ࠊ⣭ 

࣭බㄆィኈ 

࣭⛯⌮ኈ 

࣭ドๆእົဨϩ✀ 

࣭୰ᑠᴗデ᩿ኈ 

࣭㈍ኈ 3⣭ 

࣭⛎᭩᳨ᐃ 2⣭3ࠊ⣭ 

ᐇົἲົ᳨ᐃࢫࢿࢪࣅ࣭ 3⣭ 

    

㸯㸯㸯㸯㸯㸯㸯㸯㸬㸬㸬㸬⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ⟶⌮㐠Ⴀ    

        

ᮏᏛࡢᩍᏛ㠃࡛ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࠊࡣᩍᤵࢆ୰ᚰࡢ✀ྛ࡚ࡋጤဨࢆࢀࡇࡀᨭࡿ࠼ᙧ࠸࡚ࡗ࡞

ᏛࡓࡲࠋࡿᡂࡽᏛ㒊ᩍᤵࡿࡍദࡀᏛ㒊㛗ᏛྜྠᩍᤵࡿࡍദࡀᏛ㛗ࡣᩍᤵࠋࡿ

㐠Ⴀ㆟ࡽࡉࠊࡾ࠾࡚ࢀ⨨ࡀ㐠Ⴀ㆟ࡿࢀࡉᵓᡂ࡚ࡗࡼ⪅⫋ᙺࡵࡓࡢ㐠Ⴀ⌮⟶࡞ࡢ

ே࠺ࡼࡿࢀࢃ⾜ࡀே࡞Ẹⓗ࡛බṇࡣ࡚࠸ࡘᩍဨேࡓࡲࠋࡿࢀ⨨ࡀᏛ㒊㛗㆟୰ࡢ

ጤဨࡶࢀࡎ࠸ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀ㆟㛗࣭ጤဨ㛗ࡣᏛ㛗ࠋࡿࡵົࡀ⤒ႠᏛ㒊ࡀタ⨨ࡓࢀࡉሙྜࠊࡶ

 ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺ೌࢀࡇࡣ㐠Ⴀ⌮⟶ࡢࡑ

 

㸦㸯㸧Ꮫ㒊ᩍᤵ  

 

 Ꮫ๎➨ 49᮲ྛࠊࡁ࡙ࡶᏛ㒊Ꮫ㒊ᩍᤵࠊࡁ⨨ࢆᙜヱᏛ㒊ࡢᏛ㒊㛗࣭ᩍᤵ࣭ᩍᤵ࣭ㅮ

ᖌࡧࡼ࠾ຓᩍࠋࡿࡍ⧊⤌࡚ࡗࡶࢆᏛ㒊ᩍᤵ࡛ࡣ௨ୗࡢ㡯ࡀᑂ㆟Ỵᐃࠋࡿࢀࡉ 

1)ᙜヱᏛ㒊Ꮫ⏕ࡢධᏛࠊ㏥ᏛࠊఇᏛࠊ㌿⛉ࡧࡼ࠾㌿Ꮫ㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

2)ᙜヱᏛ㒊Ꮫ⏕ࡢヨ㦂ࡧࡼ࠾༞ᴗ㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 
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3)ᙜヱᏛ㒊Ꮫ⏕ࡢᣦᑟࠊཌ⏕ࠊ㈹⨩㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

4)Ꮫ㒊ࡢࡽ㌿㒊㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

5)ᙜヱᏛ㒊ࡢᩍ⫱ㄢ⛬㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

6)ᙜヱᏛ㒊ࡢㅖつ⛬㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

7)ᙜヱᏛ㒊ࡢᩍဨࡢ᪂௵௵᪼ࡣࡓࡲ㛵ࠊࡋᏛᅬ⌮㛗᥎⸀ࡿࡍ㡯ࠋ 

 ࠋ㡯࡞ᚲせ㐠ႠࡢᙜヱᏛ㒊ࡢࡑ(8

 

㸦㸰㸧ྜྠᩍᤵ 

 

 Ꮫ๎➨ 50 ᮲࡚࠸࡙ࡶタ⨨ྠྜࡿࢀࡉᩍᤵࠊࡣ⤒ႠᏛ㒊ࡢᵓᡂဨ࡛ࡿ࠶Ꮫ㒊㛗 ᩍ࣭ᤵ࣭

ᩍᤵ࣭ㅮᖌࡧࡼ࠾ຓᩍࡶຍࠊࡾࢃ௨ୗࡢ㡯ࢆᑂ㆟Ỵᐃࠋࡿࡍ 

1)ᮏᏛᏛ๎ࡢᨵṇ㛵ࡿࡍ㡯ࠋ 

 ࠋ㡯ࡿࡍ㛵㐠ႠࡢᏛࡢࡑ(2

Ꮫ㒊ᩍᤵ࣭ྜྠᩍᤵࠊࡶ࡚࠸࠾ࢀࡎ࠸ࡢᩍᤵᐓ⪅㸦Ꮫ㒊ᩍᤵࡣ࡚ࡗ࠶Ꮫ㒊㛗ࠊ

ྜྠᩍᤵࡣ࡚ࡗ࠶Ꮫ㛗㸧ࠊࡣᚲせᛂ࡚ࡌົ㒊㛗ࡢࡑົ⫋ဨࢆᩍᤵฟᖍࡇࡿࡏࡉ

 ࠋ࠸࡞ࡋཧຍࡣ㆟Ỵࡣົ⫋ဨࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀ

 

㸦㸱㸧ᩍᤵࡢ㐠Ⴀ 

 

Ꮫ㒊ᩍᤵྠྜࡧࡼ࠾ᩍᤵࡢ㐠Ⴀูࠊࡣ࡚࠸ࡘ㏵ࠕⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍᤵ㐠Ⴀつ๎ࠖ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᐃ

ୖグつ⛬ࠊࡾࡼᏛ㒊ᩍᤵࡣᏛ㒊㛗࡚ࡗࡼᣍ㞟ࠊࢀࡉᐃࡣ࡚࠸ࡘẖ᭶ 1 ᅇࠊ⮫

Ꮫ㒊ᩍᤵ࣭ྜྠᩍᤵࠋࡿࢀࡉᣍ㞟࡚ࡗࡼᏛ㛗ࡣᩍᤵྠྜࡓࡲࠋࡿࢀࡉ㛤ദ࡚ࡌᛂᚲせࡣ

ࠊࡶ࡚࠸࠾ࢀࡎ࠸ࡢᩍᤵദ⪅㸦Ꮫ㒊ᩍᤵࡣ࡚ࡗ࠶Ꮫ㒊㛗ྠྜࠊᩍᤵࡣ࡚ࡗ࠶Ꮫ

㛗㸧ࡣᵓᡂဨ4ࡢศ1ࡢ௨ୖࡽ⪅ࡢㄳồࠊࡣࡁࡓࡗ࠶ࡀᩍᤵࢆᣍ㞟ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

 

㸦㸲㸧㐠Ⴀ㆟ 

 

 ᮏᏛᩍᤵࠊࡶࡢ⟶⌮㐠Ⴀ㛵ࡿࡍ㡯ࢆᑂ㆟࣭ㄪᩚࡿࡍᶵ㛵࡚ࡋ㺀Ⲉᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍ

Ꮫ㐠Ⴀ㆟つ⛬㺁ࡁ࡙ࡶⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ㐠Ⴀ㆟ࠋࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀᵓᡂဨࡣദ⪅࡛࠶

⏕ᏛࠊᏛ⏕㒊㛗ࠊᩍົ㒊㛗ࠊᩍົ㒊㛗ࠊᅗ᭩㤋㛗ࠊᏛ㝔◊✲⛉㛗ࠊᏛ㒊㛗ྛࠊࡢᏛ㛗ࡿ

㒊㛗ࠊධヨᗈሗ㒊㛗ࠊධヨᗈሗ㒊㛗ࠊᅜ㝿ὶ㒊㛗ࠊሗ࣮ࢱࣥࢭᡤ㛗ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࠊ◊

✲ᡤ㛗ࠊゝㄒᩥ◊✲ᡤ㛗ࠊᏊࡶᮍ᮶◊✲ᡤ㛗ࠊᏛົ㒊㛗ࡣࡓࡲົ㒊ḟ㛗ࣜࣕ࢟ࠊᨭ

࣮ࢱࣥࢭ㛗࡛ࠋࡿ࠶ 

 ཎ๎ࠊ࡚ࡋఇᴗ୰ࢆ㝖2ࡁ㐌㛫1ᗘ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 
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㸦㸳㸧Ꮫ㒊㛗㆟ 

 

 ୖグࠕⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ㐠Ⴀ㆟つ⛬ࠖ➨3᮲➨2㡯ࠊࡁ࡙ࡶᏛ㐠Ⴀ㆟ࡢ୰Ꮫ㒊㛗

㆟ࠊࢀ⨨ࡀᏛ㛗㸦ദ⪅㸧ྛࠊᏛ㒊㛗ࠊᩍົ㒊㛗ࠊᩍົ㒊㛗࡚ࡗࡼᵓᡂࠋࡿࢀࡉᏛ㒊㛗

㆟ࡣᮏᏛࡢ⟶⌮㐠Ⴀ⯡㛵ࡿࡍ㡯࡚࠸ࡘཎࢆసᡂࠊࡋᏛ㐠Ⴀ㆟ࡢᑂ㆟ࡇࡿࡅ

 ࠋࡿࡍᙺࡢࡑࢆ

 ཎ๎ࠊ࡚ࡋఇᴗ୰ࢆ㝖ࡁẖ㐌㸯ᗘ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

 

㸦㸴㸧ேጤဨ 

 

࡚࠸ࡘேࡢ➼௵࣭᪼⏝᥇ࡢᮏᏛᩍဨࠊࡁ࡙ࡶࠖ⛬ᩍᏛேጤဨつࢺࢫࣜ࢟Ⲉᇛࠕ 

ᑂ㆟ࠊࡵࡓࡿࡍᏛ㛗ࢆጤဨ㛗ྛࠊࡋᏛ㒊㛗ࠊᏛ㝔◊✲⛉㛗ࠊᩍົ㒊㛗ࠊᩍົ㒊㛗ྛࠊᏛ

⛉௵ྛࠊ Ꮫ㒊㑅ฟேጤဨࠊົ㒊㛗ࡣࡓࡲົḟ㛗ࡽᵓᡂࡿࢀࡉேጤဨ࠸࡚ࢀ⨨ࡀ

 ࠋࡿ

ேጤဨࡢᑂ㆟㡯ࡣ௨ୗࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

1)ᩍဨࡢ᥇⏝㛵ࡿࡍ㡯 

2)ᩍဨ௵᪼ࡢ㛵ࡿࡍ㡯 

3)ᩍဨࡢ㏥⫋ࠊఇ⫋ື␗ࡧࡼ࠾㛵ࡿࡍ㡯 

4)ྡᩍᤵ⛠ྕᤵ㛵ࡿࡍ㡯 

 㡯ࡿࡍ㛵ேࡢᩍဨࠊࡢࡑ(5

 

㸦㸵㸧ྛ✀ᑓ㛛ጤဨ 

 

 ୖグࠊࡢᏛⓗ࡞ጤဨ࡚ࡋᩍᤵࡶࡢ௨ୗࡢጤဨࠊࢀ⨨ࡀᚲせᛂ࡚ࡌ㛤ദ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

࣭㈈ົጤဨ㸸Ꮫࡢண⟬࣭Ỵ⟬ࡃࠊ࡞ᩍ⫱◊✲ࡿࢃ㈈ົ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ㝔㐠Ⴀጤဨ㸸Ꮫ㝔ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ᩍົጤဨ㸸Ꮫࡢᩍົࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ⏕㒊ጤဨ㸸Ꮫ⏕ࡢ⚟ཌ⏕➼ࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ධヨᗈሗጤဨ㸸ᏛࡢධᏛ⪅ເ㞟ࡢࡑᗈሗࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ᅗ᭩㤋㐠Ⴀጤဨ㸸Ꮫᅗ᭩㤋ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ᅜ㝿ὶጤဨ㸸␃Ꮫ⏕ࡢ㏦ࡾฟཷࡸࡋධ࡞ࢀᅜ㝿ὶࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡿࡍᑂ㆟ࢆ㡯ࡿࢃᑵ⫋άືࡢ⏕ᨭጤဨ㸸Ꮫ࣭ࣜࣕ࢟

࣭ሗ࣮ࢱࣥࢭ㐠Ⴀጤဨ㸸ሗࡢ࣮ࢱࣥࢭ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ሗ┘ᰝጤဨ㸸Ꮫ࠺ᢅࡀሗࡢ㐺ṇࡿࢃ⌮⟶࡞㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ᤵᴗᨵၿጤဨ㸸ᏛࡢFDࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 
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࣭ᩍ⫋ㄢ⛬ጤဨ㸸ᩍ⫋ㄢ⛬ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭◊✲ຓᡂ㔠㑅⪃ጤဨ㸸ᩍဨࡢ◊✲ຓᡂࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭◊✲ᴗ⦼ฟ∧ຓᡂᑂᰝጤဨ㸸ᩍဨࡢ◊✲ᴗ⦼ࡢฟ∧ࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ㒊௵㆟㸸Ꮫ⛉௵㛫ࡢពᛮ㏻ࢆࡢࡵࡓࡿࡍ㐃⤡㆟ࠋ 

࣭⮬↛Ꮫ⩦࣮ࢱࣥࢭጤဨ㸸༑⋤ࡢ࣮ࢱࣥࢭྠࡿ࠶⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭⥲ྜᏛ⏕ᨭᴗጤဨ㸸Ꮫ⏕ࡢ⯡ⓗ࡞άືᨭࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭ᩍ㣴ᩍ⫱㐠Ⴀጤဨ㸸Ꮫࡢᩍ㣴ᩍ⫱ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭IC-UNIPA㐠Ⴀጤဨ㸸Ꮫᅬࡢሗ⟶⌮ࡢ࣒ࢸࢫࢩ㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭◊✲ᨭጤဨ㸸ᩍဨࡢබⓗ◊✲㈝ࡿࡼ◊✲άືࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭⌮ᑂᰝጤဨ㸸ேࡧࡼ࠾ࡢ⏕≀యࡢ࡚࠸ࡘᩍ⫱◊✲ࡿࡅ࠾⌮ୖࡢ㐺ྰࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯㐠Ⴀጤဨ㸸ᏛࡢᘓᏛࡢ⢭⚄ࠊᩍ⫱◊✲ࠊ㐠Ⴀࡢ⯡ࡿࡓࢃⅬ᳨ホ౯ࡢ

㈐௵ࢆ㈇ࠋ࠺ 

࣭ື≀ᐇ㦂ጤဨ㸸ື≀ᐇ㦂ィ⏬ࡢ㐺ྜᛶࡿࡍࢇ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

࣭Ꮫ㹆㹎㐃⤡㆟㸸Ꮫࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ⟶⌮㐠Ⴀࡿࢃ㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ 

 

௨ୖࡢࢀࡎ࠸ጤဨࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡶつ⛬័ࡣࡃࡋࡶ࡚࠸࡙ࡶᩍᏛࡢ㐠Ⴀᙜࠋࡿ࠸࡚ࡗࡓ

ᵓᡂဨࡧࡼ࠾௵ᮇྛࡣ࡚࠸ࡘつ⛬័ࡣࡃࡋࡶ౫࡚ࡗᐃྛࡶࢀࡎ࠸ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵᏛ⛉ࡋࡶ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ௵ࡀጤဨ࡚ࡗࡼጤკࡢᏛ㛗ࡋ࠸࡞ࠊ㑅ฟࡢࡽᏛ㒊ྛࡣࡃ

 Ꮫ㝃ᒓࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࠕࡢ◊✲ᡤࠖࠕࠊゝㄒᩥ◊✲ᡤࠖࠕ࡚ࡋࡑࠊᏊࡶᮍ᮶◊✲ᡤࠖ

ࡋ࠸࡞⛉Ꮫྛࡶࢀࡎ࠸ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ⨨タࡀ㐠Ⴀጤဨࠖࠕࡢᡤ✲◊ࡾࡼ⛬つࢀࡒࢀࡑࡣ࡚࠸ࡘ

Ꮫ㒊㑅ฟࡣࡃࡋࡶࠊᏛ㛗ጤკࡢጤဨࠋࡿ࠸࡚ࡗࡓ࠶௵ࡢࡑࡀ 

ጤ࣮ࢱࣥࢭᏛᅬ㈨ᩱࠕࠊ㜵Ṇጤဨࠖࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁࠕࠊ㺀᐀ᩍጤဨ㺁࡚ࡋ⧊⤌ࡢᏛᅬࠊࡓࡲ 

ဨࠖࡶ⧊⤌ࡢࡽࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀᏛᩍ⫋ဨࡀཧຍ࣭༠ຊࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

    

㸯㸰㸯㸰㸯㸰㸯㸰㸬㸬㸬㸬⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨⮬ᕫⅬ᳨࣭࣭࣭࣭ホ౯ホ౯ホ౯ホ౯    

 

 㸦㸯㸧Ꮫ๎ጤဨ 

 

ᮏᏛ࡛1995ࠊࡣᖺᗘ࠸࠾ ᕫⅬ᳨࣭ホ౯⮬ࠕ࡚ ➨㸦Ꮫ๎ࡋ㏣ຍ᫂グᏛ๎ࢆ┠㡯ࡢࠖ 66᮲㸧ࠊ

ྠࠕⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ࡢつ⛬ࠖࢆᐃࠋࡿ࠸࡚ࡵᏛ๎࡛ࠕࡣᮏᏛࡢᩍ⫱◊✲

Ỉ‽ࢆୖྥࡢᅗࠊࡾᮏᏛタࡢ┠ⓗࡧࡼ࠾♫ⓗࢆ㐩ᡂࠊࡵࡓࡿࡍᩍ⫱◊✲άືࡢ≧ἣࡘ

⢭⚄࣭ᩍࡢᘓᏛࡢᮏᏛࠕࡣ࡛ࠖ⛬つࠕྠࡓࡲࠊ࠸ㅻࠖࡿࡵດホ౯ࡧࡼ࠾Ⅼ᳨ࡽ⮬ࡣᮏᏛ࡚࠸

⫱࣭◊✲࣭㐠Ⴀ⯡㛵ࡿࡍⅬ᳨࣭ホ౯ࠖࠕࡵࡓࡢ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯㐠Ⴀጤဨࠖࡢタ⨨ࡀᐃࡵ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ

Ꮫ㛗ࢆጤဨ㛗ࠊࡋᏛ㒊㛗࣭ᩍົ㒊㛗࣭Ꮫ⏕㒊㛗࣭ᅗ᭩㤋㛗࡞Ꮫ㐠Ⴀࡿࢃᙺ⫋⪅

㐠Ⴀጤဨ࡛ࠖࠕࡢࡇࡿࢀࡉᵓᡂࡽ ࡋୗ㒊ጤဨࠊࡵࡓࡿࡍᐇᐇຠⓗࢆⅬ᳨ホ౯ࠊࡣ ᇶࠕ࡚
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ᮏ㡯᳨ウጤဨࠖࠕᐇጤဨࠖࠋࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀ 

࠺ࢆࢀࡇࠊ࠸⾜ࢆ⌮ᩚᢳฟࡢᇶᮏⓗ㡯ࡁࡍᕫⅬ᳨࣭ホ౯⮬ࡣᇶᮏ㡯᳨ウጤဨ࡛ࠖࠕ

㐠Ⴀ࡚ࡋసᡂࢆሗ࿌᭩ࠊࡋᐇࢆ➼㞟࣭ศᯒࡢࢱ࣮ࢹウ᳨ࡢ┠Ⅼ᳨㡯ࡀᐇጤဨࠖࠕ࡚ࡅ

ጤဨᥦฟࠕࠋࡿࡍ㐠Ⴀጤဨࠖࡢࡽࢀࡇࡣሗ࿌᭩᳨ࢆウ᭱ࠊࡋ⤊ⓗࠕࡣⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍ

Ꮫ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯࡚ࠖࡋᩍ⫋ဨᑐ࡚ࡋᥦゝྠ࠺⾜ࢆࢆࢀࡇࠊ⌮ሗ࿌࡚ࡋᢎ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡍබห࣭㓄ᕸ࡚ࡋᩍᏛⓑ᭩࠘ࢺࢫࣜ࢟Ⲉᇛࠗᚋࡓᚓࢆ

 

 㸦㸰㸧ᡂᯝࡢබ㛤 

 

ୖグࡢάືࡢᡂᯝ2003ࠊ࡚ࡋ ᖺ 3 ᭶ࠗⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ≦⌧ࡢㄢ㢟̿⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ

౯ሗ࿌᭩̿࠘ࡀห⾜ࠕࡢࡁࡢࡇࠋࡓࢀࡉⅬ᳨ホ౯㡯┠ࠖࡣᏛᇶ‽༠ࠗᏛࡢ⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ

౯ࡢᡭᘬ࠘ࡁ‽ᣐࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ 2007 ᖺᗘ2007ࠕࡣ ᖺᗘᏛྛᏛ㒊࣭ྛ㒊⨫ࡢㄢ

㢟ࠖࡀࡢࡶࡓࢀࡽࡵࡲ࡚ࡋሗ࿌ࠊࢀࡉᏛෆࡢHP࡛බ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

 

 㸦㸱㸧ᤵᴗᨵၿάື 

 

ࡽࡉ 2005 ᖺୖࡣグᐇጤဨࠕ࡚ࡋࡘ୍ࡢᤵᴗᨵၿጤဨࠖࢆタ⨨㸦ࠕⲈᇛࢺࢫࣜ࢟

ᩍᏛᤵᴗᨵၿጤဨつ⛬ࠖࡣ 2008ᖺไᐃ㸧ྛࠊࡋᏛ㒊ࡽ㑅ฟࡓࢀࡉᩍဨࡀᤵᴗホ౯ࡢ᪉ἲ

࡚࠸࡙ࡶࢀࡇࠊࡋウ᳨ࢆ➼ 2005ᖺᗘ๓ᮇᮎࡣᮏᏛ࡛ึࡢ࡚ࡵᤵᴗホ౯ࢆᐇࠋࡓࡋ 

 

 㸦㸲㸧ㄆドホ౯ࡢᐇ 

 

ᮏᏛࡣ 2007ᖺᗘᏛᇶ‽༠ࡿࡼ┦ホ౯ࠊࡅཷࢆᏛᇶ‽㐺ྜࡢࡿࡍㄆᐃࡅཷࢆ

ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ࡙ົ⩏ࠊᅾ⌧ࠋࡿ࠸࡚ 2013ᖺᗘࡢㄆドホ౯ࡢࡵࡓࡿࡅཷࢆ‽ഛࡾྲྀࡘࡘࡾ

ࡣ࡛ࡇࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ࡙ົ⩏ࡀࡇࡿࡍసᡂࢆࠖ⏬୰㛗ᮇ⤒ႠィࠕẖᖺᗘࡣᮏᏛᅬ࡛ࠋࡿ࠶

ᏛෆྛࡢᏛ㒊Ꮫ⛉࣭Ꮫ㝔࣭ᩍົ㒊ࡸᏛ⏕㒊ྛ࡞㒊⨫ࡢ⯡࡚ࡗࡓࢃ⌧≧ศᯒㄢ㢟ࢳࡢ

࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀࡇࡿࡍタᐃࢆᨵၿ┠ᶆࡈ┠㡯ࡓࢀࡉฟ࠸Ὑ࡛ࡇࡑࠊ࠸⾜ࢆࢡࢵ࢙

ࡇࡿࡅ࡙⨨࡚ࡋ⎔୍ࡢᕫ࣭Ⅼ᳨ホ౯ࠖ⮬ࠕࡣࠖ⏬୰㛗ᮇ⤒Ⴀィࠕࡢࡇࠊࡤࢀࡍࡽᙺࡓࡋ

ࠊྛࢀࡉ㓄ᕸᏛෆࡣᥦゝࡸሗ࿌ࡢ✀ྛࡓࢀࡉ࡞࡛ࡇࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀ ᩍ⫋ဨࡣ⮬ᕫࡢᡤᒓࡿࡍ㒊

 ࠋࡿࢀࡉಁ࠺ࡼࡿࡍࡓ᪂ࢆぬ⮬ࡢᨵ㠉ࡘࡘࡋㄆ㆑ࢆၥ㢟ࡢᏛయࡎࡽࡲ⨬

 

㸦㸳㸧⮬ᕫホ౯እ㒊ホ౯ 

 

⮬ᕫⅬ᳨࣭ ホ౯┿ࡀ᭷ຠࡣࡵࡓࡿ࡞ᐈほⓗ࡞どⅬࡀࡢࡶ࠺࠸ᚲせ࡛ࡣࡇࡿ࠶ゝࡲ࠺

ࡶᏛෆᩍ⫋ဨࡓࡲࠊࡋබ㛤ホ㆟ဨࡸእ㒊⌮ࢆィ⏬᭩ࠖࠕࡢグୖࠊୗ┠ࡣᮏᏛ࡛ࠋ࠸࡞ࡶ࡛

ᥦ♧ࡢࢀࡒࢀࡑ࡚ࡋ❧ሙࡢࡽᢈホࡸពぢࢆᚩࡾࡼࠊࡋຠᯝⓗ࠺ࡼࡿࡍࡢࡶ࡞ດຊࠋࡿ࠸࡚ࡋ
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ㄆドホ౯ࠖࠕࡣᮏᏛ࡛ࡶᚋࠊࡃࡿࡍ⌧ᐇࢆ㑏㐠ື ࡞ࡢእ㒊ホ౯ࠖࠕᕫホ౯ࠖ⮬ࠕ

➨ᴟⓗ✚ࡎࡽ㝈  ࠋࡿ࠶ᡤᏑ࡛ࡃ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆࡇࡿࡅཷࢆࢡࢵ࢙ࢳࡢࡽ⪅3

    

㸯㸱㸯㸱㸯㸱㸯㸱㸬㸬㸬㸬ሗሗሗሗࡢࡢࡢࡢᥦ౪ᥦ౪ᥦ౪ᥦ౪    

    

 ᅇ⏦ㄳࡢ⤒ႠᏛ㒊ࠊࡶ࡚࠸࠾᪤ᏑࡢᏛ㒊ྠᵝࡢሗᥦ౪ࢆᐇࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ᮏᏛ࡛

ධࠕࠊ㹇㹁㸫㹓㹌㹇㹎㸿ࠖࠕࠊࠖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍Ꮫࠕࡣ࡚࠸ࡘሗ࡞ⓗ⯡୍ࠊࡣሗᥦ౪ࠊࡣ

Ꮫෆࠖࠊࠖ∧ࢬ࣮ࢼࢠࣅ࣭ࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠊࠖࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࠊ㺀ᤵᴗᴫせ㺁ࠕࠊᒚಟ

せぴࠖࠊᏛᗈሗ⣬ࢆ࡞ࠖࡢࡾࡳࠕ㏻ࠊ࡚ࡌ◊✲ᴗ⦼ࠕࡣ࡚࠸ࡘᏛ⣖せࠖྛࡧࡼ࠾◊✲

ᡤࠕࡢ◊✲⣖せࠖࢆ㏻ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡚ࡌᚋྠ࡛ࡲࢀࡇࡶᵝࠊ㎿㏿ࡘᑀ࡞ሗබ㛤ࢆᚰࡀ

 ࠋࡿ࠶ᡤᏑ࡛ࡃ࠸࡚ࡅ

࣒࣮࣌࣍ࡣ࡚࠸ࡘタ⨨ィ⏬ᒚ⾜≧ἣሗ࿌᭩ࠊタ⨨ㄆྍ⏦ㄳ᭩ࡢႠᏛ㒊⤒ࡿࡍᅇ⏦ㄳࠊࡓࡲ 

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ⾲බୖࢪ࣮

 

㸦㸯㸧Ꮫࢪ࣮࣒࣮࣌࣍(୍⯡ྥࠊࡅ㝶᭦᪂) 

࣭Ꮫ㛗ࠊᏛ㒊㛗ࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ 

࣭Ꮫࡢἢ㠉ࠊᅾ⡠⪅ᩘࠊᏛṔࠊ⤌⧊ᅗ㛵ࡿࡍሗ 

࣭Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯㛵ࡿࡍሗ 

࣭⮬ᕫⅬ᳨࣭ホ౯ሗ࿌᭩ 

࣭Ꮫྛࡧࡼ࠾Ꮫ㒊Ꮫ⛉࣭ᑓᨷࠊᏛ㝔ࡢᩍ⫱⌮ᛕ┠ⓗࠊ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊᩍဨ⤂➼ 

 ሗࡢ

࣭Ꮫ๎ྛࡧࡼ࠾✀ጤဨ➼ࡢつ⛬㛵ࡿࡍሗ 

࣭ዡᏛ㔠ࡸタ⏝ࣝࢡ࣮ࢧࠊෆࢺ࣮ࣃࡸ⤂࡞Ꮫ⏕⏕ά㛵ࡿࡍሗ 

 ሗࡿࡍᑐ⪅ಖㆤ⏕㧗ᰯ࡞⛬ධヨ᪥ࡸࢫࣃࣥࣕ࢟ࣥࣉ࣮࣭࢜

࣭බ㛤ㅮᗙࠊㅮ₇ࠊᅗ᭩㤋㛤ᨺ࡞ᆅᇦ㐃ᦠ㛵㐃ࡢሗ 

࣭ồேෆ࡞ᴗࡢ᥇⏝ᢸᙜ⪅ྥࡢࡅሗ 

࣭ྠ❆ࡢෆ࡞༞ᴗ⏕ྥࡢࡅሗ 

࣭Ꮫෆࡢ⾜ࡢ➼ࢫ࣮ࣗࢽࠊሗ 

 

㸦㸰㸧ࠕ㹇㹁㸫㹓㹌㹇㹎㸿ࠖ㸦ᅾᏛ⏕ྥࠊࡅ㝶᭦᪂㸧 

࣭Ꮫෆࡸ⮬Ꮿࢆࣥࢥࢯࣃࡢ⏝࡞࣮࣒ࣜࢱࠊ࡛ࡇࡿࡍሗࢆᥦ౪ࠊࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᒚಟⓏ

㘓ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ࠺࡞⾜ࡶ 

࣭㛫㛵ࡿࡍሗ 

࣭ᥖ♧ሗ㸦ఇㅮ࣭⿵ㅮࠊࡧฟࡏࡽ▱࠾ࠊࡋ㸧㛵ࡿࡍሗ 

࣭ᡂ⦼㛵ࡿࡍሗ 
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㸦㸱㸧ࠕධᏛෆࠖ(㧗ᰯ⏕ྥࠊࡅẖᖺⓎ⾜) 

࣭ྛᏛ㒊ࡸᏛ⛉ࡧࡼ࠾ᑓᨷࡢᩍ⫱⌮ᛕ┠ⓗྲྀࠊᚓ㈨᱁ᑵ⫋ࠊᩍဨࡢ࡞ሗ 

࣭ධヨ㛵ࡿࡍෆࢫࣃࣥࣕ࢟ࣥࣉ࣮࢜ࡸ㛵ࡿࡍሗ 

࣭ྛᏛ⛉ࡢồࡿࡵᏛ⏕ീࡢ࡞ሗ 

 

㸦㸲㸧ࢬ࣮ࢼࢠࣅ࣭ࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕࡧࡼ࠾ࠖࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ࠕ∧ࠖ(Ꮫ⏕ྥࠊࡅ᪂ᖺᗘ

Ⓨ⾜) 

࣭Ꮫ๎ࡸ⮬つ⛬࡞Ꮫ⏕㛵㐃ࡢつ⛬㛵ࡿࡍሗ 

࣭ዡᏛ㔠ࡸタ⏝ࣝࢡ࣮ࢧࠊෆࢺ࣮ࣃࡸ⤂࡞Ꮫ⏕⏕ά㛵ࡿࡍሗ 

 ሗࡢ࡚࠸ࡘ࡞⦼ᡂࡸ༢ࡢࡅྥ⏕᪂ධࠊࡣ࡛ࠖ∧ࢬ࣮ࢼࢠࣅࠕ࣭

 

㸦㸳㸧ࠕᤵᴗᴫせࠖࠕࡧࡼ࠾ᒚಟせぴࠖ(Ꮫ⏕ྥࠊࡅ᪂ᖺᗘẖⓎ⾜) 

 ሗࡿࡍ㛵ෆᐜࡢᤵᴗࡢ㛤ㅮணᐃᖺᗘࡢࡑ࣭

࣭ᒚಟࡢ᪉ᩍ⫋➼ࡢ㈨᱁ྲྀᚓ㛵ࡿࡍሗ 

 

㸦㸴㸧ࠖࡢࡾࡳࠕ㸦ᅾᏛ⏕ಖㆤ⪅ࡧࡼ࠾༞ᴗ⏕ྥࠊࡅᖺ㸰ᗘⓎ⾜㸧 

࣭Ꮫࡢ⾜ࠊே➼ࡢ࡚࠸ࡘሗ 

࣭Ꮫ㛗ࡸᏛ㒊㛗ࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ 

࣭ฟ∧ෆ࡞ᩍဨࡢ◊✲άືࡢ࡚࠸ࡘሗ 

࣭ྛ㒊ᒁࢫࢡࢵࣆࢺࡢ 

࣭༞ᴗ⏕ྥࡢࡅሗ 

 

㸦㸵㸧ࠕ⣖せࠖ㸦୍⯡ྥࠊࡅᖺ1ᗘⓎ⾜㸧 

 Ꮫࡢ⣖せࠊࡢᏛ㒊࣭Ꮫ㝔࡛Ⓨ⾜ྛࠊࡢࡶࡿࡍ◊✲ᡤ࡛Ⓨ⾜ࠋࡿ࠶ࡀࡢࡶࡿࡍ 

 

㸦㸶㸧Ꮫᅬࢪ࣮࣒࣮࣌࣍㸦୍⯡ྥࠊࡅ㝶᭦᪂㸧 

࣭⥲㛗ࠊ⌮㛗ࢪ࣮ࢭࢵ࣓ࡢࡽ 

࣭ᏛᅬࡢᘓᏛࡢ⢭⚄ᩍ⫱⌮ᛕࠊἢ㠉ࠊᴫせࡢ࡚࠸ࡘ⧊⤌ࠊሗ 

࣭㐣ᖺᗘศࡴྵࢆᴗሗ࿌᭩ 

࣭㐣ᖺᗘศࡴྵࢆỴ⟬᭩࣭Ỵ⟬᭩┘ᰝሗ࿌᭩࣭㈈⏘┠㘓࡞㈈ົ㛵ࡿࡍሗ 

    

㸯㸲㸯㸲㸯㸲㸯㸲㸬㸬㸬㸬ᤵᴗෆᐜ᪉ἲᤵᴗෆᐜ᪉ἲᤵᴗෆᐜ᪉ἲᤵᴗෆᐜ᪉ἲࡢࡢࡢࡢᨵၿᨵၿᨵၿᨵၿࢆࢆࢆࢆᅗᅗᅗᅗࡢࡵࡓࡿࡢࡵࡓࡿࡢࡵࡓࡿࡢࡵࡓࡿ⤌⧊ⓗ⤌⧊ⓗ⤌⧊ⓗ⤌⧊ⓗྲྀ࡞࡞࡞࡞⤌ྲྀ⤌ྲྀ⤌ྲྀ⤌    

 

 㸦㸯㸧ᤵᴗホ౯ 

 

ୖグ㸯㸰㸬࡛㏙ࠊ࠺ࡼࡓᮏᏛ࡛ࡣ 2005ᖺᗘ๓ᮇᮎ࡚ࡵึᤵᴗホ౯ࢆᐇࡢึ᭱ࠋࡓࡋ
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ヨࡢࡳ⤖ᯝࠊ㉁ၥ㡯┠ࡢጇᙜᛶ࡚࠸ࡘ࡞ከࡢࡃ⩏ࡀᥦ♧2006ࠊ࡛ࡢࡓࢀࡉ ᖺᗘࡣㄪᩚᮇ

㛫࡚ࡋᐇࡢࡑࠊࡀࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡣࡇࡿࡍᚋ2007ࠊ ᖺᗘ2008ࠊ ᖺᗘ2009ࠊ ᖺᗘ╔ᐇ

ᐇࠊࡋᮏᏛ࡚ࡗḞ࠸࡞ࡁ࡛ࡢࡇࡍᴗࡑࡇึ᭱ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ᑐࡓ࠸࡚ࡋᩍဨࡶ

ᑡࠊࡀࡓ࠸ࡎࡽ࡞ᅇࢆ㔜࡚ࢀࡘࡿࡡᴗࡢព⩏ࡶᚎࠎᾐ㏱ࠊࡋ⌧ᅾ࡛ࡣ㡯┠ࡢෆᐜࡸ↓グ

ࡿ࠼ၐࢆ㆟␗᭷ຠᛶࡢࡢࡶࡢࡑᴗ࠺࠸ᤵᴗホ౯ࠊࡤࡅ㝖ࢆ㆟ㄽ࡞ᢏ⾡ⓗ࡞グྡᘧྡ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡰࠊࡣࡁྥ

 ๓ᮇᮎᚋᮇᮎᐇࡾࡲ࠶ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᑡᩘ࡚ࡂࡍᏛ⏕ࡀ≉ᐃ࡛࠺ࡲࡋ࡚ࡁሙྜࢆ㝖ࠊࡁ

ᤵᴗࡀᑐ㇟ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⮬⏤グ㏙ࡢࢱ࣮ࢹ࡚ࡵྵࢆฎ⌮ࠊࡕࡢࡓࡗ⾜ࢆホ౯ࡢෆᐜ⤖ᯝࡀ

ྛᩍဨఏࠋࡿࢀࡽ࠼ᩍဨࢆࢀࡑࡣ㋃࡚࠼ࡲᏛ㒊㛗ᑐࡓࡗࡼࠊࡋⅬࠊࡇࡣ┬ࡁࡍ㒊

ศࠊ࠸࡞ࡣලయⓗ࠺ࢆࡇᨵၿࡓࡗ࠸ࠊࡢࡿࡍෆᐜࢆሗ࿌᭩࡚ࡋᥦฟࠋࡿࡍᏛ㒊㛗

ᤵᴗホ౯ጤဨࠋࡿࡡጤᤵᴗホ౯ጤဨ࡛࠼࠺ࡓࡋࢆㅮホࠊࡵࡲࡾࢆሗ࿌᭩ࡢࡽࢀࡑࡣ

ᐇ≧ἣࠕࡣ࡛ యⓗᴫホࠕࠊࠖ ホ⥲ࡿࡼጤဨࠕࠊࠖ ホ⥲ࡿࡼ⛉Ꮫྛࠕࠊࠖ ⥲ࡿࡼᏛ㒊㛗ࠕࠊࠖ

ホ ࡚ࡋ㓄ᕸᩍဨࢆࢀࡇࠊࡋసᡂࢆᯝሗ࿌᭩ࠖ⤖ࠕࡿᡂࡽ࡞ࠖ⦆㈨ᩱࠕࠊࠖ FD୍ࡢຓࡍ

ࡗప➃ᴟࡀᤵᴗホ౯ࠊࡵࡓࡿࡍᣢ⥔ࢆရ㉁ࡢప㝈᭱ࡢᤵᴗࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࠋࡿࡵồࢆࡇࡿ

࡞ࡶࡇࡘࡶࢆ࠸ྜࡋヰ࡚ࡅྥᨵၿࡢᩍᤵἲࡸᤵᴗෆᐜᮏேࡀᏛ㒊㛗ࠊࡣ࡚ࡋᑐᩍဨࡓ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

 ᚑ᮶ࠕࡢࡇࠊ⤖ᯝሗ࿌ࠖࡣᩍဨ㓄ᕸࠊࡀࡓࡗ࠶࡛ࡅࡔࡿࢀࡉබ⾲࠺࠸࠸ࡓ࠸ࡽࡶ࡚ࡋᏛ⏕

2009ࠊࡾ࠶ࡶせᮃࡢ ᖺᗘࡣࡽᏛෆࠊ࡛ୖࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ㐣ཤ 2005 ᖺᗘ࡛ࡲ㐳࡚ࡗබ㛤ࡿࡍ

2007ࠋࡓࡋࡇ ᖺᗘ 2008 ᖺᗘศ㛵ࠊࡣ࡚ࡋᏛ⏕ࡢࡽホ౯ࡸᣦᑐࡿࡍᩍဨࡢሗ࿌

 ࠋࡿ࠶࡛⾲㠀බࡣಶேྡࡢሗ࿌ホⅬࡢᩍဨಶேࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞බ㛤ࡢ࡚ࡵྵࡶᢤ⢋ࡢ

 

 㸦㸰㸧FDάື 

 

 FDάືୖࠊࡣ࡚࠸ࡘグࡢᤵᴗᨵၿάືࢆ୰ᚰࡢࢀࡒࢀࡑࠊᏛ⛉࡛ྲྀࡎ࠸ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾ

࡚࠸ᣍࢆእ㒊ㅮᖌࠊウ㆟ࡢၥ㢟Ⅼࡸᤵᴗሗ࿌ࠊࡕࡶࢆྜࡢࡵࡓࡢFDࠊᗘᩘᖺࡶ࡛⛉Ꮫࡢࢀ

2010ࠋࡿ࠸࡚ࡵດၨⓎ࡚ࡋ㛤ദࢆ࡞ㅮ₇ࡢ ᖺᗘண⟬࡛ࠊࡶ₶ἑ࠸࡞࠼࠸ࡣண⟬ࡢ୰

య࡛⣙ࡽ 300ࡢண⟬ࠊࡳ⤌ࢆᩍဨࡢ FDάືࢆᚋࡶ㠃ⓗᨭࡿࡍጼໃ࡚ࡋ♧ࢆ

 ࠋࡿ࠸

ྛᏛ⛉ࡢࡳ⤌ࡾྲྀ࡞≧ἣࡣ௨ୗࡢ㏻ࠋࡿ࠶࡛ࡾ 

 ⛉㸧⌧௦ⱥㄒᏛ

①ᤵᴗࡢ┦ཧほࢆᐇࡽࡉࠊࡋཧほᚋࡣពぢࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

②እ㒊ࡽㅮᖌࢆᣍ⪸ࠊࡋ◊✲ࢆᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ࡃ③ 2009 ᖺᗘࠊࡣጜጒᰯࡢኳὠᖌ⠊Ꮫࡽㅮᖌࢆᣍ⪸ࠊࡋⱥㄒᩍ⫱ࡢ࡚࠸ࡘ◊ 

✲Ⓨ⾲ࡢࡑࠋ࠺⾜ࢆࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣝࢿࣃࡧࡼ࠾ᡂᯝࡣᏛ⛉ࡢ HPࡶᥖ㍕ࠋࡿࡍ 

 ⛉㸧ඣ❺ᩍ⫱Ꮫ

 ①2008 ᖺᗘࡾࡼ᭶୍ᅇ࡛ࢫ࣮࣌ࡢேࡢࡘࡎᩍဨࡀᤵᴗሗ࿌ࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆᚋဨ࡛㉁ᛂ  
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2010ࠋᐇࢆ✲◊ࡢ࡚࠼ࢆ⟆ ᖺᗘ  ࠋࡓࡋࡀሗ࿌ࡢ┠ᅇ୍࡚ࡋᐇࡀᩍဨࡢ3ྡ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵࡲࡀᢸᙜጤဨࡣሗ࿌ࡢ㛫ࡢࡇ②

③2010 ᖺᗘୖࡣグຍࡽࡉ࡚࠼እ㒊ࡽㅮᖌࢆᣍࡢ࡚࠸◊✲ࢆணᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 ⛉㸧ᩥὶᏛ࢘

①Ꮫ⛉㆟ࡀ㛤ࠊࡈࡧࡓࡢࡑࡿࢀᏛ⏕ࡢḞᖍ≧ἣࡸάື㛵࡚ࡋሗࠊ࠸⾜ࢆᏛ⛉

 ࠋࡿ࠸࡚࡚❧ᙺ⫱ᩍࡢ⏕Ꮫ࡚ࡋඹ᭷ࢆሗࡀᩍဨဨࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆሗࠊࡋᐇࢆᤵᴗཧほ࡞ⓗ┦ࠊࡣ࡚ࡋ㛵ᤵᴗࡢࢫࣂࢽ࣒࢜②

┠⛉ࡢࡇࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠸㢪࠾ࢆሗ࿌ࡢ࡚࠸ࡘᆅᇦࠊࡁᣍࢆእ㒊ㅮᖌࠊࡣ࡛ࠖ✲◊⫣ᆅᇦ㈉ࠕ③

ࡔ࠸࠶ࡢᏛ⏕㺃ᩍဨ㺃እ㒊ㅮᖌࠊ࡚ࡋࢆฟᖍᤵᴗ㛫࡚ࡋཎ๎ࡀᩍဨࡢேࡿࡍᢸᙜࢆ

࡛㆟ㄽࠊࡋࢆᤵᴗᨵၿᙺ❧࡚࡚ࠋࡿ࠸ 

 ⛉㸧ே㛫⚟♴Ꮫ࢚

①2008 ᖺᗘࡾࡼᤵᴗ᳨ウࠊබ㛤ᤵᴗࢆ࡞㝶ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

②2009 ᖺ 5 ᭶ 19 ᪥ࡢᏛ⛉࡛ࠊᚋࡢᤵᴗ᳨ウࠊFD άື࡚࠸ࡘᩍဨ┦ࡢពぢࡢ

 ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀ

③2009 ᖺᗘࡣㅮ⩏⣔⛉┠ࠊᐇ⩦⣔⛉┠ࠊඹ㏻⣔⛉┠࡚࠸ࡘᩍဨ┦ࡢᤵᴗぢᏛ㸦බ㛤ᤵ

ᴗ㸧ࢆᐇࠊࡋάⓎ࡞㆟ㄽࢆࠋࡓࡋࢃ 

մࡢࡽࢀࡇάືࡢࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘᡂᯝࢆᏛ⛉ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢබ㛤ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 ⛉㸧㣗≀ᗣ⛉Ꮫ࢜

①Ꮫࡸ⫋⬟ᅋయࡀ㛤ദࡿࡍ◊ಟࡢཧຍࢆዡບ࡛ࡇࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋᚓࡓࢀࡽሗࢆᤵᴗ✚

ᴟⓗά⏝ࡢࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋሗࡅࡔࡿࡁ࡛ࡣᏛ⛉ᩍဨࡀඹ᭷࡛࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ

 ࠋࡿ

②ᩍဨࡀᢸᙜࡿࡍᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ㅮᗙ➼ࡢᤵᴗࢆ㏻࠾ࡎ࠼⤯ࠊ࡚ࡌࡢ࠸ᤵᴗෆᐜࡸ⠊ᅖ࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆሗ࡚࠸ࡘ

③ᅜᐙヨ㦂⛉┠ࡈᏛ⏕ࡢ฿㐩ᗘ࠺ࡼࡿࢃࡀᩍဨࡢࢺࢫࢸⅬᩘ➼ࢆබ㛤ࠊࡋᤵᴗἲࡢ

ᨵၿᙺ❧࡚࡚ࠋࡿ࠸ 

մ㸯⛉┠ ㄯ┦ࢆ࡞ᤵᴗ᪉ἲࠊᤵᴗෆᐜࠊࡣሙྜࡿࡍᢸᙜࡀᩍဨࡓࡗ࡞␗ᤵᴗ࡛ࡢࢫࣛࢡ2

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᨵၿࠊࡋ

 ⛉㸧┳ㆤᏛ࢝

①┳ㆤᏛ⛉ FDጤဨࡀ୰ᚰࡾ࡞ィ⏬ⓗᤵᴗࡢ㉁ྥୖࢆᅗ2009ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ ᖺᗘࡶᖺ 3

ᅇࡢㅮ₇ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ᐇࠊࡋᤵᴗ᪉ἲ࣭ᩍ⫱ホ౯᳨ࡢウࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

2009ࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࡶウ᳨ࡢࡽࢀࡑ② ᖺᗘࡣ FDጤဨᏛ⛉ᩍົጤဨࡢඹྠసᴗࠊࡾࡼ᪂

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆウ᳨ࢫࣂࣛࢩࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝

③ᩍဨࡢ◊✲άືࢆୖྥࡢᮇࡢ࡚ࡋㅮ⩦ࠊࡶᏛෆእࡢㅮᖌࡢ༠ຊࢆᚓ࡚ 2009 ᖺᗘࡣ 2 ᗘᐇ

ࠋࡓࡋ 
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 㸦㸱㸧ྛ✀ຓᡂ 

 

ୖグࡢᤵᴗᨵၿࡧࡼ࠾ FDάືࠊࡢᩍဨࡢ㈨㉁ࠊࡵࡓࡿࡏࡉୖྥࢆᮏᏛ࡛ࡣ௨ୗࡢ᪉⟇ࢆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

 㸧◊✲ຓᡂ㔠

1994ᖺ 2᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲ຓᡂ㔠つ⛬ࠖࠊࡤࢀࡼᑓ௵ᩍဨ 

ಶேࡿࡼࣉ࣮ࣝࢢࡢࡑࡣࡓࡲᩍ⫱◊✲άືᑐ୍ࠊࡋᐃࡢ㑅⪃᭱ࡁࡘ௳୍࡚⤒ࢆ 50

㸦⥲㢠࡛ 100࡛ࡲ㸧ࡀຓᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࢀࡉ 

 㸧ฟ∧ຓᡂ㔠

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᩍ⫱◊✲ࡢ⯆ࠊࡵࡓࡢᑓ௵ᩍဨࡢ◊✲ᴗ⦼ࡢฟ∧ࢆຓᡂ1993ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ

11 ᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛ◊✲ᴗ⦼ฟ∧ຓᡂつ⛬࡛ࠖ1ࠊࡣ 㧗᭱ࡁࡘ௳ 100

ࡢຓᡂࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅཷࢆ 

 㸧ᩍဨ◊ಟ࢘

1981 ᖺไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᩍ⫱⫋ဨ◊ಟつ⛬ࠖࠊࡾࡼᑓ௵ᩍဨࡣᅜእ◊

ಟࡧࡼ࠾ᅜෆ◊ಟࢆᅾ⫋ࠋࡓࡗ࡞⬟ྍࡀࡇࡿࡅཷࡲࡲࡢᅜእ࣭ᅜෆࡶࢀࡎ࠸▷ᮇ㛗ᮇࡢ

2✀㢮ࠊࡾ࠶ࡀ▷ᮇࡣ ᭶௨ୖ࢝3 ࡣ㛗ᮇࠊ‶᭶ᮍ࢝6 ᭶௨ୖ6 1ᖺ௨ෆ࡛ࠊᅜෆ࣭ᅜእࢀࡑ

ẖᖺᗘࢀࡒ 1 㛗ᮇᅜእ◊ಟࠊࡣຓ㔠⿵ࡿࢀࡉ⤥ᨭ⪅ಟ◊ࡽᏛࠋࡿ࡞⿵ೃࡀྡ 200 

ࠊ▷ᮇᅜእ◊ಟ 120ࠊ㛗ᮇᅜෆ◊ಟ 120ࠊ▷ᮇᅜෆ◊ಟ 80࡛ࠋࡿ࠶ 

 ຓᡂࡢ㈝㸧ᾏእฟᙇ᪑࢚

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᑓ௵ᩍဨࡀᾏእ࡛ࡢᏛฟᙇࡿࡍሙྜࡶ᪑㈝㸦㐠㈤㸧ࢆຓᡂ1995ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᖺ 4᭶ไᐃࠕࡓࢀࡉⲈᇛࢺࢫࣜ࢟ᩍᏛᾏእᏛฟᙇ㛵ࡿࡍ᪑㈝つ⛬ࠖࠊࡤࢀࡼᖺ㛫 4

ྡ⛬ᗘୖࢆ㝈ࠊ࡚ࡋ㸯௳᭱ࡁࡘ࡛ 25ࡀᨭ⤥ࠋࡿࢀࡉ 

 

ண⟬ࡢไ⣙ࠊࡀࡿ࠶ࡶᮏᏛ࡛ࡣᚋࡶᩍဨࡢ㈨㉁ࡢ⥔ᣢྥୖ᭱ࡵࡓࡢ㝈ࡢດຊࢆᡶ࡚ࡗ

 ࠋࡿ࠶ᡤᏑ࡛ࡃ࠸

    

㸯㸳㸯㸳㸯㸳㸯㸳㸬㸬㸬㸬♫ⓗ♫ⓗ♫ⓗ♫ⓗ࣭࣭࣭࣭⫋ᴗⓗ⮬❧⫋ᴗⓗ⮬❧⫋ᴗⓗ⮬❧⫋ᴗⓗ⮬❧㛵㛵㛵㛵ࡿࡍࡿࡍࡿࡍࡿࡍᣦᑟ➼ཬᣦᑟ➼ཬᣦᑟ➼ཬᣦᑟ➼ཬࡧࡧࡧࡧయไయไయไయไ    

 

Ꮫࡽ♫࠺࠸ே⏕᭱ࡢ᥎⛣ࠊ࠸⾜ࢬ࣮࣒ࢫࢆ♫ே࡚ࡋά㌍ࠊࡣࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋ

3࣭4 ᖺḟ⏕ࢆᑐ㇟ࡓࡋఏ⤫ⓗ࡞ᑵ⫋ᣦᑟ࡛ࡣ༑ศ࡛1ࠋࡿ࠶ ᖺḟ⏕ࡽጞࡿࡲᑵ⫋ᨭࢧ

 ࠋࡿࡍᐇࠊ࡚ࡏࢃྜࡳ⤌᭷ᶵⓗࢆ㸦1㸧㹼㸦3㸧ࡢ௨ୗࠊࢆࢫࣅ࣮

 

㸦㸯㸧ᩍ⫱ㄢ⛬ෆ࡚࠸ࡘ⤌ྲྀࡢ 

 

᪂Ꮫ㒊࡛ࠊࡣḟࡶࡢ࠼⪄࡞࠺ࡼࡢᑵ⫋ᨭࢆࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪ࠊࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿࡍᏛ⏕୍ேࡦ

ࡽ࡚࠸ࡘࠊศ⮬ࡢ༞ᴗ┤ᚋࠊࡀࡾ 5ᖺඛࡢ⮬ศࢆ࡞ᥥࢆࢀࡑࠊࡁᐇ⌧ࡣࡵࡓࡿࡍᅾ
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Ꮫ୰ఱࡾࡁࡗࡣࢆࡇ࠺࠸࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠾࡚ࡋࢆㄆ㆑ࡿࡍዎᶵࢆࡩࢆࢀࡇࠋࡿ࠼

ࡍᥦ౪ࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㛵㐃ࣜࣕ࢟ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍタィࢆᏛ⏕⏕άࡢ4ᖺ㛫ࠊ࡚࠼ࡲ

⤒ࠊࡽࡉࠋࡿࡍᥦ౪ࢆ┠⛉ࣜࣕ࢟ࡓ࠸⨨ᛕ㢌ࢆᙧᡂࣜࣕ࢟ࡽ1ᖺḟࠊࡣලయⓗࠋࡿ

Ⴀ㛵㐃ࡢᇶᖿ⛉┠ࡸᑓ㛛⛉┠ࢆⰋࡃ㌟ࠊࡀࡑࡇࡇࡿ࠸࡚ࡅࡘ༞ᴗࡢᏛ⏕ࣅࣖࣟࣉ࢚ࣥࡢ

ࣝࢹᒚಟࣔࠊࡅ࡙⨨࡚ࡋ┠⛉㛵㐃ࣜࣕ࢟ࢆ┠⛉ࡢࡽࢀࡇࠊࡽほⅬ࠺࠸ࡿࡵ㧗ࢆࢸࣜ

⮬ࢆሗࣜࣕ࢟࡞☜ⓗᮇ࡞㐺ษࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍ࠺ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋࠖࡿ࠼ぢࠕ࡛

ࡽ1ᖺḟࠊ࡚ࡋ☜᫂ࢆ㐍㊰┠ᶆࡢ༞ᴗᚋࠊࡅࡘࢆຊࡿࡍศᯒࡽ 4ᖺḟ࡛ࡲయ⣔ⓗᩍ⫱ᢞ㈨

ࢆ❧⮬ᴗⓗ⫋ࡧⓗཬ♫ࠋࡿ࡞ࡢࡶ࠸ከࡾᐇࡣ⩦Ꮫࠊ࡚ࡋᯝ⤖ࡢࡑࠋࡿ࡞ࡇࡿࡁ࡛ࢆ

ᅗࡢࡵࡓࡿ⬟ຊࡀ㌟ࠊ࠺ࡼࡃࡘᤵᴗ⛉┠ࡀࡢࡃ࠸࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧ࡛ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢ⤒ႠᏛ㒊ࣕ࢟

 ࠋࡿ࠶࡛ࡳ⤌ࡾᇶᮏⓗྲྀࡢᨭࣜ

௨ୗࠋࡍ♧ࢆᇶ♏ࠊࡣ࡛┠⛉ࣜࣕ࢟㢟ᮦ࡚ࡋᴗࡀ┤㠃ࡿ࠸࡚ࡋ⤒Ⴀㄢ㢟ࠊࡆୖࡾྲྀࢆ

ᑡேᩘࢆࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡢᑟࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡃ⤒ႠࡢពᛮỴᐃࡢ㐣⛬ࡽ⮬ࢆᐇ㊶ࠊࡋ

ゎၥ㢟ᙧᡂࠊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣒࣮ࢳࠋ࠺㣴ࢆຊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳ

Ỵࡓࡗ࠸ᇶᮏᴫᛕࡢຮᏛᐇ㊶ࡀ᰾࣮ࣂ࣓ࣥࡢ࣒࣮ࢳࠋࡿ࡞⮬ศࡢᙇࢆᥦ࣮ࢳࠊ࡚ࡋ

ࠊ୍ࡋయឤࢆࡇࡿࡆୖࡾసࢆࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࡢⰋ࡚᭱ࡋ࣒ ே࠸ࢫࢿࣈࢸ࣮ࢧࡀࡾࡦ

ࠋࡃ࠸࡚ࡋయᚓࠊࢆࡿࢀࡽࡵồࡀࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ࡞࠺ࡼࡢࠊྠࠋࡃ࠸࡚ࡋᙉࢆຊ⬟࠺

ࠊ〇㐀ᴗࡢᆅඖࠊࡈᶵ⬟ศ㔝ࡢႠ⤒ࠊࡣ࡛┠⛉ࣜࣕ࢟Ⓨᒎࡿࢀࡉࢃྜࡳ⤌㔜ᒙⓗࢀࡇ

ὶ㏻ᴗࠊᑠࠊࡾ㔠⼥ᶵ㛵ࡸᨺ㏦ᒁࡢ࡞ᴗ♫ࡸᕷᙺᡤࡢ࡞༠ຊࢆᚓ࡚ࠊᐇົᐙᏛ㒊ᩍ

ဨࡢඹྠࡿࡼㅮᗙࢆ㛤タࠋࡿࡍ⤒Ⴀ≉ㅮࡣㅮ⩏୰ᚰ࡛ࠊࡀࡿ࠶ẖᅇ␗ࡿ࡞ᴗ✀࣭㒊⨫ࡽὴ㐵

ࢆᴗ⤒Ⴀࡢᐇ㝿ࠊ୰࡛ࡢᙇ⥭ࡿ࡞␗ࡣ⩏ㅮࡢᏛ㒊ᩍဨࠊࡽࡇࡿ࠶࡛⩏ㅮࡢᐇົᐙࡓࢀࡉ

⫙࡛ឤࠊࡾྲྀࡌᏛ⏕ࡀయⓗࢆࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯ⪃ᐹࡿࡍᶵࠊ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࡞ㅮ⩏⛉┠

ࡢႠ⤒࡚ࡗᣢࢆព㆑ࣜࣕ࢟࠸㧗ᖖࠊࡣ⏕Ꮫࠊ࡛ࡢࡿࡍ㓄ᙜᖺḟྛࡃࡼࢫࣥࣛࣂࢆ┠⛉⩦₇

ᑓ㛛⛉┠ࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ୰࡛ࠊ♫ⓗཬࡧ⫋ᴗⓗࢆ❧⮬ᅗࣜࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡇ࠸࡚ࡵ㧗ࢆຊ⬟ࢫࢿࣈࢸ࣮ࢧຊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮

 

ࠝᇶ♏ࣜࣕ࢟⛉┠ࠞ 

㸺1ᖺḟ㸼       㸺2ᖺḟ㸼      㸺3ᖺḟ㸼      㸺4ᖺḟ㸼 

 ࣥࢨࢹ࣭ࣜࣕ࢟

 Ϩ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

 ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅ࣭

 ϩ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

           ࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽϨࠊϩ 

           ࣭⤒Ⴀ≉ㅮϨࠊϩ 
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ࠝⓎᒎࣜࣕ࢟⛉┠ࠞ 

㸺1ᖺḟ㸼       㸺2ᖺḟ㸼       㸺3ᖺḟ㸼      㸺4ᖺḟ㸼 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ϩ     ࣭⤒Ⴀ₇⩦ϩ 

 ✲◊ㄽ  ࣭༞ᴗࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

                       ࣭⤌⧊⾜ືㄽ 

      ࣭⤒Ⴀ≉ㅮϪࠊⅣࠊϬ 

 

 㸦㸰㸧ᩍ⫱ㄢ⛬እ࡚࠸ࡘ⤌ྲྀࡢ 

 

Ꮫ⏕⏕άࢆ㏻ࣝࢡ࣮ࢧ࣭ࣈࣛࢡࠊ࡚ࡋάືࢸࣥࣛ࣎ࡸάືࢆ࡞♫ேࡢ࡚ࡋつᚊつ⠊

ࢆ࠺ࡼࡿ࡞యไࡿࡁ࡛ࡀᙧᡂࣜࣕ࢟ࡶ࡚࠸࠾㠃ࡢᤵᴗ௨እࠊࡕᣢࢆᶵࡪᏛࡽ᪥ᖖࢆ

Ꮫࡿࡅ࠾࣮࣡ࢫࣇ࢜ࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋᤵᴗእ࡛ࡢᩍဨࡢゐྜ࣑ࢮࡸ࠸ྜࢀᐟࠊ᐀

ᩍࡀ࣮ࢱࣥࢭ୰ᚰࢸࣥࣛ࣎࠺⾜࡚ࡗ࡞άືࠊ࡞᪥ᖖ࡞ࡲࡊࡲࡉࡢሙ㠃࡛ࡢゐࢆ࠸ྜࢀ

ษ࠺ࡼࡿࡍດࠋࡿ࠸࡚ࡵ    

ᑓ௵ᩍဨࡣ㐌㸯ᅇ࣮࣡ࢫࣇ࢜ࡢ㸦Ꮫ㒊ඹ㏻㸧ࢆタᐃࠊࡾ࠾࡚ࡋᏛ⏕ࡢ┦ㄯ➼࡚࡚࠶

Ꮫࡸࡳᝎ࡞ࠎᵝࡿࡌ⏕᪥ᖖࠊ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘᣢࢆࡾࢃ㛵ᙧ࡛ᩍဨ࠸㏆ࡾࡼࠊࡣ⏕Ꮫࠋࡿ࠸

⩦┦ㄯ➼ࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࢨࣦࢻࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㸦1㸪2 ᖺḟ⏕ᑐ㇟㸧࣭ 㸦3㸪4࣑ࢮ ᖺḟ

⏕ᑐ㇟㸧࡛⾜ࡳ⤌ࡾྲྀ࠺㸦ྜᐟ➼㸧ᑐ୍࡚ࡋᐃ㢠ࡢ㈨㔠ຓࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆᏛ⏕ᩍဨࡢ✚

ᴟⓗ࡞㛵ࢆࡾࢃᨭࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

2009ᖺᗘࡾࡼ⥲ྜᏛ⏕ᨭᴗ㸦ICᕪⅬ I࣭CᑎᏊᒇ࣭Ꮫಟᨭ࣮ࢹࣂ㸧ࢆጞࠋࡓࡵ

ၥ㢟࡞ࠎᏛಟ┦ㄯ➼ᵝࠊά┦ㄯ⏕ࡣලయⓗࠊࡾ࠶ᨭάື࡛࠺⾜࡚ࡋᑐᚋ㍮ࡀඛ㍮ࡣࢀࡇ

㛵࡚ࡋᑐᛂࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

    

 㸦㸱㸧㐺ษ࡞యไᩚࡢഛ࡚࠸ࡘ 

 

 ᮏᏛࠊ࡚࠸࠾♫ⓗཬࡧ⫋ᴗⓗ⮬❧㛵ࡿࡍᣦᑟ➼ࡢయไࣜࣕ࢟ࠊࡣ࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀࡢᨭ

ࣜࣕ࢟ࠋࡿ࠶ࡀ࣮ࢱࣥࢭᨭࡢ࣮ࢱࣥࢭᴗົࡣ࡚ࡋᑵ⫋ᨭᴗົ1ࠊࡎࡽࡲ␃㸪2 ᖺḟ

࡚ࡋࡑࠊࡋຓࢆࡇࡃ⠏ࢆ♏ᇶࡢࣜࣕ࢟ࡢศ⮬㌟⮬ࡣ࡛ 3ᖺḟࡣࡽලయⓗ࡞ᑵ⫋ᨭࣟࣉ

ࣥࢭᨭࣜࣕ࢟ࠋ㸦ୗᅗཧ↷㸧ࡿ࠸࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧࢆ⌧㐍㊰ᐇࡢᕼᮃࠊ࡛ࡇࡿࡍᥦ౪ࢆ࣒ࣛࢢ

Ꮫ⏕ᑐᛂ࡞⣽ࡵࡁࠊ࡞ࡿࡍ㝶ᐇࢆಶู┦ㄯ࡚ࡋᑐ⏕Ꮫ࡚ࡋᏛ㒊࣭Ꮫ⛉ඹ㏻ࠊࡣ࣮ࢱ
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調査概要

１．調査の目的

２．調査詳細

＜留め置き調査協力高校２２校と回答件数＞

本調査は、貴学入学実績のある高校の生徒と教員に、貴学のイメージや学問領域に関する調査をおこ

ない、今後の学生募集ならびに広報戦略上の基礎資料の収集を目的として実施した。

高校生に対しては留め置き調査（定量調査）を実施、高校教員に対してはヒアリング調査（定性調査）を

実施した。

＜留め置き調査＞

　１．調査対象者　：　高校２年生（貴学への入学実績のある２２校の生徒）

　　　　　　　　　　　　　　　　※対象高校は貴学にて選定していただき、調査協力の依頼をしていただく。

　２．エリア　　　　　：　茨城県北部/西部/東部、福島県南部

　３．回答期間　　　：　２００９年５月２０日～６月１０日

　４．有効回答数　 ：　１９０９件（１９２１件返送、有効回答率９９．２％）

　５．調査方法　　　：　高校への留置き調査

　　　　　　　　　　　　　　（高校教員にご協力いただきホームルーム等の時間に生徒にご回答いただく）

　６. 調査内容　　　：　貴学の特色、学問分野に対する興味関心

　　　　　　　　　　　　 　進学時における重視点、興味のある学問分野

　　　　　　　　　　　　　 社会で働くために身につけたい力、仕事や働き方　等

№ 高校名 回収件数
1 茨城県立鉾田第一高等学校 76件
2 茨城県立高萩高等学校 46件
3 茨城県立日立第二高等学校 89件
4 水城高等学校 77件
5 明秀学園日立高等学校 118件
6 茨城県立佐竹高等学校 39件
7 茨城県立石岡第一高等学校 79件
8 茨城県立佐和高等学校 75件
9 茨城県立水戸第三高等学校 77件

10 福島県立いわき光洋高等学校 62件
11 水戸短期大学附属高等学校 70件
12 茨城県立勝田高等学校 73件
13 福島県立磐城桜が丘高等学校 80件
14 茨城県立日立北高等学校 76件
15 茨城県立太田第一高等学校 79件
16 茨城キリスト教学園高等学校 290件
17 福島県立湯本高等学校 81件
18 茨城県立那珂高等学校 80件
19 茨城県立水戸商業高等学校 80件
20 茨城県立下館第二高等学校 75件
21 茨城県立水戸桜ノ牧高等学校 77件
22 茨城県立多賀高等学校 122件

1921件

1909件

回　収　件　数
有　効　件　数
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調査概要

２．調査詳細（つづき）

䠘䠘䠘䠘䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾༠ຊ㧗ᰯ༠ຊ㧗ᰯ༠ຊ㧗ᰯ༠ຊ㧗ᰯ䠍䠎䠍䠎䠍䠎䠍䠎ᰯᰯᰯᰯ䠚䠚䠚䠚

䠘䠘䠘䠘㧗ᰯᩍဨ㧗ᰯᩍဨ㧗ᰯᩍဨ㧗ᰯᩍဨ䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾䝠䜰䝸䞁䜾ㄪᰝㄪᰝㄪᰝㄪᰝ䠚䠚䠚䠚

䚷䠍䠊ㄪᰝᑐ㇟⪅䚷䠖䚷㧗ᰯᩍဨ䠄㈗Ꮫ䜈䛾ධᏛᐇ⦼䛾䛒䜛䠍䠎ᰯ䛾㐍㊰ᣦᑟ⪅䠅

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䈜ㄪᰝᰯ䛿㈗Ꮫ䛻䛶㑅ᐃ䛧䛶䛔䛯䛰䛝䚸ㄪᰝ༠ຊ䜢౫㢗䛧䛶䛔䛯䛰䛟䚹

䚷䠎䠊䜶䝸䜰䚷䚷䚷䚷䚷䠖䚷Ⲉᇛ┴㒊㻛す㒊㻛ᮾ㒊䚸⚟ᓥ┴༡㒊

䚷䠏䠊ゼၥᮇ㛫䚷䚷䚷䠖䚷䠎䠌䠌䠕ᖺ䠑᭶䠎䠓᪥䡚䠒᭶䠐᪥

䚷䠐䠊ㄪᰝ༠ຊᰯ䚷㻌䠖䚷䠍䠎ᰯ

䚷䠑䠊ㄪᰝ᪉ἲ䚷䚷䚷䠖䚷㧗ᰯ䜈䛾┤᥋ゼၥ䛻䜘䜛䝠䜰䝸䞁䜾

䚷䠒㻚㻌ㄪᰝෆᐜ䚷䚷䚷䠖䚷㈗Ꮫ䛻ᑐ䛩䜛䜲䝯䞊䝆䚸ホ౯

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌㈗Ꮫ䛻ᑐ䛩䜛⏕ᚐ䛾ㄆ▱䚸㛵ᚰ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌⏕ᚐ䛾⯆䛾䛒䜛Ꮫၥศ㔝䜔㐍㊰ඛ

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌⏕ᚐ䛻ᑐ䛩䜛㐍㊰ᣦᑟୖ䛾㔜どⅬ䚸␃ពⅬ䚷➼

㧗ᰯྡ

1 Ⲉᇛ┴❧▼ᒸ➨୍㧗➼Ꮫᰯ

2 Ⲉᇛ┴❧᪥❧㧗➼Ꮫᰯ

3 Ⲉᇛ┴❧᪥❧➨㧗➼Ꮫᰯ

4 Ⲉᇛ䜻䝸䝇䝖ᩍᏛᅬ㧗➼Ꮫᰯ

5 Ⲉᇛ┴❧㖝⏣➨୍㧗➼Ꮫᰯ

6 Ⲉᇛ┴❧Ỉᡞ➨୕㧗➼Ꮫᰯ

7 Ⲉᇛ┴❧⏣㧗➼Ꮫᰯ

8 ⚟ᓥ┴❧䛔䜟䛝ගὒ㧗➼Ꮫᰯ

9 Ỉᇛ㧗➼Ꮫᰯ

10 Ⲉᇛ┴❧ኴ⏣➨୍㧗➼Ꮫᰯ

11 Ⲉᇛ┴❧ୗ㤋➨㧗➼Ꮫᰯ

12 Ⲉᇛ┴❧Ỉᡞၟᴗ㧗➼Ꮫᰯ
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調査結果まとめ

■留め置き調査の基本属性（高校２年生１９０９名の属性）

■貴学のイメージ

【１】高校生の進学時の重視点

【２】貴学の特色に対して高校生が感じる魅力
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䞉㧗ᰯ䠎ᖺ⏕䛻ᑐ䛧䛶䚸ཷ㦂ᰯ䜢㑅䜆㝿䛾㔜ど䝫䜲䞁䝖䠄䠞⩌䠖❧ᆅ䞉䜲䝯䞊䝆㡯┠⩌䠅䜢㑅䜣䛷䜒䜙䛳䛯䛸䛣䜝䚸య䛷䛿䚸

䛂㏻䛾౽䛜䜘䛔䛃䠄䠑䠓䠊䠔䠂䠅䚸䛂タ䞉タഛ䛾ᐇ䛃䠄䠑䠓䠊䠓䠂䠅䛜䠒ᙅ䛸㧗䛟䚸ḟ䛔䛷䛂Ꮫ䛾ሙᡤ䛜䜘䛔䛃䠄䠐䠓䠊

䠌䠂䠅䚸䛂᫂䜛䛔䛃䠄䠐䠒䠊䠍䠂䠅䛜⥆䛔䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘ዪᏊ䠚䛿䛂᫂䜛䛔䛃䠄䠑䠌䠊䠕䠂䠅䛂䜰䝑䝖䝩䞊䝮䛃䠄䠎䠍䠊䠓䠂䠅䜢㔜ど䛧䛶䛔䜛䚹

䖃ᛶูヲ⣽

䞉⏨ዪ䛸䜒䛻䚸䛂Ꮫ⏕䛾䜻䝱䝸䜰ᙧᡂᨭ䜢䠐ᖺ㛫䜢㏻䛨䛶䝃䝫䞊䝖䛃䛂୍ே䜂䛸䜚䛾ᕼᮃ䜔㐺ᛶ䜢Ⰻ䛟⌮ゎ䛧䛯ᑵ⫋ᣦᑟ䛃

䛻䛚䛔䛶䚸䛂䛸䛶䜒㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛䛃䛾ᅇ⟅ྜ䛜㧗䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉䠘ዪᏊ䠚䛷䛿䚸䛂ᾏእ䛾䠍䠌Ꮫ䛸༠ᐃ䜢⤖䜃ྛ✀␃Ꮫไᗘ䛜ᐇ䛃䛾䛂䛸䛶䜒㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛䛃䛾ᅇ⟅ྜ䛜䠏䜢㉸䛘

䛶䛔䜛䚹

䖃ᛶู
ዪᏊ䛜⣙䠒䠄䠑䠔䠊䠐䠂䠅䜢༨䜑䛶䛔䜛䚹

䖃⌧ᅾ䛾ᩥ⌮ᚿᮃ

ᩥ⣔䠄䛂ᩥ⣔䛃䛂䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛘䜀ᩥ⣔䛃䠅䛜⣙䠒䠄䠒䠍䠊䠏䠂䠅䚸㻌⌮⣔䠄㻌䛂⌮⣔䛃䛂䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛘䜀⌮⣔䛃㻌䠅䛜⣙䠏䠄䠏䠌䠊

䠏䠂䠅䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䖃䠝⩌

䞉㧗ᰯ䠎ᖺ⏕䛻ᑐ䛧䛶䚸ཷ㦂ᰯ䜢㑅䜆㝿䛾㔜ど䝫䜲䞁䝖䠄䠝⩌䠖Ꮫ䜃䞉ไᗘ㡯┠⩌䠅䜢㑅䜣䛷䜒䜙䛳䛯䛸䛣䜝䚸య䛷䛿䛂Ꮫ䜃

䛯䛔ศ㔝䛾Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ䞉䝁䞊䝇䛜䛒䜛䛃䛜䠓䠐䠊䠒䠂䛸✺ฟ䛧䛶䛚䜚䚸ḟ䛔䛷䛂䜑䛦䛩㈨᱁䜔චチ䛜ྲྀᚓ䛷䛝䜛䛃䠄䠑䠒䠊

䠌䠂䠅䚸䛂ᑵ⫋≧ἣ䛜䜘䛔䛃䠄䠑䠐䠊䠔䠂䠅䛜⥆䛔䛶䛔䜛䚹䛂೫ᕪ್䛃䛂Ꮫ㈝䛃䛂࿘ᅖ䛾ホุ䛜䜘䛔䛃䜒䠐๓ᚋ䛸㧗䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘ዪᏊ䠚䛿䚸䛂Ꮫ䜃䛯䛔ศ㔝䛾Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ䞉䝁䞊䝇䛜䛒䜛䛃䠄䠔䠌䠊䠒䠂䠅㻌䛂䜑䛦䛩㈨᱁䜔චチ䛜ྲྀᚓ

䛷䛝䜛䛃䠄䠒䠎䠊䠕䠂䠅䛾ྜ䛜䚸䠘⏨Ꮚ䠚䜘䜚㧗䜑䛷䛒䜛䚹

䖃⫯ᐃᅇ⟅

䞉㈗Ꮫ䛾≉Ⰽ䜢ᥦ♧䛧䛶䚸㨩ຊᗘ䜢⪺䛔䛯䛸䛣䜝䚸䛂Ꮫ⏕䛾䜻䝱䝸䜰ᙧᡂᨭ䜢䠐ᖺ㛫䜢㏻䛨䛶䝃䝫䞊䝖䛃䠄䠒䠓䠊䠓䠂䠅䚸䛂୍

ே䜂䛸䜚䛾ᕼᮃ䜔㐺ᛶ䜢䜘䛟⌮ゎ䛧䛯ᑵ⫋ᣦᑟ䛃䠄䠒䠑䠊䠐䠂䠅䛾䜻䝱䝸䜰ᙧᡂ䞉ᑵ⫋ᨭ䛾䠎㡯┠䛻ᑐ䛩䜛㨩ຊᗘ䛜㧗䛟

䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘ዪᏊ䠚䛿䛔䛪䜜䛾㡯┠䛻䛚䛔䛶䜒䚸䠘⏨Ꮚ䠚䜢ୖᅇ䛳䛶䛔䜛䚹≉䛻䚸䛂ᾏእ䛾䠍䠌Ꮫ䛸༠ᐃ䜢⤖䜃ྛ

✀␃Ꮫไᗘ䛜ᐇ䛃䠄䠓䠐䠊䠐䠂䠅䛂䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䜢య㦂䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸⮬ศ䛸⌧ᐇ䛾♫䛾㐺ᛂᛶ䛻䛴䛔䛶⪃䛘䜛䛃䠄䠒

䠏䠊䠎䠂䠅䛷䛿䚸䠘⏨Ꮚ䠚䜘䜚䜒䠎䠌䠂⛬ᗘ㧗䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

3



調査結果まとめ

■貴学への高校教員からの評価・意見（ヒアリングより抜粋）

【１】貴学へのイメージや評価

【２】貴学への意見や要望

【３】競合大学（常磐大学）との比較の声　 ※競合大学として名前が挙がったのは、ほとんどが常磐大学のため。
䠄䛻ⲈᇛᏛ䚸ᅜ㝿་⒪⚟♴Ꮫ➼䠅

䞉䛝䛱䜣䛸ᩍ⫱䜢䛧䚸⏕ᚐ䛾㠃ಽぢ䜒Ⰻ䛔䛸ᛮ䛖䚹ぶ䛾ಙ㢗䜒ཌ䛔䚹

䞉㠀ᖖ䛻䜰䝑䝖䝩䞊䝮䛺㞺ᅖẼ䛜䛒䜛䛸ᛮ䛖䚹

䞉ఏ⤫䛜䛒䜛䚹タ䛺䛹䛜䛧䛳䛛䜚䛧䛶䛔䜛ឤ䛨䛜䛩䜛䚹

䞉㏻Ꮫ䛧䜔䛩䛔䛸䛣䜝䛻䛒䜛䚹

䞉ᩍဨ᥇⏝ヨ㦂䛻ᣮᡓ䛷䛝䜛䜎䛷ఙ䜃䛶䛔䜛䜲䝯䞊䝆䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䚹

䞉௨๓䛿ᩥᏛ㒊䛾ⱥㄒ⛉䛜ᙉ䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䛯䛜䚸᭱㏆䛿ᗂ⛶ᅬ䚸ಖ⫱ኈ䛾චチྲྀᚓ䛷䛝䜛ᑓᨷ䛜䛒䜛䛾䛷䚸ᐇᏛⓗ䛺

Ꮫ䛷䛒䜛䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᇶᮏⓗ䛻䛿ᅜබ❧Ꮫ䛾ే㢪ᰯ䛰䛸ᛮ䛖䚹

䞉ᮾி䛻⾜䛟䛣䛸䛿ᐙ䛾ே䛜ᑐ䛧䛶䛔䛶䚸ᐇᏛᚿྥ䛾⏕ᚐ䛻່䜑䜛䚹

䞉┳ㆤ䛸䛛㣗≀䛻㛵䛩䜛㈨᱁䜢ྲྀ䜚䛯䛔䛸䛔䛖⏕ᚐ䛻່䜑䜛䚹

䞉䛹䛖䛧䛶䜒ಖᏲⓗ䛷ሀᐇ䛺䜲䝯䞊䝆䛜䛩䜛䛾䛷䚸䛱䜗䛳䛸ᆅ䛛䛺䛸ᛮ䛖䚹

䞉ዪᏊ䛾Ꮫᰯ䛸䛔䛖䜲䝯䞊䝆䛜ᙉ䛔䛾䛷䚸⏨Ꮚ䛜䛒䜎䜚✚ᴟⓗ䛻⾜䛝䛯䛜䜙䛺䛔䚹

䞉䜻䝸䝇䝖ᩍ䛸䛔䛖ゝⴥ䛻ᘬ䛳䛛䜛⏕ᚐ䛜䛔䜛䚹ᰤ㣴⣔䜔┳ㆤ䛺䛹䛜ቑ䛘䛶䜻䝸䝇䝖ᩍ䛸䛔䛖䜲䝯䞊䝆䛿䛺䛟䛺䛳䛶䛝䛯䛸

ᛮ䛖䚹䛯䛰䚸ぶ䛛䜙䛿䛂ఱ䛛ኚ䜟䛳䛯䛣䛸䜢䜔䜛䛾䛷䛩䛛䛃䛸⪺䛛䜜䜛䛣䛸䛿䛷䜒䛒䜛䚹

䞉Ꮫ㒊䛜䜒䛳䛸䝞䝷䜶䝔䜱䛻ᐩ䜣䛷䛔䜛䛸Ⰻ䛔䚹

䞉Ⰻ䛔⏕ᚐ䛜㞟䜎䜛䜘䛖䛺ேẼ䛾䛒䜛Ꮫ䛻䛺䛳䛶䜋䛧䛔䚹᪂䛧䛔Ꮫ㒊䜔Ꮫ⛉䜢స䜚ᐇ⌧䛧䛶ḧ䛧䛔䚹

䞉䜻䝸䝇䝖ᩍᏛ䛸䛔䛖䛾䛷䚸䠥䠟䠱䛾䝸䝧䝷䝹䜰䞊䝒䜏䛯䛔䛺ឤ䛨䛻䛺䛳䛶䛔䛡䜀Ⰻ䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛䚹㞺ᅖẼ䜒ᅜ㝿ⓗ䛷䚸

▱ⓗ䛷ఙ䜃䜔䛛䛺᪉㠃䛻⾜䛳䛶䜒Ⰻ䛔䛾䛛䛺䛸䛔䛖䜲䝯䞊䝆䛜䛒䜛䚹

䞉䜒䛳䛸ᗈሗ䜢✚ᴟⓗ䛻㐍䜑䛶䜒䜘䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛䚹

䞉Ⲉᇛ䜻䝸䝇䝖ᩍᏛ䛜ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁⪅䜢ฟ䛧䛶䛔䜛䛸䛔䛖༳㇟䛜䛺䛔䛾䛷䚸ྜ᱁⋡䜢㧗䜑䛶ሗ䜢䜒䛖ᑡ䛧▱䜙䛫䛶䜒

Ⰻ䛔䛾䛷䛿䛺䛔䛛䚹䛭䛖䛩䜜䜀⏕ᚐ䛾ᆅඖᚿྥ䜒ᙉ䛔䛾䛷䚸ぶᚚ䛥䜣䜒䛬䜂⾜䛛䛫䛯䛔䛸ᛮ䛖䛾䛷䛿䛺䛔䛛䚹

䞉┳ㆤ⣔䚸ᰤ㣴⣔䜢ᕼᮃ䛧䛶䛔䜛⏕ᚐ䜒ከ䛔䛾䛷䚸ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁䛜䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛤ᣦᑟ䛔䛯䛰䛝䛯䛔䚹

䞉ᩍဨ᥇⏝ヨ㦂䛻ྜ᱁䛷䛝䜛䜘䛖䛺ຊ䜢䛴䛡䜛ᩍ⫱䜢䛧䛶ḧ䛧䛔䚹

䞉┳ㆤ䛸⟶⌮ᰤ㣴ኈ䛾᥎⸀ᯟ䜢ᗈ䛢䛶䛔䛯䛰䛝䛯䛔䚹

䞉ᮏᰯ䜢ᣦᐃᰯ䛻䛺䜜䜛䜘䛖䛻䛧䛶䜋䛧䛔䚹

䞉䜒䛳䛸┳ㆤᏛ㒊䛾Ꮫ㈝䜢ୗ䛢䛶䛔䛯䛰䛝䛯䛔䚹

䖃᭷䛺Ⅼ

䞉┳ㆤᏛ㒊䛜䛒䜛䚹㈨᱁䛜䛸䜜䜛䜲䝯䞊䝆䛜䛒䜛䚹

䞉ᖖ☬Ꮫ䜘䜚䛿ඛ䛻㣗≀⣔䛾Ꮫ⛉䛜䛷䛝䛯䛾䛷ఏ⤫䛸ᐇ⦼䛜䛒䜛䚹

䞉ᩍ⫋䛾ྲྀᚓ䛻㛵䛧䛶䚸ᖖ☬Ꮫ䜘䜚䜒ఏ⤫䛜䛒䛳䛶䚸ᆅඖ䛻ேᮦ䜢㏦䜚ฟ䛧䛶䛔䜛䚹

䞉つᶍ䛜䛝䛩䛞䛪䚸䠄Ⰻ䛔ព䛷䠅䛣䛨䜣䜎䜚䛧䛶䛔䜛䚹䜰䝑䝖䝩䞊䝮䛺㞺ᅖẼ䛜䛒䜛䚹

䞉ಖㆤ⪅䛛䜙䛿䚸ᩍ⫱䛜䛧䛳䛛䜚䛧䛶䛔䛶ಙ㢗䛷䛝䜛䛸䛔䛖ホ౯䛜䛒䜛䚹

䖃䛺Ⅼ

䞉Ꮫ㒊Ꮫ⛉䛜㝈䜙䜜䛶䛔䜛䛾䛷䚸㑅ᢥ⫥䛜ᑡ䛺䛔䚹

䞉♫⛉Ꮫ⣔䛾Ꮫ⛉䛜䛺䛔䚹

䞉ᮏᰯ䛾⏕ᚐ䛜ከ䛟ᚿᮃ䛩䜛⤒ႠᏛ㒊䛜䛺䛔䚹

䞉⤒῭ⓗ䛻ᅔ❓䛧䛶䛔䜛Ꮫ⏕䛻ᑐ䛩䜛ᨭ䛜ᑡ䛺䛔䚹ᖖ☬Ꮫ䛾᪉䛜䚸ዡᏛ㔠䜔Ꮫ㈝ຓ䜒ྵ䜑䛶䚸ᨭ䛜ⱝᖸཌ䛔

䛸䛔䛖༳㇟䛜䛒䜛䚹
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調査結果まとめ

■貴学のイメージ　まとめ

【高校生の評価】

【高校教員の評価】

䖃ⲈᇛᏛ䛾ే㢪ᰯ䛸䛔䛖⨨䛵䛡䚹┴ෆ㐍Ꮫ䜢ᕼᮃ䛩䜛⏕ᚐ䛜ཷ㦂䛩䜛䚹

䖃Ⲉᇛ䜻䝸䝇䝖ᩍᏛ䜢▱䜙䛺䛔⏕ᚐ䛿䛔䛺䛔䚹ㄆ▱ᗘ䛿㧗䛟ᝏ䛔༳㇟䛿䛺䛔䚹

䖃㠃ಽぢ䛾Ⰻ䛥䚸䜰䝑䝖䝩䞊䝮䛥䛻ᐃホ䛜䛒䜛䚹

䖃┳ㆤ䚸ᗂඣಖ⫱䚸ᩍ⫋䚸ᰤ㣴䛺䛹䛾㈨᱁䛻ᙉ䛔䜲䝯䞊䝆䛜䛒䜛䚹

䖃┠ⓗ䛜᫂☜䛷䚸㈨᱁ྲྀᚓഴྥ䛾ᙉ䛔⏕ᚐ䛻່䜑䛶䛔䜛䚹

䖃➇ྜ䛩䜛Ꮫ䛿ᖖ☬Ꮫ䚹ᆅඖ䛻䛒䜚⮬Ꮿ䛛䜙㏻Ꮫ䛷䛝䜛Ꮫ䛸䛔䛖䛣䛸䛜ඹ㏻䚹

䚷Ꮫ䜃䛯䛔Ꮫၥศ㔝䛾᭷↓䚸❧ᆅ䞉⎔ቃ䞉㞺ᅖẼ䛾⌮⏤䛷䚸⏕ᚐ䛿㑅ู䛧䛶䛔䜛䚹

䖃ᖖ☬Ꮫ䛸ẚ䜉䚸Ꮫၥศ㔝䛜ᑡ䛺䛟䚸♫⛉Ꮫ⣔䛾Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉䛜䛺䛔䚹

䖃ཷ㦂ᰯ㑅ᢥ䛾㔜どⅬ䛿䚸⏨ዪ䛸䜒䛂Ꮫ䜃䛯䛔ศ㔝䛾Ꮫ㒊䞉Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ䞉䝁䞊䝇䛜䛒䜛䛃䛂䜑䛦䛩㈨᱁䜔චチ䛜ྲྀᚓ䛷䛝

䜛䛃䛂ᑵ⫋≧ἣ䛜䜘䛔䛃䛜㧗䛔䚹

㈗Ꮫ䛾≉Ⰽ䛻ᑐ䛩䜛ホ౯䛿⥲䛨䛶㧗䛔䚹≉䛻ዪᏊ⏕ᚐ䛛䜙㧗䛟ホ౯䛥䜜䛶䛔䜛䚹

䖃୰䛷䜒䚸㈗Ꮫ䛾䛂䜻䝱䝸䜰ᙧᡂ䞉ᑵ⫋ᨭ䛃䛿䚸䛾≉Ⰽ䜘䜚䜒㧗䛟ホ౯䛥䜜䛶䛔䜛䚹
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調査結果まとめ

■高校生が魅力を感じる学問と仕事

【１】高校生が興味をもっている学問分野

䞉䠎௨ୖ䛾㧗ᰯ⏕䛜⯆䜢䜒䛳䛶䛔䜛Ꮫၥศ㔝䛿䚸

య䛷䛿䛂ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛃䛂ᚰ⌮Ꮫ⣔䛃䛂ㄒᏛ⣔䛃

䛂⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛃䛾䠐ศ㔝䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘ዪᏊ䠚䛿䠑Ꮫၥศ㔝䛒䜛䛜䚸䠘⏨

Ꮚ䠚䛿䠏ศ㔝䛸ᑡ䛺䛔䚹䠘⏨Ꮚ䠚䛿䚸≉䛻䛂⤒῭䞉⤒

Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛃䠄䠏䠍䠊䠌䠂䠅䛻㞟୰䛧䛶䛔䜛䚹

【２】貴学の学問分野に対して高校生が感じる魅力

䚷䞉య䛷䛿䚸䛂ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛃䠄䠎䠐䠊䠕䠂䠅䚸䛂ᚰ⌮Ꮫ⣔䛃䠄䠎䠐䠊䠒䠂䠅䚸䛂ㄒᏛ⣔䛃䠄䠎䠍䠊䠍䠂䠅䚸䛂⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛃

䠄䠎䠌䠊䠌䠂䠅䛜㧗䛔䚹

䚷䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘⏨Ꮚ䠚䛿䚸䛂⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛃䠄䠏䠍䠊䠌䠂䠅䛜✺ฟ䛧䛶䛚䜚䚸㻌䛂ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛃䠄䠎䠌䠊䠑䠂䠅

䛂ᚰ⌮Ꮫ⣔䛃䠄䠍䠕䠊䠍䠂䠅䛜⥆䛔䛶䛔䜛䚹䠘ዪᏊ䠚䛿䚸䛂ᚰ⌮Ꮫ⣔䛃䠄䠎䠔䠊䠑䠂䠅䚸䛂ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛃䠄䠎䠔䠊䠌䠂䠅䚸䛂ㄒᏛ

⣔䛃䠄䠎䠐䠊䠕䠂䠅䛜㧗䛔䚹

䖃⫯ᐃᅇ⟅

䞉㈗Ꮫ䛾᪤ᏑᏛ㒊Ꮫ⛉䛾Ꮫၥ㡿ᇦ䠓ศ㔝䛻䚸䝎䝭䞊䛸䛧䛶Ꮡᅾ䛧䛺䛔䠎ศ㔝䠄䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾ศ㔝䠋⤒ႠᏛ䞉ၟᏛศ㔝䠅䜢

ྵ䜑䛶䚸䇾㈗Ꮫ䛻䛚䛡䜛Ꮫၥศ㔝䇿䛸䛧䛶㉁ၥ䛧䛶䜏䛯䚹

䞉య䛷䛿䛂ⱥㄒᏛศ㔝䛃䠄䠐䠑䠊䠔䠂䠅䚸䛂ᩥὶᏛศ㔝䛃䠄䠐䠐䠊䠔䠂䠅䚸䛂ඣ❺ᩍ⫱ศ㔝䛃䠄䠐䠐䠊䠎䠂䠅䜈䛾㨩ຊᗘ䛜㧗䛟

䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘ዪᏊ䠚䛿䚸᪤Ꮡ䛾Ꮫၥ䠓ศ㔝䛻䛴䛔䛶䛿䠐䠑䠂௨ୖ䛷䛒䜚䚸⯆䛿㧗䛔䚹䝎䝭䞊䠎ศ㔝䛾䜏⯆䛿ప

䛔䚹

䞉䠘⏨Ꮚ䠚䛿䠘ዪᏊ䠚䛻ẚ䜉䚸᪤ᏑᏛၥ䠓ศ㔝䛾⯆䛿䛶ప䛔䚹䠘⏨Ꮚ䠚䛾୰䛷䛿䚸㻌䛂ⱥㄒᏛศ㔝䛃䠄䠏䠕䠊䠓䠂䠅䚸䛂⤒

Ⴀ䞉ၟᏛศ㔝䛃䠄䠏䠔䠊䠌䠂䠅䛾䠎ศ㔝䛜㧗䜑䚹䛂⤒Ⴀ䞉ၟᏛศ㔝䛃䠄䠏䠔䠊䠌䠂䠅䛾䜏䚸䠘ዪᏊ䠚䜘䜚䜒㧗䛔䚹

䖃ᛶูヲ⣽

䞉䠘⏨Ꮚ䠚䛿䚸䛂䛸䛶䜒㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛䛃䛾ྜ䛻╔┠䛩䜛䛸䚸䛚䛚䜐䛽䠍๓ᚋ䛾ホ౯䛻䛸䛹䜎䛳䛶䛔䜛䚹

䞉䠘ዪᏊ䠚䛿䛂ⱥㄒᏛศ㔝䛃䛂ᗂඣಖ⫱ศ㔝䛃䛂ඣ❺ᩍ⫱ศ㔝䛃䛷䚸䛂䛸䛶䜒㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛䛃䛾ྜ䛜䠎䜢㉸䛘䛶䛔䜛䚹

1114ே୰ 䠂

1 ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 317 28.5

2 ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 312 28.0

3 ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 277 24.9

4 ┳ㆤ䞉ಖᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 263 23.6

5 㣗≀䞉ᰤ㣴Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 220 19.7

6 ᩥᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 188 16.9

7 ⚟♴⣔䛾Ꮫ䜃 167 15.0

8 ⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 134 12.0

9 ᅜ㝿㛵ಀᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 124 11.1

10 ἲᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 92 8.3

11 ♫Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 50 4.5

䠘ዪᏊ䠚794ே୰ 䠂

1 ⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 246 31.0

2 ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 163 20.5

3 ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 152 19.1

4 ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 126 15.9

5 ἲᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 119 15.0

6 ᩥᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 112 14.1

7 ┳ㆤ䞉ಖᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 78 9.8

8 ᅜ㝿㛵ಀᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 69 8.7

9 ⚟♴⣔䛾Ꮫ䜃 64 8.1

10 㣗≀䞉ᰤ㣴Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 61 7.7

11 ♫Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 49 6.2

䠘⏨Ꮚ䠚

1909ே୰ 䠂

1 ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 475 24.9

2 ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 469 24.6

3 ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 403 21.1

4 ⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 381 20.0

5 ┳ㆤ䞉ಖᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 341 17.9

6 ᩥᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 301 15.8

7 㣗≀䞉ᰤ㣴Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 281 14.7

8 ⚟♴⣔䛾Ꮫ䜃 231 12.1

9 ἲᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 211 11.1

10 ᅜ㝿㛵ಀᏛ⣔䛾Ꮫ䜃 193 10.1

11 ♫Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃 99 5.2

䠘య䠚
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調査結果まとめ

【３】高校生が興味のある仕事や働き方

【４】“社会で活躍するのに必要”と高校生が感じる能力

䖃⫯ᐃᅇ⟅

䞉య䛷䛿䛂᥋ᐈ䞉㈍䞉Ⴀᴗ䛃䠄䠐䠍䠊䠐䠂䠅䚸䛂⏬䞉㛤Ⓨ䛃䠄䠏䠕䠊䠑䠂䠅䚸䛂බົဨ䛃䠄䠏䠔䠊䠎䠂䠅䚸䛂ᆅඖᴗ䜘䜚ᴗ䛷ാ

䛟䛃䠄䠏䠓䠊䠔䠂䠅䛾⯆䛜㧗䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷䜏䜛䛸䚸䠘⏨Ꮚ䠚䛿䚸䛂ᆅඖᴗ䜘䜚ᴗ䛷ാ䛟䛃䠄䠐䠒䠊䠌䠂䠅䚸䛂⏬䞉㛤Ⓨ䛃䠄䠐䠐䠊䠓䠂䠅䚸䛂බົဨ䛃䠄䠐䠐䠊䠎䠂䠅

䜈䛾⯆䛜㧗䛔䚹䠘ዪᏊ䠚䛿䚸䛂᥋ᐈ䞉㈍䞉Ⴀᴗ䛃䠄䠐䠔䠊䠔䠂䠅䚸䛂᪑⾜䞉䝩䝔䝹䞉⯟✵䞉䝞䝇䛃䠄䠐䠌䠊䠐䠂䠅䛜⏨Ꮚ䜘䜚䜒䛝

䛟⯆ᗘྜ䛔䛜㧗䛔䚹

䖃ᛶูヲ⣽

䞉⏨ዪ䛸䜒䚸䛂ᣦ♧䜢ᚅ䛴䛾䛷䛿䛺䛟䚸⮬ศ䛷䜔䜛䜉䛝䛣䛸䜢ぢ䛴䛡䛶✚ᴟⓗ䛻ྲྀ䜚䛟䜐ጼໃ䛃䛂⮬ศ䛾ពぢ䜢ᩚ⌮䛧䛶䚸┦

ᡭ䛻䜟䛛䜚䜔䛩䛟ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛ຊ䛃䛷䚸䛂䛸䛶䜒ᚲせ䛷䛒䜛䛃䛜䠒๓ᚋ䛸㧗䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䖃ᛶูヲ⣽

䞉䠘⏨Ꮚ䠚䛿䚸䛂ᆅඖᴗ䜘䜚ᴗ䛷ാ䛟䛃䛂බົဨ䛃䛻䛴䛔䛶䚸䛂⯆䛜䛒䜛䛃䛸䛔䛖ᅇ⟅䛧䛯ே䛜䠎䛻ཬ䜆䚹

䞉䠘ዪᏊ䠚䛿䚸䛂᥋ᐈ䞉㈍䞉Ⴀᴗ䛃䛻䛴䛔䛶䚸䛂⯆䛜䛒䜛䛃䛸ᅇ⟅䛧䛯ே䛜䠎䛻㏆䛔䚹

䖃⫯ᐃᅇ⟅

䞉య䛷䛿䚸䛂ᣦ♧䜢ᚅ䛴䛾䛷䛿䛺䛟䚸⮬ศ䛷䜔䜛䜉䛝䛣䛸䜢ぢ䛴䛡䛶✚ᴟⓗ䛻ྲྀ䜚䛟䜐ጼໃ䛃䠄䠕䠏䠊䠒䠂䠅䚸䛂⮬ศ䛾ពぢ䜢

ᩚ⌮䛧䛶䚸┦ᡭ䛻䜟䛛䜚䜔䛩䛟ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛ຊ䛃䠄䠕䠌䠊䠎䠂䠅䛜䠕䜢㉸䛘䛶䛔䜛䚹

䞉ᛶู䛷ẚ㍑䛩䜛䛸䚸䛹䛾㡯┠䜒䠘ዪᏊ䠚䛾䜋䛖䛜ᚲせ䛸ឤ䛨䛶䛔䜛䛜䚸≉䛻䛂Ᏻ䜔‶䜢ឤ䛨䜛䛣䛸䛜䛒䛳䛶䜒䚸ᡂ㛗

䛾ᶵ䛰䛸ᤊ䛘䛶๓ྥ䛝䛻ྲྀ䜚⤌䜐ຊ䛃䛂⮬ศ䛾䝹䞊䝹䜔䜔䜚᪉䛻䛣䛰䜟䜛䛾䛷䛿䛺䛟䚸┦ᡭ䛾ពぢ䜔❧ሙ䜢ᑛ㔜䛧⌮ゎ

䛩䜛ຊ䛃䛷䛿䛾㡯┠䛸ẚ䜉ᕪ䛜䛝䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹
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調査結果まとめ

■高校教員からみた高校生の学問興味と、就職とのかかわりの現状（ヒアリングより抜粋）

【１】生徒は、どのような学問系統に興味を持っているか

【２】生徒の興味は、大学卒業後の就職と結びついているか

䞉ேᩥ⛉Ꮫ⣔䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᩍ⫱䜔ᚰ⌮⣔௨እ䚸䛒䜎䜚ேẼ䛜䛺䛔䚹

䞉⤒῭䜔ၟᏛ⣔䛷䠑䡚䠒ᖺ๓䛛䜙ᑵ⫋䛻᭷䛰䛸ゝ䜟䜜䛶䛔䛶䚸⯆䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䚹

䞉ᩥ⣔䛾⏨Ꮚ⏕ᚐ䛿䚸⤒῭⣔䜢ព㆑䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛜ከ䛔䚹

䞉⣧⢋䛺ᩥᏛ㒊⣔䜢ᚿᮃ䛩䜛⏕ᚐ䛿ᑡ䛺䛔䚹

䞉ᗂඣ䚸ᰤ㣴䚸┳ㆤ䛺䛹䛾㈨᱁䛜ྲྀ䜜䜛ᐇᏛ⣔⤫䛻⯆䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䛾䛿ዪᏊ䛜ከ䛔䚹

䞉ᩥᏛ⣔䜔ㄒᏛ⣔ᚿᮃ䛿ዪᏊ䛜ከ䛔䚹⤒ႠᏛ㒊䜔⤒῭Ꮫ㒊ᚿᮃ䛿⏨Ꮚ⏕ᚐ䛜ከ䛔䚹

䞉ᩥ⣔䛷䛒䜜䜀䚸୍␒ேẼ䛜䛒䜛䛾䛿♫⛉Ꮫ⣔䛷䚸⤒῭䜔♫Ꮫ㒊䚹䛒䛸䛿ᩍ⫱Ꮫ㒊䚹

䞉ᩍ⫱Ꮫ㒊䛻䜒⯆䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛⏕ᚐ䛿ከ䛔䚹

䞉ၟᴗ㧗ᰯ䛺䛾䛷䚸⏨ዪ䛸䜒ၟᴗ䚸⤒῭䚸⤒ႠᏛ⣔⤫䛜ከ䛔䚹

䞉ᩥ⣔䛷䛒䜜䜀䚸ἲᏛ㒊䜔⤒῭Ꮫ㒊䛜ከ䛟䚸⌮⣔䛷䛿ᕤᏛ㒊䛜ከ䛔䚹

䞉⌮⣔䛰䛸ᕤᏛ㒊䛾㟁Ꮚ⣔䛺䛹䚹ዪᏊ䛿ᰤ㣴⣔䜔┳ㆤ⣔䛾ᚿᮃ⪅䚹

䞉Ꮫ༞ᴗᚋ䛾ᑵ⫋䛾䛣䛸䜢⪃䛘䛶䚸Ꮫ䜢㑅䜣䛷䛔䜛䛸ᛮ䛖䚹

䞉䛾㧗ᰯ⏕䛿䚸Ꮫၥ䜈䛾ዲወᚰ䜘䜚䛿䚸ᑵ⫋䜔䝷䜲䝣䝥䝷䞁䛸⤖䜃䛴䛔䛶䛔䜛䛸ᛮ䛖䚹

䞉䠑ᖺᚋ䚸䠍䠌ᖺᚋ䜢ぢᤣ䛘䛯䝥䝷䞁䜢⮬ศ䛯䛱䛷⪃䛘䛶䛔䜛䚹

䞉Ꮫ䛷ఱ䛜ຮᙉ䛷䛝䜛䛛䛷Ꮫ㒊Ꮫ⛉䜢㑅䜆䚹

䞉㈨᱁䛜ྲྀ䜜䜛Ꮫ㒊Ꮫ⛉䛻⾜䛟⏕ᚐ䛿䚸䛷䛝䜜䜀䛭䜜䜢ྲྀ䛳䛶䛭䛾㈨᱁䜢ά䛛䛧䛯䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛䚹

䞉⤒῭Ꮫ㒊䛺䛹䛻䛔䛝䛯䛔⏕ᚐ䛿䚸䖃䖃䛻䛺䜚䛯䛔䛸䛛䛷䛿䛺䛟䚸Ⰻ䛔䛸䛣䜝䛻ᑵ⫋䛧䛯䛔䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛䚹

䞉⏕ᚐ䛾⯆䛿䚸༞ᴗ䛧䛶䛛䜙䛾ᑵ⫋䜔㈨᱁䛾ྲྀᚓ䛻㛵䛩䜛ព㆑䛜ᙉ䛔䚹ぶ䛾ព㆑䜒ᙉ䛟䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䞉Ꮫ༞ᴗᚋ䚸ᆅඖ䛻ᖐ䛳䛶ᑵ⫋䛧䛯䜋䛖䛜Ⰻ䛔䛸ಖㆤ⪅䛾᪉䛿⪃䛘䛶䛔䜛䜘䛖䛷䚸ᆅඖ䛻ᡠ䛳䛶䛝䛶ᑵ⫋䛩䜛Ꮚ䛿ከ

䛔䚹

䞉ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁⋡䛜㧗䛔䛸䛛䚸ᑵ⫋䛧䜔䛩䛔䛸䛛䚸ㄪ䜉䛶㐍㊰䜢Ỵ䜑䜛䚹

䞉་⒪┳ㆤ⣔䜢ཷ㦂䛩䜛⏕ᚐ䛿䚸┳ㆤᖌ䜔⌮Ꮫ⒪ἲኈ䛾㈨᱁䜢ྲྀ䜝䛖䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹
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調査結果まとめ

■高校生が魅力を感じる学問と仕事　まとめ

【高校生が魅力を感じる学問】

【高校生が魅力を感じる仕事・働き方】

【高校生が必要と思う能力】

䖃䛂⮬ᛶ䛃䛂䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ䛃䛿䠕䛜ᚲせ䛰䛸ឤ䛨䛶䛔䜛䚹
䖃⬟ຊ䛿䚸⏨Ꮚ䜘䜚䜒ዪᏊ䛾᪉䛜ᙉ䛟ᚲせ䛰䛸ឤ䛨䛶䛔䜛䚹

䖃⏨Ꮚ䛿䚸䛂ᆅඖᴗ䜘䜚ᴗ䛷ാ䛟䛃䛂⏬䞉㛤Ⓨ䛃䛂බົဨ䛃䛻⯆䛜㧗䛔䚹
䖃ዪᏊ䛿䚸䛂᥋ᐈ䞉㈍䞉Ⴀᴗ䛃䛂᪑⾜䞉䝩䝔䝹䞉⯟✵䞉䝞䝇䛃䛻⯆䛜㧗䛔䚹

䖃ዪᏊ䛜㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛Ꮫၥ䠑ศ㔝䛿䚸⌧⾜䛾Ꮫ㒊Ꮫ⛉䛷䜹䝞䞊䛥䜜䛶䛔䜛䚹
䖃⏨Ꮚ䛜㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛Ꮫၥ䠑ศ㔝䛾䛖䛱䚸♫⛉Ꮫ⣔䛾䛂⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛃䛸䛂ἲᏛ⣔䛃䛜⌧⾜䛾㈗Ꮫ䛾Ꮫ㒊Ꮫ⛉䛻
䛿䛺䛔䚹

䛺䛧5䠖ἲᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ᩥὶᏛ⛉䚸⌧௦ⱥㄒᏛ⛉4䠖ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ே㛫⚟♴Ꮫ⛉3䠖ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ඣ❺ᩍ⫱ᑓᨷ䚸ᗂඣಖ⫱ᑓᨷ2䠖ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

䛺䛧1䠖⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

⏨
Ꮚ

㈗Ꮫ䛾Ꮫၥ㡿ᇦ(Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ)㧗ᰯ⏕䛜⯆䛾䛒䜛Ꮫၥศ㔝

䛺䛧5䠖ἲᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ᩥὶᏛ⛉䚸⌧௦ⱥㄒᏛ⛉4䠖ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ே㛫⚟♴Ꮫ⛉3䠖ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ඣ❺ᩍ⫱ᑓᨷ䚸ᗂඣಖ⫱ᑓᨷ2䠖ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

䛺䛧1䠖⤒῭䞉⤒Ⴀ䞉ၟᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

⏨
Ꮚ

㈗Ꮫ䛾Ꮫၥ㡿ᇦ(Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ)㧗ᰯ⏕䛜⯆䛾䛒䜛Ꮫၥศ㔝

㣗≀ᗣ⛉Ꮫ⛉5䠖㣗≀䞉ᰤ㣴Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

┳ㆤᏛ⛉4䠖┳ㆤ䞉ಖᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ᩥὶᏛ⛉䚸⌧௦ⱥㄒᏛ⛉3䠖ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ඣ❺ᩍ⫱ᑓᨷ䚸ᗂඣಖ⫱ᑓᨷ2䠖ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ே㛫⚟♴Ꮫ⛉1䠖ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ዪ
Ꮚ

㈗Ꮫ䛾Ꮫၥ㡿ᇦ(Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ)㧗ᰯ⏕䛜⯆䛾䛒䜛Ꮫၥศ㔝

㣗≀ᗣ⛉Ꮫ⛉5䠖㣗≀䞉ᰤ㣴Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

┳ㆤᏛ⛉4䠖┳ㆤ䞉ಖᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ᩥὶᏛ⛉䚸⌧௦ⱥㄒᏛ⛉3䠖ㄒᏛ⣔䛾Ꮫ䜃

ඣ❺ᩍ⫱ᑓᨷ䚸ᗂඣಖ⫱ᑓᨷ2䠖ᩍဨ㣴ᡂ䞉ᩍ⫱Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ே㛫⚟♴Ꮫ⛉1䠖ᚰ⌮Ꮫ⣔䛾Ꮫ䜃

ዪ
Ꮚ

㈗Ꮫ䛾Ꮫၥ㡿ᇦ(Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ)㧗ᰯ⏕䛜⯆䛾䛒䜛Ꮫၥศ㔝
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㈨ᩱ䠎

2010ᖺ2᭶9᪥

Ⲉᇛ䜻䝸䝇䝖ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ䛻䛴䛔䛶

⏬ㄪᰝᐊ

䠍䠊ᅇ⟅♫ᩘཬ䜃ᴗ✀䛻䛴䛔䛶

䚷ᮏᏛ䜻䝱䝸䜰ᨭ䝉䞁䝍䞊䛾༠ຊ䛾䜒䛸䚸ᆅඖⲈᇛ┴䜢୰ᚰ䛻䠎䠍䠓♫䛾ᴗ䞉ᅋయ䛻ᑐ䛧䛶䚸ู⣬䛾䜘

䛖䛺䜰䞁䜿䞊䝖䜢ᐇ䛧䚸䠍᭶ᮎ᪥䛻䛚䛔䛶䠍䠍䠍♫䠄䠑䠍䠊䠎䠂䠅䛛䜙䛾ᅇ⟅䜢ᚓ䛯䚹

䚷ᅇ⟅ᴗ✀䛻䛴䛔䛶䛿䚸༺ᑠᴗ䛜᭱䜒ከ䛟䚸䝃䞊䝡䝇ᴗ䚸〇㐀ᴗ䛸⥆䛝䚸ᖜᗈ䛔ᴗ✀䛛䜙ᅇ⟅䜢ᚓ䛯

ḟ➨䛷䛒䜛䚹

䠄」ᩘᅇ⟅䛒䜚䠅

ᅇ⟅ᩘ ྜ ᅇ⟅ᩘ ྜ

㎰ᯘ⁺ᴗ 1 0.9% 㔠⼥ಖ㝤ᴗ 9 7.8%

㖔ᴗ 0 0.0% ື⏘ᴗ 5 4.3%

ᘓタᴗ 6 5.2% 㣧㣗ᐟἩᴗ 4 3.5%

〇㐀ᴗ 14 12.2% ་⒪⚟♴ 1 0.9%

㟁Ẽ䞉䜺䝇䞉Ỉ㐨ᴗ 0 0.0% ᩍ⫱䞉Ꮫ⩦ᨭᴗ 2 1.7%

ሗ㏻ಙᴗ 5 4.3% 䝃䞊䝡䝇ᴗ 22 19.1%

㐠㍺ᴗ 2 1.7% බົᐁᗇ 1 0.9%

༺ᑠᴗ 35 30.4% 䛭䛾 8 7.0%

ྜィ 115 100.0%

௨ୗ䚸㉁ၥ㡯┠䛻䛴䛔䛶㞟ィ⤖ᯝ䜢䜎䛸䜑䜛䚹

䠎䠊Ⲉᇛ䜻䝸䝇䝖ᩍᏛ⤒ႠᏛ㒊タ⨨䛻䛴䛔䛶䚸䛹䛾䜘䛖䛻䛚ឤ䛨䛻䛺䜚䜎䛩䛛䠛

22 19.8%

61 55.0%

27 24.3%

0 0.0%

0 0.0%

1 0.9%

111 100.0%

ᮏᏛ⤒ႠᏛ㒊タ⨨䛻䛴䛔䛶䚸⣙䠓䠑䠂䛾ᴗ䞉ᅋయ䛛䜙ᴫ䛽ዲホ䜢ᚓ䛶䛔䜛䛸ุ᩿䛷䛝䜎䛩䚹

ṧ䜚䠎䠑䠂䛾ᴗ䞉ᅋయ䛜ᅇ⟅䛧䛯䛂䛹䛱䜙䛸䜒䛔䛘䛺䛔䛃ᅇ⟅䛻ᑐ䛧䛶䛿䚸⤒ႠᏛ㒊タ⨨ᚋ䚸ᆅᇦ䛸䛾㐃

ᦠ䜢㏻䛨䛶㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛䜘䛖䛻䛧䛶䛔䛟ດຊ䛜ᚲせ䛛䛸ᛮ䛔䜎䛩䚹

䛸䛶䜒㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛

㨩ຊ䜢ឤ䛨䜛

䛹䛱䜙䛸䜒ゝ䛘䛺䛔

䛒䜎䜚㨩ຊ䜢ឤ䛨䛺䛔

䛟㨩ຊ䜢ឤ䛨䛺䛔
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※※※※はじめにはじめにはじめにはじめに、、、、貴社貴社貴社貴社、、、、貴団体貴団体貴団体貴団体についておたずねしますについておたずねしますについておたずねしますについておたずねします。。。。

■■■■貴社貴社貴社貴社、、、、貴団体貴団体貴団体貴団体のののの業種業種業種業種　　　　などなどなどなど（（（（該当該当該当該当するするするする番号番号番号番号にににに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください））））

　  1． 農・林・漁業   6． 情報通信業   １１． 飲食店、宿泊業   １５． 公務（官庁など）

2． 鉱業   7． 運輸業　   １２． 医療、福祉   １６． その他

  3． 建設業   8． 卸売・小売業   １３． 教育、学習支援業

  4． 製造業   9． 金融・保険業   １４． 複合サービス事業・サービス業

  5． 電気・ガス・熱供給・水道業   10． 不動産業

■■■■貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体のののの所在地所在地所在地所在地（（（（該当該当該当該当するするするする番号番号番号番号にににに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください））））

  1． 茨城県 2． 茨城県以外（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＱＱＱＱ１１１１．．．．現在現在現在現在、、、、茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学ではではではでは、、、、次次次次のようなのようなのようなのような特色特色特色特色をもつをもつをもつをもつ「「「「経営学部経営学部経営学部経営学部（（（（仮称仮称仮称仮称）」）」）」）」のののの設置設置設置設置をををを検討中検討中検討中検討中ですですですです。。。。

貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体はどのようにおはどのようにおはどのようにおはどのようにお感感感感じになりますかじになりますかじになりますかじになりますか。。。。

貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体のおのおのおのお気持気持気持気持ちにちにちにちに一番近一番近一番近一番近いいいい番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

キリスト教精神と教養教育を基盤とし、以下の目標達成を目指し地域社会や企業における倫理を重視する社会的

責任感にあふれた現実社会に適切に対応しうる能力を備えた人材を養成します。

・豊かな教養と高度のモラルを有する真のビジネスリーダー教育の実践

・ビジネスに必要な問題解決できる能力を持った人材の養成

・実践的な経営知識と鋭敏な時代感覚を備えたビジネスパーソンの養成

・地域に活力をもたらし、地域社会に貢献する人材の養成

・医療・保健福祉と経営をマッチングしたスペシャリストの養成

・地域の企業人として役立つ資格取得および海外提携大学への留学の奨励

とても魅力を感じる どちらともいえない あまり魅力を感じない

魅力を感じる 全く魅力を感じない

ＱＱＱＱ２２２２．．．．貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体はははは、、、、茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学のののの新学部新学部新学部新学部はこれからのはこれからのはこれからのはこれからの社会社会社会社会にとってにとってにとってにとって必要必要必要必要なななな学部学部学部学部であるとであるとであるとであると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体のおのおのおのお気持気持気持気持ちにちにちにちに一番近一番近一番近一番近いいいい番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

かなり必要 どちらともいえない あまり必要でない

ある程度必要 ほとんど必要でない

ＱＱＱＱ３３３３．．．．茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学でででで新学部新学部新学部新学部がががが設置設置設置設置されたされたされたされた場合場合場合場合、、、、卒業生卒業生卒業生卒業生のののの採用採用採用採用についてどのようにについてどのようにについてどのようにについてどのように思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。

貴社貴社貴社貴社・・・・貴団体貴団体貴団体貴団体のおのおのおのお気持気持気持気持ちにちにちにちに一番近一番近一番近一番近いいいい番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

採用したい 採用を検討したい まだ分からない

2 ５

1 2 ３

2 ５

1 ３ ４

茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学　　　　新学部新学部新学部新学部にににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケートへのごへのごへのごへのご協力協力協力協力のおのおのおのお願願願願いいいい
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高校生高校生高校生高校生のみなさまへのみなさまへのみなさまへのみなさまへ

　寒い日が続いていますが、高校生の皆様はいかがお過ごしでしょうか。

　さて、茨城キリスト教大学では、２０１１年４月に経営学部の設置を予定しています。

　この経営学部について、皆様のご意見をお聞かせいただきたく、アンケートを実施させていただきます。

　なお、アンケートの結果は上記の目的において、統計資料としてのみ活用させていただきますので、ご回答いただ

いた皆様にご迷惑をおかけすることは決してありませんので、ご回答いただけますよう、よろしくお願いいたします。

以下以下以下以下アンケートアンケートアンケートアンケートについてについてについてについて、、、、直接回答直接回答直接回答直接回答をごをごをごをご記入記入記入記入くださいくださいくださいください。。。。

■■■■性別性別性別性別（（（（該当該当該当該当するするするする番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○））））

　   1． 男性 2． 女性

■■■■現在現在現在現在のののの志望志望志望志望（（（（該当該当該当該当するするするする番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○））））

  1． 文系   2． どちらかといえば文系   3． 理系   4． どちらかといえば理系   5． 未定

キリスト教精神と多文化主義に支えられた教養教育を基盤とし、地域社会や企業における倫理を重視する

社会的責任感にあふれたビジネスリーダー、ビジネスパーソンを養成する学部です。

・ビジネスに必要な問題解決能力の育成のために、少人数での授業を多く設定しています。

・即戦力として活躍できるための専門教育として、マネジメント・アカウンティング（会計）・ファイナンス・マーケ

ティングといった経営の基礎を学びます。

・新学科では、社会で即戦力として役立つ資格取得を奨励してバックアップします。英語能力については、「TOEIC」の

スコアアップをめざします。また、ビジネスの基礎的スキルの習得を確実なものとするために、日本商工会議所簿記

検定試験2級の資格取得を最低限の目標とします。

・さらに会計専門職大学院に進学して「税理士」や「公認会計士」をめざす選択肢もあるので、進路相談や学習方法の

面で丁寧なサポートを行います。

ＱＱＱＱ１１１１．．．．現在現在現在現在、、、、茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学ではではではでは、、、、上記上記上記上記のようなのようなのようなのような特色特色特色特色をもつをもつをもつをもつ「「「「経営学部経営学科経営学部経営学科経営学部経営学科経営学部経営学科」」」」のののの設置設置設置設置をををを予定予定予定予定していますしていますしていますしています。。。。

あなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにお感感感感じになりますかじになりますかじになりますかじになりますか。。。。あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお気持気持気持気持ちにちにちにちに一番近一番近一番近一番近いいいい番号番号番号番号1111つにつにつにつに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

とても魅力を感じる どちらともいえない あまり魅力を感じない

魅力を感じる 全く魅力を感じない

ＱＱＱＱ２２２２．．．．茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学のののの「「「「経営学部経営学科経営学部経営学科経営学部経営学科経営学部経営学科」」」」についてについてについてについて、、、、どのどのどのどの程度受験程度受験程度受験程度受験してみたいとしてみたいとしてみたいとしてみたいと思思思思いましたかいましたかいましたかいましたか。。。。

あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお気持気持気持気持ちにちにちにちに一番近一番近一番近一番近いいいい番号番号番号番号１１１１つにつにつにつに○○○○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

受験してみたい あまり受験したいと思わない

受験を検討したい 受験したいと思わない

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました～

茨城キリスト教大学の経営学部についておたずねします

2010年2月

茨城キリスト教大学

茨城茨城茨城茨城キリストキリストキリストキリスト教大学教大学教大学教大学　　　　経営学部経営学部経営学部経営学部にににに関関関関するするするする
アンケートアンケートアンケートアンケートへのごへのごへのごへのご協力協力協力協力のおのおのおのお願願願願いいいい

1 ３ ４

2 ５

1 ３

４2

4



茨城キリスト教大学教職員任用規程 

 

第１条 この規程は茨城キリスト教大学（以下「本学」という。）教職員任用規程という。 

第２条 教職員は、教育職員（以下「教員」という。）、事務職員および技術職員とする。 

第３条 教員は次のとおりとする。 

（１）専任教員 

・専任教員（A） 本学就業規則に基づき専任として任用される教員 

・専任教員（B） 専任教員（A）を定年退職し、継続して再雇用された65歳を超え

る専任教員、または65歳を超えて新たに雇用された専任教員 

・専任教員（C）  専任教員（A）を定年退職し、継続して再雇用された65 歳を超え

る専任教員 

（２）特別契約専任教員 

（３）教職課程特任教員 

（４）兼任教員 

第４条 専任教員（A）の任免・異動並びに職務は、本学就業規則による。 

２ 専任教員（A）の担当時間数は1週12時間を原則とする。 

第５条 専任教員（B）および専任教員（C）の任用については別にこれを定める。 

第６条 特別契約専任教員の任用については別にこれを定める。 

第７条 教職課程特任教員の任用については別にこれを定める。 

第８条 兼任教員の任用については別にこれを定める。 

第９条 事務職員および技術職員の任用については、本学就業規則による。 

第10条 この規程の改訂は、合同教授会の議を経て行うものとする。 

 

附則 

１ この規程は、昭和４８年４月１日より施行する。 

２ この規程は、１９９９年７月２２日より施行する。 

３ この規程は、２００４年４月１日より施行する。 

４ この規程は、２００５年４月１日より施行する。 

５ この規程は、２００８年４月１日より施行する。 
６ この規程は、２０１０年４月１日より施行する。 
 
 
 

1



1

茨城キリスト教大学専任教員（Ｂ）任用規程

第１条 本学教職員任用規程第５条の規定によりこの規程を定める。

第２条 学長は教育上必要と認めたときこの任用を決定する。

第３条 前条にいう教員は教授であることとする。

２ 任免に伴う手続きは本学就業規則を準用する。

３ 専任教員（Ｂ）は、原則として１週当り８時間（４コマ）以上の授業を担

当しなければならない。ただし、その他の職務については専任教員（Ａ）に

準ずる。

４ 専任教員（Ｂ）が必要に応じて５コマ以上７コマを限度として授業を担当

する場合には、兼任講師給の最低額を支給する。

第４条 専任教員（Ｂ）の待遇は次のとおりとする。

（１） 基本給は本学の給与規則による。

（２） 諸手当は本学の給与規則に準ずる。

第５条 専任教員（Ｂ）の契約期間は満６８歳に達する年度末までとし、その

時点で教育上支障がないと認められる場合は、さらに２年間（満７０歳に達

する年度末まで）更新することができる。

２ 専任教員（Ｂ）が大学の規程による選挙において被選挙権を持つのは、満

６８歳に達する年度末までとする。

３ 学長が教育課程上特に必要と認めた場合に限り、７１歳以後３ケ年を限度

として１年ごとに契約を更新することができる。（特別契約専任教員（Ｂ））

第６条 この規程の改訂は、大学教授会の議を経て行うものとする。

附 則

１ この規程は、昭和４８年４月１日より施行する。

２ この規程は、昭和５５年４月１日より施行する。

３ この規程は、昭和６０年４月１日より施行する。

４ この規程は、１９９９年４月１日より施行する。１９９８年度に既に専任

教員（Ｂ）であった者については、この規程は２００１年４月１日より適用

する。ただし、１９９８年度に既に専任教員（Ｂ）であった者で、２００１

年４月１日現在満７０歳未満の者については、満70歳に達する年度末まで、

この規程は適用しない。

５ この規程は、２００１年４月１日より施行する。
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茨城キリスト教大学専任教員（Ｃ）任用規程

第１条 本学教職員任用規程第５条の規定によりこの規程を定める。

第２条 本学の教員は、６５歳に達した後教育上支障がない場合は、専任教員

（Ｃ）として任用される。

第３条 前条にいう教員は教授であることとする。

２ 任免に伴う手続きは本学就業規則を準用する。

３ 専任教員（Ｃ）は、原則として１週当り８時間（４コマ）以上の授業を担

当しなければならない。

４ 専任教員（Ｃ）が必要に応じて５コマ以上６コマを限度として授業を担当

する場合には、兼任講師給の最低額を支給する。

第４条 専任教員（Ｃ）の待遇は次のとおりとする。

（１） 基本給は本学の給与規則による。

（２） 諸手当は本学の給与規則に準ずる。

第５条 専任教員（Ｃ）の契約期間は満６８歳に達する年度末までとし、その

時点で教育上支障がないと認められる場合は、さらに２年間（満７０歳に達

する年度末まで）更新することができる。

２ 専任教員（Ｃ）が大学の規程による選挙において被選挙権を持つのは、満

６８歳に達する年度末までとする。

第６条 この規程の改訂は、大学教授会の議を経て行うものとする。

附 則

１ この規程は、１９９９年７月２２日より施行する。
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資料６

入門科目(1,2年) 応用科目(3,4年) 基盤科目(2,3年) 発展科目(3,4年) 基礎キャリア科目(1,2,3年) 発展キャリア科目(2,3,4年)

経営学入門Ⅰ 経営学Ⅰ キャリアデザイン

経営学入門Ⅱ 経営学Ⅱ ビジネスリサーチ

会計学入門Ⅰ 経営演習Ⅰ リーダーシップ演習Ⅰ

会計学入門Ⅱ 経営演習Ⅱ リーダーシップ演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ 卒業研究

基礎演習Ⅱ

経営戦略論Ⅰ 実践現代経営学Ⅰ 人材マネジメント論Ⅰ

経営戦略論Ⅱ 実践現代経営学Ⅱ 人材マネジメント論Ⅱ

組織情報論Ⅰ 経営学説史Ⅰ リーダーシップ論

組織情報論Ⅱ 経営学説史Ⅱ 組織行動論

経営管理論Ⅰ 事例研究Ⅰ

経営管理論Ⅱ 事例研究Ⅱ

イノベーション論Ⅰ 社会的共通資本論Ⅰ

イノベーション論Ⅱ 社会的共通資本論Ⅱ

地域産業経営論Ⅰ ビジネスエコノミックスⅠ

地域産業経営論Ⅱ ビジネスエコノミックスⅡ

現代産業経済事情

マーケティング論Ⅰ マーケティング戦略論

マーケティング論Ⅱ サービス・マーケティング論

流通システム論Ⅰ

流通システム論Ⅱ

財務会計論Ⅰ 上級簿記Ⅰ 簿記入門Ⅰ

財務会計論Ⅱ 上級簿記Ⅱ 簿記入門Ⅱ

工業簿記Ⅰ ファイナンスⅠ 実践簿記論Ⅰ

工業簿記Ⅱ ファイナンスⅡ 実践簿記論Ⅱ

管理会計論Ⅰ 国際金融論Ⅰ

管理会計論Ⅱ 国際金融論Ⅱ

経営分析Ⅰ 証券市場論

経営分析Ⅱ 租税論Ⅰ

租税論Ⅱ

会社法Ⅰ ビジネスコミュニケーションⅠ 英語検定試験対策講座Ⅰ

会社法Ⅱ ビジネスコミュニケーションⅡ 英語検定試験対策講座Ⅱ

社会福祉発達史 外書購読Ⅰ 英語検定試験対策講座Ⅲ

保健福祉行政論 外書購読Ⅱ 経営特講Ⅲ

経営特講Ⅰ 経営特講Ⅳ

経営特講Ⅱ 経営特講Ⅴ

地
域
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ノ
ベ
ー

シ
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ン
系
マ
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ケ
テ
ィ
ン
グ
系

会
計
系

専
門
教
育
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
・
ス
キ
ル
系

基
幹
科
目

専
門
科
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

教育プロセスと専門教育科目の関連

基幹科目 専門科目 キャリア科目教育プ
ロセス科目

区分

1
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 ࠋࡿࡍಟᚓࢆᇶ♏ᩍ㣴࡞࡛ᚲせ♫ࠊࡵྵࢆእᅜㄒࡸᩍᴫㄽࢺࢫࣜ࢟

㸺㸺㸺㸺Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠㸼㸼㸼㸼    

࡞♫ேࡢᙧᡂྍḞ࡞ᖜᗈ࠸ᩍ㣴⌮ほࡢᾰ㣴ࢆᅗࠋࡿ 

㸺㸺㸺㸺ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠㸼㸼㸼㸼    

2ᖺḟࡢࡽᑓ㛛ᩍ⫱⾜⛣ࡢᑓ㛛ᇶ♏▱㆑ࢆಟᚓࠋࡿࡍ 

    ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐

    

⤒Ⴀᡓ␎ࡸ⤒Ⴀ⟶⌮➼ࢪࢿ࣐ࡢ

ࢪࣅࡓࢀඃࠊࡋಟᚓࢆ⯡ࢺ࣓ࣥ

 ࠋࡍᣦ┠ࢆ㣴ᡂࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࢫࢿ

 

㸦ࢪ࣮࣓ࣜࣕ࢟㸧 

࣭ᅜෆᴗ࣭እ㈨⣔ᴗ 

࣭⾜ᨻ㛵㐃ᴗົ 

࣭ᅜᐙ࣭ᆅ᪉බົဨ 

࣭Ꮫ㝔㐍Ꮫ  ࡞ 

    ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐

    

ᆅᇦ⯆ࡸᴗ⯡ࣅ࡚ࡵྵࢆ

࣭⏬࡞ᚲせ࡚࠸࠾ࢫࢿࢪ ❧

⬟ຊࢆ㧗ࠋࡃ࠸࡚ࡵ 

 

㸦ࢪ࣮࣓ࣜࣕ࢟㸧 

࣭ᅜᐙ࣭ᆅ᪉බົဨ 

࣭NPOࠊNGO 

࣭ᅜෆᴗ࣭እ㈨⣔ᴗ 

࣭Ꮫ㝔㐍Ꮫ  ࡞ 

ィ୰ᚰィ୰ᚰィ୰ᚰィ୰ᚰ    

 

⤒Ⴀᚲ㡲ࡢ㈈ົ࣭ ィࡢ▱㆑ࢆ

ᇶ┙ࠊᐇ㊶ⓗࡘ㧗ᗘ࡞㈈ົ࣭

ィศᯒࡿࡍ⬟ຊࢆ㧗ࠋࡃ࠸࡚ࡵ 

 

㸦ࢪ࣮࣓ࣜࣕ࢟㸧 

࣭ᴗࡢ㈈ົ࣭⤒⌮ᢸᙜ⪅ 

࣭බㄆィኈࠊ⛯⌮ኈ 

࣭ᅜෆᴗ࣭እ㈨⣔ᴗ 

࣭Ꮫ㝔ࠊᑓ㛛⫋Ꮫ㝔㐍Ꮫ  

 ࡞

㸺㸺㸺㸺ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟⛉┠⛉┠⛉┠⛉┠㸼㸼㸼㸼    

1ᖺḟࠊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࣒࣮ࢳࡽၥ㢟ᙧᡂゎỴࡓࡗ࠸ᇶᮏᴫᛕࢆಟᚓࠋࡿࡍ 

㸺㸺㸺㸺ⓎᒎⓎᒎⓎᒎⓎᒎࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟⛉┠⛉┠⛉┠⛉┠㸼㸼㸼㸼    

1ᖺḟ࡚ࡋ⥆⥅ࡽ㧗ࣜࣕ࢟࠸ព㆑ࢆᣢ࡚ࡗ⤒Ⴀࡢᑓ㛛⛉┠ࠊࡳ⤌ࡾྲྀ♫ⓗཬ 

 ࠋࡍࡲࡁ࠸࡚ࡵ㧗ࢆຊ⬟ࢫࢿࣈࢸ࣮ࢧຊࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡿᅗࢆ❧⮬ᴗⓗ⫋ࡧ

㈨ᩱ㸵 
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㸦㸰㸧ࢪ࣮࣓ࣜࣕ࢟ᅗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ලయⓗࣜࣕ࢟࡞ᙧᡂࢪ࣮࣓ࢆࡢࡵࡓࡿࡏࡉᅗࠋ 

 

㸦㸱㸧ᶆ‽ᒚಟࣔࡢࣝࢹᴫᛕᅗ 

 

ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ ᇶᖿ࣭ࣜࣕ࢟⛉┠ 

ࠝᏛඹ㏻⛉┠ࠞ 

 ᩍᴫㄽⅠࢺࢫ࣭ࣜ࢟

࣭⥲ྜⱥㄒⅠⅡⅢ 

 ㄒⅠⅡࢫࣥࣛࣇ࣭

࣭య⫱ᐇᢏ㸦๓࣭ᚋᮇ㸧 

 ᇶ♏ⅠⅡࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࣭

 

 

ࠝᏛ㒊ᇶ♏⛉┠ࠞ 

࣭ேᶒປാ  ࣭ࣟࢡ࣑⤒῭Ꮫධ㛛 

࣭ே⏕♩  ࣭ἲᏛ 

࣭ᚰࡢᗣ   ࣭ṔྐᏛ 

࣭⏕⌮   ࣭ே㛫ゝㄒ 

 Ṕྐࡢቃ  ࣭⛉Ꮫ⎔↛⮬࣭

࣭⎔ቃ♫  ࣭⤫ィᏛࡢᇶ♏ 

 

ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠    

    ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐

ᒚಟᒚಟᒚಟᒚಟࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹ    

ィ୰ᚰィ୰ᚰィ୰ᚰィ୰ᚰ    

ᒚಟᒚಟᒚಟᒚಟࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹ    

    ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐

ᒚಟᒚಟᒚಟᒚಟࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹࣔࣝࢹ    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

࣭࣭࣭࣭⤒Ⴀᡓ␎ㄽ⤒Ⴀᡓ␎ㄽ⤒Ⴀᡓ␎ㄽ⤒Ⴀᡓ␎ㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭⤌⧊ሗㄽ⤌⧊ሗㄽ⤌⧊ሗㄽ⤌⧊ሗㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

    

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

࣭࣭࣭࣭◊✲◊✲◊✲◊✲ⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭⤒ႠᏛㄝྐ⤒ႠᏛㄝྐ⤒ႠᏛㄝྐ⤒ႠᏛㄝྐⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

࣭࣭࣭࣭㈈ົィㄽ㈈ົィㄽ㈈ົィㄽ㈈ົィㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭⟶⌮ィㄽ⟶⌮ィㄽ⟶⌮ィㄽ⟶⌮ィㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭⤒Ⴀศᯒ⤒Ⴀศᯒ⤒Ⴀศᯒ⤒ႠศᯒⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

    

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

࣭࣭࣭࣭ୖ⣭⡙グୖ⣭⡙グୖ⣭⡙グୖ⣭⡙グⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

࣭࣭࣭࣭ᕤᴗ⡙グᕤᴗ⡙グᕤᴗ⡙グᕤᴗ⡙グⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

    ⅡⅡⅡⅡࠊࠊࠊࠊⅠⅠⅠⅠࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭࣭࣭࣭

࣭࣭࣭࣭ᆅᇦ⏘ᴗ⤒Ⴀㄽᆅᇦ⏘ᴗ⤒Ⴀㄽᆅᇦ⏘ᴗ⤒Ⴀㄽᆅᇦ⏘ᴗ⤒ႠㄽⅠⅠⅠⅠࠊࠊࠊࠊⅡⅡⅡⅡ    

    ⅡⅡⅡⅡࠊࠊࠊࠊㄽㄽㄽㄽⅠⅠⅠⅠࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭࣭࣭࣭

    

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

    ᡓ␎ᡓ␎ᡓ␎ᡓ␎ㄽㄽㄽㄽࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭࣭࣭࣭

࣭࣭࣭࣭ὶ㏻ὶ㏻ὶ㏻ὶ㏻࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩ࣒ࢸࢫࢩㄽㄽㄽㄽⅠⅡⅠⅡⅠⅡⅠⅡ    

࣭࣭࣭࣭♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽ♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽ♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽ♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽⅠⅡⅠⅡⅠⅡⅠⅡ    

ࠝධ㛛⛉┠ࠞ 

࣭⤒ႠᏛධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ィᏛධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ᇶ♏₇⩦Ⅰ 

࣭ᇶ♏₇⩦Ⅱ 

 

 

 

 

ࠝᛂ⏝⛉┠ࠞ 

࣭⤒ႠᏛⅠࠊⅡ 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅰ 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅱ 

࣭༞ᴗ◊✲ 

 

 

 

 

ࠝᇶ♏ࣜࣕ࢟⛉┠ࠞ 

 ࣥࢨࢹ࣭ࣜࣕ࢟

 Ⅰ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

 ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅ࣭

 Ⅱ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅠࠊⅡ 

࣭⡙グධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ᐇ㊶⡙グㄽⅠࠊⅡ 

 

ࠝⓎᒎࣜࣕ࢟⛉┠ࠞ 

࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽⅠࠊⅡ 

 ㄽࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

࣭⤌⧊⾜ືㄽ 

࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅢࠊⅣࠊϬ 

 

 

 

 

 

◆2ᖺḟࡽᮏ᱁ⓗ࡞ᑓ㛛ᩍ⫱ࢆᒚಟࠋࡿࡍ᥎ዡᒚಟࣔࡋࣝࢹ ࣝࢹ୰ᚰࣔࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࠕ࡚ ࠕࠊࠖ

ィ୰ᚰࣔࣝࢹ ேࡿࡍ㈨ᙧᡂࣜࣕ࢟ࡢ⏕Ꮫࠊࡋព⏝ࢆࡘ㸱ࡢࠖࣝࢹ୰ᚰࣔࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࠕࠊࠖ

ᮦࡢ⫱ᡂࢆᅗࠋࡿ 

 

⯆㛵ᚰࢪ࣮࣓ࣜࣕ࢟ ࡇࡿ࠶ 

࣭♫⤒Ⴀ 

࣭⏬❧ 

୍࣭⯡ᴗ⥲ྜ⫋ࠊே࣭⥲ົ⫋ 

࣭⏬ࢢࣥࢸࣝࢧࣥࢥ 

࣭♫⤒Ⴀ 

࣭㈈ົࠊィ 

࣭㈈ົࠊࢢࣥࢸࣝࢨࣥࢥ㈈ົ࣭⤒⌮⫋ 

࣭බㄆィኈࠊ⛯⌮ኈ 

࣭ᆅᇦ⯆ 

࣭⏬❧ 

࣭ᆅ᪉බົဨࠊᅜᐙබົဨ 

࣭⏬ࠊࢢࣥࢸࣝࢧࣥࢥႠᴗ⫋ 

１
・
２
年
次 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
・
３
・
４
年
次 

ィ୰ᚰ 

 ୰ᚰࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐

 ୰ᚰࢢࣥࢸࢣ࣮࣐
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㸦㸲㸧ูࣜࣕ࢟᥎ዡᒚಟࣔࣝࢹ 

 

 ࣝࢹᒚಟࣔࡓࡋ୰ᚰࢆࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐①

1ᖺḟ 2ᖺḟ 3ᖺḟ 4ᖺḟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ᖺ㛫ணᐃಟᚓ༢ᩘ 1ᖺḟ㸸43༢ 

          2ᖺḟ㸸33༢ 

          3ᖺḟ㸸28༢ 

          4ᖺḟ㸸20༢ 

          ྜィ㸸124༢ 

ࠝࠝࠝࠝᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ࠞࠞࠞࠞ㸸㸸㸸㸸42424242༢༢༢༢    

㸺Ꮫඹ㏻⛉┠㸼   㸺Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠㸼 

20༢        22༢ 

ࠝࠝࠝࠝᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ㸸㸸㸸㸸26262626༢༢༢༢    

ࠝࠝࠝࠝධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ12༢    

࣭⤒ႠᏛධ㛛ⅠࠊⅡ  ࣭ィᏛධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ᇶ♏₇⩦Ⅰ     ࣭ᇶ♏₇⩦Ⅱ    

ࠝࠝࠝࠝᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ࠞࠞࠞࠞ14༢    

࣭⤒ႠᏛⅠࠊⅡ   ࣭༞ᴗ◊✲ 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅰ      ࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅱ    

ࠝࠝࠝࠝᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢆࢆࢆࢆ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ 40404040༢༢༢༢ࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢ 24242424༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ16༢    

࣭⤒Ⴀᡓ␎ㄽⅠࠊⅡ   ࣭⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅠࠊⅡ 

࣭⤌⧊ሗㄽⅠࠊⅡ   ࣭ᐇ㊶⌧௦⤒ႠᏛⅠࠊⅡ 

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ24༢    

࣭◊✲ⅠࠊⅡ     ࣭⤒ႠᏛㄝྐⅠࠊⅡ 

  ⅡࠊⅡ ࣭㈈ົィㄽⅠࠊㄽⅠࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭

 ⅡࠊⅡ ࣭⤒ႠศᯒⅠࠊㄽⅠࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭

    ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ࠞࠞࠞࠞ㸸㸸㸸㸸32323232༢༢༢༢ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࠝࠝࠝࠝ

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎⓎᒎⓎᒎⓎᒎ12ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ㄽⅠࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽ    ࣭ேᮦࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ      

࣭⤌⧊⾜ືㄽ     ࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽⅡ 

࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅢࠊⅣࠊϬ 

                                    

ࠝࠝࠝࠝᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏20ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅ࣭    ࣥࢨࢹ࣭ࣜࣕ࢟

     Ⅱ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ  Ⅰ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

࣭⡙グධ㛛ⅠࠊⅡ     ࣭ᐇ㊶⡙グㄽⅠࠊⅡ    ࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅠࠊⅡ 
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ղィࢆ୰ᚰࡓࡋᒚಟࣔࣝࢹ 

1ᖺḟ 2ᖺḟ 3ᖺḟ 4ᖺḟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ᖺ㛫ணᐃಟᚓ༢ᩘ 1ᖺḟ㸸43༢ 

          2ᖺḟ㸸33༢ 

          3ᖺḟ㸸28༢ 

          4ᖺḟ㸸20༢ 

          ྜィ㸸124༢ 

 

 

ࠝࠝࠝࠝᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

ィィィィ⛉┠⛉┠⛉┠⛉┠ࢆࢆࢆࢆ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ 40404040༢༢༢༢ࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢࡕ࠺ࡢ 24242424༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ16༢    

࣭㈈ົィㄽⅠࠊⅡ   ࣭⟶⌮ィㄽⅠࠊⅡ 

࣭⤒ႠศᯒⅠࠊⅡ    ࣭ࢫࣥࢼࣇⅠࠊⅡ 

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ24༢    

࣭ୖ⣭⡙グⅠࠊⅡ    ࣭ᕤᴗ⡙グⅠࠊⅡ 

࣭ᅜ㝿㔠⼥ㄽⅠࠊⅡ   ࣭⛒⛯ㄽⅠࠊⅡ  

࣭⤒Ⴀᡓ␎ㄽⅠࠊⅡ   ࣭ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ㄽⅠࠊⅡ 

ࠝࠝࠝࠝᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸42424242༢༢༢༢    

㸺Ꮫඹ㏻⛉┠㸼   㸺Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠㸼 

20༢        22༢ 

ࠝࠝࠝࠝᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸26262626༢༢༢༢    

ࠝࠝࠝࠝධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ12༢    

࣭⤒ႠᏛධ㛛ⅠࠊⅡ  ࣭ィᏛධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ᇶ♏₇⩦Ⅰ     ࣭ᇶ♏₇⩦Ⅱ    

ࠝࠝࠝࠝᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ࠞࠞࠞࠞ14༢    

࣭⤒ႠᏛⅠࠊⅡ   ࣭༞ᴗ◊✲ 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅰ      ࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅱ    

⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࠝࠝࠝࠝ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸32323232༢༢༢༢    

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎⓎᒎⓎᒎⓎᒎ12ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ㄽⅠࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽ    ࣭ேᮦࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ      

࣭⤌⧊⾜ືㄽ     ࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽⅡ 

࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅢࠊⅣࠊϬ 

                                    

ࠝࠝࠝࠝᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏20ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅ࣭    ࣥࢨࢹ࣭ࣜࣕ࢟

     Ⅱ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ  Ⅰ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

࣭⡙グධ㛛ⅠࠊⅡ     ࣭ᐇ㊶⡙グㄽⅠࠊⅡ    ࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅠࠊⅡ 
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ճࢆࢢࣥࢸࢣ࣮࣐୰ᚰࡓࡋᒚಟࣔࣝࢹ 

 

1ᖺḟ 2ᖺḟ 3ᖺḟ 4ᖺḟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ᖺ㛫ணᐃಟᚓ༢ᩘ 1ᖺḟ㸸43༢ 

          2ᖺḟ㸸33༢ 

          3ᖺḟ㸸28༢ 

          4ᖺḟ㸸20༢ 

          ྜィ㸸124༢ 

ࠝࠝࠝࠝᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ᑓ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ    

୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰ୰ᚰࢆࢆࢆࢆ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ 42424242༢༢༢༢ࡽࡽࡽࡽ 24242424༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ༢ಟᚓ    

ࠝࠝࠝࠝᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ᇶ┙⛉┠ࠞࠞࠞࠞ14༢    

 ⅡࠊⅡ࣭ᆅᇦ⏘ᴗ⤒ႠㄽⅠࠊㄽⅠࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࣭

 Ⅱ࣭⌧௦⏘ᴗ⤒῭ࠊㄽⅠࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠Ⓨᒎ⛉┠ࠞࠞࠞࠞ28༢    

    ㄽࢢࣥࢸࢣ࣮࣐ࢫࣅ࣮ࢧ࣭ ᡓ␎ㄽࢢࣥࢸࢣ࣮࣐࣭

࣭♫ⓗඹ㏻㈨ᮏㄽⅠࠊⅡ ࣭ὶ㏻࣒ࢸࢫࢩㄽⅠࠊⅡ 

 ⅡࠊⅡ ࣭⤒Ⴀᡓ␎ㄽⅠࠊⅠࢫࢡࢵ࣑ࣀࢥ࢚ࢫࢿࢪࣅ࣭

࣭㈈ົィㄽⅠࠊⅡ ࣭⤒ႠศᯒⅠࠊⅡ 

ࠝࠝࠝࠝᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ᩍ㣴ᩍ⫱⛉┠ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸42424242༢༢༢༢    

㸺Ꮫඹ㏻⛉┠㸼   㸺Ꮫ㒊ᇶ♏⛉┠㸼 

20༢        22༢ 

ࠝࠝࠝࠝᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ᇶᖿ⛉┠ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸26262626༢༢༢༢    

ࠝࠝࠝࠝධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ධ㛛⛉┠ࠞࠞࠞࠞ12༢    

࣭⤒ႠᏛධ㛛ⅠࠊⅡ  ࣭ィᏛධ㛛ⅠࠊⅡ 

࣭ᇶ♏₇⩦Ⅰ     ࣭ᇶ♏₇⩦Ⅱ    

ࠝࠝࠝࠝᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ᛂ⏝⛉┠ࠞࠞࠞࠞ14༢    

࣭⤒ႠᏛⅠࠊⅡ   ࣭༞ᴗ◊✲ 

࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅰ      ࣭⤒Ⴀ₇⩦Ⅱ    

⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍ⫱ᩍࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࠝࠝࠝࠝ 㸸ࠞࠞ㸸ࠞ㸸ࠞ㸸32323232༢༢༢༢    

ࠝࠝࠝࠝⓎᒎⓎᒎⓎᒎⓎᒎ12ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ㄽⅠࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽ    ࣭ேᮦࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ      

࣭⤌⧊⾜ືㄽ     ࣭ேᮦࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽⅡ 

࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅢࠊⅣࠊϬ 

                                    

ࠝࠝࠝࠝᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏ᇶ♏20ࠞࠞࠞࠞ┠⛉┠⛉┠⛉┠⛉ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟ࣜࣕ࢟༢    

 ࢳ࣮ࢧࣜࢫࢿࢪࣅ࣭    ࣥࢨࢹ࣭ࣜࣕ࢟

     Ⅱ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ  Ⅰ⩦₇ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮࣭ࣜ

࣭⡙グධ㛛ⅠࠊⅡ     ࣭ᐇ㊶⡙グㄽⅠࠊⅡ    ࣭⤒Ⴀ≉ㅮⅠࠊⅡ 



䠄䠑䠅ᒚಟ䝰䝕䝹ู㛫

ඹ㏻ᒚಟ䝰䝕䝹䛻䛚䛡䜛㛫䚷䛆1ᖺḟ䛇㻌

䛆๓ᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

䜻䝸䝇䝖ᩍᴫㄽ䊠 య⫱ᐇᢏ 䜻䝱䝸䜰䝕䝄䜲䞁 ᇶ♏₇⩦䊠 ἲᏛ

1ྕ㤋1308ᩍᐊ య⫱㤋 ⤫ྜᲷ201ᩍᐊ ⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ 1ྕ㤋1204ᩍᐊ

⤒ႠᏛධ㛛䊠 ⥲ྜⱥㄒ䊠

⤫ྜᲷ201ᩍᐊ 3ྕ㤋3306ᩍᐊ

⡙グධ㛛䊠 䝣䝷䞁䝇ㄒ䊠 ィᏛධ㛛䊠

⤫ྜᲷ308ᩍᐊ 1ྕ㤋1402ᩍᐊ ⤫ྜᲷ313ᩍᐊ

ṔྐᏛ 䝁䞁䝢䝳䞊䝍ᇶ♏䊠

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ 7ྕ㤋7401ᩍᐊ

䝭䜽䝻⤒῭Ꮫධ㛛

1ྕ㤋1401

䛆ᚋᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

䜻䝸䝇䝖ᩍᴫㄽ䊠 䝸䞊䝎䞊䝅䝑䝥₇⩦䊠 ேᶒ䛸ປാ

1ྕ㤋1308ᩍᐊ ⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ 1ྕ㤋1204ᩍᐊ

⤒ႠᏛධ㛛䊡 ⥲ྜⱥㄒ䊠

⤫ྜᲷ201ᩍᐊ 3ྕ㤋3306ᩍᐊ

⡙グධ㛛䊡 ே⏕䛸♩ 䝣䝷䞁䝇ㄒ䊠 ィᏛධ㛛䊡

⤫ྜᲷ308ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ 1ྕ㤋1402ᩍᐊ ⤫ྜᲷ313ᩍᐊ

ᚰ䛾ᗣ 䝁䞁䝢䝳䞊䝍ᇶ♏䊡

䝅䜸䞁㤋210ᩍᐊ 7ྕ㤋7401ᩍᐊ

6
17:40-
19:10

4
14:20-
15:50

5
16:00-
17:30

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

2
10:20-
11:50

1
8:40-
10:10

1
8:40-
10:10

6
17:40-
19:10

5
16:00-
17:30

4
14:20-
15:50

3
12:40-
14:10

6



䝬䝛䝆䝯䞁䝖䜢୰ᚰ䛸䛧䛯ᒚಟ䝰䝕䝹䠖㛫䚷䛆2ᖺḟ䛇㻌

䛆๓ᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

య⫱ᐇᢏ 䝡䝆䝛䝇䝸䝃䞊䝏 ᇶ♏₇⩦䊡

య⫱㤋 ⤫ྜᲷ201ᩍᐊ ⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ

⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ䊠 䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾ㄽ䊠

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ

䝣䝷䞁䝇ㄒ䊡 ᐇ㊶⡙グㄽ䊠 ⥲ྜⱥㄒ䊡

1ྕ㤋1402ᩍᐊ ⤫ྜᲷ308ᩍᐊ 5ྕ㤋5202ᩍᐊ

⏕⌮ ே㛫䛸ゝㄒ ⥲ྜⱥㄒ䊢

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ202ᩍᐊ 5ྕ㤋5202ᩍᐊ

䛆ᚋᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

䝸䞊䝎䞊䝅䝑䝥₇⩦䊡

⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ

⮬↛䛸⎔ቃ ⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ䊠 䝬䞊䜿䝔䜱䞁䜾ㄽ䊠

7ྕ㤋7305ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ

䝣䝷䞁䝇ㄒ䊡 ᐇ㊶⡙グㄽ䊡 ⥲ྜⱥㄒ䊡

1ྕ㤋1402ᩍᐊ ⤫ྜᲷ308ᩍᐊ 5ྕ㤋5202ᩍᐊ

⤒Ⴀ≉ㅮ䊠 ⤒Ⴀ≉ㅮ䊡 ⥲ྜⱥㄒ䊢

⤫ྜᲷ205ᩍᐊ ⤫ྜᲷ205ᩍᐊ 5ྕ㤋5202ᩍᐊ

1
8:40-
10:10

6
17:40-
19:10

5
16:00-
17:30

4
14:20-
15:50

3
12:40-
14:10

2
10:20-
11:50

1
8:40-
10:10

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

6
17:40-
19:10

4
14:20-
15:50

5
16:00-
17:30

7



䝬䝛䝆䝯䞁䝖䜢୰ᚰ䛸䛧䛯ᒚಟ䝰䝕䝹䠖㛫䚷䛆3ᖺḟ䛇㻌

䛆๓ᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

⤒Ⴀᡓ␎ㄽ䊠 ◊✲䊠

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ

⤒ႠᏛ䊠 ேᮦ䝬䝛䝆䝯䞁䝖ㄽ䊠

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ205ᩍᐊ

⤒Ⴀ₇⩦䊠 ⤒Ⴀ≉ㅮ䊢 ⤒Ⴀ≉ㅮ䊣

⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ䞉䝅䜸䞁㤋
201䡚205ᩍᐊ ⤫ྜᲷ205ᩍᐊ ⤫ྜᲷ205ᩍᐊ

⎔ቃ䛸♫

1ྕ㤋1403ᩍᐊ

䛆ᚋᮇ䛇

㝈 㛫 ᭶ ⅆ Ỉ ᮌ 㔠

⤒Ⴀᡓ␎ㄽ䊡 ◊✲䊡

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ204ᩍᐊ

⤒ႠᏛ䊡 ேᮦ䝬䝛䝆䝯䞁䝖ㄽ䊡

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ ⤫ྜᲷ205ᩍᐊ

⤒Ⴀ₇⩦䊠

⤫ྜᲷ308䡚311ᩍᐊ䞉䝅䜸䞁㤋
201䡚205ᩍᐊ

⤫ィᏛ䛾ᇶ♏

⤫ྜᲷ204ᩍᐊ

6
17:40-
19:10

4
14:20-
15:50

5
16:00-
17:30

2
10:20-
11:50

3
12:40-
14:10

2
10:20-
11:50

1
8:40-
10:10

1
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